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審議内容の報告（第１部会） 

 

１．答申に向けた意見 

 

【基本計画・アクションプラン（施策別）】 

該当箇所 意見内容 

1.住環境 ・「教育環境保全のための住宅開発抑制に関する指導要綱」が、

住宅開発に伴う児童数の急増による教室不足等の教育環境上の

課題に対応するために策定されているが、良好な住環境の形成

という観点からも積極的な評価が必要であり、そのことに関す

る記述を盛り込まれたい。 

2.緑・自然 ・市内には都市緑地も多く、緑がネットワーク化することで、生

態的回廊（エコロジカル・コリドー）が築かれ、生態的にも重要

である。そのことの記載について検討されたい。 

 

・取組内容①「公園・緑地の整備」に記載の「生産緑地の活用を

含む公園の整備や緑地の保全を検討する」、「長期未整備の都市

計画公園について、廃止も含めた見直しを行う」について、それ

ぞれどの地域についてのことかということがわかるように記述

されたい。 

 

・取組内容②「緑化の推進」に記載の「オリジナル植物」につい

て、具体名をあげて分かりやすく記述されたい。 

3.景観 ・このたびの台風による暴風の被害として、看板が飛ばされ、電

線が切れる等の被害があった。その備えという観点からも、屋外

広告物の管理に取り組まれたい。 

4.市街地 ・北部地域、臨海部において人口減少の傾向が顕著となっている

ことを踏まえ、市全体として良好な市街地づくりを進めていた

だきたい。 

5.公共交通 ・事業計画及び「4.市街地」には武庫川新駅の具体名が挙がって

いるが、本施策分野においても同様に記載されたい。 

25.環境保全 ・取組内容①「環境学習の推進」について、小・中学校との連携

などを通じて環境学習を進め、自然環境がより身近なものにな

るようにされたい。 

26.生活環境 ・指定有料ゴミ袋について、西宮市は近隣市の中でも導入が遅れ

ているが、ごみの分別を進めることは、市民の意識向上にもつな

がるものであるので導入を検討されたい。 
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該当箇所 意見内容 

27.水道 ・水道は人間にとって一番のライフラインであり、災害対策に向

けた取組を積極的に進められたい。耐震化が完了するには 80 年

かかるとのことであるが、少しでも短期間となるよう、工法等に

ついて検討されたい。 

28.下水道 ・下水処理施設について、地震や津波が起こった際も、機能が維

持できるよう、対策を進められたい。 

 

29.道路 ・洪水や地震等の災害時において、第一の交通ルートが使えなく

なっても第二、第三の交通ルートがあるよう、道路ネットワーク

の強靭化を図られたい。 

 

30.防災減災 ・災害時の停電によりスマートフォンが使用できなくなること

で、人々の情報収集や通信手段の要が失われ、また、電動ポンプ

で建物内に水を送っている高層マンションやビル等では断水が

起きるなど、日常生活に大きな影響を与えることとなるので、停

電に対する備えについて記述されたい。 

 

・都市防災力の強化として、台風による高潮や暴風への備えにつ

いて記述されたい。 

31.消防 ・西宮市の消防団は活発に活動しており、消防を補完する役割を

担っている。防災における消防団の重要性について記述された

い。 

 

・取組内容③「救急活動の充実」に「応急手当の普及啓発を推進

する」とあるが、具体的に記述することを検討されたい。 
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２．その他意見 

 

【基本計画・アクションプラン（施策別）】 

該当箇所 意見内容 

1.住環境 

 

・現状、西宮は空き家が少ないということだが、今後は増えてく

ることが予想される。行政として、もう少し空き家の利活用の取

組について記載を検討されたい。 

・ここ 20 年くらいで世帯構成が大きく変化しており、３、４人

世帯が減り、１、２人世帯が増えている。そのため、建物はその

ままでも、中に住んでいる人数は減っているといった状況であ

る。減築をサポートする事業があれば、過密地域において空地を

生み出すことができるのではないか。 

・市が戸数をコントロールできる市営住宅について、集約するこ

とが本当に良いか否か、他市の動向を注視して進められたい。 

・北部地域における空き家の問題について、空き家の利活用など

地域のことを生かしていく方法を考えられたい。 

3.景観 

 

・大阪市では、御堂筋において大胆な広告物の規制を行おうとし

ているが、西宮市においても、特にメインストリートとなるとこ

ろではそういった規制が行われると良い。 

・市の中では統一されていても、市境をまたいだときに、まちの

雰囲気が変わることがある。市街地としては連続しているので、

これがつながると良い。 

26.生活環境 

 

・処理施設の整備を今後行うとあるが、小・中学生の社会見学へ

の対応等、環境教育面にも配慮されたい。 

・災害廃棄物の一時保管について、近隣市と連携する等の考えを

示されたい。 

27.水道 ・武庫川が氾濫しても、直接の水源ではないため水道に影響はな

い（断水しない）とのことだが、市民はあまり知らないので、安

心した水道の展開という面で、何らかの広報を検討されたい。 

28.下水道 

 

・災害発生時の避難所におけるトイレについて、使用できなくな

った際のバックアップ機能を検討されたい。 

・透水性舗装を進め、排水施設に雨水が流入する量を減らされた

い。 

・新設だけでなく、ハザードマップの浸水想定区域内にある既存

の上下水道施設・設備について、万が一起こり得る災害に対して

も可能な限り改善や対応を進められたい。 

29.道路 

 

・県道 82 号は歩道が狭く、住宅が道路際いっぱいまで建てられ

ており、歩行者にとって非常に危険である。また、踏切により車

が渋滞する。 
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該当箇所 意見内容 

・歩道の環境整備について、東京都で施工されている保水性舗装

や街路樹、民の土地の道路際に緑を持ってくるといった手法に

より、特に猛暑時において歩行者が歩きやすい空間にしていく

ことを検討されたい。 

・平成 30 年９月の台風 21 号による暴風の被害として、市内で

はたくさんの倒木があった。その備えとして街路樹等の樹木診

断をきちんと行い、根腐りがないかの確認をするとともに、根は

りの浅い樹木を植えないようにされたい。 

30.防災減災 

 

・温暖化が進む中、小学校の校舎にはエアコンが完備されたよう

だが、避難所として使用される体育館についても設置を検討さ

れたい。 

・緊急時の情報発信について、なかなか想定通り全ての人に情報

が行き届かないことが懸念される。 

・今後、北部地域に人を呼び込むにも、災害時に孤立するのでは

ＰＲの足かせになってしまう。 

・災害時の要援護者については情報の取り扱いの難しさがある

が、仕組みづくりを是非進められたい。 

・スマートフォンアプリやドローン等の新しい技術について、西

宮市の防災・減災に合うものをうまく取り入れられたい。 

・津波避難が必要な地域や、土砂災害の警戒が必要な地域を中心

に地域版防災マップを作成しているということだが、関係する

一部の人に対する情報にとどめず、誰もが見ることができるよ

うに広く活用されたい。 

31.消防 

 

・ＡＥＤの設置や救急救命講習の実施などを推進されたい。 

・消防団の育成や活性化について計画に盛り込まれたい。 

32.地域防犯・交通安

全・消費者安全 

 

・警察の管轄かもしれないが、主要交差点においては歩車分離信

号の導入を進められたい。渋滞を招くかもしれないが、人命優先

の考えでお願いしたい。 

・歩行者、自転車の携帯電話操作を含めたマナー違反による事

故、トラブルが急増している。条例で罰則を設ける、保険加入を

義務付けるなど、何か方向性を打ち出されたい。 
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審議内容の報告（第２部会） 

 

１．答申に向けた意見 

 

【基本計画・アクションプラン（施策別）】 

該当箇所 意見内容 

6.子供・子育て支援 ・取組内容②「乳幼児期の教育・保育環境の充実」の保育士に関

する記述について、「数を確保する」や「長く仕事を続ける」等、

供給面に偏った記述となっている。一人の生活者として保育士

のワークライフバランス等にも配慮した記述をされたい。 

 

・取組内容④「子供の貧困対策や児童虐待防止対策の充実」に記

載のソーシャルワーク機能について、虐待とともに生活困難に

ある子供の育成に対してもっと必要と考える。もう少し詳しく

記述されたい。 

7.学校教育 ・文教住宅都市を都市目標とするまちとして、児童、生徒の格差

にも配慮した学力向上とインクルーシブ教育の推進に資する取

組について記述されたい。 

 

・取組内容⑦「教職員の力量向上」に、時代のニーズに即して教

職員の負担軽減の記述を検討されたい。 

8.青少年育成 ・取組内容③「留守家庭・放課後等の児童育成」に、「小学校の

余裕教室の利活用や他の手法についても研究する」とあるが、よ

り積極的な記述をされたい。 

 

・留守家庭児童育成センターについて、指導員不足に関する課題

やその確保に係る取組、また質の担保に関する取組について記

述されたい。 

9.地域福祉 ・国は、社会福祉法の改正を機に地域福祉を基盤、上位計画とし

て明確に位置付けている。本計画においても、高齢、障害の各福

祉分野との関連付けについて検討されたい。 

 

・発達障害未満の子供や不登校の子供、大人の引きこもりや精神

疾患、介護で孤立した人など、様々な背景を持った人々を包摂す

る器づくり、社会参加できるような仕組みづくりを進めていく

ことについて記述されたい。 

 

・地域福祉の総合調整や多様な支援団体間の調整に関する行政

の役割と責任について記述されたい。 
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該当箇所 意見内容 

・地域福祉の担い手には、地縁で結ばれた住民やＮＰＯ、西宮在

勤の他市市民、福祉的な事業者や企業、保健・医療・福祉各分野

の専門職の人々などがいる。それら西宮を支える人々に対する

支援に関する記述を検討されたい。 

10.高齢者福祉 ・目的の「住み慣れた地域で」暮らすことについては、現実には

そうでないケースも多いことから、表現を検討されたい。 

 

・老老介護の問題や、就労・就学を断念して介護への専念を余儀

なくされ、ひいては貧困に陥るケース、また、ダブルケアなどの

複合的ケアの問題もあるので、介護者への支援を取組内容とし

て記述されたい。 

 

・介護人材が決定的に不足しており、そのため在宅の部門の整備

が進まないということになっている。そのことについてしっか

り記述されたい。 

 

・高齢者福祉について、問題を共有する場や解決できる仕組みを

作り、全体に対して責任を持つのは行政であり、運用するのが住

民、民生委員、社協等である。そのことがわかるように記述され

たい。 

11.障害者福祉 ・施策分野名の「障害者福祉」について、「障害者」という表現

は、対象が法律に規定された障害者に限定されているとの誤解

を生じさせるため、より広義の表現である「障害のある人」に修

正されたい。 

 

・障害の概念が生活障害まで広がっており、引きこもり等、制度

外の人への支援について記述されたい。 

 

・障害者の就労支援策について、障害者の福祉的就労という観点

から記載があるが、一般就労に向けた取組についても記述され

たい。 

12.生活支援 ・生活困窮者への支援にあたっては、経済的自立支援だけでな

く、地域社会への参加を促し、社会的孤立を防ぐことが必要であ

り、区別して記述されたい。 

 

・生活困窮者は、社会的に孤立していることが多いため、孤立し

ない地域づくりが求められる。地域福祉の制度の狭間への対応

では、生活困窮者への支援が根幹となるが、生活困窮者自立支援

法は、国として各福祉制度の縦割りを排することを意図してお

り、生活困窮者自立支援制度そのものから総合相談支援体制等

に発展させなければならないと考える。そのことについて記述

されたい。 
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該当箇所 意見内容 

・ＤＶについて、最近は夫婦間のＤＶだけでなく、デートＤＶに

関する問題も増えているので、追記されたい。 

13.医療保険・年金・医

療費助成 

・取組内容②「後期高齢者医療制度の丁寧な広報」に記載の「高

齢者の特性を踏まえた保健事業を実施する」について、高齢者の

特性の具体例を示して説明されたい。 

14.医療サービス ・北部地域の住民が、近隣の宝塚市や三田市の医療機関にかかる

ケースが多いことを踏まえ、医療体制の構築における市域を超

えた連携について記述されたい。 

 

・市立中央病院と県立西宮病院との統合については、市民病院が

なくなるという市民の不安を払しょくするためにも、統合によ

る効果をより積極的に記述されたい。 

15.健康増進・公衆衛生 ・母子保健事業の実施については、妊婦の状態を把握している医

療機関との連携など、乳幼児期の虐待防止に関する記述も検討

されたい。 

 

・取組内容④「難病・精神保健の支援の充実」について、難病保

健と精神保健とが一括りに記述されているが、福祉分野では、精

神障害にも対応した地域包括ケアシステムの充実が目指されて

おり、今後精神保健の分野が非常に大きなウェートを占めると

見込まれることから、難病保健と精神保健とは切り離して記述

されたい。 

 

・取組内容⑤「保健所の機能強化」は、保健所施設の更新などハ

ード面が中心の記述であるので、タイトルを「保健所施設の更

新・機能強化」に修正されたい。 

16.共生 ・施策分野名の「共生」について、西宮市では「共生」を基本理

念として障害福祉に取り組んできた経緯があり、現在も福祉分

野をはじめ、幅広く使用されていることから、取組内容との齟齬

が生じている。施策分野名を「人権」などとしたうえで、西宮市

における「共生」という言葉を総合計画の中でどのように位置付

けるか検討されたい。 

 

・障害者差別解消法は国際的な障害者の人権協約であり、人権を

広い意味で捉え、計画に記述されたい。 

 

・取組内容②「男女共同参画の促進」について、固定的性別役割

に関する記述があるが、より性的マイノリティーに配慮した、性

別にとらわれない記述を検討されたい。 
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該当箇所 意見内容 

33.住民自治・地域行政 ・「現状と課題」に「縦割り行政の見直し」とあるが、行政が効

率的・機能的業務を進めるために組織の縦割りは存在しており、

そのうえで部署間の情報共有や連携が必要である、という認識

にたった記述をされたい。 

 

・縦割り行政の課題として、地域力が低下した際に地域に負荷が

かかることがあげられる。地域内分権（支所機能の強化）と住民

の自治力を高めていくこととを合わせて考える必要があり、整

理して記述することを検討されたい。 

 

・取組内容①「地域力の向上」について、地域づくりには学校教

育、社会教育、地域福祉の各コミュニティとの連携が必要であ

り、そのことについて記述されたい。 

 

・取組内容③「コミュニティ拠点施設の有効活用」については、

運営面も含め住民自治を高めるための拠点活用という視点で記

述されたい。 
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２．その他意見 

 

【基本計画・アクションプラン（施策別）】 

該当箇所 意見内容 

6.子供・子育て支援 

 

・０～２歳児を育てる家庭への子育て支援体制として、地域子育

て支援拠点を小学校区で整備すべきである。その際は、利用者支

援事業もあわせて整備する。また、高齢者・障害者・子供が共有

できる居場所づくりといった、多世代交流・地域共生型施設を構

想することを検討されたい。 

・子育てについて、親（保護者）の力を上げる取組を検討された

い。未熟でない親（保護者）を育てることで子供への虐待も少な

くなり、子供に対する愛情のかけ方も変わってくる。 

・乳幼児期の虐待防止について、施策分野 15「健康増進・公衆

衛生」の取組内容③「母子保健の支援の充実」に妊婦面談の全数

実施について記載があるが、本施策分野の取組内容④「子供の貧

困対策や児童虐待防止の充実」の虐待防止には乳幼児を対象に

していないように思われる。書き方を工夫することを検討され

たい。 

・市内のブロックごとの児童数の推移とニーズの把握を施策検

討のベースとされたい。 

・目的について、「子供一人ひとりが健やかに育ち」と「安心し

て子供を生み育てる」の順番を逆にすることを検討されたい。 

・公立幼稚園の認定こども園化を検討することは不可避ではな

いかと思われる。 

・国が示す「市区町村子ども家庭総合支援拠点」を創設すること

を検討されたい。正規職員による構築が必須であり、市役所内の

チーム機能を高める必要がある。拠点として場所が必要であれ

ば、市役所コンシェルジュ機能の拡大、子育て総合センターの活

用が考えられる。拠点については、行政機関の日常的な情報共有

が必須であるため、市役所から分離することは好ましくない。 

・子育て世帯の転出超過については注視すべきであり、「子育て

するなら西宮」のキャッチフレーズ通りではないという子育て

世帯の声は高まっている。ハード面、ソフト面での自治体の努力

不足の重なりが、利用者に「子育てしにくいまち」として伝わっ

ているのではないか、という危惧を持っている。 

・子育て総合センターやこども未来センター等の整備により、子

育てと発達支援の「センター機能」は整備されたが、センターへ

のニーズが高まり、結果的に利用不便（待機等）を招くこととな

った。よって、今後 10年はセンターを拠点としたアウトリーチ
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該当箇所 意見内容 

機能を整備することを検討されたい。アウトリーチの内容は、

「専門職の派遣」と「プログラムの支援」である。地域子育て支

援拠点等が小学校区で整備できれば、その支援機能とタイアッ

プし、センターから地域拠点へのアウトリーチ体制の整備を目

指すべきである。アウトリーチ機能が整備されることによって、

拠点において専門職派遣による人材育成が進むとともに、「予

防・教育的」機能が整備され、センター型（相談・介入型）との

連携がより円滑に進むようになる。 

・保育ニーズが高い地域において、小規模保育施設と、民間幼稚

園及び公立幼稚園との連携を考えられたい。 

・北部地区、瓦木・高木地区の保育ニーズへの対応は計画的に検

討されたい。保育所等の新規開設は、少子化と 10年後の保育ニ

ーズの減少を考えると慎重な判断が必要である。 

・民間幼稚園と教育委員会の協議により、公立幼稚園の機能改革

を進めることを検討されたい。 

・利用者支援員（コンシェルジュ）を増員するとともに、人材育

成を行うことを検討されたい。 

7.学校教育 

 

・学力に課題がある場合は、貧困家庭であろうとなかろうとサポ

ートするというのが教育委員会の立場ということだが、「確かな

学力の向上に向け、教育格差の是正に努める」など記述すること

を検討されたい。 

・学校をなくすということは、地域にとって大きな出来事で、大

きな衝撃を与えると思う。小学校は教育だけではなく地域がま

とまる象徴なので、丁寧に考えられたい。 

8.青少年育成 

 

・中高生の居場所づくりは必要である。どこかに盛り込むことを

検討されたい。 

・取組内容③「留守家庭・放課後等の児童育成」に「子ども・子

育て支援新制度基準を満たすよう留守家庭児童育成センターの

整備を進める」とあるが、定員や面積に関することであることを

具体的に示すことを検討されたい。 

・不登校や保健室登校の子が、学校以外に行ける場所を検討され

たい。公民館や気軽に集えるカフェのような場所で、定年退職し

た方々などと、世代を超えて趣味のようなものを共有すること

ができればと思う。 

・駅前などの施設に中高生が集まれる場所を検討されたい。図書

館・運動施設・音楽施設等、阪神甲子園駅や西宮北口駅は中高生

の交流地点でもある。 

9.地域福祉 ・少子高齢化による地域の担い手の減少する一方で、一般就労が

かなわない人たちの層が増えており、地域の中での仕事づくり

が、地域活性化とともに役割づくりにもなる。この好循環が発展

すればコミュニティビジネスにもなりうるものであり、このよ
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うな拠点を西宮に作り、ワンセットの概念で進めることが福祉

の総合施策となるので、記述を検討されたい。 

11.障害者福祉 ・就労継続支援Ａ型には、事業所の突然の閉鎖による大量解雇な

どの問題があるので、こういった計画が絵に描いた餅に終わら

ないか心配である。 

12.生活支援 

 

・ＤＶ被害者の支援について、支援や自立のための情報提供のほ

かに、経済的自立を促す就労支援についても記載することを検

討されたい。 

・社会から孤立している人に対する就労支援には、身だしなみの

支援なども必要となる。実際にお金を稼げるようになるまで長

いプロセスがあるので、単に職をつなぐといった点にとどまら

ないように気をつけられたい。 

・生活困窮者自立支援法に基づき、市は寄り添うと言っている

が、少ないスタッフで本当にできるのか疑問である。本来の趣旨

を生かせるよう取組内容の記述も検討されたい。 

14.医療サービス ・取組内容③と④に対応する「現状と課題」の記載順序が逆にな

っているので、統一されたい。 

32.地域防犯・交通安

全・消費者安全 

 

・ただ防犯カメラを設置するだけでは監視社会になってしまう。

住民の見守る目も合わせて、地域の防犯力を高められたい。 

・防犯カメラは市が設置する 300 台以外にも、より多くの台数

が民間により設置され、警察において活用されているように、ま

ちの安全を公民で連携して守っていることも計画に記載された

い。 

・防犯カメラの設置・運用についてはどこが管理して、だれが協

力しているかというのをもう少し明確にされたい。 

33.住民自治・地域行政 

 

・「現状と課題」の最後のパラグラフについて、文章が長すぎて

読みにくい。「地域の拠点として存続させることとしている」で

区切ったほうが、主述の関係がはっきりする。 

・学校施設の活用については、教室不足の学校もあることを踏ま

えて検討されたい。 

・市民集会施設については、市から補助金を受けて建てられてい

るので、もっと自由に地域に開放してもらいたい。 
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審議内容の報告（第３部会） 

 

１．答申に向けた意見 

 

【基本計画・アクションプラン（施策別）】 

該当箇所 意見内容 

17.生涯学習 ・社会における人々の生き方、働き方が変わろうとする中、子供

からお年寄りまで、それぞれが新しい学びや、新しい能力を身に

付けていくことが求められている。社会教育において、公民館の

果たす役割は大変大きく、今後、学校、地域、家庭の連携に公民

館がコーディネーターとしての役割を担うことが期待されてお

り、そのことを踏まえた記述をされたい。 

 

・図書館には、より積極的に市民との接点を増やすことが求めら

れている。例えば、大学と連携して「知のインフラ」を形づくる

ことを検討されたい。 

 

・西宮市には公民館を含め、市民館や共同利用施設など、地域の

コミュニティを育む施設がたくさんある。そのため、将来的には

それらの集約化についても検討されたい。 

18.文化芸術 ・条件に恵まれた人だけでなく、誰もが参加できる、創造でき

る、享受できるというような文化芸術を、西宮で育むことを検討

されたい。 

 

・取組内容②「文化芸術の浸透」について、市ゆかりの芸術家や

その作品についての情報発信を充実することを検討されたい。 

 

・ヨーロッパやアメリカの都市ではアーツカウンシルが一般的

となっているが、西宮市においても、施設の経営やアートイベン

トの実施にとどまらず、市民と一緒にそれらを行い、芸術活動全

体を支えていく仕組みを考えることを検討されたい。 

 

・取組内容④「文化財の保存と活用」について、文化財の保存と

活用に関する総合的な計画の具体的な見直し時期を追記された

い。 

19.スポーツ ・年齢、性別、障害をこえてスポーツが市民に広がることは、健

康づくりや教育の観点からも重要であり、そのことについて記

述されたい。 
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該当箇所 意見内容 

・民間が経営するスポーツ施設が増えており、都市部の住民のス

ポーツ活動において重要な役割を担っている。西宮市のスポー

ツ振興について、マーケットベースの取組主体も含めた考え方

の整理を検討されたい。 

20.都市ブランド ・「現状と課題」に記載の内容と「取組内容」に記載の内容が重

複している部分があり、内容を整理されたい。 

 

・施策分野名の「都市ブランド」という言葉は、大学連携などの

他施策を含め、西宮の特徴を包摂する概念に捉えられてしまう

可能性がある。「34.行財政」における取組内容⑦「シティプロモ

ーションの推進」と区別するための記述の工夫を検討されたい。 

21.大学連携 ・大学や大学生と市とが、相互に役に立つようなＷＩＮＷＩＮの

関係をつくることが根本的な大学連携の考え方であり、多くの

大学等が立地する西宮市においては、まち全体をキャンパス化

し、まちの中に大学を受け入れていくようなイメージを計画の

中で示すことを検討されたい。 

22.産業 ・小規模事業者への支援や、起業を志す人へのサポートについて

は、商工会議所が中心となって、ある程度実施できているが、既

に市内において一定の規模で事業をしている企業が、事業規模

の拡大を図る際に用地を確保することが困難な状況となってお

り、全庁的な対応が必要であると思われるので記述を検討され

たい。 

23.農業・食の流通 ・農家と消費者を結びつけ、新しい農業や消費のあり方を考える

ことが大きな流れとなっており、ファーマーズマーケットやロ

ーカルフードハブ等の考え方が提唱、実践されてきているので、

西宮市においても検討されたい。 

 

・市が運営する食肉センターに関する、長期的な運営方針につい

て記述されたい。 

24.就業・労働 ・産業分野最大の課題は人手不足であり、その解決策として女

性、高齢者、外国人の活用が挙げられている。就労支援の対象と

して、外国人も含めた記述とされたい。 

32．地域防犯・交通安

全・消費者安全 

・民法上の成人年齢が 18歳に引き下げられることを受けた、新

たな視点での消費者教育が必要であり、消費者保護の観点、また

人や社会・環境に配慮した消費行動（倫理的消費）の観点からの

取組について記述されたい。 

34.行財政 ・北部は地理的な分断があるため、医療・福祉の分野をはじめ、

様々な領域で近隣市との連携が避けられない。取組内容②「広域

連携の推進」は、文末が「調査・研究する」で終わっているが、

個別のテーマごとや地域課題ごとに考えるなど、試験的な取組

みも含め、より積極的かつ具体的に進められたい。 
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・取組内容⑥「公共施設マネジメントの推進」について、都市イ

ンフラの将来に関する記述を検討されたい。 

35.執行体制 ・取組内容⑤「ＩＣＴの活用」について、ＡＩやＩＯＴ等の先進

技術の活用に関する今後の展望を記載することを検討された

い。 
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２．その他意見 

 

【基本計画・アクションプラン（施策別）】 

該当箇所 意見内容 

17.生涯学習 

 

・「現状と課題」の最後に「学校施設の有効活用などの連携を図

っていく」とあるが、直前に「地域交流の場を提供している」と

の成功例が書かれていることから、「更なる連携を図っていく」

とすることを検討されたい。 

・「地域人材の活用」という言葉が生涯学習の中で出てくるが、

その前段として、地域にどんな特技をもった人材がいるかの情

報を把握できていない実情がある。個人情報保護の観点から情

報提供できない場合もあり、今後の課題である。 

・「現状と課題」に「子供の発達段階に応じた読書活動を推進す

る」とあるが、読書に興味のない子供たちへのアプローチとし

て、例えば西宮市を舞台にした小説を紹介することで、本に触れ

るきっかけにするのはどうか。他にも、映画の原作を紹介した

り、学校においても読書感想文を学校が指定した本ではなく、自

由に選ばせたりするなど、読書を推進する具体的な方法をもっ

と挙げることを検討されたい。 

・学校教育でも社会教育でも、今は民間部門においても機能を有

しているので、市がどこまで何を行うかの役割を明確にされた

い。 

・生涯学習には、学校教育と社会教育を含むとのことだが、学校

教育は独立した施策分野になっているのに対し、社会教育はそ

うではない。学校教育同様、１施策分野として独立させるか、生

涯学習の中に含むにしても社会教育というものをもっと強調す

ることを検討されたい。 

18.文化芸術 

 

・「現状と課題」に、ホールの指定管理者がコンサートや屋外で

のアート事業を実施しているように受け取れる記述があるが、

誤りではないか。 

・「現状と課題」に、「西宮市文化振興財団、西宮市大谷記念美術

館や西宮芸術文化協会等の芸術文化団体と連携し」とあるが、こ

の表記だと全てが芸術文化団体であるように誤解される恐れが

ある。また、その後の「市民の自主的な芸術活動を支援する」主

体についても誤解されないよう表記を工夫されたい。 

・兵庫県立芸術文化センターについて、県との連携を通じて、市

の音楽芸術や舞台芸術などへの活用を進めることを検討された

い。 

・取組内容①「文化芸術にかかわる人材への支援」に記載の「「す

る人」を育む取組」で、発表の場や活動の場について具体的に記

述することを検討されたい。 
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・取組内容②「文化芸術の浸透」は、「文化芸術の振興」という

言葉が適切と思われる。 

・取組内容②「文化芸術の浸透」について、船坂ビエンナーレの

ように廃校を利用して芸術家が活躍する場をつくるための橋渡

しを市が担うことを検討されたい。商店街の空き店舗なども活

用できるのではないか。 

・取組内容②「文化芸術の浸透」の中に「西宮市展の充実」とあ

るが、現在は「充実」という段階ではないと感じる。「見直し」

とすることを検討されたい。 

・取組内容③「文化芸術施設の整備」について、整備をする前に、

市民ギャラリーの稼働率向上や空調の整備について検討された

い。 

・文化財保護法が改正され、保存だけでなく活用を積極的に考え

ていかなければならない時代となった。熱心に勉強しているＮ

ＰＯ、ボランティアの方々の考えや力をどう生かしていくのか

検討されたい。 

19.スポーツ 

 

・「現状と課題」に「サービスの向上を図っており、（中略）市民

ニーズを反映したスポーツ施設の運営を行う必要がある」とい

う文章があり、違和感がある。 

・一流の選手が競技できる施設があることは大変すばらしい。子

どもの夢の創出にもつながる。 

・今、西宮では一流の体育館、競技場を整備しようとしている

が、ハードウェアにとどまらず、充実したソフトウェアやヒュー

マンウェアをパッケージにして、西宮市のクオリティーの高い

スポーツ施策を計画し、推進することを検討されたい。 

・指導者育成のための講習会を、大学で競技をしている人たちと

一緒にすることを検討されたい。 

・新体育館について、現在は現地建替えで計画が進められている

が、いまだにアサヒビール工場跡地に建つと誤解している方も

いるかもしれないので、その点について何か記述することを検

討されたい。 

・建て替えを予定している中央体育館は駅から離れており、駐車

場が不足するため、大きな大会を開催すると利用者が不便を被

っている。体育館へのアクセス改善が今後の課題である。 

・現在、小学校区ごとにスポーツ推進委員が配置されており、幼

稚園から老人の方を対象にいろいろな種目のスポーツ指導を提

供している。また、体育協会等による講習会や選手育成を行って

いる。指導者はボランティアに頼っており、今後の人材確保が心

配される。 
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該当箇所 意見内容 

20.都市ブランド ・限られた記述スペースの中で、西宮の野菜のように、「現状と

課題」に「農産物」と記載されているだけの項目があるので、本

施策分野で取り上げる項目についてメリハリをつけることを検

討されたい。 

21.大学連携 

 

・大学連携を進めることで、学生が西宮と接点を持ち、西宮に住

みたい・働きたいと思えるような情報共有が地域とできると、西

宮の発展につながる。その構図をつくることを検討されたい。 

・野外文化事業において、地域の小学生とイベントに取り組んで

もらうことを大学側に働きかけているが、うまくはかどらない

ケースがある。大学と地域との連携については課題がたくさん

あると思う。 

22.産業 

 

・最近、新聞で女性の約 70％は働くようになっているという記

事を見て、格好良く働く女性のイメージを西宮の将来像でつく

れると、西宮のブランドイメージと上手く重なる気がする。他に

も、大学と連携したイノベーティブなビジネスが起業創業のと

ころで結びつくという構図を検討されたい。様々な接点が「産

業」にはあると思う。 

・市内の、特に中小企業と行政の情報共有を検討されたい。事業

用地を拡張したい企業への手助けにもつながるし、災害が起き

た際の国からの情報伝達も、平時から伝達経路が確立していれ

ば、円滑に対応することができる。 

・取組内容③「起業・創業の裾野の拡大」について、１行目が「住

宅都市」「大学の多いまち」の順で記載されているのに対し、２

行目は「学生」「女性」「高齢者」の順での記載となっている。順

を揃えることを検討されたい。 

・昔のように産業が公害の象徴のようなものではなくなってお

り、これからの大きな流れの中で、西宮の中に働く場所が組み込

まれていくことは大事なことだと思う。 

・卒業後、首都圏で就職する学生がかなり多い。本当は関西で勤

めたいが職がないので東京へ行くという学生が少なからずい

る。大企業は東京へ進出する傾向が続いているので、夢を持った

若い人たちが起業できるような仕組みをこの中で考えてはどう

か。西宮市が起業を応援する、西宮市では仕事を持ちつつ子育て

ができるということを、明確なメッセージとして出すことを検

討されたい。 

・西宮に自分の求める職種があれば、隣近所の人の顔が見えて安

心できる地元に住み続けたいという若者も少なからずいる。企

業誘致は簡単にはできないが、対応策を検討されたい。 

・大型ショッピングセンターが、特定の地域に固まりすぎてお

り、北部の住民は買い物に不便している。 
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該当箇所 意見内容 

・本計画と、策定中の第３次産業振興計画とで、記載されている

項目に差異が見られるので、整合を図られたい。 

23.農業・食の流通 

 

・卸売市場について、一度イベントで見学をしたことがあるが、

平時からもっと開かれた場所になれば、市民の意識が変わると

思う。 

・中学生のトライやるウイークのように、一般市民向けの農業体

験の機会をつくることを検討されたい。都市部から近いことも

あり、需要があると思う。 

・野菜の直売所について、詳細を一覧にしてＰＲされたい。 

24.就業・労働 ・西宮市の就労人口の約４割が市内で就労し、約６割が市外で就

労している。市内で働く市民の割合を増やそうにも、受け皿がな

いため難しい状況である。これが課題だと思う。また、大学生が

約 36,000 人いるということだが、同様の理由で大学卒業後に市

内で就職する者は少なく、大多数が県外に出て行ってしまう。 

32.地域防犯・交通安

全・消費者安全 

 

・高齢者を狙った電話による詐欺については、流出した名簿など

をもとに次々に電話をかけているといった状況もあるので、現

在発生している詐欺の情報が共有できれば、被害を防ぐことが

できるのではないかと考える。 

・通話録音装置の無料貸し出しについては、要件をもう少し緩和

されたい。 

34.行財政 

 

・今のままでは一部の地域のみに人口が集中していってしまう。

北部や臨海部も居住地の選択肢にあがるように市もＰＲ等の手

立てを講じられたい。 

・取組内容①「長期計画の策定・推進」について、「20～30 年後

のまちの将来像を考える」とあるが、そのころには団塊世代の人

口が減少するなど、人口構成も変化し、違う社会になると思われ

る。それまでの間、どのように運営してくかを検討することが重

要である。 

・取組内容②「広域連携の推進」については、市民の合意形成を

しっかりとった上で取り組まれたい。 

・取組内容⑦「シティプロモーションの推進」について、ＩＣＴ

の活用や市民の情報を活用するシビックテックといった視点を

採り入れることを検討されたい。 

・取組内容⑦「シティプロモーションの推進」について、西宮コ

モンズに、民間で西宮の情報発信を行っている外部サイトをリ

ンクすれば、より内容が充実すると思う。 

・取組内容⑧「広報力の強化」について、子供版市政ニュースを

検討されたい。子供がイベントなどの情報を自分で見ることが

できてよいと思う。 
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該当箇所 意見内容 

・取組内容⑧「広報力の強化」について、市政ニュースのほかに、

もっと子供からお年寄りまで万人が興味を持って読むことがで

きる情報誌のようなものを制作することを検討されたい。 

・取組内容⑧「広報力の強化」について、市政ニュースは確実に

市民の手元に届くので、他の文書も市政ニュースに合わせて配

布することを検討されたい。 

・取組内容⑧「広報力の強化」について、町内の回覧板は有効な

ツールであるが、書体やデザインなど、注目を集めるための工夫

をされたい。 

35.執行体制 

 

・取組内容③の検査については、専門の職員をどこまで確保でき

るかという問題があり、民間に委ねるところもある。どの形がよ

いのか検討されたい。 

・取組内容③の入札については、競争入札が原則だが、どうして

も随意契約が残ってしまう部分の整理が必要となる。また、競争

入札でも従来の単純な価格競争入札ではなく、総合評価やプロ

ポーザルといった方式によって、品質を担保するようなことを

今後の方針として確立されたい。 

・取組内容⑤に「ホームページの定期的なリニューアル」とある

が、市のホームページは見やすさにバラツキがある。更新時に統

一することを検討されたい。また、パソコンが使えない高齢者へ

の情報発信についても配慮されたい。 

・取組内容⑦「歴史資料の保存と公開」に、「公文書館的施設の

整備を行う」とあるが、単に歴史資料を保存するだけではなく、

何を歴史資料とするかという観点が重要であり、公文書をどの

ように保存していくかについて議論されたい。 

・議会との関係もあるが、内部統制については、議会選出の監査

委員の廃止もできるので、そのことも含めて検討されたい。 

・内部統制に関する「現状と課題」の記述で、「監査制度の強化

を進めることとなった」とあるが、「進めている」や「進めてい

く」などの表現に文言修正することを検討されたい。 
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審議内容の報告（基本構想及び基本計画全般） 

 

１．答申に向けた意見 

 

【基本構想】 

該当箇所 意見内容 

序論 

3.西宮市の現状と課題 

(1)これまでの総合計

画とまちづくりの進展 

・第４次総合計画の評価や分析について、アサヒビール跡地活用

の検討や都市基盤整備、重点的な財源配分など、当時の状況を十

分に踏まえた記述とされたい。 

(5)市民の意識 ・「第５次総合計画に関する市民アンケート調査」の結果につい

て、22、23 ページのアンケート結果では西宮の良さについて、

北部地域では「交通の利便さ」の選択割合が低いことが紹介され

ているが、「整った医療環境」の選択割合も同様に低いのでその

旨記述されたい。 

 

・就労市民の 40%が市内で就労し、また市内就労者の 60%が市民

であることを踏まえ、市内事業者を対象としたアンケート結果

についても記載されたい。 

将来像 

1.まちや人の姿 

・基本構想の構成について、目指すべき将来像を先に提示して、

そこから段階的に掘り下げていくほうが、市民にとってより分

かりやすいと思われるので検討されたい。 

 

・原案にはキャッチフレーズが存在しないが、６つの「まちづく

りの主要課題」及び「将来像」を示す前に、キャッチフレーズに

より、変化していく社会の中で、西宮市が目指している方向性を

示すことができると考えられるので、検討されたい。 

 

・「文教住宅都市」というフレーズは他市では見当たらず、また

このフレーズは、西宮市民に定着していると思われる。文教住宅

都市という変わる必要がない部分はそのまま維持して、これか

ら先の社会をどうしていくのかという観点が出てくるようなキ

ャッチフレーズを検討されたい。 

3.将来像の実現に向け

て 

 

 

 

 

 

・地域別の課題に対応した計画を策定し、総合計画と連携してい

くなど、基本構想の中で「参考資料 地域別アウトライン」の位

置づけを検討されたい。 

 

・行政改革の推進により、既に相当な行政コストが削減されてい

る状況で公共サービスを継続してくためには、費用負担の見直

しが必要になることについて言及されたい。 
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【基本計画（全般）】 

該当箇所 意見内容 

- ・基本計画が実質的にはアクションプランの「目次」となってお

り、単体では内容が分からないものとなっている。計画である以

上、市としての戦略性や方向性を表すことが重要であるが、この

ような形式では困難であり、現在参考資料となっているアクシ

ョンプランを含めて基本計画とすべきである。 

 

 

【その他】 

該当箇所 意見内容 

冊子作成について 

 

・完成後の冊子を作成するにあたっては、図表や写真・イラスト

を活用するなど、市民にとっても読みやすいものとなるよう、工

夫されたい。 

 

  

該当箇所 意見内容 

 ・効率的な行政の推進のため、民間企業や国、県など、本市以外

の組織とのコーディネーション型の仕組みづくりについて検討

されたい。 

 

・計画の策定にあたっては、施策分野別に縦割りになってしまい

がちであるが、相互に関連する施策をつなぐ横の連携の存在を

念頭においた記述を検討されたい。 
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２．その他意見 

 

【基本構想】 

該当箇所 意見内容 

基本構想全般 

 

・表紙に「みやたん」のイラストがあると、子育て世代の目に留

まりやすくより多くの方が手に取ってくれるのではないか。 

・市外の方や、外国から移住した市民にも理解できる端的な言葉

で「文教住宅都市とは」の説明を冒頭に入れることを検討された

い。 

・「文教住宅都市西宮の歌」について、著作権等、何らかの事情

があるのかもしれないが、これほど「文教住宅都市」を前面に出

しているのに掲載されていないのが残念。 

・３つの都市宣言について、文教住宅都市宣言以外のものはあま

り記述されていない印象を受ける。どこかに記述することを検

討されたい。 

・増加する外国人住民が行政支援にアクセスしていくこともあ

るということを考えれば、振り仮名があった方が読みやすい。 

・外国人に読まれることも想定し、項目番号は「ア」「イ」「ウ」

ではなく、数字にすることを検討されたい。 

・図（特にグラフ内）の数字や文字が小さく、読みづらい。 

・基本構想案には「地域」を単位とする記述と支所をもとにした

９つのブロック単位の記述とが混在している。併用するのであ

れば、使い分けのルールを提示されたい。 

序論 

1.総合計画とは 

・２ページの３行目に、第４次中間改定の８ページにある文章を

引用することを検討されたい。 

2.時代認識 

 

・４ページの２．①では、「過度な人口偏在は生活様式や文化の

多様性の喪失につながります」とあるが、35 ページの図 22では

市の中央部に都市核を集中させている反面、地域核が孤立し連

動が見られない。 

・これまで自治会組織は戸建て住宅を中心に活動してきた。集合

住宅が増え、その中で管理組合ができると、自治会に加入しなく

なり、集合住宅の住民は地域と疎遠になるという問題が起きて

いる。隣近所とのつきあいがない一人暮らしが増えているとい

うアンケートの分析は実際そのとおりであり、そこをどのよう

に補っていくかという取組を検討されたい。人と人のつながり

を考えるという時代認識をお互いに分かり合わないと、行政と

地域が離れてしまう。 
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該当箇所 意見内容 

・５ページの⑥で、ICT 等用語解説を必要とする言葉を多く盛り

込むのはいかがなものか。例えば、「ICT」は日本語で「情報通信

技術（ICT）」と表記することを検討されたい。そうしないと言葉

に馴染みのない人が計画から離れてしまう。 

3.西宮市の現状と課題 

(2)人口の推移 

・人口対策の一般論的な方向性については特に記載しないとし

ているが、そうであるなら市域を碁盤の目のように細分化して

人口偏在にとらわれることはないのではないか。第４次総合計

画のように支所単位ぐらいの把握でよいと思う。 

3.西宮市の現状と課題 

(4)経済・財政状況 

 

・「わが国の経済状況は、人々の暮らしやまちの活力に直結しま

す。」としながら、経済状況の記述は８行のみで、後段は財政状

況についての記述である。これだけの記述では経済状況を説明

したことにはならない。また、経常収支比率について、21 年度

以降は下降傾向にあったが、28 年度は前年度に比し 2.1 ポイン

トも上昇している。経常収支比率を意識した行財政運営が崩れ

てきているのではないか。 

3.西宮市の現状と課題 

(5)市民の意識 

 

・24 ページの表３「西宮の将来像」について、塩瀬、山口でも

「徒歩や公共交通でお出かけしやすいまち」を望む声が多い。北

部問題についてはきちんと記述されたい。 

3.西宮市の現状と課題 

(7)まちづくりの主要

課題 

 

・「①住宅都市としての価値を未来に引き継ぐ」のタイトルは敢

えて「文教住宅都市」とせず、意識したうえで「住宅都市」を使

ったと思うが、やはりなじめない。西宮の特徴は単なる住環境だ

けでなく、「文教」と「住環境」が相まってはじめて他に誇れる

「文教住宅都市」が形成されているものである。 

・まちづくりの主要課題としてあげられている６項目の中で、障

害のある人への配慮がないように思える。市民にとって理解し

やすい共生のまちづくりを検討されたい。 

・「③自助と共助（互助）の考えで地域の絆を強め、地域共生の

社会に向かう」で記述されている「我が事」「支え手側」「受け手

側」は、「ニッポン一億総活躍プラン」、「地域力強化検討会 中

間とりまとめ」の中に出てくる言葉であり、そのまま記述するの

が良いのか検討されたい。 

将来像全般 

 

・キャッチフレーズの例として、これからの社会というのは、自

分たちがつくるまちというかたちで、市民もやります、行政もや

ります、みんなでやりますということが分かる表現を検討され

たい。西宮市が住みやすいまちであるためには、文教都市として

築いてきた地域間のつながり、ネットワークが薄れてきている

ということに対して、どう立て直していくのかということが、こ

れから 10年の課題になってくると思われる。共助や共助を促進

するような官の仕組みを前面に打ち出していけば、基本構想の

６項目とそれぞれ絡んでいくと思う。 
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該当箇所 意見内容 

・４次総の時は「ふれあい 感動 文教住宅都市・西宮」というキ

ャッチフレーズを付けたが、昭和38年の文教住宅都市宣言以降、

総合計画の基本目標は「文教住宅都市を基調とする個性的な都

市を目指します」としており、これは終始一貫して変わらない。

西宮の「文教住宅都市」には、長い歴史があることを理解された

い。 

・総合計画の内容に則し、インパクトがあって、分かりやすいキ

ャッチフレーズを検討されたい。総合計画の方向性が若年層か

ら年配層にまで浸透しやすいのではないか。 

※例 「実感・共に生きるまち、文教住宅都市西宮」 

・文教住宅都市を変える必要はないが、どのようなまちを目指し

ているのか分かるような、イメージがわきやすいキャッチフレ

ーズが必要。この計画は、行政を中心として、市民、企業、諸団

体が協力して作成していくものにならなければならない。西宮

市がどのようなまちづくりを目指しているのかを分かりやすく

表現することを検討されたい。 

・第４次総合計画のキャッチフレーズは「ふれあい 感動」とな

っているが、これは前身の「であい ふれあい わかちあい」をさ

らに深めたものである。今回も、現行のキャッチフレーズを更に

深められたい。 

・文教住宅都市・西宮の歌があるのだから、その歌詞からキャッ

チフレーズを拾うことを検討されたい。 

・『「住み続けたい街」をめざす！』のような、市民目線のキャッ

チフレーズを検討されたい。 

・子育ての支援内容については、兵庫県下のどの市町村でもあま

り変わりない印象を受ける。西宮市は、非常に環境が良いのが特

徴だ。緑が多く、子どもが伸びやかに育つ環境がある。 

 そのため、「非常に緑が多い」ことと、「文教住宅都市西宮」と

いう今までのキャッチフレーズは、外せないと思う。これらはま

ちづくりを考えたときに、非常に大切なもので、他の市町村にも

誇れるものだ。その上に「創造」とか、「未来への輝き」という

言葉は入れるにしても、このような基本的なところは譲れない。 

・会合や活動などにおいて、最近は依存志向の若者が多いと感じ

る。西宮をこれから自分たちの手で作り上げ、盛り上げていく中

で、子どもの環境や生活の向上を見いだせるような、画期的で新

しい目標を持たれたい。子育てのことについては依存志向を払

拭し、人を育てる、お互いに支え合う西宮になってほしい。 
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該当箇所 意見内容 

・「文教住宅都市」という単語は非常に大切。それに加えて、イ

メージが湧くように、例えば「実感 共に生きるまち」とか「共

に生きたいまち 文教住宅都市西宮」のようなシンプルなもの

が良いのではないか。プライバシーや個人情報が守られた上で、

共に生きていきたい、生きていくというシステムがある西宮が

望ましい。若い方、壮年、老年の方々も実感できるようなイメー

ジを検討されたい。 

・「文教住宅都市」を市民に広報できたり、あるいは市民が意識

できるキャッチフレーズを検討されたい。 

・第４次総合計画の抜けている面を補いつつ、良い面を更に伸ば

すという観点から、今までの延長線上でキャッチフレーズを考

えなければならない。新たに設けるよりは、今まで使っているも

のを再度市民に PRすることが大切で、「文教住宅都市西宮」、「感

動」というのは、キャッチフレーズとして生かされたい。 

・市民がつくる西宮ということで、キャッチフレーズに「市民」

や「人々」という単語を入れて、皆でつくっているという意識を

もっと高められたい。 

・いまは幼児からお年寄りまで、小学校単位で様々な種目のスポ

ーツが簡単にできるような体制になっている。いつでも簡単に

スポーツができることが想像できるキャッチフレーズを検討さ

れたい。 

・かつて本市は公民館を各中学校区に１館ずつつくり、日本一の

社会教育施設体制といわれた時代があった。しかし、今現在、文

教住宅都市の施策が行われているとは言えず、実態が備わって

いないと感じる。西宮市が文教住宅都市であるかどうかは、今後

議論する必要があるだろう。 

キャッチフレーズには文教住宅都市という言葉を使いたい

が、主役、主体は誰かということを盛り込みたい。市民が主体の

文教住宅都市、というイメージをもったキャッチフレーズを検

討されたい。 

・大阪市港区では、小学校の教室で交流できる場が設けられ、幼

稚園にも園庭開放があり、図書館もビデオ貸し出しがあって、非

常に便利であった。引っ越してきた西宮市では、図書館のビデオ

が借りられなかったり、園庭開放も別枠だったりと、開かれてい

ない印象を受けた。今後の期待をも込めて、キャッチフレーズに

「開かれた」を入れることを検討されたい。 

・資料に載っている近隣市・中核市のキャッチフレーズを見る

と、地名が入っていないキャッチフレーズは８つしかない。 

 「えびす顔のまち西宮」、「心地よいまち西宮」、「成熟した文教

住宅都市西宮」、「みんな生き生き、未来にわくわく西宮」、「住み

続けたいまち西宮」など、キャッチフレーズには「西宮」という
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該当箇所 意見内容 

地名を入れることを検討されたい。 

・地名が付いていないと、どこの自治体のキャッチフレーズかが

分からない。「文教住宅都市」を掲げている西宮は非常にユニー

クだ。ユニークさに加え、分かりやすさを入れた、市民も一緒に

なって向かっていくようなキャッチフレーズを検討されたい。 

・西宮市は住んでみると、イメージとギャップがあった。西宮市

は他市に住んでいる人から見ると、非常に良いイメージで「住み

たいまちナンバーワン」といわれているのに、住んでからのギャ

ップがあるのは、損をしていると思う。「文教住宅都市」という

宣言をして、掲げ続けている大きな未来像は、非常に良いと思う

が、現状はギャップがある。 

今の時代、主役である市民の動向、トレンドとしては、自分ご

とになることに対して非常に興味を持っているので、市民が自

分ごとに感じられるような言葉を使うことを検討されたい。 

・西宮市は、高齢者の市民層の方の地域をつくる基盤がしっかり

していて、分厚いものがひとつあるものの、世帯の流動から分か

るように、若い層が来ては去るという、固い地盤の上に水がさら

さらと流れるような二重構造のイメージがある。この両者の融

合が、地域づくりに向けて非常に必要なことだ。その固い地盤の

上に、障害福祉が、市民、当事者、事業所、行政も含めて非常に

高いレベルで取組みを行っていた。また、地域の多様性を認めて

いく文化も一定程度根付いていた。また、環境政策が、子どもと

兼ね合わせたことで熱心だという利点がある。そこの財産に加

えて、教育や子育て、若い人の地域参加ができるイメージのキャ

ッチフレーズにされたい。 

・西宮のみならず、全国的に単身化が進んで、孤立化の不安も大

きくなってくる。皆で新しいつながりをつくっていくような市

民自治についても、キャッチフレーズで言及されたい。 

・これまでの行政計画は、行政が主語になっていたが、これから

は主語を市民に変えなければいけない。団体で活動されている

方は、住民参加がうまく募れないという問題を抱えており、それ

を克服するためのキーワードは「であい・ふれあい・わかちあい」

であり、「みんなでわかちあい共につくる文教都市西宮」のよう

に、主役は市民であり、みんなで協力し、一緒に取り組もうとい

うキャッチフレーズを検討されたい。 
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該当箇所 意見内容 

・大正から昭和初期にかけての西宮は、阪神間モダニズムが花開

き、新しい文化や、今まで誰もやってこなかったものがつくり出

されたり、海外から入ってきたりするようなわくわくするまち

だった。最近は阪神間モダニズムというのも言われなくなった

が、もう一度、新しい文化や今までなかったものを創造して発信

できるようなまちになればよいと思うので、「文」という言葉が

あるのは非常に良い。我々市民が生きていく中でここは文教住

宅都市であるということを意識して生きていくことが重要だ。 

市の職員が個々の事業や計画をつくるときに、ここは文教住

宅都市であるということを意識しながら計画されることによっ

て、その積み重ねが市として全体の大きな流れを紡ぎ出してい

くと思う。そういった意味でも、キャッチフレーズは今まで使っ

てきた言葉をある程度、継続して使うことを検討されたい。 

・昔から文教住宅都市という言葉を使っていることは、それほど

市や市民が誇りを持っていることだと思う。他市のスローガン

では、「輝く」や「ふれあう」とか、動きを象徴的な言葉として

示しているものが多い。文教住宅都市という言葉は、我々の言葉

ではストックと言っている。オープンな、開かれた文教住宅都市

をいう意見があったが、文教住宅都市の中身や、新しい展開をし

ているということを見せられる言葉があると良い。そうすれば、

単にストックを誇っているということではなく、進化している

ということを見せられるのではないか。 

・昭和 30 年代は、都市において住むことと働くことは両立せず、

どちらかと言えば産業は住宅から離れて、迷惑を掛けないとこ

ろで、というイメージが強かった。そういう意味で文教住宅都市

宣言は西宮らしいが、現代では産業と経済、ビジネスは住むこと

と一体化されている。文教住宅都市という言葉が、産業と経済を

排除するイメージで使われるとあまり良くないだろう。色々な

意味で先端を走っている西宮市なので、文教住宅都市の変化の

中で、経済的なメカニズムを組み込んでいくという意気込みが

欲しい。例えば教育とビジネスが、学生の目線で融合を始めてい

るような領域でも、西宮が日本に誇る活動が行われている。 

いろいろなところで新しい変化が起きており、何か動きを示

されるような言葉がキャッチフレーズにあることを検討された

い。 
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・西宮市は昭和 38年に文教住宅都市宣言をした。その後、昭和

58 年に平和非核都市宣言をして、平成 15 年に環境学習都市宣言

をした。これらを並べてみると、同じ都市宣言と言いながら、ひ

ときわ目立っているのが文教住宅都市だと思う。これは、市民が

認知し、守り、そして育ててきた結果ではないかと思っている。

時代によって住宅都市の中身や施策、事業も変わってきている

とは思うが、基本の文教住宅都市を守っていこうということは

変わらない。西宮も人口の入れ替わりが激しいが、そこは変わら

ない、普遍的な価値になっていると思う。 

キャッチフレーズは必要で、それに文教住宅都市西宮という

ことは外せないだろう。西宮は工業都市ではなかったため、他市

のようなことにならず、大きなものを得た。産業面でも、西宮に

は西宮らしい産業がずっと続くことになったのだと考える。阪

神間でこれほど海浜が残っている地域は西宮だけで、芦屋に少

しあるものの、あとは須磨まで行かなければならない。自然環境

を大切にしながら、産業の発展についても折り合いをつけてき

た。この点についてはキャッチフレーズへ盛り込まれたい。 

・若い世代の流出を止めるためには、土地や住宅が多少高くても

西宮の方が良いと思えることが、一目で分かるような計画にさ

れたい。 

将来像 

1.まちや人の姿 

 

・６項目にわたる西宮の将来像が描かれているが、いずれも傍観

者的(受身的)に描かれており読み手の受ける印象は弱い。もっ

と主体的に描き、市民に対してもっと強い、はっきりとした行政

の意思を表現したものにすることを検討されたい。 

・キャッチフレーズに各委員が挙げた、環境にやさしいとか、緑

とか、新しい産業のあり方に関するキーワードは、入りきらなか

った場合、「まちや人の姿」へ落とし込むことを検討されたい。

また、計画をどのように機能させるかということについても、

「まちや人の姿」へ入れ込んだ方が、縦割りではないことがアピ

ールできて良いのではないか。 

2.都市空間形成の基本

的な方向性 

 

・市街化調整区域や北部地域の将来像に関する記述が少ない。文

教地区・郊外住宅地というイメージが強いと感じるので、全体的

な市域の経営まで踏まえた、土地利用の概念も含めた計画とす

ることを検討されたい。 

・都市核・地域核とはなりえないが、阪急武庫川新駅についても

記載することを検討されたい。この課題については、単に駅を新

設するだけでなくアクセス道路や駅前広場といった公共インフ

ラの整備が伴い、多額の費用が必要になるかも知れないが、市内

部地域の交通不便地の解消のためにも取り組むべきものと考え

る。 
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該当箇所 意見内容 

・主要幹線道路として国道 2 号・43 号・171 号などをあげ都市

軸と称している。これは個人市民を中心に考えるからこのよう

な発想になるのであって、そこには企業市民という発想が不足

しているように思う。市内には名神高速道路、阪神高速神戸線、

阪神高速湾岸線、中国自動車道などがあり、また名神湾岸連絡線

についても整備の方向が固まっている。これらの道路網も将来

都市構想図の中に落とし込むことを検討されたい。 

3.将来像の実現に向け

て 

・「行政マネジメントの基本的な考え方は、…、全庁的に定着し

てきています。」としているが、今の西宮市において本当に定着

してきていると言えるのか、甚だ疑問である。むしろ職員の意識

としては、行政評価などはやらされ感以外の何物でもないので

はないだろうか。 

その他 ・「まちづくり評価アンケート」は市民を対象としたもので、企

業市民の意見が反映されていない。アンケートの結果、期待度、

満足度、ギャップ度が低い施策――例えば「都市型観光の振興」

について、数値が表に出ることで、施策の必要性がないと捉えら

れる恐れがあるので、注意されたい。 
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【基本計画（全般）】 

該当箇所 意見内容 

基本計画全般 

 

・基本計画を策定する際は、施策分野別に縦割りになってしま

い、横の連携が悪くなるので留意されたい。 

・孤立化や単身化が進む中での総合化は今までとは違う。各施策

をきちんとつなぐことを検討されたい。 

・税収拡大の時代と違ってお金が減っていき、かつ住民側のサー

ビスニーズが多様化していく中で、総花的な計画とするのでは

なく、どの施策を重点化するのか整理されたい。 

・全てが平均的な形でまとまっている。例えば、政策分野ごとに

でも重要視している部分を記述することで、市民にとって分か

りやすい計画にされたい。 

・抽象的な表現が多いが、「収支見通し及び事業計画」に書かれ

ている事業については、具体的に記載されたい。 

・４次総の「まちづくり評価アンケート」の結果において、期待

度と満足度のギャップが大きいところについて５次総で力を入

れられたい。 

 

 

【地域別アウトライン】 

該当箇所 意見内容 

地域別アウトライン全

般 

・地域によって課題が異なるので西宮市全域で同じように施策

を進めるのは難しい。いくつかの大きなエリアを土台にして考

えると課題が見えてくるのではないか。 

・北部地区と同様に南部地区の課題も注視すべきではないか。特

に鳴尾（高須）と本庁南西（西宮浜）は人口減少が確実で、10年

後を見据えた場合の議論をされたい。 

・全地域の共通課題として「地域ケア会議の推進」が挙げられて

いるが、他に比べて具体的すぎる。例えば、「共生のまちづくり

の推進」とか「地域ネットワークづくりの推進」とすることを検

討されたい。 

本庁北東地域 ・「まちの状況」が、現在でなく、何十年も前の状況を書いてい

ると感じる。ニテコ池周辺や夙川学院跡地にはマンションが建

設され、甲山が見えなくなったという団体もいる。また、北部を

行き来する車両が多くなり、交通安全上の課題がある。 夙川沿

いの生活道路は、抜け道になっており、狭い道路を速い速度で走

っているので、事故が多発している。 

甲東地域 ・「河川（武庫川・津門川）の洪水の危険性がある地域があり」

とあるが、地図に津門川が記載されていない。 

塩瀬地域 

山口地域 

・「医療サービスの広域的な連携」が抽象的であり、「近隣の都市

と連携をする」という表現にすることを検討されたい。 
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パブリックコメントの意見概要 
 
 
 

１．結果概要 
 

【意見募集期間】 平成３０年７月２５日（水）〜８月３１日（金） 

【意見提出者数】 ５２人 

【意見提出件数】 １３２件 

  

年代別  居住地域別  職業別  提出方法別 

30 代 ３人  本庁 23 人  会社員 ４人  郵送 ８人 

40 代 ５人  鳴尾 ５人  自営業 ４人  ＦＡＸ 12 人 

50 代 ３人  甲東 11 人  公務員 ２人  メール １人 

60 代 ９人  瓦木 ４人  学生 ０人  持参 14 人 

70 代 24 人  塩瀬 ４人  その他 37 人  
システム

(※) 
17 人 

80 歳以上 ２人  山口 ３人  未記入 ５人 
 

合計 52 人 

未記入 ６人  未記入 ２人  合計 52 人 
※兵庫県電子申請共同 

運営システムによる 

合計 52 人  合計 52 人   
 

 

資料２ 



２．意見の概要について

No 該当計画 該当箇所 意見内容

1 基本構想 -
　超高齢・人口減少社会においては、都市の活力は維持できず、税金や
年金を使う人が納める人より増えた段階で崩壊する。フランスやスウェー
デンのように子供の数を増やす政策を推進する以外に対策はない。

2 基本構想 将来像

　計画作成にまず必要なものはコンセプト（目標や方針を端的に表す
キャッチフレーズ）である。西宮市のコンセプトは昔から「文教住宅都市」で
あり、未だにその価値は高く薄れていない。
　とはいえ、言い古されマンネリ感もあるので、原点を踏まえたうえで、時代
の流れに沿った形でリニューアルする必要がある。そこで、そのコンセプト
を「六甲山系東端の、みどり豊かな、文教住宅、減災都市」とする。

3 基本構想
将来像
1.まちや人
の姿

　将来像に関して、市の知名度を上げれば、都市としての価値が高まり、
人口増加も見込めるのではないか。他市・他県から来る目玉、観光要素が
足りないと感じているため、例えば、雄大な自然と遊べる場所として、海や
山をもっと生かし、駅近の利便性と自然のリゾートを併せ持つまちを目指し
たらどうか。そのためには、入口となる中国道西宮北ICから中心部への道
路整備が必要。現道の県道は幅員が狭い。もっと拡幅するべき。

4 基本構想

将来像
2.都市空間
形成の基
本的な方向
性

　第５次総合計画と都市計画法に基づく都市計画の関連性がわかりにく
い。

5 基本構想

将来像
2.都市空間
形成の基
本的な方向
性

　県道82号について、特に盤滝トンネル無料化以降、大型車両（トラックや
ダンプカー等）の交通量が多くなっており、住環境の悪化（振動騒音、排
ガス等）や交通安全面での脅威が増してきている。また、交通渋滞により
バスの運行時間に影響が出ているほか、北夙川通りや夙川さくら道に迂
回する車両が増え、住環境が脅かされている。
　「将来都市構造図」では、県道82号を「都市軸」と位置付けているが、住
宅都市としての価値を未来に引き継ぎ、良好な住環境を築くことを計画に
掲げるのであれば、「生活交通軸」とすべきである。

6 基本構想

将来像
3.将来像の
実現に向け
て

　今後、行政を進めていくうえでの参考として、群馬県太田市市長であら
れた清水聖義氏の著書「前例への挑戦」からの抜粋を紹介する。行政に
は、与えられた財をどれだけ効率的に運用したか。市民の満足度はどの
程度であったかについての検証はない。企業としての認識を持つことが必
要だ。良い人材が育てば、職員として働く期間だけではなく、次の世代に
引き継がれる。職員としての使命感を持つ人間とマンネリの中で行動する
人間とでは雲泥の差である。市民サービスの向上を追求し、前例踏襲・他
都市模倣では市民の希望を叶えることはできないということを念頭にまち
づくりを進めてほしい。

7 基本構想

将来像
3.将来像の
実現に向け
て

　総合計画については、各部局の施策について進捗状況の管理を行い、
市報等で公表する仕組みを徹底してほしい。また、総合計画が市の道標
であれば、職員一丸で各部局各職員に徹底できるような意気込みで取り
組んでもらいたい。

8
基本計画・
アクション
プラン

-

　総合計画を戦略的な計画にするため、主要課題に関するＫＰＩを複数設
定し、10年後の目標値を定めるべきである。さらに、その進捗状況を随時
ホームページに公開し、市と市民が協働して地域を活性化する仕組みを
組み込むべきである。もちろん、上記のＫＰＩと市の施策や事業を連動させ
る仕組みも不可欠である。
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No 該当計画 該当箇所 意見内容

9
基本計画・
アクション
プラン

1.住環境
　生瀬地域の用途地域の見直しはいつ行われたのか。（約50年前から第２
種住居地域ではないのか）

10
基本計画・
アクション
プラン

1.住環境

　「住環境の保全と向上」とあるが、向上については望む市民はわずかで
はなかろうか。瓦木地区は隘路が多いが、皆向上を望まず、静かな住宅
地であることを望んでいる。公園も若干遠いがつくってほしいという要望は
聞かなかった。数年前に自治会でアンケートをとったが、住環境に満足し
ている人が65％、もっと便利な場所に住みたい人が35％だった。
　住環境については保全のみで、これに費やすお金は子育て施策等に回
してほしい。「2.緑・自然」「3.景観」「4.市街地」についても同様である。

11
基本計画・
アクション
プラン

1.住環境
　空き家活用による中心市街地の活性化。（コミュニティ施設、商業施設、
住宅等への転用を図る）

12
基本計画・
アクション
プラン

1.住環境
　西宮市は大阪と神戸の中間で通勤にも便利であり、住みたい街として人
気があるが、これは昔からの文化が多くの人を引き付けるからだと思う。こ
れ以上の宅地開発・マンション建設はしないでいただきたい。

13
基本計画・
アクション
プラン

1.住環境
　北部地域において、無秩序な開発などを取り締まり、良好で緑豊かな住
環境を保ってもらいたい。

14
基本計画・
アクション
プラン

1.住環境
　住宅を新築、建替えする際は、従前以上のみどりを確保することとする。
そのために必要な都市計画法上の用途地域の見直しや建築基準法の運
用見直しを行う。

15
基本計画・
アクション
プラン

1.住環境
　上ヶ原八番町みのり自治会の公園横の雑木林を伐採してもらいたい。カ
ラスの巣があって子供が襲われたり、台風で倒木したりしている。

16
基本計画・
アクション
プラン

2.緑・自然
　上田西公園について、昔は水遊びができたが、今は草木が生い茂って
水も流れておらず残念である。防犯上の観点からも、もっと中の様子が見
えるように草木を取り除いてほしい。

17
基本計画・
アクション
プラン

2.緑・自然
　生瀬の公園には遊具はそろっているものの、成人が四肢を鍛え、体操す
るための健康器具がほとんどない。高齢者の健康のため、外出や運動意
欲向上のためにも設置をお願いしたい。

18
基本計画・
アクション
プラン

2.緑・自然
　空き地活用による中心市街地の緑化。（ポケットパーク等→まちの魅力
向上、ヒートアイランド対策）

19
基本計画・
アクション
プラン

2.緑・自然
　日本の都市はアスファルトとコンクリートに覆われている。その輻射熱を
押さえるためにも高さ10ｍ位の広葉樹を植え、必要以上の剪定はやめて
緑化を推進するべき。

20
基本計画・
アクション
プラン

2.緑・自然 　生活面・教育面でみどりに親しむ施策を推進する。

21
基本計画・
アクション
プラン

2.緑・自然
　都市緑化による雨水涵養の推進。（洪水・土砂災害対策、CO2削減、
ヒートアイランド対策）

22
基本計画・
アクション
プラン

2.緑・自然

　既存の私立大学、私立中学高校に対して優遇措置を行い、教育内容に
おいて、みどりを大切に親しみ豊かにする授業・研究に重きを置くようにす
る。
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No 該当計画 該当箇所 意見内容

23
基本計画・
アクション
プラン

2.緑・自然
　本市において、生物多様性が維持されているとは思えない。特に外来
種による在来の生態系や環境への影響が深刻である。外来種の問題、そ
の種類や取り扱いについてＰＲすべきである。

24
基本計画・
アクション
プラン

2.緑・自然

　アサヒビール工場跡地の都市計画について、前市長は当初、公園と病
院移転を中心にと言っていたにもかかわらず、市民の意見をろくに聞く機
会も持たないまま「アサヒビール西宮工場跡地まちづくりガイドライン」が策
定され、現在は国道沿いに自動車ディーラーとホームセンターが立ち並
んでいる。
　西宮の市街地には大きな公園がなく、50年先100年先を見たときには少
子高齢化を考慮して誰もが気軽に行ける緑あふれる場所をつくるべきで
あった。
　3,000㎡の公園を阪神国道側に設けるようだが、そんな公園はどこにでも
ある。いつになったらそんな公園ができるのか。

25
基本計画・
アクション
プラン

3.景観

　高層建築物は神戸市のように制限すべきである。高塚町のような貴重な
森林や古墳の破壊には何ら抗う術がなく、がけ崩れが起きた時に公費で
復旧工事をするといった事態にならないようにするべき。そのためにも、
オーフス条約にある住民の街づくり参加権により、再開発や高層建築物の
計画があるときは住民の意見を反映させられる仕組みが必要である。ま
た、そのような計画を進めるならば、下水道の整備や保育所や学校の受け
皿があふれるようなことがあった際に、業者（受益者）負担により、一切の
公費負担を拒否すべき。そして、宮水保存は、市内全域を対象に施行前
の地下水脈調査を義務付け、その結果を住民に開示させるようにするこ
と。酒蔵通りから西を見ると高いマンションが立ちふさがり、景観が台無し
である。マンションの新設は、上述の方法で抑制すべきである。

26
基本計画・
アクション
プラン

3.景観

　高塚町では緑豊かな高塚山の樹木が伐採され、山が削られ、戸建て・マ
ンション建設が進められている。市として、緑地や景観の保全を図るなら
ば、具体的にどこの緑地を保全するのか具体的に示す必要がある。その
ため、開発業者の動きを速やかに掌握し、開発の是非を緑地保全の観点
から判断するとともに、近隣住民に情報提供し、ともにどうすればよいのか
考えてもらいたい。行政と住民が納得いくまで時間をかけて話し合うことが
必要である。そのためのルール、規則を具体的に市民に示すとともに計画
に書き加えてもらいたい。

27
基本計画・
アクション
プラン

3.景観

　高塚山は開発によって古墳が壊され、木々が伐採された無残な姿に
なった。今後宅地分譲が進んだ折は、新しい居住者に対し第三種風致地
区であることを知っていただき、緑豊かな住宅地に再生してもらいたいと願
う。

28
基本計画・
アクション
プラン

4.市街地

　鉄道（私鉄・ＪＲ）の駅周辺（半径500m～１km位）と国道・県道などの幹線
道路の両側（50m～80m）は商業用地とし、産業発展を図る具体的な計画
が望まれる。西宮市管財管理地の有効利用を含めたＪＲ生瀬駅周辺の再
開発を求める。

29
基本計画・
アクション
プラン

4.市街地

　塩瀬地域における長期的なまちづくりを進めるため、以下の提案をす
る。
・塩瀬中学校の建て替え時に、塩瀬中央公園（塩瀬体育館、運動場含
む）に場所を移転する。その際、斜行エレベーターにエスカレーターを併
設して通学の利便性向上を図る。
・移転後の塩瀬中学校跡地に大型外資系スーパーを誘致する。
・ＵＲ跡地にベーカリーレストランを誘致する。
・東山台桜通り沿い山手に周辺にロッジ型小規模ホテルを誘致する。
・読売ＧＣ、三田アウトレット、神戸フラワーパーク、道の駅等へのアクセス
のためのハブの核となるべく、中国自動車道に名塩スマートインターを設
置する。
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No 該当計画 該当箇所 意見内容

30
基本計画・
アクション
プラン

4.市街地

　西宮浜では就学児童が減少し高齢化が進んでおり、産業団地は様々な
企業が入り乱れた状態となっており、市の目指す将来像とはかけ離れたも
のとなっている。近く、西宮浜は名神湾岸連絡線により、交通の利便性が
飛躍的に向上し、日本中の人・物の流れの接点となることが見込まれる。
　ぜひ、市主導で西宮浜のグランドデザインをつくりあげてほしい。西宮浜
は的確で斬新なビジョンに沿って再考すれば、西宮市にとって、最も将来
性があり計り知れないほどの価値のある地域となり、人や企業が集まり税
収が望める街になる。例えば、海洋関係の企業や教育機関を誘致したり、
日本有数のヨットハーバーをまちづくりに生かすなど、海に囲まれた特色
を生かす考えはないか。
　また、住民の世代交代が進まず、少子高齢化が進む原因は、居住区域
が物理的に少ないことにある。最低でも、阪神高速湾岸線以南、札場筋
以西（西宮浜の４分の１程度）の区域は居住区として再調整・再開発すべ
きではないか。

31
基本計画・
アクション
プラン

4.市街地
　魅力ある都市景観形成のため、アサヒビール工場跡地の活用問題につ
いて、早期に解決してもらいたい。緑豊かな公園の整備、病院統合に向け
ての諸課題の解決、阪神国道駅の外観整備。

32
基本計画・
アクション
プラン

4.市街地
　立地適正化計画+交通ネットワーク+空き家・空き地利活用によるコンパク
トシティ化の推進。

33
基本計画・
アクション
プラン

5.公共交通
　ＪＲ西宮駅から阪急バスに乗って通学する関西学院大学の学生が多く
なったため、買い物帰りのバス停（大社町）から乗れないことが増えた。老
人にとって、暑いときや寒いときはつらい。

34
基本計画・
アクション
プラン

5.公共交通

　公共交通について、脱自動車社会として、電車やバスの利用を促進す
る意味はわかる。大半の市民は公共交通の長所短所を理解し、公共交通
と自動車を使い分けており、既に「過度に自動車に頼る状態」から「多様な
交通手段をバランスよく利用する状態」であると考える。自動車や自転車
は戸口から戸口への利便性、経済性、物流性に優れており、公共交通
（高速、定時、大量輸送）は自由度が低く、ある意味で利便性も低い。利
用者が少ないと向かない。また、輸送量の拡大・充実にコストがかかり、費
用効率が低い。自動車の利用者を公共交通に取り込もうにも、阪神阪急
の朝夕のダイヤは限界である。また、武庫川新駅についても、利便性に乏
しく、西宮北口やＪＲ甲子園口に自転車で行くという人が多い。尼崎側では
新駅設置の要望を聞かない。1日3,000人前後の乗降客の見込みでは採
算はとれず、一部の人だけのために税金（15億円）を使ってはいけない。
地域住民も含め、市にとって大きなメリットとなることを示す根拠が必要で
ある。
　公共交通ファーストで考えるのではなく、今の状況で電車や自動車（公
共のバスではない）、自転車が共存する社会を推進してもらいたい。特に
自転車についてはエコで健康面でもメリットがある。時代のニーズを受けと
め、強力な指導とバックアップ（自転車道増設）すれば、明るく持続可能な
未来があると思う。

35
基本計画・
アクション
プラン

5.公共交通
　さくらやまなみバスについて、鷲林寺、鷲林寺南口、神園への全便停車
を望む。

36
基本計画・
アクション
プラン

5.公共交通

　阪急夙川駅ロータリーについて、以下のとおり再開発し、機能改善を図
る。
・タクシー待ちレーンを2列にする。
・自家用車の送迎待機スペースを設ける。
・みなと観光バスの停留所を設置する。
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No 該当計画 該当箇所 意見内容

37
基本計画・
アクション
プラン

5.公共交通
　阪急甲陽線を廃止し、夙川駅北側ロータリーを開発し、バス路線を設定
する。甲陽線跡地については、夙川ブランドを発信するプロムナードを設
置する。

38
基本計画・
アクション
プラン

5.公共交通

　阪急夙川駅のバス路線について、以下を要望する。
・県道82号をバス基幹路線に、獅子ケ口-阪急夙川駅-さくら夙川駅→①Ｊ
Ｒ西宮駅-西宮北口駅、②阪神西宮駅の路線（その逆も）を確立する。
・夙川駅発のバスは原則すべて県道82号を出て各方面に向かうものとす
る。
・阪神バスの山手線東回りルートについて、阪急夙川駅南ロータリー、さく
ら夙川駅を経由するようにする。

39
基本計画・
アクション
プラン

5.公共交通

　阪急夙川駅発のバス路線について、以下の新設を要望する。
・酒蔵通りなどの人が集まる場所へのルート
・海方面へのルート
・宝塚（逆瀬川）へのルート
・みなと観光バスの、東・北方面へのルート
・夙川-山口-三田のルート

40
基本計画・
アクション
プラン

5.公共交通
　本市には市バスがなく、阪急・阪神バスの路線から外れた地域の住民は
通院や買い物に不便している。市で「くるくるバス」を走らせて市役所等に
も行けるようにしてほしい。

41
基本計画・
アクション
プラン

5.公共交通

　盤滝トンネルが無料化されたものの、依然北部地域は交通が不便であ
る。この地域はなぜ阪急バスしか通らないのか。阪神バスや市が運営する
ようなコミュニティバスが通っても良いのではないか。一社独占のためか、
態度がよくない運転手も多数見かける。昔に比べて利用者は増えている
はずなのに料金設定も高いままである。
　北部地域は、豊かな自然が魅力で守るべきだと思うが、このままでは地
域を離れる若者が増える一方である。後につながる街づくりを考えるなら、
早めの手立てを検討すべき。

42
基本計画・
アクション
プラン

6.子供・子
育て支援

　待機児童の解消を進める。

43
基本計画・
アクション
プラン

6.子供・子
育て支援

　生活困窮世帯の子供への学習支援の推進。（埼玉県の取組み→貧困
の連鎖を防止）

44
基本計画・
アクション
プラン

6.子供・子
育て支援

　今後、女性が働きながら子育てすることが当たり前になる社会になるの
で、私立にばかり頼らずに、市立の保育所、幼稚園をつくってほしい。

45
基本計画・
アクション
プラン

6.子供・子
育て支援

　共働きで家族の援助なしに２歳の子供を育ているが、病児保育を利用し
ようとした際に、満員で利用ができなかった。市内中心部に２か所、定員16
人では少なすぎる。
　市立中央病院と県立西宮病院統合後の新病院では、病児保育を実施
してほしい。

46
基本計画・
アクション
プラン

6.子供・子
育て支援

　市内の児童館の運営について、日曜祝日も開館してほしい。夏や冬は
室内で遊ばせるところがなくて困ることが多い。無料で遊ばせることができ
るため、経済的にも助かる。
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No 該当計画 該当箇所 意見内容

47
基本計画・
アクション
プラン

6.子供・子
育て支援

　公立の幼稚園が閉園しているが、待機児童解消のため保育園として再
度開園してほしい。土地建物をそのまま流用すれば、大きな費用をかけず
に実行できるのではないか。親が苦労なく預けることができる社会を目指
してほしい。本当の意味での待機児童ゼロを実現してほしい。

48
基本計画・
アクション
プラン

7.学校教育

　日本の食料自給率は38％と報道されており、食品廃棄は年間600万トン
と推計されている。食に対して「もったいない」の考え方が失われている。
そこで、味覚教育の必要性を訴えたい。日本では人の味覚は３歳までに
決まるとされているが、フランスでは小学校高学年に味覚教育が実施され
ている。学校で味覚教育を実施することで、将来にわたり市民の食意識の
向上を図るべきである。

49
基本計画・
アクション
プラン

7.学校教育
　子供の育ちを応援する観点から、北部地域において、小中学生のため
の通学バスを導入してほしい。

50
基本計画・
アクション
プラン

7.学校教育

　現在、市立西宮高校が東大や京大に合格者を出せるようになった背景
には、特色化（理系学科）がある。優秀な人材を育てることで、「文教住宅
都市」西宮が輝いていくことにつながる。また、この路線拡大のため、市立
西宮東高校については３年後を目途に中高一貫にすることを提言した
い。公立において優秀な小学生を獲得するためには、この制度を利用す
べきである。

51
基本計画・
アクション
プラン

7.学校教育

　不登校児に対する支援として「パルステップ」を導入してほしい。「パルス
テップ」は学校の先生と連携して、不登校児が自宅でパソコンを用いて学
習できるシステムで、大阪医科大学の先生も推奨しているものである。発
達障害等で学校に行きたくても行けない子供が、教室で学べないことで自
信をなくし、心の病に陥らないか危惧している。家庭で学ぶことを認めても
らいたい。西宮市の政策として、パルステップを導入し、不登校児の学ぶ
権利を保障してほしい。

52
基本計画・
アクション
プラン

7.学校教育

　大屋町、瓦林町、熊野町、中島町のように、なぜ町内で小学校区を割っ
て定めるのか。是非、町単位で定めて欲しい。
　自分は70歳で町内会の役員をしているが、２つの小学校の行事に参加
しなくてはならず、多くの時間が割かれてしまう。この様な現状において
は、次の役員のなり手はなかなか見つからない。とても育ちの応援や子育
てがしやすい環境とは言えない。町内会や連合会の役員になる人がいな
くなれば、宮っこの配布など地域のボランティア活動にも影響が出て、市
の負担も増大する。

53
基本計画・
アクション
プラン

7.学校教育

　地域の中心であり、広大な敷地と多くの施設を有する学校園は、住民に
とって魅力的な活動場所になり得るにもかかわらず、放課後、夜間、休日
はほぼ無人であり、保安上門扉も閉ざされている。人材育成の根幹である
学校教育は最も重要ではあるが、外部と隔絶した環境では効果はさほど
期待できない。教育内容についても、教育施設を地域に積極的に開放し
て、学校、地域、家庭がともに携わる仕組みを構築していかなければなら
ない。地域住民にとって大切な財産が、単に教育だけに供されるだけでな
く、広く地域に開放されることを願う。
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No 該当計画 該当箇所 意見内容

54
基本計画・
アクション
プラン

10.高齢者
福祉

　富士宮市では、認知症患者を施設に入所させるのではなく、補助金によ
り市内の商業施設に働く場所を設けることで、まちが一体となって支え合
いを行っている。認知症患者にとっては、症状の進行も抑えられ、意欲向
上にもつながっている。
　また、宮崎県のある自治体では、免許返納者が引きこもりになることを防
ぐため、警察と社会福祉協議会が協力して免許返納者に対して様々なイ
ベントへの勧誘を行っている。
　高齢者の意欲低下を防ぎ、居場所をづくりを進めることが、これからの高
齢者対策に必要ではないかと考える。このように、他市の高齢者対策にお
いて参考となる施策があれば、本市においても、取り入れてはどうか。

55
基本計画・
アクション
プラン

10.高齢者
福祉

　将来像に関するアンケートについて、「徒歩や公共交通でお出かけしや
すいまち」をあげた人は50％を超えるが、現実として電車やバスの椅子に
座ることは難しく、場所・経済性から車を選択する人も多い。70歳以上の高
齢者に高齢者交通助成割引購入証が交付されているが、買い物券や図
書カードの配布を望む。

56
基本計画・
アクション
プラン

10.高齢者
福祉

　医療、介護、福祉サービスの融合とＩＣＴの活用。（医療系人材の活用、
施設配置の合理化）

57
基本計画・
アクション
プラン

10.高齢者
福祉

　高齢化の進行は止まらないが、諸悪の根源ではない。高齢者がその能
力を地域社会で生かすことのできる施策が必要である。高齢者の能力を
生かせる場所づくり、高齢者、子供、若者が一つに集えて交流できる場所
づくり、地域の中で介護が必要な人も皆と一緒になって生きていける環境
づくりを行政と住民が話し合い、協力して築いていく必要がある。そのため
にも、地域ごとに「いきいき高齢者マップ」を通じて、高齢者が豊かに楽しく
能力を発揮できる地域をつくりたい。

58
基本計画・
アクション
プラン

11.障害者
福祉

　誰もが住みやすいまちにするため、障害者や高齢者などの移動に制約
がある人がどこでも行けるように「ユニバーサル都市」の宣言や条例整備
を検討してほしい。福岡市などを参考に、国の総合バリアフリー法を横だ
しするような形で。例えば、多目的トイレの西宮モデルをつくり基準化する
とか、他の自治体の先進的なユニバーサルデザインを市として推し進めて
ほしい。また、上記とともに、明石市や千葉県など多くの自治体が制定して
いる障害者差別を解消する条例の策定を、障害当事者の参画の上で目
指すことを計画に盛り込んでほしい。今まで以上に、誰もが住みやすいま
ちづくりを西宮市の特徴にすることを総合計画でうたってほしい。

59
基本計画・
アクション
プラン

13.医療保
険・年金・
医療費助
成

　北部地域は三田市や神戸市北区と隣接しており、生活面で利便性が高
いが、国保の健康診査などについて利用施設の制約がある。北部地域の
特性を踏まえて、広域連携のサービスを進め、その進捗を逐一北部住民
に知らせてほしい。

60
基本計画・
アクション
プラン

16.共生
　仕事と子育ての両立支援の推進。（福井県の取組み→夫婦共働き率、
出生率の増加）
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No 該当計画 該当箇所 意見内容

61
基本計画・
アクション
プラン

17.生涯学
習

　宮水学園について、教室は他の施設の借り物、書き物するのに机もない
教室があり、椅子を引っ付けて並べられて身動きがとれない上、かばんや
上着を置く場所もない。文教住宅都市を売りにするのであれば、宮水学園
に専用の校舎をつくってもらいたい。今後高齢化が進むにあたって、高齢
者を家から引き出すことは介護予防にもつながる。現在高齢者の２％しか
宮水学園に参加していないが、施設や教科内容を充実させれば参加率
は上がるはずである。高齢者の交通利便性を考え、できればＪＲ南西地区
開発に盛り込んでもらいたい。

62
基本計画・
アクション
プラン

17.生涯学
習

　市の図書館は、とりわけ蔵書数が多いわけでもなく、他都市と似たり寄っ
たりのものである。相互貸借も可能とあるが、自宅から予約できるシステム
にもなっていない。システムの規格が違う他市との連携など不可能だか
ら、自前で群を抜く蔵書数を揃えることで、40万都市の中で、全国的に象
徴的な図書館となってほしい。

63
基本計画・
アクション
プラン

17.生涯学
習

　各地域の公民館等の施設において、色々な講座や講演会、イベントが
開かれているらしいが、北部地域には情報が伝わってこない。

64
基本計画・
アクション
プラン

18.文化芸
術

　高塚山の開発では、古墳の保存を訴えたがかなわなかった。文教住宅
都市を更に豊かなものにしていくならば、文化財の保護も強調してもらい
たい。計画の中で文化財の保全に関する厳しい規則をつくり、住民ととも
にまもりたい。

65
基本計画・
アクション
プラン

18.文化芸
術

　高塚山は開発によって古墳が壊されたが、その際の教育委員会の見解
は「残す価値がない」とのことだった。文化財保存全国協議会の専門家か
らは「海が見える古墳は有力な首長の墓である」との意見を頂いており、今
後できる公園に、残っている墓石や埋蔵物の展示をしてもらいたい。

66
基本計画・
アクション
プラン

19.スポーツ
　西宮市は他市に比べ子供の数が多く、学力も高いと評判だが、夏場に
利用できるプールがなく、宝塚市のような開放的な公園もない。昔あった
厚生年金プールのような安くて行きやすいプールを作ってほしい。

67
基本計画・
アクション
プラン

19.スポーツ

　スポーツ施設については、人口減少や高齢化、若者のスポーツ離れも
あり、中央以外の西宮浜や鳴尾浜の利用度は低く、今後については縮小
または現状維持でよいと考える。ただし、市民がスポーツを楽しみ、健康
づくりを促進することや指導者の人材育成については素案の通りでよい。

68
基本計画・
アクション
プラン

19.スポーツ
　子供たちが伸び伸びとスポーツを楽しみ、大人が散歩等できる環境整備
が必要。

69
基本計画・
アクション
プラン

20.都市ブ
ランド

　日本酒を生かした産業振興の記載はあるが、日本酒を持続可能な形で
生産していくための条件整備について言及されていない。特に宮水は西
宮の酒造には欠かせないものであるため、宮水を含む地下水の保全と適
切な利活用について、何らかの言及があってもよい。

70
基本計画・
アクション
プラン

22.産業
　平成16年に水害のあった名塩木之元の一部地区について、埋め立て
（かさ上げ）をして、病院・医療施設、学校（大学等）、商業施設などを誘致
し、北部地域住民の働き場所の確保を望む。
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No 該当計画 該当箇所 意見内容

71
基本計画・
アクション
プラン

23.農業・食
の流通

　産業面において、みどりに関係する農業の保護育成に資する施策を進
める。

72
基本計画・
アクション
プラン

23.農業・食
の流通

　有害鳥獣の被害の対策を強化してほしい。

73
基本計画・
アクション
プラン

23.農業・食
の流通

　卸売市場の老朽化に対して再整備が必要である。

74
基本計画・
アクション
プラン

24.就業・労
働

　高齢者への就業支援の推進。（名古屋市等での取組み→生きがいの確
保、市税・保険料収入の増加）

75
基本計画・
アクション
プラン

25.環境保
全

　歩行喫煙の禁止。

76
基本計画・
アクション
プラン

25.環境保
全

　環境保全にあたり、市がきちんとリーダーシップをとるべきである。温暖
化防止の取組みを示すものとして、市の施設の電気使用量の推移、ガソリ
ン使用量の推移、ごみ排出量の推移、再生可能エネルギーの導入量の
推移などを公表して、市民への模範を示すべきである。「低炭素社会」と
いう難しい表現を用いるのにも疑問がある。

77
基本計画・
アクション
プラン

25.環境保
全

　以下の記述を加えること。
・エネルギーの地産地消を目指す。
・再生可能エネルギーを最大限活用すること。

78
基本計画・
アクション
プラン

26.生活環
境

　空き地・空き家の対策を進める。

79
基本計画・
アクション
プラン

26.生活環
境

　空き家が残るのは、更地にすると固定資産税が３倍になるからである。税
制度を見直せば、空き家は減る。

80
基本計画・
アクション
プラン

26.生活環
境

　プラスチックごみについて、東部処理場では「容器リサイクル法」に基づ
き、収集したごみをわざわざ分別しているとのことだが、なぜ当初から市民
に対して分別をお願いしないのか。同処理場ではゴミ発電により売電をし
ているとのことなので、いっそのこと、プラスチックごみもサーマルリサイク
ルしても良いのではないかと思う。

81
基本計画・
アクション
プラン

26.生活環
境

　本市のマイバック持参率は低調で、定着しているとは思えない。また、商
品に用いる大きなトレーや過剰な包装は目に余るものがある。プラスチック
ごみ削減に向け、市民にＰＲするとともに、店舗に対しても取組みを促す
べきである。

82
基本計画・
アクション
プラン

26.生活環
境

　川や水路のプラスチックごみが目立つ。原因は、ポイ捨てや集積場の管
理が不十分なことなどがあげられるが、ポスター等を用いてもっと市民に
啓発すべきと思う。
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No 該当計画 該当箇所 意見内容

83
基本計画・
アクション
プラン

27.水道

　「西宮市水道事業ビジョン2016」では、丸山浄水場の今後のあり方を検
討するとあるが、災害、事故、テロ、サイバー攻撃などによりインフラ施設が
破壊された際の影響を考えれば、施設を１か所に集中させるより分散させ
るほうが良いと考える。丸山浄水場については、廃止より活用する方法を
考えるべきである。

84
基本計画・
アクション
プラン

28.下水道
　雨水排水管の管径ＵＰと放流河川などの氾濫防止対策。（集中豪雨によ
る冠水対策）

85
基本計画・
アクション
プラン

29.道路
　中津浜線のＪＲ跨線橋について、歩道橋の階段横に自転車が通るため
のスロープを設置するなど、自転車も通れるようにしてほしい。

86
基本計画・
アクション
プラン

29.道路
　生瀬小学校への進入路を拡幅するべき。同校へは給食車両も小型車し
か入れず、校外学習の時も大型車両が入れない状況である。

87
基本計画・
アクション
プラン

29.道路
　財政負担の軽減にもつながるため、公共事業（特に国道176号線）の工
期短縮は必要ではないか。

88
基本計画・
アクション
プラン

29.道路

　西宮の地を南北に結ぶ道路構想を検討してはどうか。ヨットハーバーや
甲子園球場から、西宮北口、宝塚、山口を経て、三田・神戸市北区に至る
南北の道路を開通させてほしい。実現すれば、新たな観光・リゾート産業
の開発も期待でき、物流面でもメリットが期待できる。

89
基本計画・
アクション
プラン

29.道路

　従前より県道82号線については、幅員が狭くて事故や渋滞が多く、ま
た、緊急車両やバスの通行にも支障が出ている状況であったが、盤滝トン
ネルの無料化により大型ダンプカーや大型トラックの通行量が激増した。
大型車は道幅をはみ出して走行しており、歩行者にとっても大変危険な
状況となっている。
　この住環境（騒音）の悪化と通学路の状況について、市として確認し、意
見を聞かせて欲しい。

90
基本計画・
アクション
プラン

29.道路
　地域共生の観点から、南北方向のインフラを拡大・増大し、移動のス
ムーズ化・高速化を図る。

91
基本計画・
アクション
プラン

29.道路

　大規模な宅地開発やマンションの増加により、駅から離れた場所に多く
の人が住むようになった。そのため、阪神甲子園駅では駐輪場が不足し
ている。
　駅から離れた場所での宅地開発について規制してもらいたい。また、大
規模な駐輪場を整備してもらいたい。

92
基本計画・
アクション
プラン

29.道路
　阪急夙川駅の南西にある山手幹線の西行き信号機に、右矢印を設置す
る。

93
基本計画・
アクション
プラン

29.道路
　県道82号の夙川学院前交差点、南行きに車線に右折レーンの設置を要
望する。また、全ての場所で安全にすれ違えるよう整備を要望する。
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No 該当計画 該当箇所 意見内容

94
基本計画・
アクション
プラン

29.道路

　自転車は有効的な移動手段一つであり、市民の健康増進、子供の送迎
などにも重要な役割を果たしている。しかし、本市では自転車専用道があ
るのは限られた地域のみである。また、道路交通法上、70歳以上は歩道
通行可能なことはあまり知られていない。
　市内には多くの交通不便地域があり、買い物、通院、通学などについて
総合的な交通政策を確立することが必要である。とりわけ、歩道の幅員確
保、自転車道の整備を重要課題として計画してもらいたい。

95
基本計画・
アクション
プラン

29.道路
　費用対効果の分析と優先順位づけが必要。必要性の低い道路の舗装
工事など、土木作業の無駄遣いが目立つ。舗装工事会社が天下り先に
なっているのか。

96
基本計画・
アクション
プラン

29.道路

　県道82号について、特に盤滝トンネル無料化以降、他地域の大型車両
（トラックやダンプカー等）の交通量が多くなっており、住環境の悪化（振動
騒音、排ガス等）や交通安全面での脅威が増してきている。また、交通渋
滞によりバスの運行時間に影響が出ているほか、北夙川通りや夙川さくら
道に迂回する車両が増え、住環境が脅かされている。
　具体的な対策として、大型通過車両の通行を制限するため、阪急神戸
線ガード下や岩園隧道の高さ制限、盤滝トンネルのETCによる他市町村
大型車への課金、他市町村大型車の市道、県道通過の事前申請制度の
導入を提案する。

97
基本計画・
アクション
プラン

30.防災・減
災

　砂防指定地域内での避難所の削減するためにも、生瀬小学校体育館を
移転するべき。

98
基本計画・
アクション
プラン

30.防災・減
災

　国道176号の整備や青峯連絡道の早期実現を図ることで、防災・減災対
策を行ってほしい。

99
基本計画・
アクション
プラン

30.防災・減
災

　ＪＲ以南の武庫川河川整備事業が行われているが、洪水を想定し、仁川
が武庫川に合流する地域の河川整備にも早急に取り組んでほしい。合流
地点では、長期にわたり堆積した膨大な量の土砂が川幅いっぱいに広
がっている。川床が高い位置にある仁川を濁流が一気に下り、合流する武
庫川に流入を阻まれて堤防を乗り越える恐れがある。

100
基本計画・
アクション
プラン

30.防災・減
災

　青葉台や花の峯では、正規の避難所である生瀬市民館まで避難するこ
とは事実上不可能である。緊急一時避難所である自治会の集会所に避難
する場合、鍵の開け閉めは地元住民ができても、避難所運営を1年任期
の自治会役員が行うのには無理がある。また、緊急一時避難所を開設し
たかの事後確認もなく、無責任に感じる。

101
基本計画・
アクション
プラン

30.防災・減
災

　道路沿い斜面の崩落防止対策の強化。（地震・集中豪雨対策、避難時
緊急道路を優先）

102
基本計画・
アクション
プラン

30.防災・減
災

　災害時の避難所となる小中学校の体育館について、エアコンを設置して
ほしい。
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No 該当計画 該当箇所 意見内容

103
基本計画・
アクション
プラン

30.防災・減
災

　洪水時に浸水する可能性がある学校が避難所となっているので、見直し
てほしい。その際、私学（仁川学院）も考慮してほしい。

104
基本計画・
アクション
プラン

30.防災・減
災

　地球温暖化により、降雨量が増加している。災害対策基準の見直しが必
要ではないか。

105
基本計画・
アクション
プラン

30.防災・減
災

　災害時の生活用水確保のため、公共施設、大規模事業所、集合住宅に
は井戸の設置を義務づけるべき。

106
基本計画・
アクション
プラン

30.防災・減
災

　短期集中豪雨の減災として、排水機能の充実を図る。夙川、武庫川が
氾濫した場合の想定も必要。地震発生時の身近な減災として、井戸を設
置する。

107
基本計画・
アクション
プラン

30.防災・減
災

　津波対策への言及はあるが、高潮については全く触れられていない。南
海トラフ大地震への備えが大切である一方、過去百年を振り返ると、西宮
市に甚大な被害を与えたのは室戸台風やジェーン台風などによる高潮で
ある。高潮対策について何らかの言及があってもよい。

108
基本計画・
アクション
プラン

31.消防
　用海分団車庫の建て替えについて、なぜ地区の南の果ての住宅地の真
ん中に２階建ての建物が必要なのかわからない。現在の場所に建て替え
する方向で再考してもらいたい。

109
基本計画・
アクション
プラン

32.地域防
犯・交通安
全・消費者
安全

　平成28年に直営化するまで、西宮市では独自の防犯灯維持管理制度
が存在していた。これは、「補助金」という名目で防犯協会/支部経由で自
治会の銀行口座に振り込みが行われる複雑極まりない制度だった。しか
し、平成28年に直営化した後も、自治会住民に対してのみ防犯協会は会
費の請求を行っている。
　一任意団体が、同等の自治会に対しこのようなことを行うのは間違って
いる。また、全市民ではなく、自治会にのみ負担を強いるのは不公平であ
る。このままでは、ますます自治会加入率が減少することが懸念される。対
策をお願いしたい。

110
基本計画・
アクション
プラン

32.地域防
犯・交通安
全・消費者
安全

　防犯灯がＬＥＤ化してから生活環境が悪化した。明るすぎて大変不快。
睡眠にも悪影響である。生き物や植物への影響も危惧される。照度を下
げるか傘をつけるか改善してもらいたい。

111
基本計画・
アクション
プラン

33.住民自
治・地域行
政

　地域自治組織がぜい弱化している。有事の際には自治会の存在や活動
が期待されているが、平時の住民交流は消極化しており、自治会組織の
担い手は不足している。近年、地域拠点の窓口として行政が自治会を活
用するケースも見受けられており、業務の一環として自治会に対して主導
的な係わりを持つ時期が到来しているのではないか。

112
基本計画・
アクション
プラン

33.住民自
治・地域行
政

　地域力を向上させるため、自治会加入率100％を目指して、運営費に市
税を投入する。

13



No 該当計画 該当箇所 意見内容

113
基本計画・
アクション
プラン

33.住民自
治・地域行
政

　浜甲子園団地周辺において、社協の行事、自治会の行事等で大勢の
人が集まることができ、調理もできる公民館的な公共施設がほしい。小さ
な集会所は足りている。

114
基本計画・
アクション
プラン

33.住民自
治・地域行
政

　膨大な会員数を擁する自治会では、互いの「顔が見えない」ことにより、
その活動が形骸化してしまう。自治会は自主的組織だが、他の自治体の
状況も掌握している市に対し、自治会が自ら改革に取り組めるような援助
を求めたい。

115
基本計画・
アクション
プラン

34.行財政

　安井地区には大きな公園がなく、緑化という点では劣った地区である。
保健所移転後の跡地は公園にしてほしい。大きな公園は地域の緑化や
防災対策には不可欠である。芦原地域のような防災公園を是非保健所跡
地に整備してもらいたい。

116
基本計画・
アクション
プラン

34.行財政

　まちの魅力ある資源を生かす観点から、高いブランドイメージのある甲子
園を市のイメージアップにもっと役立てるべきである。高齢者対策の一環と
して「還暦グランドゴルフ甲子園」などの高齢者イベントを、市が主体となっ
てスポンサーを募って企画すれば、西宮市の知名度は全国区となり、経
済面などでも様々な効果が期待できる。

117
基本計画・
アクション
プラン

34.行財政

　政策を推進するための財源確保に向け、以下のことを行う。
・市民税以外にも市民から特別徴収税として毎年課税を行う。
・市議会議員を５名ほど減らす。
・市職員の報酬アップを微増にする。
　全員が痛みを感じるようにしなければ、計画は実現しない。

118
基本計画・
アクション
プラン

34.行財政
　市民の安全に係る緊急的な課題については、法定外目的税による財源
確保を検討すべきである。

119
基本計画・
アクション
プラン

34.行財政

　甲東・瓦木地区のまちづくり長期ビジョンとして、人口増加のための仕掛
けが必要。その仕掛けとは、生産緑地について、農地の地権者が有利に
なるように行政が買収し、土地ストックを推進するなど抜本的な行政指導
プログラムが必要。市の人口は増加を続けている。人口減少を前提とする
より、人口増加のための施策を検討してもらいたい。

120
基本計画・
アクション
プラン

34.行財政
　第２庁舎や中央体育館の整備を大規模に行うことをやめてもらいたい。
不要不急なところに税金を使わずに、困っている市民のために税金を使う
べきである。

121
基本計画・
アクション
プラン

35.執行体
制

　これからの10年は以前にも増して、学校をはじめとした公共施設の改修・
整備等が必要となる。古い建物にはアスベストが多く使用されており、特に
公共施設については、耐火目的等でアスベスト使用が奨励されていたこと
もあり、改修や解体には厳重な注意が必要である。
　解体時等におけるアスベスト飛散対策費用は十分に用意されているの
か。アスベストは発がん性物質であり、近隣住民の健康と安全安心のため
に、事前調査と飛散予防対策予算の確保、そのための知識を持った職員
を配備してもらいたい。
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No 該当計画 該当箇所 意見内容

122
基本計画・
アクション
プラン

35.執行体
制

　西宮市として文教住宅都市を未来に引き継ぐために、どのような人材を
育成していくのか。

123
地域別ア
ウトライン

-

　「地域自治組織のあり方について検討」とあるが、現在、地域自治組織
は社会福祉協議会が中心的に指導する任意団体であり、この中には行政
から委託を受けた者（民生・防犯・美化推進委員等）と純粋なボランティア
が混在し、世話役がリーダーシップを取りづらくなっているように感じる。ま
た、地域住民の地域コミュニティ活動への理解・参加を阻害していると感じ
る。

124
地域別ア
ウトライン

-

　「地域ケア会議の推進」とあるが、地域自治組織と地域ケア会議は中央
政府の担当からすると、総務省系と厚生労働省系に分かれれる。
　地域住民には、行政組織に関係のなく一体的に内閣府の推進する小さ
な拠点「地域運営組織」のような運営を検討し、現在社会の中心として活
躍する人々のことが反映されるまちづくりをすることが市の繁栄につなが
る。多くの地域住民が参加し関わり合う全ての人々に居場所がある一体感
を持った支え合うまちづくりをお願いしたい。

125
地域別ア
ウトライン

甲東地域

　主な取組に「門戸仁川線の整備促進」とあり、15ページの地図では国道
171号線以北を予定しているようだが、この部分が改良されると、松籟荘の
新幹線高架を抜けて坂道を上ったところまで整備されるが、その先の上甲
東園１丁目の５叉路の交差点が非常に危険である。
　また、付近の道路についても交通安全上危険な場所が多く、先に171号
線以北の一部が整備されると、今までと違う交通量となることが予想される
ため、道路整備についてはこれらの問題を熟慮して欲しい。

126
地域別ア
ウトライン

甲東地域

　仁川学院小学校の北西に位置する通称「五叉路」を中心とする中津浜
線は、統計的にも交通事故が多いところであり、付近の学校園に通う子供
は増加傾向にある。主な取組にある「門戸仁川線」が完成すれば、中津浜
線の交通量が減り、交通事故も減少すると思われる。
　この都市計画道路上には段上墓地があり、現在は墓地管理委員会が使
用権について一定規制しているが、世代交代により墓地使用権を主張す
るものが増え、墓地の数が増えることにより、墓地の補償対象数が多くな
り、事業化に支障となると懸念される。そうなる前に事業を進めるべきであ
る。

127 全般 -

　地域計画（総合計画）策定のプロセスに、住民のまちづくり権（自らの住
む地域のあり方を自らが決定する権利）を組み込む。パブリックコメントで
は、市が聞き置くまでで終わってしまう。具体としては、市が作成した地域
計画素案に対し、関係自治会の承認を必要するというプロセスが考えられ
る。用地地域の設定・運用についても同様のプロセスを踏むこととする。た
だし、承認権限を持つ自治会については、真に住民を代表しているか否
かを審査する仕組みは必要である。また、計画策定後も住民が関与する
仕組みが必要。市の行為に対し疑義が生じた場合、市の説明責任を義務
付けるなどのプロセスを設けなければならない。
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No 該当計画 該当箇所 意見内容

128 全般 -

・内容的に、4次総の積み残しが大半のように感じた。
・市の指針、政策、施策などについて、意味や定義がよくわからないので
説明が必要。
・５Ｗ１Ｈが十分でなく、知りたいバックデータが不足しており、現状把握が
弱く感じた。全ての行政サービスにおいて向上させることは望ましいが、不
要と思われるところも少なくない。ＱＣ手法により問題を把握し、ＰＤＣＡを
機能させることが大切であり、大胆な発想で財政を見直す必要がある。地
方債残高、公債費の右肩上がりも好ましくないが、何より市民税が高くなる
のは困る。
・市民アンケートについて、内容が誘導的、抽象的な質問のように感じた。
具体的に予想される問題点などを盛り込んだアンケートをとっていただき
たい。

129 その他 -
　第４次総合計画の進捗・目標達成度がどこまで到達しているかの説明が
ない。（数値化して評価をすべき）

130 その他 -
　武庫川の西宝橋付近では川底にテトラポットが散乱しているため、河川
整備を行ってほしい。

131 その他 -
　地域説明会については、配布した資料内容を重複的に説明するのでは
なく、文書にない成果と課題、その背景、今後の展望について簡単に説
明してもらえたら良かった。

132 その他 -
　仁川について、毎年草が伸び始めると西宮市側、宝塚市側が競うように
草刈りをしているが、川の真ん中は手入れされておらず、伸び放題となっ
ている。どこが担当しているのか。
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３．素案にかかる修正箇所対応表

No 意見No 修正前 修正後 素案該当箇所

1 58
◎ 障害者差別解消支援地域協議
会を設置し、差別解消に関する取組
を進める。

◎ 差別の解消に関する条例制定に
向けた協議を進めるほか、障害者
差別解消支援地域協議会を設置
し、差別解消に関する取組を進め
る。

アクションプラン
11.障害者福祉

（Ｐ30）

2 69

◆ 日本酒は近年海外での人気が高
まっており、市内酒造会社は海外で
の事業拡大に取り組んでいる。ま
た、国においても、日本酒に関心の
高い国内外からの来訪者を、全国の
酒蔵に取り込む酒蔵ツーリズムを推
進している。

◆ 本市では、平成25年に「西宮市
清酒の普及の促進に関する条例」を
制定したことを機に、日本酒ファンづ
くり、販路拡大、酒蔵への来訪者増
加などを目的とする日本酒振興プロ
ジェクトに取り組んでいる。

◆ 国が進める広域観光圏構想を踏
まえて、神戸市が近隣市と連携し設
立したＤＭＯ（神戸観光局）に本市も
参画するとともに、鉄道各社と連携し
た各種情報発信を行うなど、広域で
の情報発信に努めている。

◆ 平成25年に制定した「西宮市清
酒の普及の促進に関する条例」や平
成29年に制定した「西宮市宮水保
全条例」に基づき、日本酒文化の発
信と酒造業の振興に取り組んでき
た。今後は更に、酒蔵ツーリズムの
推進や、他の自治体や鉄道会社と
連携した広域観光の取組により、本
市への来訪者を増やし、市内産業
の振興につなげる取組が求められ
る。

※三つのパラグラフを統合し、「宮
水」に関する記述を追加します。

アクションプラン
20.都市ブランド

（Ｐ53）

3 107
◎ 津波対策、洪水対策、土砂災害
対策の事業を促進する。

◎ 土砂災害や地震、津波、高潮・洪
水などの風水害等への対策事業を
促進する。

アクションプラン
30.防災・減災

（Ｐ76）
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 目的  目的
　良好な住環境や住宅ストックの保全・形成・活⽤を図る。 　緑やオープンスペースを保全・整備し、生物多様性の確保や人と

⾃然がふれあう場を創出することにより、市⺠生活に潤いと安らぎを
もたらす。

 取組内容  取組内容
① 良好な住環境の保全と向上
② 良好な住宅ストックの形成と適切な維持・活⽤

① 公園・緑地の整備
② 緑化の推進
③ ⾃然環境・生物多様性の保全

 部門別計画  部門別計画
● にしのみや住宅マスタープラン
● ⻄宮市営住宅整備・管理計画
● ⻄宮市耐震改修促進計画

● 緑の基本計画
● 第３次⻄宮市環境基本計画
● 生物多様性にしのみや戦略

 目的  目的
　豊かな⾃然環境や良好な住宅地、歴史的背景などの景観資源
と地域の特性を生かしながら、魅⼒ある都市景観の形成や、これら
の維持・保全を図る。

　都市機能の充実とともに、⼟地利⽤の状況や⾃然環境、歴史、
まちなみなど、地域の特性を生かした良好で魅⼒ある市街地を形成
する。

 取組内容  取組内容
① 地域の景観拠点づくり
② 個性ある都市空間の保全と創出
③ 魅⼒ある公共空間の創出
④ 市⺠、事業者との連携・⽀援

① 魅⼒的な都市核の形成
② 良好な市街地の形成
③ 計画的な⼟地利⽤の推進

 部門別計画  部門別計画
● ⻄宮市都市計画マスタープラン
● ⻄宮市都市景観形成基本計画

● ⻄宮市都市計画マスタープラン
● ⻄宮市道路整備プログラム
● ⻄宮市⽴地適正化計画

 目的
　誰もが利⽤しやすい「徒歩と公共交通」を中⼼とした交通体系を
構築し、「みんなが暮らしやすく、お出かけしたくなるまち」を実現する。

 取組内容
① 鉄道駅の設置と利便性向上
② バス交通の充実
③ 公共交通の利便性向上

 部門別計画
● ⻄宮市都市計画マスタープラン
● ⻄宮市総合交通戦略

5．公共交通

第Ⅰ部　住環境・自然環境

1．住環境 2．緑・自然

3．景観 4．市街地
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 目的  目的
　子供一人ひとりが健やかに育ち、安⼼して子供を生み育てることが
できるまちをつくる。

　子供が夢を抱き、夢に向かって挑戦できる教育や、学校・家庭・地
域との連携等を推進する。

 取組内容  取組内容
① 家庭での子育てに対する⽀援
② 乳幼児期の教育・保育環境の充実
③ 福祉・教育・医療が連携した⽀援の充実
④ 子供の貧困対策や児童虐待防止対策の充実

① 教育環境の整備
② 幼稚園・小学校・中学校教育の充実
③ 高等学校教育の充実
④ 特別⽀援教育の充実
⑤ 学校生活の安全・安⼼
⑥ ⼼や体の育ちを⽀える教育活動の充実
⑦ 教職員の⼒量向上と勤務時間の適正化
⑧ 計画的・効率的な学校園施設の整備

 部門別計画  部門別計画
● ⻄宮市子ども・子育て⽀援プラン
● ⻄宮市障害福祉推進計画【※⻄宮市障害福祉計画及び
    ⻄宮市障害児福祉計画を含む】
● ⻄宮市地域福祉計画

● ⻄宮市子ども・子育て⽀援プラン
● 第２次⻄宮市人権教育・啓発に関する基本計画
● ⻄宮市学校施設⻑寿命化計画

 目的
　学校・地域・家庭が連携し、地域で子供を育む社会をつくる。

 取組内容
① ⻘少年健全育成体制の充実
② 地域・家庭の教育⼒の向上
③ 留守家庭・放課後等の児童育成

 部門別計画
● ⻄宮市子ども・子育て⽀援プラン
● ⻄宮市地域福祉計画

第Ⅱ部　子供・教育

6．子供・子育て支援 7．学校教育

8．⻘少年育成
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 目的  目的
　お互いを認め合い、つながり、⽀え合うことで、誰もが安⼼して、共
に生きることができるまちをつくる。

　全ての高齢者が地域で⾃分らしく安⼼して暮らせるまちをつくる。

 取組内容  取組内容
① 地域福祉を推進する基盤づくり
② 相談・⽀援体制づくり
③ 地域福祉の推進を⽀えるための仕組み・環境づくり

① 介護予防の推進と生きがいづくり・社会参加の促進
② 日常生活を⽀援する体制の整備
③ 介護サービスの充実と適正・円滑な運営
④ 在宅医療と介護の連携の強化
⑤ 多様な住まい方を⽀援する環境づくり
⑥ 認知症⽀援体制の充実
⑦ 地域生活を⽀える体制の充実

 部門別計画  部門別計画
● ⻄宮市地域福祉計画
● ⻄宮市障害福祉推進計画【※⻄宮市障害福祉計画及び
    ⻄宮市障害児福祉計画を含む】
● ⻄宮市高齢者福祉計画・⻄宮市介護保険事業計画
● ⻄宮市子ども・子育て支援プラン

● ⻄宮市高齢者福祉計画・⻄宮市介護保険事業計画
● ⻄宮市地域福祉計画
● ⻄宮市保健医療計画
● 新・にしのみや健康づくり21(第２次)⻄宮市健康増進計画

 目的  目的
　障害のある人が⾃己選択・⾃己決定に基づき、希望する生き方・
暮らしを実現できるまちをつくる。

　最低限度の生活の保障や生活⾃⽴の⽀援・援助などのセーフティ
ネットを維持する。

 取組内容  取組内容
① 相談⽀援・権利擁護⽀援体制の充実
② 地域での暮らしを⽀える生活⽀援の充実
③ 就労と工賃の向上に関する⽀援の充実
④ ライフステージに応じた療育・発達⽀援の充実
⑤ 共生社会の実現に向けた理解の促進

① 生活保護世帯に対する⽀援の充実
② 生活困窮世帯に対する⽀援の充実
③ ＤＶ被害者等に対する⽀援の充実

 部門別計画  部門別計画
● ⻄宮市障害福祉推進計画【※⻄宮市障害福祉計画及び
    ⻄宮市障害児福祉計画を含む】
● ⻄宮市地域福祉計画
● ⻄宮市子ども・子育て⽀援プラン

● ⻄宮市子ども・子育て⽀援プラン
● ⻄宮市地域福祉計画
● ⻄宮市男⼥共同参画プラン【※⻄宮市ＤＶ対策基本計画
　　を含む】

 目的  目的
　医療や年⾦に関する社会保険制度や医療費助成制度を⻑期
的・安定的に運⽤する。

　誰もが住み慣れた地域で、安⼼して医療を受けられるまちをつく
る。

 取組内容  取組内容
① 国⺠健康保険の特定健康診査の推進と収納率の向上
② 後期高齢者医療制度の丁寧な広報
③ 国⺠年⾦制度の啓発
④ 市独⾃の医療費助成制度の運営

① 救急医療体制の維持・強化
② 地域医療体制の充実
③ 市⽴中央病院と県⽴⻄宮病院との統合に向けた協議の推進
④ 市⽴中央病院の機能強化

 部門別計画  部門別計画
※ 本施策分野に部門別計画はありません。 ● ⻄宮市保健医療計画

第Ⅲ部　福祉・健康・共生

9．地域福祉 10．高齢者福祉

11．障害のある人の福祉 12．生活支援

13．医療保険・年⾦・医療費助成 14．医療サービス
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 目的  目的
　誰もが健康で安⼼して暮らせるまちをつくる。 　全ての人の人権が尊重され、多様な価値観やライフスタイルを互い

に認め合うことができるまちを実現する。

 取組内容  取組内容
① 健康づくり・食育の推進
② 感染症予防の強化と食の安全の推進
③ ⺟子保健の⽀援の充実
④ 精神保健の⽀援の充実
⑤ 難病保健の支援の充実
⑥ 保健所施設の更新・機能強化

① 人権問題の解決
② 男⼥共同参画の促進
③ 多文化共生の推進
④ 姉妹・友好都市交流の推進
⑤ 平和意識の醸成

 部門別計画  部門別計画
● 新・にしのみや健康づくり21(第２次)⻄宮市健康増進計画
● ⻄宮市食育・食の安全安⼼推進計画
● ⻄宮市新型インフルエンザ等対策⾏動計画
● ⻄宮市食品衛生監視指導計画
● ⻄宮市障害福祉推進計画【※⻄宮市障害福祉計画及び
    ⻄宮市障害児福祉計画を含む】
● ⻄宮市高齢者福祉計画・⻄宮市介護保険事業計画
● ⻄宮市子ども・子育て⽀援プラン

● 第２次⻄宮市人権教育・啓発に関する基本計画
● ⻄宮市男⼥共同参画プラン
● ⻄宮市外国人市⺠施策基本方針

15．健康増進・公衆衛生 16．人権・多文化共生・平和
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 目的  目的
　生涯学習の理念の下、誰もが⾃由に学習することができ、その学
びの成果が地域社会に生かせるまちをつくる。

　全ての市⺠が文化芸術との関わりによって、⼼の豊かさを実感しな
がら、住み続けられるまちをつくる。

 取組内容  取組内容
① 生涯学習社会の推進
② 生涯学習関連事業の充実
③ 図書館など生涯学習関連施設の機能充実
④ 学校教育との連携

① 文化芸術に関わる人材への⽀援
② 文化芸術の浸透
③ 文化芸術施設の整備
④ 文化財の保存と活⽤

 部門別計画  部門別計画
● ⻄宮市生涯学習推進ビジョン
● ⻄宮市⽴図書館事業計画
● ⻄宮市子供読書活動推進計画

● ⻄宮市文化振興ビジョン
● ⻄宮市における文化財の保存と活⽤に関する総合的な計画

 目的  目的
　誰もがスポーツに親しみ、スポーツ活動を通じた健康づくりや交流が
活発なまちをつくる。

　地域資源の魅⼒を地域活性化や産業振興に結びつけ、都市ブラ
ンド⼒の向上を図る。

 取組内容  取組内容
① スポーツ活動の推進と地域のスポーツ環境整備
② スポーツに関わる人材の養成と交流の促進
③ スポーツ施設の運営・整備

① 多彩な⻄宮の楽しみ方の提案
② 地域の強みを生かしたエリアプロモーション
③ 酒蔵ツーリズムの推進
④ 広域観光の取組
⑤ 主要駅での効果的な情報発信
⑥ ⻄宮ブランド品の情報発信

 部門別計画  部門別計画
● ⻄宮市スポーツ推進計画 ● 第３次⻄宮市産業振興計画

 目的  目的
　個々の大学の個性と特色を生かしながら地域社会との連携を強
化し、「大学のまち・⻄宮」として発展させる。

　都市の活⼒と持続的な発展を⽀える産業振興や、企業市⺠の参
画を促進し、豊かな市⺠生活と本市の発展を実現する。

 取組内容  取組内容
① 教育型・社会貢献型連携の充実
② 研究型・事業型連携の育成
③ 大学交流センターの活⽤と学生に向けた情報発信
④ 大学等の⽴地を生かしたまちづくり

① 中小・小規模事業者への産業⽀援体制の強化
② 中核企業の⽴地・定着の推進
③ 地域資源を生かしたビジネスの振興
④ 市⺠生活を支え高める商店街等の振興
⑤ 切れ⽬のない創業支援
⑥ 企業市⺠のまちづくりへの参画促進

 部門別計画  部門別計画
● カレッジタウン⻄宮構想 ● 第３次⻄宮市産業振興計画

● ⻄宮市創業支援等事業計画

第Ⅳ部　都市の魅⼒・産業

17．生涯学習 18．文化芸術

19．スポーツ 20．都市ブランド

21．大学連携 22．産業
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 目的  目的
　農業振興と都市農業の多面的機能の保全、また、食の安定供給
に資する流通環境の整備を図る。

　誰もが⾃分に合った働き方ができる環境づくりを通して、市⺠の健
康で豊かな生活を実現する。

 取組内容  取組内容
① 都市農業の展開
② 持続的な農業の推進
③ 鳥獣被害の防止
④ 食⾁センターの管理運営
⑤ 卸売市場の再生整備

① キャリア形成と多様な働き方の支援
② ワーク・ライフ・バランスに配慮した働きやすい環境づくり
③ 労働者の福祉の充実
④ 就労支援の拠点施設整備

 部門別計画  部門別計画
● ⻄宮市農業振興計画（⻄宮市都市農業振興基本計画）
● ⻄宮市鳥獣被害防止計画
● ⻄宮市アライグマ等防除実施計画

● ⻄宮市働きやすいまちづくりプラン
● ⻄宮市男⼥共同参画プラン

23．農業・⾷の流通 24．就業・労働
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 目的  目的
　参画と協働による環境学習を通じた持続可能なまちづくりを進め
る。

　廃棄物の排出抑制・再資源化及び適正処理により循環型社会
を形成するとともに、清潔で快適な生活環境を確保する。

 取組内容  取組内容
① 環境学習の推進
② 低炭素社会の実現
③ 快適な環境の確保

① 大気、水質等の監視体制の充実
② ごみの減量・処理施設の整備
③ 産業廃棄物の適正処理の推進
④ 空き地・空き家対策の推進
⑤ 良好な生活環境の確保

 部門別計画  部門別計画
● 第３次⻄宮市環境基本計画
● 第⼆次⻄宮市地球温暖化対策実⾏計画（区域施策編）
● ⻄宮市役所ＥＣＯプラン-第三次⻄宮市地球温暖化対策
　　実⾏計画（事務事業編）-

● 第３次⻄宮市環境基本計画
● ⻄宮市一般廃棄物処理基本計画
● ⻄宮市空家等対策計画

 目的  目的
　将来にわたって安全な水道水を安定的に供給する。 　安全・安⼼かつ快適で健康的な暮らしを守り、⾃然に配慮した豊

かな水環境を育む。

 取組内容  取組内容
① 災害等に強い施設整備の推進
② 被災時に素早く復旧できる体制の構築
③ 適切な水質管理の実施
④ 健全かつ安定した事業の経営

① 浸水被害の軽減
② 良好な水環境の創出
③ ⽼朽化・地震対策の推進
④ 下水道経営基盤の強化

 部門別計画  部門別計画
● ⻄宮市水道事業ビジョン2016
● ⻄宮市水道施設整備計画
● ⻄宮市工業⽤水道施設更新計画

● ⻄宮市下⽔道ビジョン
● ⻄宮市下⽔道事業経営戦略

 目的  目的
　市⺠の安全で快適な移動や災害に強い良好な市街地の形成の
ため、道路ネットワークの整備や道路環境の改善を図る。

　災害や武⼒攻撃事態等のほか、感染症などの全ての危機事案か
ら市⺠の生命と財産を守る。

 取組内容  取組内容
① 道路ネットワークの形成
② 鉄道との⽴体交差化の促進
③ 道路環境の改善

① 地域防災⼒の向上
② 防災体制の充実
③ 国⺠保護の推進
④ 危機管理の推進
⑤ 都市防災⼒の強化

 部門別計画  部門別計画
● ⻄宮市道路整備プログラム
● ⻄宮市都市計画マスタープラン

● ⻄宮市地域防災計画
● ⻄宮市水防計画
● ⻄宮市国⺠保護計画
● ⻄宮市危機管理計画
● ⻄宮市新型インフルエンザ等対策⾏動計画

第Ⅴ部　環境・都市基盤、安全・安心

25．環境保全 26．生活環境

27．⽔道 28．下⽔道

29．道路 30．防災・減災
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 目的  目的
　市⺠の生命・⾝体・財産を災害から守り、安全で安⼼して暮らせ
るまちをつくる。

　市⺠が生命・⾝体・財産を損なう危険にさらされることなく、安全で
安⼼して暮らすことができる地域社会を構築する。

 取組内容  取組内容
① 消防体制の強化
② 火災予防の推進
③ 救急活動の充実

① 地域防犯の推進
② 交通安全の推進
③ 消費生活の安⼼・安全

 部門別計画  部門別計画
● ⻄宮市地域防災計画
● ⻄宮市国⺠保護計画

● ⻄宮市消費者教育推進計画
● 第10次⻄宮市交通安全計画

31．消防 32．地域防犯・交通安全・消費者安全
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 目的  目的
　参画と協働の理念に基づき、地域住⺠主体の住⺠⾃治を推進す
るとともに、地域課題の解決に向けた最適な地域⾏政を実現する。

　⻑期的な視点に⽴って課題を把握し、的確に対応することにより、
戦略的で持続可能な⾏政運営を⾏う。

 取組内容  取組内容
① 地域⼒の向上
② 地域⾏政の⾒直し
③ コミュニティ拠点施設の有効活⽤

① ⻑期計画の策定・推進
② 広域連携の推進
③ 新たな⾏政経営の仕組みづくり
④ ⺠間活⼒・ノウハウの活⽤
⑤ 健全な財政運営
⑥ 公共施設マネジメントの推進
⑦ シティプロモーションの推進
⑧ 広報⼒の強化
⑨ 広聴機会の充実

 部門別計画  部門別計画
※ 本施策分野に部門別計画はありません。 ● ⻄宮市公共施設等総合管理計画

 目的
　限られた経営資源を最大限に活⽤し、公正で持続可能な⾏政運
営を⾏う。

 取組内容
① 市税の賦課・徴収
② 収納対策の推進
③ 契約・検査の適正執⾏
④ 計画的な施設の整備保全
⑤ ＩＣＴの活⽤
⑥ 情報公開制度の適正運⽤
⑦ 歴史資料の保存と公開
⑧ 内部統制の推進と監査機能の強化
⑨ 組織管理・事務管理の最適化
⑩ 人事管理・人材育成の充実

 部門別計画
● 第５次⻄宮市情報化推進計画
● 公共施設の中⻑期修繕計画

35．執⾏体制

第Ⅵ部　政策推進

33．住⺠自治・地域⾏政 34．政策推進
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はじめに 

 
 

（１） 計画の推進にあたって 

 

第５次総合計画アクションプランは、基本計画に掲げた各施策分野の取組について、より

具体的な内容を定めた計画です。基本計画の計画期間（前期５年・後期５年）に対応し、

前期アクションプランでは、平成 31 年度から 35年度までの取組を示します。 

 

  税収や人口が右肩上がりの時代に策定する総合計画は、増える税収を活用し、市民生

活の向上や人口増加による行政需要へ対応するという役割に重点がありました。 

 

今後、高齢化や人口減少が進む一方で、財源や人的資源が限られる中においては、こ

れまでの人口増加期とは異なる社会変化が予測されていることを認識し、時代に応じた

課題へ適切に対応しつつ、持続可能な行政運営を行うことが重要です。 

 

  また、超高齢・人口減少社会においても、都市の活力を維持し、市民が安心して快適

に暮らし続けるためのまちづくりを進めていかなければなりません。 

 

高齢化や人口減少は、総合計画の計画期間を越えて、更に進行することが予測されて

おり、計画期間中の対応が困難な取組についても、長期的な視点で、課題の把握や対応

策の検討を進めていく必要があります。 

 

 

（２） 地方創生の取組について 

 
  本市は、平成 27 年度に策定した「西宮版総合戦略」に基づき、地方創生の取組を進め

ていますが、同計画は平成 31年度までを計画期間としています。 

 

このため、まち・ひと・しごと創生法に基づく西宮版総合戦略の理念を、平成 31 年度

を初年度とする第５次総合計画に継承するとともに、西宮版総合戦略に基づく取組は、

第５次総合計画アクションプラン及び地域別アウトラインに統合・一体化しました。平

成 32年度以降は、第５次総合計画の下で地方創生の取組を進めていきます。 
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（３） 計画の進捗管理について 

 
第４次総合計画では、各施策に「まちづくり指標」を設定し、その数値目標やまちづくり評

価アンケートのギャップ値（期待度と満足度の差）などを活用した行政評価（施策評価・事務

事業評価）を実施することにより、計画の進捗管理に取り組みました。 
 

また、総合計画の施策体系に基づき、事務事業及び予算事業を結びつけ、計画から予

算、行政評価までを一連の流れとして体系的に管理することにより、ＰＤＣＡサイクルを推

進する仕組みを構築しました。 
 

 第５次総合計画アクションプランには、第４次総合計画で設定していたような数値目

標を設けていませんが、記載した項目や内容については、より実効性の高い行政マネジメ

ントの仕組みや毎年度見直しを行う実施計画の策定作業等において進捗管理を図ります。 
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政策分野 住環境・自然環境 

施策分野 １．住環境 

目 的 良好な住環境や住宅ストックの保全・形成・活用を図る。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 大阪・神戸の郊外住宅地として発展してきた本市は、文教住宅都市としての魅力と特徴を生か

した良好な住宅地が形成されており、交通の至便性や良好な住環境が評価され、住みたいまち

として人気が高く、また、住み続けたいという定住意識も高い。 

   

◆ 本市の特徴である「良好な住環境」の保全・向上を推進する必要がある。  

 

◆ 少子高齢化の進展とともに、人々の価値観の変化に伴うライフスタイルの多様化が進んでおり、

こうした社会状況の変化にも対応した住宅ストックの形成が求められている。 

 

◆ 住宅を自力で確保することが難しい住宅確保要配慮者に対して、住宅セーフティネットをより充

実させることにより、市民生活の安定向上を図っていく必要がある。 

 

◆ 良好な住宅ストックを形成するとともに、資源の有効活用を図るため、住宅を短いサイクルで

建て替えるスクラップ＆ビルド型社会から、大切に長く使うストック型社会への転換を進めてい

く必要がある。 

 

◆ 近年増加傾向にある空き家の縮減を図るため、住宅ストックを適切に維持し、市場での流通促

進を図るとともに、市民がライフスタイルや年齢に応じて適切な空き家住宅を選択できる方策を検

討する必要がある。 

 

◆ 年数が経過した、いわゆる高経年マンションなどでは居住者の高齢化に伴う管理組合の運営課

題や大規模修繕への対応などの問題を抱えており、それらの解決に向けた取組を支援する必要

がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①良好な住環境の保全と向上  

◎ 良好な住環境を保全するとともに安全で快適な市街地の形成を図るため、建築関係法令等

に基づき、建築や開発行為などに対し、適正な規制・誘導を行う。 

◎ 文教地区、自然と調和した夙川周辺、北部の既成住宅地、六甲山麓部の風致地区など、特

徴的なまちなみが面的に形成されている地区、また大規模土地利用転換や大規模住宅団地

の建替えなどを行う地区では、「地区計画」や「景観重点地区」などにより地域特性に応

じた住環境の保全と向上に努める。 

 

②良好な住宅ストックの形成と適切な維持・活用  

◎ 大規模な住宅団地等の建替えに際しては、周辺環境に配慮しつつ地域特性に応じた多様で

良好な住宅ストックの形成を図る。 

◎ 高齢者や障害のある人などに対する重層的かつ柔軟な住宅セーフティネットの構築を図

る。また、その中核となる市営住宅については長寿命化を促進するとともに、老朽化した

市営住宅の建替・統廃合により効率的な住宅整備を進め、施設規模と管理戸数の適正化を

図る。 

◎ 住宅ストックを長期にわたり有効活用できるよう耐震化やバリアフリー化を促進する。 

◎ 超高齢・人口減少社会に対応した適正な住宅の総量や立地などについて、都市計画手法の

活用も含めて検討する。 

◎ 空き家など使用されていない住宅ストックに対して、所有者と利用希望者をマッチングす

る等の支援を行うことにより、住宅として良好な状態を保つとともに、空き家を公益活動

場所として利用することで、地域資源としての活用を促進する。 

◎ マンションの適正な維持管理ができるよう、マンション管理セミナーの開催や専門相談窓

口の設置、マンションアドバイザーの派遣などの支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● にしのみや住宅マスタープラン  ● 西宮市営住宅整備・管理計画 

● 西宮市耐震改修促進計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ３．景観  ■ ４．市街地  ■ 26．生活環境  
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政策分野 住環境・自然環境 

施策分野 ２．緑・自然 

目 的 緑やオープンスペースを保全・整備し、生物多様性の確保や人と自然がふれ

あう場を創出することにより、市民生活に潤いと安らぎをもたらす。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 本市は、北部地域において、六甲山系から北摂山系にかけて豊かな森が広がっており、南部地

域では、甲山や六甲の山並みを背景に、西の夙川河川敷緑地、東の武庫川河川敷緑地、臨海部

の自然海浜と、それらをつなぐ河川や街路樹などにより水と緑のネットワークが形成され、★貴

重なエコロジカル・コリドー（生態的回廊）となっている。 

 

 

◆ 臨海部には、鳴尾浜臨海公園・浜甲子園運動公園を始めとした各種の公園やリゾ鳴尾浜・新西

宮ヨットハーバーなどの施設が立地しており、海浜の水辺空間と合わせて市民がスポーツやレ

クリエーションに親しめる場となっている。 

 

◆ 農地を含む緑やオープンスペースは、都市における環境保全や景観形成、更には市民のレクリ

エーション利用や都市防災、生物多様性の確保の面からも重要であるが、宅地化の進行による

減少が懸念される。 

 

◆ 南部市街地のうち、戦災復興や震災復興事業のほか、土地区画整理事業等によって、面的に市

街地を整備した地域では、それらの事業の中で公園を整備してきたことから、公園・緑地につ

いてはおおむね充足しているが、阪急神戸線以北の地域などで公園・緑地が充足していない。 

 

◆ 戦災復興や高度経済成長期に都市計画決定され、その後の周辺地域の公園整備状況や社会経済

状況の変化などにより長期未整備の都市計画公園がある。 

 

◆ 遊具やベンチ、トイレなどの公園施設の老朽化が進行し、安全性・快適性の確保が課題となっ

ている。また、市街地の貴重な緑である、公園樹、街路樹の老木・巨木の倒木対策が必要とな

っている。 

 

◆ 人々に潤いと安らぎを与えてくれる美しいまちづくりを市民と共に進めるため、緑化意識の普

及啓発などのソフト面の施策を充実させる必要がある。 

 

◆ 北部市域や甲山周辺の豊かな森、夙川や武庫川、有馬川などの水と緑、甲子園浜や御前浜の自

然海浜など都市近郊やまちなかに残る自然環境・生物多様性を保全し、次世代に引き継いでい

く必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①公園・緑地の整備  

◎ 水と緑の軸となる夙川や武庫川、有馬川などの河川敷緑地や甲子園浜・御前浜の自然海浜

の保全に取り組むとともに、それらをつなぐ水と緑のネットワークの充実に努める。 

◎ 公園・緑地が充足していない地域において、生産緑地の活用を含む公園の整備や緑地の保

全を検討する。 

◎ 西宮浜総合公園において、引き続き整備を進めるとともに、西宮中央運動公園において、

新体育館・新陸上競技場の整備に合わせて公園全体のリニューアルを図る。これらの公園

を含めて、今後、民間活力を導入した施設の整備等を検討する。 

◎ 社会経済状況の変化などにより、長期間未整備となっている都市計画公園について、計画

の廃止も含めた見直しを行う。 

◎ 老朽化した公園のリニューアルや遊具等の更新、トイレのバリアフリー化、公園樹・街路

樹の倒木対策などを計画的に行う。 

 

②緑化の推進  

◎ 北山緑化植物園を拠点とした民有地緑化の普及啓発、★植物生産研究センターが開発した

「夙川舞桜」などのオリジナル植物を活用した特色ある花と緑のまちづくりを推進する。 

◎ 地域のコミュニティづくりの一環として、身近なまちなかの公園や街路などで、住民自ら

が花壇を育成・運営していく花のコミュニティづくり事業を拡大する。 

◎ 地域緑化の担い手となる花と緑のまちづくりリーダーの養成と連携に努め、市民が主体と

なった花と緑のまちづくりの活動を推進する。 

◎ 県民まちなみ緑化事業や各種緑化助成事業による支援を充実し、民有地緑化を推進する。 

 

③自然環境・生物多様性の保全  

◎ 甲子園浜・御前浜に残る貴重な海浜植物の保護・育成を市民と共に取り組む。 

◎ 自然保護地区や生物保護地区を始めとする、豊かな自然環境の保全に努める。 

◎ 生物多様性にしのみや戦略の推進に向け、多様な主体との参画・協働を図るとともに、生

物多様性を支える人づくりを支援する取組を展開する。 

◎ 甲山及び甲子園浜自然環境センター、環境学習サポートセンターを中心に、自然環境保

全・生物多様性の重要性を啓発する。 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 緑の基本計画  ● 第３次西宮市環境基本計画  ● 生物多様性にしのみや戦略 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ３．景観  ■ 23．農業・食の流通  ■ 25．環境保全  ■ 26．生活環境   

■ 28．下水道    
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政策分野 住環境・自然環境 

施策分野 ３．景観 

目 的 豊かな自然環境や良好な住宅地、歴史的背景などの景観資源と地域の特性

を生かしながら、魅力ある都市景観の形成や、これらの維持・保全を図る。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 本市は、六甲山系から北摂山系への山並みや、大阪湾の海辺・武庫川・夙川などの自然環境と

ともに、六甲の山麓部を中心に大正から昭和初期に形成された緑豊かで落ち着きのある低層住

宅地や、大学などの個性的な近代建築物、また、街道の要衝としての歴史的背景に恵まれたま

ちである。 

 

◆ 本市の個性的で美しい都市景観を「まもり」「つくり」「そだてる」ため、昭和 63 年に「西宮市

都市景観条例」を制定し、その翌年に策定した「西宮市都市景観形成基本計画」に基づき景観

行政に取り組んでおり、平成 16 年に景観に関する総合的な法律である「景観法」が制定され

たのち、平成 20 年に本市は「景観行政団体」となり、「景観法」に基づく「景観計画」を定め

ている。 

 

◆ 本市は住宅都市として、「交通や生活の利便性」に加え、「自然環境と調和した、洗練された美

しい落ち着きのある街並み」が備わっているという点で高い評価を受けており、今後も、これ

らの魅力の維持・向上に努めていく必要がある。 

 

◆ 本市では、歴史的建築物等の保全、民間建築物等の景観誘導、公共公益施設のデザイン向上、

都市景観表彰による啓発、公共サインの適正化などの取組を行っているが、今後、都市の魅力

の維持・向上を進める上で、都市の印象やイメージ・雰囲気を醸し出す「景観資源を活かした都市

形成」を行う必要がある。 

 

◆ 住宅地のまちなみは、長年にわたって培われてきた「文教住宅都市西宮」の象徴ともいえる緑

豊かでゆとりのある景観が形成されており、これらの地域景観を維持・向上していくためには、

地域住民の手による保全の取組を進める必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①地域の景観拠点づくり  

◎ 地域を特徴づける歴史的建造物や、地域のシンボルとなっている建造物などを、引き続き

景観重要公共施設や都市景観形成建築物に指定し保全を図る。 

◎ 景観形成の先導的な役割を担うため、西宮の都市景観の軸となっている河川や道路・公園

を景観重要公共施設に指定し、整備保全を図る。 

 

②個性ある都市空間の保全と創出  

◎ 良好で特徴的なまちなみが形成されている地区や大規模土地利用転換、大規模団地の建替

えなど面的な開発を行う地区では、景観重点地区や地区計画等の指定に努める。 

◎ 大規模な建築物に対し、「景観計画」に基づき形態・色彩・植栽などについて適切な指導・

助言を行い、特にまちなみを形成する上で重要な道路・公園との境界領域や周辺のまちな

みとの調和に努める。 

◎ 屋外広告物について必要な規制を定め、これを適切に運用することにより、地域の良好な

景観や風致を維持・形成する。 

 

③魅力ある公共空間の創出  

◎ 緑豊かな公園緑地の整備とともに、主要な鉄道駅周辺や都市の骨格である幹線道路・河

川・海岸線などの修景・緑化により、魅力ある公共空間を創出する。 

◎ 建築物や橋りょうなどの公共建造物が地域の景観形成に積極的な貢献ができるよう、地域

の歴史性や環境に配慮しつつ、緑化の推進やデザインの向上、ゆとりある空間の確保に努

める。 

◎ 「都市景観向上のための市道等無電柱化計画」に基づき、主要幹線や特に修景化を図るべ

き路線で電線類の地中化を進めるとともに、大規模な開発事業の際に事業者と電線類の地

中化について協議するなど、都市景観の向上に努める。 

 

④市民、事業者との連携・支援  

◎ 「景観重点地区」や「地区計画」等、地域の景観形成に資する市民などの取組や緑化活動

などに対して支援を行う。 

◎ 風致地区に指定されている阪急神戸本線以北の良好な住宅地が形成されている山麓部で

は、引き続き、市民と共に緑の保全と創造に努める。 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市都市計画マスタープラン  ● 西宮市都市景観形成基本計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ １．住環境  ■ ２．緑・自然  ■ ４．市街地  ■ 29．道路  
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政策分野 住環境・自然環境 

施策分野 ４．市街地 

目 的 都市機能の充実とともに、土地利用の状況や自然環境、歴史、まちなみなど、

地域の特性を生かした良好で魅力ある市街地を形成する。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 本市の都市核である阪急西宮北口駅周辺及び阪神西宮駅・ＪＲ西宮駅周辺においては、土地の

合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図るために、市街地再開発事業等による整備が

行われてきた。中でも、阪急西宮北口駅周辺は、商業・業務（オフィス）、教育・文化機能の

集まる拠点となっている。 

 

◆ 今後、更に魅力的な都市核を形成するために、阪急西宮北口駅周辺及び阪神西宮駅・ＪＲ西宮

駅周辺の都市機能や交通ターミナル（発着＋乗換え・乗り継ぎ）機能をより一層充実させることが必

要である。 

 

◆ 南部地域は、既成市街地を中心に戦前の耕地整理事業や戦後の戦災復興土地区画整理事業など

により市街地整備がおおむね完了しており、その後の阪神・淡路大震災により大きな被害を受

けた地域でも、面的な復興事業が完了し良好な都市空間が形成されている。 

 

◆ 北部地域は、六甲山系から北摂山系に広がる豊かな自然に恵まれた地域であり、大阪・神戸へ

の通勤圏としてニュータウンが整備され、「地区計画」等により良好な住宅地が保全されてい

るが、今後の人口減少や高齢化等を踏まえた、市街地のあり方を検討する必要がある。 

 

◆ 臨海地域は、埋立地を中心に産業の集積地として成熟するとともに、海洋性レクリエーション

などに対応したマリーナや海浜公園、親水護岸等が整備されているほか、甲子園浜や御前浜（香

櫨園浜）には自然海浜が残されており、多くの人に親しまれている。また、兵庫県が実施する

津波防災インフラ整備事業に併せて、西宮旧港周辺で道路や公園の整備を進めている。 

 

◆ 道路や公園などの都市基盤施設が不足している地域では、これらの整備促進が必要である。 

 

◆ 更なる超高齢・人口減少社会を見据え、適度に人口密度が維持された市街地を維持・形成する

ため、健全な土地利用のあり方や都市機能の適正な立地を誘導するための施策を検討していく

必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①魅力的な都市核の形成  

◎ 阪急西宮北口駅周辺及び阪神西宮駅・ＪＲ西宮駅周辺では、都市核にふさわしいにぎわい

と魅力あるまちづくりを進めるため、行政、商業・業務、教育・文化、医療・福祉など都

市機能の充実を図るとともに、交通環境の改善や交通ターミナル機能の向上に努める。 

◎ 阪神西宮駅の北側地区では、駅前広場等の再整備と土地の高度利用など良質な都市空間整

備への民間資本の誘導について検討する。また、市役所本庁舎周辺では公共施設の再編整

備を進めるとともに、周辺の公園や広場と一体となった緑豊かで市民に親しまれるシビッ

クセンターの形成を目指し、長期的な再編整備事業に取り組む。 

◎ ＪＲ西宮駅の南西地区では、卸売市場の再生整備とともに、都市核にふさわしいにぎわい

と魅力ある都市空間の形成を目指し、組合施行の市街地再開発事業に取り組む。 

 

②良好な市街地の形成  

◎ 甲東瓦木地区では、都市計画道路の整備を中心としたまちづくりを進める。また、狭あい

道路拡幅整備等に加えて、地域のニーズに沿った住民主体の小規模土地区画整理事業など

を活用し、都市基盤施設の整備を促進する。 

◎ 阪急神戸本線武庫川新駅設置の際には、駅前広場やアクセス道路などのインフラ整備と併

せた、駅周辺のまちづくりの推進に努める。 

◎ 山口地域では、地域の活性化を図るため、丸山線の道路整備に併せ、地域のニーズや特性

に応じた健全な土地利用の誘導策を検討する。 

◎ 臨海地域では、希少な自然海浜の保全に努めるほか、兵庫県が実施する津波防災インフラ

整備事業を促進するとともに、西宮旧港周辺の道路・公園整備を進め、安全で魅力的なウ

ォーターフロントの形成を図る。 

 

③計画的な土地利用の推進  

◎ 良好な市街地を形成するため、過度に人口を偏在させないような土地利用のあり方につい

て検討を進める。 

◎ 都市生活に必要な生活サービス機能が日常生活圏域で提供されるよう、利便性の高い公共

交通で結ばれたコンパクトなまちを目指した土地利用を誘導する。 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市都市計画マスタープラン  ● 西宮市道路整備プログラム 

● 西宮市立地適正化計画 

  

 ◇関連する施策分野◇  

■ １．住環境  ■ ３．景観  ■ ５．公共交通  ■ 22．産業  ■ 29．道路 
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政策分野 住環境・自然環境 

施策分野 ５．公共交通 

目   的 誰もが利用しやすい「徒歩と公共交通」を中心とした交通体系を構築し、「みん

なが暮らしやすく、お出かけしたくなるまち」を実現する。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 本市には、23の鉄道駅と、これを補完するように一定のバス路線網が整備されており、比較的、

交通の利便性が高いまちである。しかしながら、駅間距離が長い地域においては、公共交通の

利便性向上や地域の活性化を促進させるため、鉄道駅の新設を含めた検討を行う必要がある。 

 

◆ 駅周辺の交通施設が未整備な地域や交通が錯そうしている駅周辺地域においては、駅利用者の

利便性や安全性を向上させるため、駅前広場やアクセス道路の整備など、交通結節機能を強化

する必要がある。 

 

◆ 本市のバス路線は民間バス事業者によりおおむね全市域で整備されているが、停留所までの距

離や高低差が大きい等、利便性が低い地域が存在しており、高齢化が一層進展する中、既存バ

ス路線の見直しや、コミュニティ交通の導入支援などによりバス交通の更なる充実を図っていく必

要がある。 

 

◆ バス路線の拡充を図るには、バスが安全かつ効率的に運行するために、幹線道路整備や鉄道と

の立体交差化を促進する必要がある。 

 

◆ 平成 21 年から運行している「さくらやまなみバス」は、既に地域の「生活交通手段」として

定着しており、今後も地域の重要な基幹交通として確保・維持していく必要がある。 

 

◆ 歩道がない道路にバス停が設置されていたり、上屋やベンチが設置されていない等、安全で快

適な待合環境が整っていないバス停が多く存在しているほか、鉄道とバスの乗換えの円滑化な

ど、利用環境の改善が望まれている。 

 

◆ 本市における鉄道やバスの公共交通の利用者数は増加傾向にあるが、今後の更なる高齢化の進

展や人口減少による影響が懸念されることから、公共交通の維持や活性化を推進する必要があ

る。 
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 ◇取組内容◇  

 

①鉄道駅の設置と利便性向上  

◎ 駅間距離が長い地域では、公共交通の利便性を向上させるため、新駅設置等の検討を行う。

★特に、阪急神戸本線武庫川新駅については、設置に向けて県や隣接市、鉄道事業者との

協議を進める。 

◎ 鉄道の利便性・安全性の更なる向上のため、駅前広場やアクセス道路の整備など交通結節

点の整備・機能強化を促進する。 

 

②バス交通の充実  

◎ バス路線の強化・再編についてバス事業者と協議を行う等、更なるバスの利便性向上に努

める。 

◎ バス路線の拡充を図るため、狭あいな道路など、都市基盤がぜい弱な地域において、幹線

道路の整備を促進する。 

◎ 「さくらやまなみバス」については、今後も引き続き、利用促進を図るとともに、事業収

支の改善を図る。 

◎ 交通の不便な地域において、日常生活に必要な交通手段を確保・維持するため、既存バス

路線の見直しについてバス事業者と積極的に協議を進めるとともに、地域主体のコミュニ

ティ交通の導入や運行を支援する。 

 

③公共交通の利便性向上  

◎ 高齢者等がより安全・快適にバスを利用することができるよう、引き続き、バス事業者に

対して、ノンステップバスの導入やバス停の上屋・ベンチの整備への支援を行う。 

◎ 鉄道とバスの乗換え利便性などの向上に向けて、引き続き、交通事業者と協議・調整を行

う。 

◎ 渋滞や環境問題など「交通」にかかわる諸問題を解決するため、「過度に自動車に頼る状

態」から「公共交通や徒歩、自転車などを含めた多様な交通手段をバランスよく利用する

状態」へ変えていくための取組（モビリティ・マネジメント）を積極的に推進していく。 

◎ 今後の更なる高齢化の進展や人口減少に対応した公共交通の維持や活性化を推進すると

ともに、徒歩・自転車と公共交通を中心とした交通体系の構築を促進する。 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市都市計画マスタープラン  ● 西宮市総合交通戦略 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ４．市街地  ■ 29．道路   
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政策分野 子供・教育 

施策分野 ６．子供・子育て支援 

目 的 子供一人ひとりが健やかに育ち、安心して子供を生み育てることができるまち

をつくる。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 育児経験が乏しい親や、多すぎる情報に接することでかえって不安感を覚える親が増えており、

子供の年齢や性別に関係なく、約半数の親が子育てに不安や負担を感じている。そのため、子

育て家庭の孤立化を防ぐ取組や、負担を軽減する取組の拡充が必要である。 

 

◆ 就学前児童数は減少しているが、女性の就業率の上昇などに伴い保育需要は増加傾向にあり、

幼稚園においても長時間保育のニーズが高くなっている。平成 25 年度からの５年間に、保育

所等の入所枠を 6,000 人から 7,282人に増やしてきたものの、保育需要率が 21.4％から 29.9％

へ上昇したことなどから、待機児童の解消には至っておらず、入所枠を拡大する必要がある。 

 

◆ 耐震基準を満たさない公立保育所等の建物については、児童の安全を確保しつつ、順次、耐震

化を進める必要がある。 

 

◆ 教育・保育の質の向上に向けた取組を推進するとともに、民間保育所等の保育士確保に対する

支援が必要である。 

 

◆ 国は、平成 29 年 12 月に閣議決定された新しい政策パッケージにより、平成 31 年度からの幼

児教育・保育の無償化の方針を決定しており、これに対応する必要がある。 

 

◆ 平成 27 年９月にこども未来センターを開設し支援に取り組んでいるが、発達障害や不登校な

ど支援が必要な子供が増加傾向にあり、相談・支援のニーズも多様化している。こども未来セ

ンターの機能を充実させるとともに、発達障害や医療的ケアなど支援が必要な子供の学校園で

の受入れ・支援体制等の整備、地域で安心して成長できる環境づくりへの支援が必要である。 

 

◆ 貧困家庭の子供は、生活習慣や教育面など様々な面において負の影響を受けており、経済的・

文化的・人間関係的な要因が相互に関連することで、世代間の貧困の連鎖を生み出しているこ

とから、様々な要因を一つずつ解消する必要がある。なお、市の調査ではひとり親家庭の半数

以上が貧困家庭となっている。 

 

◆ 社会的・経済的に問題を抱えた家庭からの相談や児童虐待等の相談件数は年々増加しており、相

談内容の多様化や件数の増加に対応するために、相談体制の強化や支援策の強化が必要である。 
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 ◇取組内容◇  

 

①家庭での子育てに対する支援  

◎ 子育てに関する地域の中核施設として子育てひろばを充実させるなど、気軽に集い、子育

て仲間と交流し、子育てに関する相談等ができる場を確保する。 

◎ 母子健康手帳交付時の保健師面接、各種乳幼児健診、民生委員・児童委員が全戸訪問する

健やか赤ちゃん訪問事業等、様々な部署や地域が支援の必要な家庭の早期把握と情報共有

を図り、連携してその後のケアに努める。 

◎ 保育所や幼稚園の一時預かり事業、病児保育事業、にしのみやファミリーサポートセンタ

ー事業等、子育ての負担を軽減する取組の充実に努める。 

 

②乳幼児期の教育・保育環境の充実  

◎ 民間の保育所・認定こども園・小規模保育施設について計画的に整備を促進するとともに、

幼稚園から認定こども園への移行に対して、きめ細かな支援策を検討する。 

◎ 各園において、日々の保育の評価、改善を重ねる取組を進めるとともに、幼稚園教諭、保

育士、小学校等の教職員を対象とした研修を実施し、市全体の教育・保育の質の向上に努

める。 

◎ 保育士確保に向けた支援を行うとともに、★ワーク・ライフ・バランスに配慮した働きや

すい環境づくりに努める。 

◎ 公立保育所等の耐震化に取り組む。 

 

③福祉・教育・医療が連携した支援の充実  

◎ 専門性のある人的配置を行うなど、障害のある子供の学校園での支援体制構築に努める。 

◎ こども未来センターでの通園療育や診療・小児リハビリテーション、適応指導教室を充実

させるとともに、学校園や障害児通所支援事業所などへのアウトリーチや研修、職員の交

流、保健福祉センターや医療機関との連携などを通して、地域全体として福祉・教育・医

療が連携して切れ目のない支援を行う。 

◎ 発達障害などについて、市民の理解を深めるため、講演会などの啓発事業を実施するとと

もに、保護者同士の情報交換や体験の共有ができるような交流の場を設定する。 

 

④子供の貧困対策や児童虐待防止対策の充実  

  ◎ 生活保護世帯の子供や経済的に厳しいひとり親家庭等の子供への教育・学びに関する支援

等、貧困の連鎖を断つための支援を充実させる。 

  ◎ 市と地域や民間団体等が連携したネットワークの構築や、★子供とその家庭及び妊産婦等

を対象とした相談対応や必要な調査、訪問等による継続的なソーシャルワーク業務を行う

「子ども家庭総合支援拠点」の整備等を行うことで、機能と体制の強化を図り、増加し続

ける相談への対応や児童虐待の発生予防に努める。児童相談所の設置については、国や県、

中核市の設置の動向を調査・研究する。 
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 ◇部門別計画◇  

● 西宮市子ども・子育て支援プラン   

● 西宮市障害福祉推進計画【※西宮市障害福祉計画及び西宮市障害児福祉計画を含む】 

● 西宮市地域福祉計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ７．学校教育  ■ ８．青少年育成  ■ ９．地域福祉   

■ 11．障害のある人の福祉  ■ 12．生活支援  ■ 15．健康増進・公衆衛生 
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政策分野 子供・教育 

施策分野 ７．学校教育 

目 的 子供が夢を抱き、夢に向かって挑戦できる教育や、学校・家庭・地域との連携

等を推進する。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 各小・中学校区や地域において、児童・生徒数とその増減傾向や、教育環境、教育課題が異な

る中、教育の効果をより高め、維持発展させるためには、教育環境の整備や校種間の連携を進

める必要がある。また、全ての小・中学校に教育連携協議会が設置され、地域住民と学校が学

校運営について協議を進めているが、今後はこの取組を発展させ、地域住民の参画による学校

運営を実現させる必要がある。 

 

◆ 幼稚園、小学校、中学校においては、新幼稚園教育要領や新学習指導要領に基づく教育を着実

に実施する必要がある。児童・生徒の心身の成長を支える市内合同行事や部活動の推進につい

ては、その効果的なあり方や負担軽減の観点から検討を加えながら実施する必要がある。 

 

◆ 市立高等学校については、平成 27 年度の入学者より通学区域が拡大したことから、選ばれる

学校となるよう、特色化を進めており、一人ひとりの生徒が学校生活に満足できるよう、学習

指導、生徒指導、部活動等を充実させる必要がある。また、成年年齢引下げ、選挙権年齢の引

下げ、高大接続改革等の高校生を取り巻く社会的変化にも対応する必要がある。 

 

◆ 特別な支援を要する子供の数は増加傾向にあり、早急にインクルーシブ教育システムの構築を目

指す必要がある。また、個々の教育的ニーズも複雑化・多様化しており、幼稚園、小学校、中

学校において、一貫した適切な支援体制がとれるような仕組みづくりも必要である。西宮養護

学校については、在籍する子供の障害の状態が重度・重複化、多様化しているため、校舎改築に

より、更に適切な指導及び支援に対応できる施設整備が必要である。 

 

◆ いじめや不登校は、どの子供にもどの学校でも起こり得るとの認識に立って教育活動を進めて

いるが、社会状況の変化に応じて、手立ての面での質的量的な改善が必要である。加えて、子

供の安全を守るために、学校内外における安全対策を整備することも必要である。また、経済

状況、食物アレルギー、保護者の養育姿勢等により、個別の教育課題が数多く存在しており、

子供の教育を受ける権利が阻害されないように努める必要がある。 

 

◆ 自然体験、トライやる・ウィークなどによる体験活動を進めているが、子供が五感を働かせ感

動できる直接体験が不足しており、優れた芸術作品や職人の技術等、本物と出会わせる必要があ

る。また、国際教育や人権教育等、多様性を理解する学習を進めているが、現在の問題点や課

題等に対する気付きにつながる経験が不足している。 

 

◆ 教職員一人ひとりの力量を向上させるため、職務研修や専門研修など、計画的な研修を進めて
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いるが、教職経験に応じた研修計画を作成するとともに、★しっかりと研修に取り組める環境整

備を進める必要がある。また、教職員の長時間労働や休日出勤の実態があり、ワーク・ライフ・

バランスや健康の保持増進の観点から、改善する必要がある。施設面においては、老朽化によ

り、教育会館の閉館・解体と総合教育センターの解体・移転が進んでおり、総合教育センター

の解体後は、研究・研修施設の整備が必要になる。 

 

◆ 今後、学校施設の老朽化による整備需要の増加が見込まれる中、施設整備に係る財政負担の軽

減と平準化を図るとともに、将来の児童・生徒数の減少にも対応する必要がある。また、児童・

生徒数が増加している一部の小・中学校においては、教室不足にも対応する必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①教育環境の整備  

◎ 児童生徒数の推計に基づき、適正な教育環境の維持に努めるとともに、教育効果を高める

ために、小中一貫教育等の密接な校種間接続を進める。 

◎ コミュニティ・スクールとして、地域住民との協働による学校運営を進める。 

 

②幼稚園・小学校・中学校教育の充実  

◎ 幼稚園教育要領に示された「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の実現に向けて、こ

れまで市立幼稚園が大切にしてきた、多様な体験活動を伴う「遊び」を大切にした保育を

充実させ、小学校教育の「学び」への円滑な接続を図る。  

◎ 新学習指導要領に基づき、特別な教科道徳や小学校の英語・外国語活動の充実、プログラ

ミング学習の推進など、新しい教育内容に積極的に取り組むとともに、学力向上を目指し、

より高い教育効果が得られるよう、教育課程を適切に編成し実施する。 

◎ 市内合同行事や部活動の推進については、検討委員会等において評価・検証する体制を整

え、★児童生徒や教員にとって過度な負担とならないよう、開催方法や活動時間・日数な

どの適正化を進めるとともに、児童生徒の人間的な成長に資するよう、効果的に実施する。 

 

③高等学校教育の充実  

◎ 新学習指導要領に基づき特色ある教育課程を編成し、大学入試改革への対応に取り組むと

ともに、魅力ある市立高等学校づくりを推進する。 

◎ 教育課程における主権者教育の推進やキャリア教育の充実等に取り組む。 

 

④特別支援教育の充実  

◎ 個々の障害の状態に応じた指導や支援が行えるよう、合理的配慮の基礎となる環境整備を

進める。 

◎ 早期からの就学相談を行うとともに、医療・保健・福祉等と連携した専門性のある支援体

制を構築する。 

◎ 改築後の新しい西宮養護学校において、特別支援教育推進のセンター校としての機能を充

実させる。 

 

⑤学校生活の安全・安心  

◎ いじめ防止基本方針に基づく対応の徹底、インターネットやＳＮＳ（インターネットを通

じた交流サービス）のトラブルの防止、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワー

カーの適切な配置、適応指導教室の拡充やフリースクールとの連携などによる不登校生へ

の支援の充実を図る。 

◎ 多様な危機から子供の安全を守れるように、学校・地域・家庭等が連携して登下校時の子

供の見守りを続けるとともに、警察等の関係機関と連携して対策を進める。 

◎ 就学援助制度の整備、アレルギー事故防止策、関係諸機関との連携による困窮家庭への支

援等を進める。 
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⑥心や体の育ちを支える教育活動の充実  

◎ 優れた芸術作品や音楽の鑑賞、トップアスリートと出会う機会などを提供し、児童生徒の

文化・芸術やスポーツへの関心を高める取組を進める。 

◎ 自然学校・環境体験学習やトライやる・ウィークについて、子供たちに「生きる力」を身

に付けさせるという、本来の主旨に基づき活動を充実させる。 

◎ 国際理解や人権課題については、国際交流、地域の方々との交流や福祉体験、講演会など

を通して、気付きにつながる学習機会の保障や教材開発を進める。 

 

⑦教職員の力量向上と★勤務時間の適正化  

◎ 教職経験に応じて担うべき役割を踏まえ、各段階に応じた資質能力を育成するよう、計画

的な研修を実施する。 

◎ ★教職員が自身の力量向上に取り組めるよう、校務改善や勤務時間の適正化など、心身の

健康の保持増進に向けた取組を進める。 

◎ 西宮市に必要な総合教育センターの機能や施設のあり方を検討する。 

 

⑧計画的・効率的な学校園施設の整備  

◎ 財政負担の軽減と平準化を図るため、長期的な視点による施設長寿命化計画に基づき、予

防保全型の施設改修を計画的に実施する。 

◎ 長寿命化が困難又は適さない学校については、優先順位を設定し、今後の長期的な児童・

生徒数の減少を見据えた改築を計画的に進める。 

◎ 今後の児童・生徒数や学級数の推計を基にして、教室不足が見込まれる一部の学校につい

て、★児童・生徒数急増の抑制のため「教育環境保全のための住宅開発抑制に関する指導

要綱」を適正に運用するとともに、仮設教室の設置や校舎の増改築等による教室不足対策

を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市子ども・子育て支援プラン  ● 第２次西宮市人権教育・啓発に関する基本計画 

● 西宮市学校施設長寿命化計画   

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ６．子供・子育て支援  ■ ８．青少年育成  ■ 16．人権・多文化共生・平和 

■ 18．文化芸術  ■ 17．生涯学習  
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政策分野 子供・教育 

施策分野 ８．青少年育成 

目 的 学校・地域・家庭が連携し、地域で子供を育む社会をつくる。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 核家族化や都市化により、青少年の人間関係能力の低下が問題とされる中、教育的なねらいを

持った体験学習を通じての健全な自我意識と社会的意識の形成が求められている。 

 

◆ 価値観やライフサイクルが多様化している社会においては、画一的ではなく、創造力やチャレ

ンジ精神、柔軟な思考力や変化への適応力といった社会を生き抜く力を持った魅力ある指導者の

養成が必要である。 

 

◆ 青少年補導委員が、補導活動を行っているが、遊び方等の変化により子供の実態が把握しにく

くなっており、家庭・地域・学校が連携して対応する必要がある。 

 

◆ インターネットによるいじめや迷惑メールなどの問題が増加しており、保護者や関係諸団体に対し

て、トラブル防止への啓発活動を行う必要がある。 

 

◆ 各市立小・中学校の教育連携協議会での議論を経て、学校・家庭・地域が連携し、子供の育ち

に関する課題の解消のための取組が継続して実施されているが、地域がより主体的に教育連携

事業に取り組めるよう、学校及び地域において、仕組みを結びつける役割を担う人材等の育成

が必要である。 

 

◆ 家庭教育支援として、家庭教育講座やニュースレターを通じての学習機会の提供や、「家庭教

育５つの実践目標」の啓発による生活習慣づくりを推進しているが、講座等に参加しない家庭へ

のアプローチや、問題を抱え孤立した家庭への積極的な働きかけが必要である。 

 

◆ 児童数は減少しているが、女性の就業率の上昇などに伴い留守家庭児童育成センターの利用ニ

ーズが高くなっている。また、児童福祉法の改正により、高学年児童も利用対象となったこと

からも、待機児童対策、高学年受入れ、子ども・子育て支援新制度基準にのっとった運営を早期に

実現する必要がある。 

 

◆ 子供を取り巻く社会環境が変化する中、子供が安全に快適に過ごし、放課後における豊かな遊

びなどを通じて自立心、社会力、創造力等を育成していくことがますます重要となっている。 

学校施設等を利用した放課後の子供の居場所づくりを進めているが、効果的かつ効率的に子供の

居場所づくりを進めるためには、各放課後関連事業や学校等との連携・調整が必要である。 

 

◆ 児童館・児童センターは、子供の健全育成の場として市内９か所に設置しているが、地域的に偏

在しており、放課後施策全体の中で、その役割について、各校区の状況なども踏まえた検討の

必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①青少年健全育成体制の充実  

◎ 青少年が自然体験や生活体験といった非日常の環境の中で、真に生きる力を育むことがで

きるよう、効果的な体験活動事業を展開する。 

◎ 将来、指導者を目指す高校生や大学生等に学習の機会と活動の場を設け、青少年リーダー

の育成を図る。 

◎ 情報化社会におけるインターネットの適切な活用法など、社会環境の変化や課題に応じて、

家庭・地域・学校の連携を働きかけるとともに、青少年の健全育成に関する研修会の開催

や広報・啓発を継続的に行う。 

 

②地域・家庭の教育力の向上  

◎ 学校を核として地域の各団体等が連携・協働する仕組みとして、教育連携協議会が地域に

根付き、活動を継続・発展させることができるよう、コミュニティ・スクールの導入を進

め、地域でのコーディネーター役となる地域学校協働活動推進員を選出する。 

◎ 多くの親が集まる機会を活用し学習会を実施するなど、身近な地域で保護者が家庭教育に

関する学習や相談ができる体制整備を目指し、家庭教育支援の充実を図る。 

 

③留守家庭・放課後等の児童育成  

◎ 児童数や利用ニーズの推計に基づき、計画的に待機児童、高学年受入れに対応するととも

に、定員や面積など、子ども・子育て支援新制度基準を満たすよう留守家庭児童育成セン

ターの整備を進める。また、小学校の余裕教室の利活用や他の手法についても★検討を進

める。 

◎ ★利用者アンケート等を通じて留守家庭児童育成センターの評価を実施し、保育の質の向

上に努める。また、★引き続き指導員確保に向けた支援を行う。 

◎ 小学校や公民館等の社会教育施設を活用した、放課後の安全で自由な遊び場・学びの場の

提供や、地域の参画による多様な体験活動等の事業を推進するよう、各放課後関連事業等

との連携を図る。 

◎ 児童館のない地域においても、放課後子供教室事業などへ出向き、子供たちへ遊びの提供

を行うとともに、ボランティアに対して遊びの指導をするなど、児童館が蓄積したノウハ

ウを提供する。 

◎ 子供も含めた地域の人が気軽に立ち寄り、あらゆる世代がふれあい、地域コミュニティの

醸成につながる場所を市内全域に広めていく。 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市子ども・子育て支援プラン  ● 西宮市地域福祉計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ６．子供・子育て支援  ■ ７．学校教育  ■ ９．地域福祉  ■ 17．生涯学習 
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政策分野 福祉・健康・共生 

施策分野 ９．地域福祉 

目 的 お互いを認め合い、つながり、支え合うことで、誰もが安心して、共に生きるこ

とができるまちをつくる。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ かつては、地域の相互扶助や家族同士の助け合いにより、人々の暮らしが支えられてきたが、

少子高齢化や家族構成の変化、ライフスタイルの多様化などにより、人のつながりや地域社会

への帰属意識が希薄化し、地域で支え合う力が弱まっている。 

 

◆ 老老介護やひきこもりなど地域における生活・福祉課題は極めて多様化・複雑化しており、これ

らの課題への適切な対応が求められているが、既存の公的支援だけでは、多様化・複雑化する

生活・福祉課題に対応することができなくなっている。そのような中、公的支援のあり方も「縦

割り」から「丸ごと」へ転換する必要が生じている。 
 

◆ 国においては、制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地

域住民や地域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超え

て「丸ごと」つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を共につくっていく

「地域共生社会」の実現が進められている。 

 

◆ ★地域共生社会実現のために、社会福祉法が改正され、地域福祉計画が高齢者、障害者、児童

の各分野における共通的な事項を横断的に記載する、いわゆる「上位計画」として位置付けら

れた。 

 

◆ よりきめ細やかな公的支援を行うとともに、誰もが住み慣れた地域で生活し続けられるよう、地

域を構成する市民一人ひとりを始め団体・組織などが、「他人事」ではなく、「我が事」として主体的

に関わり、お互いに認め合い、つながり、支え合いながら、生活・福祉課題を解決する仕組みづく

り、すなわち「地域福祉」を推進していく必要がある。 
 

◆ 担い手の高齢化や固定化による人材不足を解消するため、地域住民の福祉意識の醸成や地域住

民が交流できる場の整備、地域の支援ネットワークの構築等を進めていく必要がある。 

 

◆ 地域における生活・福祉課題が多様化・複雑化し、相談体制が整備されていくに伴い、生活困

窮者が把握され、行政制度の狭間にある問題や複合的な問題が顕在化してきていることから、

地域に密着した相談窓口体制やエリア・分野を横断した総合的な相談支援体制の充実を図る必

要がある。 

 

◆ 地域で様々なケースが発生する中、地域住民だけの取組や専門機関だけの支援では解決困難な

ケースがあることから、個別の問題を地域において解決する仕組みや、行政が地域の問題を取り

上げて解決する重層的な仕組みのほか、地域内や地域同士の横のつながり、自治会域から全市ま

での縦のつながりを構築する必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①地域福祉を推進する基盤づくり  

◎ 生活支援コーディネーターを活用し、新たな人材の発掘や養成、社会資源の開発等を行う

とともに、★関係者間のネットワークづくりや資源同士のマッチングを行う。 

◎ 地域住民が交流でき、コーディネート機能を有する「共生型地域交流拠点」を地域ごとに

整備することで、地域における課題を把握し、住民同士の支え合いによる課題の解決を目

指す取組を推進する。 

 

②相談・支援体制づくり  

◎ 地域課題とその解決策を協議する場として「地区ネットワーク会議」を全市で取り組める

ように★社会福祉協議会や地域包括支援センターと連携して支援していく。 

◎ ★民生委員や地域団体等の多様な主体と専門機関との連携・協働の仕組みづくりを推進す

る。 

◎ 権利擁護や生活困窮者自立支援の取組を進める中で、分野を横断した総合的な支援体制づ

くりを推進する。 

 

③地域福祉の推進を支えるための仕組み・環境づくり  

◎ ★地域福祉計画を国が示す、高齢者、障害者、児童など各分野における共通的な事項を記

載するなど計画の見直しを行う。 

◎ 地域における諸課題を総合的に調整するため、個別のケースを検討する「地域ケア個別会

議」から地域課題とその解決策を協議する「地区ネットワーク会議」、★専門相談支援機

関の連携強化と支援スキルの向上を図る「全体専門職会議」、全市的なケースを検討する

「地域ケア推進会議」まで、重層的に設定した「地域ケア会議」に取り組み、包括的な支

援体制づくりを推進する。 

◎ 庁内における連携体制の拡大と質の向上を図り、★総合的な支援を行える体制づくりを目

指す。 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市地域福祉計画   

● 西宮市障害福祉推進計画【※西宮市障害福祉計画及び西宮市障害児福祉計画を含む】   

● 西宮市高齢者福祉計画・西宮市介護保険事業計画 

● 西宮市子ども・子育て支援プラン 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ６．子供・子育て支援  ■ ８．青少年育成  ■ 10．高齢者福祉   

■ 11．障害のある人の福祉  ■ 12．生活支援  ■ 30．防災・減災  
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政策分野 福祉・健康・共生 

施策分野 １０．高齢者福祉 

目 的 全ての高齢者が★地域で自分らしく安心して暮らせるまちをつくる。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 国の将来人口推計の結果をみると、65 歳以上の高齢者人口の割合（高齢化率）は、平成 27 年

の 26.6％から、平成 37 年には 30.0％、平成 52 年には 35.4％まで上昇すると推計されている。

一方、75 歳以上の人口の割合（後期高齢化率）は、平成 27 年の 12.8％から、平成 37 年には

17.8％、平成 52 年には 20.2％まで上昇するといわれており、中長期的に介護需要は増加し続

けると推測される。この状況において、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で、その有する能

力に応じて、自立した日常生活を営むことができるよう、医療、介護、介護予防、住まい及び

自立した日常生活への支援が包括的に確保される「地域包括支援システム」の深化・推進が喫緊

の課題となっている。 

 

◆ 介護予防事業として「西宮いきいき体操」などを実施し、健康づくり・仲間づくりを支援している

が、健康増進施策と連携し、生活習慣病の発症の予防に向けた取組などを推進していく必要が

ある。 

 

◆ 老人クラブやボランティア活動などの支援を実施し、生きがいづくりや社会参加の促進に取り組

んでおり、「つどい場」の整備など、様々な社会参加の場・機会づくりを推進する必要がある。 

 

◆ 住み慣れた地域で自分らしく在宅生活を継続していけるよう、民生委員や協力事業者による見

守り活動や地区社会福祉協議会による食事会、多世代交流事業を行うなど、地域での支え合い

活動を推進している。また、★社会福祉協議会や地域包括支援センターと連携して地域の問題

を共有する場をつくり、市民自らが問題を解決できるような仕組みづくりを推進していく必要がある。 

 

◆ ★地域福祉活動の中核を担う、民生委員や地区社会福祉協議会の活動を強化する必要がある。 

 

◆ 介護サービスの適正な運営については、国保連合会の給付適正化システム、市の適正化プログ

ラムの活用により、不適切なサービス提供を把握し、介護事業者等への指導を行っている。今

後は、本人の自立支援や重度化防止につながるサービス提供が行えるよう事業者の育成を図る

必要がある。 

 

◆ 西宮市在宅医療・介護連携推進協議会（メディカルケアネット西宮）では、多職種の相互理解

を図るための研修会や医療介護連携に関わる事例検討会を実施している。多職種連携を進める

ことで、看取り期を含めた切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築に向けた取組を行っ

ていく必要がある。 
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◆ 医療・介護従事者（支援者側）を対象に、市内の五つの地域包括ケア連携圏域ごとに設置した

在宅療養相談支援センターが、在宅における医療と介護の一体的なサービス提供に向けて、医療・

介護職を対象とした相談支援機能の充実や、支援の質の向上を図る必要がある。 

 

◆ 要介護状態になっても安心安全な環境で必要な支援が受けられる施設整備のほか、心身の状況

や所得に応じた高齢者の多様な住まい方を支援する取組が求められている。 

 

◆ 介護保険制度の改正により、特別養護老人ホームの入所要件が原則要介護３以上となったこと

から、入所対象ではないが日常生活に支援を要する高齢者の居住の場を一定数確保していく必

要がある。 

 

◆ 認知症地域支援推進員の配置や、社会福祉協議会との連携による認知症サポーターの養成や認

知症カフェの開設を推進しており、発症リスクの抑制や早期受診の促進のため、認知症に対する

正しい知識の周知が必要である。 

 

◆ 認知症初期集中支援チームを設置し、支援を進めており、早期発見・早期受診につなげる体制

づくりや、医療・介護事業者・市民の各々が役割を担い、包括的に支援していくためのネット

ワークの構築が必要である。 

 

◆ 市内各所に地域包括支援センターを設置し、「総合相談」「介護予防」「権利擁護」などに関する

業務を通じて地域で暮らす高齢者の各種支援を行っている。高齢者人口の増加や地域包括ケア

システムの構築を目指した法改正などを背景に、地域包括支援センターの役割が年々高まって

おり、更なる体制強化や職員のスキルアップ、関係機関との連携が必要である。 
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 ◇取組内容◇  

 

①介護予防の推進と生きがいづくり・社会参加の促進  

◎ 保健所と連携し、効果的な健康づくり、生活習慣病予防に取り組む。 

◎ 健康寿命の延伸や介護予防を図るには、継続的に社会参加できる取組が必要となるため、

住民が主体となって、身近な地域で気軽に健康づくり・仲間づくり・地域活動に取り組む

ことができるよう支援していく。 

 

②日常生活を支援する体制の整備  

◎ 誰もが参加できる地域交流の拠点を各地域にできる限り身近な場所に設置し、住民が主体

となって運営することで、地域での支え合い活動による見守りや支援活動などの地域福祉

活動につなげていく。 

◎ 民生委員や地区社会福祉協議会の活動について、広報を行い市民理解を進めるとともに、

活動しやすい環境づくりの整備、新たな活動者の発掘、育成を行っていく。 

 

③介護サービスの充実と適正・円滑な運営  

◎ 不適切な給付を削減するため、サービス提供事業者に対して基準違反等に関する個別指摘

や改善指導を行うとともに、介護支援専門員の資質向上を目的とした研修や介護相談員の

派遣を実施するなど、介護保険給付の適正化の更なる充実を図る。 

◎ リハビリテーション専門職の参画による自立支援に資するケアマネジメントの推進に取

り組む。 

◎ ★兵庫県福祉人材センターやハローワーク西宮と連携し、介護人材の確保に努める。 

 

④在宅医療と介護の連携の強化  

◎ 研修会等の活動の充実を図り、医療・介護等の多職種の顔の見える関係づくりを進め、連

携の強化を図る。 

◎ 在宅療養相談支援センターの質の向上を図り、相談支援機能の更なる充実を図る。 

 

⑤多様な住まい方を支援する環境づくり  

◎ 特別養護老人ホームの更なる整備を進めるとともに、関係機関と連携し、介護サービス従

事者の確保に取り組む。 

◎ 特別養護老人ホームの新設の際には、都市型ケアハウスを併設するなど、特別養護老人ホ

ームの入所対象とはならないが日常生活に支援を要する高齢者の居住の場の整備にも取

り組む。 

 

⑥認知症支援体制の充実  

◎ 認知症への市民理解を進めるため、認知症サポーター養成講座を継続して取り組み、また、

受講者が支援者として活動できる取組を併せて進めていく。 

◎ 認知症初期集中支援チームが、認知症が疑われる人などに早期に関わり、包括的・集中的

に支援を行い、医療介護等に適切につなげるとともに、認知症になっても在宅生活を継続



修正案（第８回西宮市総合計画審議会） 

28 

 

できるように包括的な支援ネットワークを構築する。  

 

⑦地域生活を支える体制の充実  

◎ 条例等に基づき必要な職員数を配置するなど、地域包括支援センターの体制を強化し、★

本人への支援と併せて介護者負担の軽減に努める。 

◎ 生活支援コーディネーターや高齢者・障害者権利擁護支援センターなどの関係機関と連携

を図りながら、多様な市民からの相談に適切に対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市高齢者福祉計画・西宮市介護保険事業計画  ● 西宮市地域福祉計画 

● 西宮市保健医療計画  ● 新・にしのみや健康づくり 21（第２次）西宮市健康増進計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ９．地域福祉  ■ 11．障害のある人の福祉  ■ 12．生活支援 

■ 14．医療サービス  ■ 15．健康増進・公衆衛生  ■ 30．防災・減災   

■ 32．地域防犯・交通安全・消費者安全  
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政策分野 福祉・健康・共生 

施策分野 １１．★障害のある人の福祉 

目   的 障害のある人が自己選択・自己決定に基づき、希望する生き方・暮らしを実現

できるまちをつくる。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 高齢者・障害者権利擁護支援センターや、障害者総合相談支援センターにしのみやにおいて相

談支援を実施しているが、平成 28 年に実施した西宮市障害者等実態調査において、相談窓口

の認知度が低いことが明らかになった。 

 

◆ 地域での生活を支援するため、障害福祉サービス等の提供やグループホームの整備事業を行っ

ているが、実態調査によると、グループホームを利用したいが利用できない人が多いため、更

なる整備が必要である。 

 

◆ 居宅介護（ホームヘルプ）などの障害福祉サービスを安定的に提供するため、また施設入所者

の地域生活移行や長期入院精神障害者の退院促進を進めるためにも、障害のある人を支援する

人材の確保が必要である。 

 

◆ 障害者就労生活支援センター「アイビー」において、障害のある人の就労支援を行っているが、

障害のある人の就労に対するニーズの高さや、平成 30 年度の法定雇用率の引上げを鑑み、就

労に関する支援体制の充実により一層取り組む必要がある。 

 

◆ ジョブステーション西宮に福祉的就労支援事業を委託することで、工賃の向上を図っているが、

更なる工賃の向上に向けた取組を進める必要がある。 

 

◆ こども未来センターと保健所が連携し、子供の心身の発達や療育に関することなどについて専

門職員が相談に応じ、診療・リハビリや福祉サービスなどの支援につないでいる。早期発見・

早期支援のため、療育や発達支援に関する市内での相談体制を充実し、成長段階に応じた継続

的な支援体制の構築や、学校園や障害児通所支援事業所など地域での受入れ体制の強化や質の

向上が必要である。 

 

◆ 福祉学習や福祉作品コンクールの実施、「輪イ和イひろば」や地域自立支援協議会と共催でフ

ォーラムを開催するなどし、障害の理解を広める取組を行っている。また、西宮市障害福祉推

進計画の策定の際に実施した実態調査によると、「地域での自立生活に向けて必要なこと」に

ついて、「地域の人の障害に対する理解が深まること」が多く回答されているため、更なる啓

発が必要である。 
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 ◇取組内容◇  

 

①相談支援・権利擁護支援体制の充実  

◎ 障害者総合相談支援センターにしのみや、高齢者・障害者権利擁護支援センターなどの相

談窓口の認知度向上のため、広報を行う。 

 

②地域での暮らしを支える生活支援の充実  

◎ グループホームの整備について、補助金の活用を検討するなど、整備促進に引き続き取り

組む。 

◎ 兵庫県福祉人材センターやハローワーク西宮と連携し、障害のある人を支援する人材の確

保に努める。 

 

③就労と工賃の向上に関する支援の充実  

◎ アイビーを中心に、ハローワーク等の就労支援機関と連携し、障害のある人の就労移行や

就労移行後の定着を図る。 

◎ 障害者就労施設と連携し、自主製品の販路の更なる開拓に努める。 

 

④ライフステージに応じた療育・発達支援の充実  

◎ こども未来センターと保健所との連携を充実させ、幼少期から必要な情報の提供や相談支

援が受けられる体制を整える。 

◎ 研修会やこども未来センターのアウトリーチなどにより、市域全体として学校園や障害児

通所支援事業所の質の向上を図る。 

◎ 保育所や学校園における障害児に関する理解の促進を図り、学校園における障害児支援体

制の充実を図る。 

 

⑤共生社会の実現に向けた理解の促進  

◎ サマーボランティアスクールの開催や、ヘルプマークなど障害のある人や配慮が必要な人

に関するマークの周知・啓発、学校園との連携により、更なる理解の促進に努める。 

◎ 差別の解消に関する条例制定に向けた協議を進めるほか、障害者差別解消支援地域協議会

を設置し、差別解消に関する取組を進める。 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市障害福祉推進計画【※西宮市障害福祉計画及び西宮市障害児福祉計画を含む】  

● 西宮市地域福祉計画  ● 西宮市子ども・子育て支援プラン 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ６．子供・子育て支援  ■ ９．地域福祉  ■ 10．高齢者福祉  ■ 12．生活支援 

■ 14．医療サービス  ■ 15．健康増進・公衆衛生  ■ 30．防災・減災  
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政策分野 福祉・健康・共生 

施策分野 １２．生活支援 

目 的 最低限度の生活の保障や生活自立の支援・援助などのセーフティネットを維

持する。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 本市における生活保護世帯数は経済状況好転後も増加傾向にあり、特に高齢者は増加している。

今後も高齢者の増加が予想されるため、医療扶助、介護扶助の上昇が見込まれる。高齢世帯に

ついては、経済的な支援等を継続して行うことにより生活の安定を図り、就労可能な稼動年齢

層がいる世帯に対しては、ハローワークなどと連携して自立に向けた就労支援を進める必要が

ある。 

 

◆ 生活困窮者自立支援法が施行され、生活困窮世帯に対して自立相談支援や住居確保給付金の支

給などを実施することで、自立した生活を支援・援助しているが、★生活困窮者は、社会的に

孤立していることが多いため、関係機関との連携を図りつつ、地域に潜在する生活困窮者の実

態を把握していく必要がある。 

 

◆ ★生活困窮者は地域での生活に課題を抱えていることが多く、その課題は多様化・複雑化して

いることから、地域に密着した相談窓口体制や総合的な相談支援体制の充実を図る必要がある。 

 

◆ 家庭内の悩みごとなど問題を抱えた家庭の増加に伴い、離婚やＤＶなどの相談件数も年々増加

している。★ＤＶ・デートＤＶ被害者の安全を確保するため、個人情報の保護を徹底しつつ、

関係機関や他の自治体との広域的な連携を図る必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①生活保護世帯に対する支援の充実  

◎ ケースワーカーや就労支援員、ハローワークが連携して生活保護受給者の求職を支援する

とともに、中間的就労を始めとする就労準備支援を実施し、就労による自立支援を行う。 

 

②生活困窮世帯に対する支援の充実  

◎ 潜在する生活困窮者を顕在化させるため、関係機関が相互に連携して支援できる体制を整

備するとともに、地域の支援会議などともネットワークを構築して制度の周知を図り、早

期発見・早期対応に取り組む。 

◎ 相談支援の充実、就労支援の強化など、生活困窮者自立支援事業の体制の整備と拡充を図

る。合わせて、★地域での支援を含めた総合的な支援体制づくりを推進する。 

 

③ＤＶ被害者等に対する支援の充実  

◎ ★ＤＶ・デートＤＶ被害者に対して、身の安全確保や一時保護、支援や自立のための情報

提供、地域での生活への継続的な支援などを行うとともに、被害内容に応じて、関係機関

等と連携して対応に当たる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市子ども・子育て支援プラン  ● 西宮市地域福祉計画 

● 西宮市男女共同参画プラン【※西宮市ＤＶ対策基本計画を含む】 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ６．子供・子育て支援  ■ ９．地域福祉  ■ 10．高齢者福祉   

■ 11．障害のある人の福祉  ■ 16．人権・多文化共生・平和   
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政策分野 福祉・健康・共生 

施策分野 １３．医療保険・年金・医療費助成 

目 的 医療や年金に関する社会保険制度や医療費助成制度を長期的・安定的に運

用する。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

（国民健康保険） 

◆ 被保険者の高齢化や経済情勢の変化等により、国民健康保険の財政運営は構造的に厳しい状況

にあるが、被保険者の負担を軽減するため、医療費を適正化するなど、長期的・安定的に制度

を運用していく必要がある。 

 

（後期高齢者医療制度） 

◆ 75 歳以上の後期高齢者人口は年々増加しており、医療費や業務量が増加し続ける中、医療費を

適正化しつつ、被保険者の理解を得て、円滑な制度運営に取り組む必要がある。 

 

（国民年金制度） 

◆ 国民年金は、全国的に保険料の未納が問題となっており、市民の年金受給権を確保し、生活安

定につながるよう努める必要がある。 

 

（医療費助成制度） 

◆ 「福祉医療費助成制度」は県との共同事業であるが、本市では各医療費助成制度において、所

得制限の緩和や助成対象の拡大等を独自に実施しており、今後も制度を安定的に運営しつつ、

受給者の負担を軽減し、市民福祉の増進を図る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



修正案（第８回西宮市総合計画審議会） 

34 

 

 ◇取組内容◇  

 

①国民健康保険の特定健康診査の推進と収納率の向上  

◎ 関係機関と連携しながら、特定健康診査や特定保健指導など、生活習慣病の発症や重症化

の予防に向けた取組を推進する。 

◎ 国保制度改革の動向を注視しつつ、延滞金徴収など収納率向上の取組等により、保険料率

の上昇抑制に努める。 

 

②後期高齢者医療制度の丁寧な広報  

◎ 兵庫県後期高齢者医療広域連合と連携し、保険料の徴収や申請の受理、制度の分かりやす

い説明・広報に取り組むとともに、★加齢による身体機能の低下や多病等に陥りやすい高

齢者に向けた保健事業を実施する。 

 

③国民年金制度の啓発  

◎ 厚生労働省及び日本年金機構と緊密に連携・協力し、年金制度の広報啓発を行い、無年金

者の発生防止に努める。 

 

④市独自の医療費助成制度の運営  

◎ 医療費助成制度の創設や財政支援を国や県に求めていくとともに、持続可能な範囲で本市

独自の制度の運営に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

※ 本施策分野に部門別計画はありません。 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ 15．健康増進・公衆衛生  



修正案（第８回西宮市総合計画審議会） 

35 

 

 

政策分野 福祉・健康・共生 

施策分野 １４．医療サービス 

目 的 誰もが住み慣れた地域で、安心して医療を受けられるまちをつくる。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ ★救急医療や災害時の医療体制の更なる充実、六甲山系により市域が南北に分断されているこ

とによる影響など本市が独自に解決すべき医療課題や市民の医療ニーズ・疾病状況等の急速な

変化などについて、将来を見据えた取組に向け、10 年間を計画期間とした本市の保健医療分野

の基本的な指針を示すものとして、平成 28 年３月に「西宮市保健医療計画」を策定した。ま

た、阪神北広域こども急病センターとの深夜帯における連携や電話による医療相談「健康医療

相談ハローにしのみや」など市独自の対策を行い、救急医療の充実に努めた。★引き続き、神

戸市や宝塚市など近隣市との連携を図るなど、全ての市民が住み慣れた地域で安心して暮らせ

るまちを目指し、救急医療体制の維持・強化や地域医療体制の充実を図る必要がある。 

 

◆ ★高齢化の進展に伴い増加する医療需要への対応や公立病院の役割である救急医療、小児・周

産期医療、災害時医療の更なる充実など市内の医療環境を向上させるため、二つの公立病院（市

立中央病院と県立西宮病院）を統合して、★医療機能の拡充と医療従事者の集積を図り、地域

の基幹病院として医療サービスを提供する取組を進めている。 

 

◆ 市立中央病院では、医療サービスの向上と経営の健全化を図るために、経営改革プランに基づ

いた取組を実施している。 
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 ◇取組内容◇  

 

①救急医療体制の維持・強化  

◎ 圏域にとらわれない救急医療体制の構築等について、関係機関等と協議を行っていく。 

 

②地域医療体制の充実  

◎ 医療連携の強化や在宅医療の推進などの課題の解決に向けて、関係機関等と協議を行って

いく。 

 

③市立中央病院と県立西宮病院との統合に向けた協議の推進  

◎ 病院統合に向けた諸課題について解決を図るとともに、地域の医療機関との連携の下で地

域医療の一層の充実を図るため、病院統合の早期実現に向け、関係機関等と協議を行って

いく。 

 

④市立中央病院の機能強化  

◎ 病院統合の時期を見据えながら、市立中央病院の施設・設備の改修や耐用年数を経過した

医療機器の更新などを行うとともに、急性期病院としての機能充実や病床利用率の向上に

向けた取組などを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市保健医療計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ 10．高齢者福祉  ■ 11．障害のある人の福祉  ■ 15．健康増進・公衆衛生   

■ 30．防災・減災  
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政策分野 福祉・健康・共生 

施策分野 １５．健康増進・公衆衛生 

目 的 誰もが健康で安心して暮らせるまちをつくる。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 市民の平均寿命・健康寿命は兵庫県や全国と比べて長いが、市民の死因の約半数はがん、心疾

患など生活習慣病によるものである。また、食育の取組は各分野で広がりを見せているが、依

然として朝食欠食や孤食など課題も多い。生涯を通じて健康で生き生きと生活できるよう、地

区ごと・ライフステージごとの健康課題に応じた取組を実施することで、健康寿命の延伸と、早世

予防の推進が必要である。 

 

◆ 医学・医療の進歩や国際交流の活発化など、感染症を取り巻く状況は日々変遷し、市民の生命

及び健康を守るためには、それらに適切に対応することが求められる。重大の影響を与える恐

れのある新型インフルエンザや中東呼吸器症候群などの新興・再興感染症の発生及びまん延の

危険性もあり、感染症対策を強化する必要がある。 

 

◆ 食品等事業者及び旅館業などの生活衛生関係営業施設の監視・検査、動物の適正飼養等の啓発

など衛生管理体制を強化することにより、市民が安心して生活できる環境を整える必要がある。 

 

◆ 乳幼児健診を始め、妊婦健診や講座・相談等、妊娠・出産や育児の不安・悩み等に対して、総合

的な子育て支援を実施しているが、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない子育て支援の強

化とともに、乳幼児健診の未受診者を追跡把握する★など、虐待予防に努める必要がある。 

 

◆ 自立支援医療（精神通院医療）の受給者、精神障害者保健福祉手帳の所持者が増加している。

また、市民健康アンケートによると自殺を考えたことがある人の多くは、誰にも相談していな

いということが明らかになった。精神疾患等を有する人について、関係機関等と連携した包括

的な支援を強化するとともに、心の健康づくり等の総合的な自殺対策を推進することにより、

安心して生活できる環境を整える必要がある。 

 

◆ 難病患者やその家族について、相談体制の充実や関係機関等との連携強化により、安心して療

養し、生活できる環境を整える必要がある。 

 

◆ 保健所施設の老朽化や耐震性能等の問題が顕在化しており、整備による機能強化と、保健所関

連施設の再配置について検討が必要である。 
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 ◇取組内容◇  

 

①健康づくり・食育の推進  

◎ ライフステージごとの市民の取組方策を明らかにし、市民が生活習慣の改善に主体的に取

り組めるよう、「栄養・食生活」、「身体活動・運動」、「こころの健康」、「タバコ」、「アル

コール」、「歯・口腔の健康」、「健康診査と健康管理」の各分野で具体的な取組を行う。 

◎ 生活習慣病の発症と重症化の予防の取組を地区ごとの健康課題に応じて実施する。 

◎ がん検診を受診しやすい体制整備を行うとともに、がん予防に関する普及啓発を実施する。 

◎ ライフステージごとの課題に応じて、健全な食生活が実践できるよう啓発を図る。 

◎ 近年、熱中症による健康被害が数多く生じていることから、市民への熱中症の予防と応急

対策に係る知識の普及啓発を行う。 

 

②感染症予防の強化と食の安全の推進  

◎ 新型インフルエンザなどの新興・再興感染症等発生時の体制整備に努める。 

◎ 法令等の改正に円滑に対応するとともに、予防接種の接種率向上に向けて効果的な勧奨の

実施を目指す。 

◎ 引き続き食品等事業者や理・美容業、クリーニング業、旅館業など生活衛生関係営業施設

に対する監視指導、衛生検査の充実、市民等への衛生知識の普及啓発を進めていく。 

◎ 狂犬病予防接種の更なる啓発、動物の愛護と適正飼養の啓発を引き続き進めていく。 

◎ 食の安全確保のため、ＨＡＣＣＰ（危害分析重要管理点方式を用いた衛生管理手法）の制

度化に対応し、食品等事業者による自主衛生管理の促進を図る。 

 

③母子保健の支援の充実  

◎ 保健師の妊婦面談の全数実施、産後ケア事業等により家庭での子育て支援を強化する。 

◎ 乳幼児健診の受診率の向上を図るとともに、未受診者の対面による全数把握に努める。 

◎ ★関係部局や医療の関係機関との連携強化を図り、虐待予防に努める。 

 

④★精神保健の支援の充実  

◎ 心の健康づくりや精神疾患等に関する啓発・環境整備に努める。 

◎ 自殺対策の強化を図るため、関係機関や団体との連携を強化することにより総合的な対策

を推進する。 

 

⑤★難病保健の支援の充実  

◎ ★難病患者やその家族が安心して療養できるよう、相談体制の充実を図る。 

◎ ★難病に関する医療や福祉の関係機関等との連携を強化する。 

 

⑥★保健所施設の更新・機能強化  

◎ 本庁舎周辺の公共施設の再編整備において、保健所施設の更新・機能強化を図るとともに、

関連施設の再配置について検討を進める。 
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 ◇部門別計画◇  

● 新・にしのみや健康づくり 21(第２次)西宮市健康増進計画 

● 西宮市食育・食の安全安心推進計画   

● 西宮市新型インフルエンザ等対策行動計画  ● 西宮市食品衛生監視指導計画 

● 西宮市障害福祉推進計画【※西宮市障害福祉計画及び西宮市障害児福祉計画を含む】   

● 西宮市高齢者福祉計画・西宮市介護保険事業計画  ● 西宮市子ども・子育て支援プラン 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ６．子供・子育て支援  ■ 10．高齢者福祉  ■ 11．障害のある人の福祉 

■ 13．医療保険・年金・医療費助成  ■ 14．医療サービス  ■ 30．防災・減災 
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政策分野 福祉・健康・共生 

施策分野 １６．★人権・多文化共生・平和 

目 的 全ての人の人権が尊重され、多様な価値観やライフスタイルを互いに認め合

うことができるまちを実現する。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ ★障害の有無や性別・年齢・国籍等にとらわれず、誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合い、

多様なあり方を認め合う共生社会をつくる必要がある。 

 

◆ ★人権問題に関する正しい理解を促進し、全ての人の人権が侵害されず保障される社会をつく

る必要がある。 

 

◆ 長時間勤務などの労働慣行により、家事や子育てと両立しながら能力を発揮して働くことが困

難な状況があるため、互いに責任を分かち合いながら、多様な生き方を認め合える暮らしやす

い社会の実現が必要である。 

 

◆ 本市では様々な国籍の外国人市民が暮らしており、異なる文化を背景として、人々の価値観や

ライフスタイルが多様化している。 

 

◆ 外国人市民が安心して暮らしていけるよう、西宮市国際交流協会と連携して、災害時における

緊急情報の多言語での提供や、日常生活の中で相談しやすい環境づくりを行う必要がある。 

 

◆ アメリカ・スポーケン市を始めとする姉妹・友好都市を中心とした交流など、市民団体による

国際交流活動が定着している状況において、より多くの市民の主体的な交流活動につなげる多

様な啓発活動が必要である。 

 

◆ 戦争や被爆の経験のない世代が増え、戦争・被爆体験の風化が懸念される中、市民一人ひとり

に、命の大切さ、平和の尊さなど、平和意識を高める機会を継続して提供するとともに、戦争

や被爆の体験者が年々高齢化する中で、その体験を次世代に伝えていくことが必要である。 
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 ◇取組内容◇  

 

①人権問題の解決  

◎ 市民一人ひとりが「気付きから行動へつながる」ような効果的な教育・啓発を推進し、粘

り強く日常生活に定着させていく。 

◎ 学校や西宮市人権･同和教育協議会と連携して、各種啓発事業を推進する。また、国が主

唱する「社会を明るくする運動」を軸とした啓発活動を実施する。 

 

②男女共同参画の促進  

◎ 男性中心型労働慣行等の見直しと女性の活躍を推進し、★性別にとらわれず、自らの意思

に基づき個性と能力を発揮できる社会を目指す各種啓発活動を実施する。 

 

③多文化共生の推進  

◎ 市民ボランティアとの協働により、西宮市国際交流協会を拠点とした日本語学習の機会提

供や、多言語での生活相談窓口を継続的に実施する。 

 

④姉妹・友好都市交流の推進  

◎ 市民が姉妹・友好都市に親しみを持ち、市民友好団体などが行う交流活動に参画できるよ

う幅広い手段を通した啓発を行う。 

 

⑤平和意識の醸成  

◎ 平和首長会議や原水爆禁止西宮市協議会と連携を図りながら、市民一人ひとりに平和の尊

さを考えてもらえる事業を継続的に実施する。 

◎ 特に若い世代に関心を持ってもらうため、啓発事業への参加を積極的に働きかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 第２次西宮市人権教育・啓発に関する基本計画  ● 西宮市男女共同参画プラン 

● 西宮市外国人市民施策基本方針  

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ７．学校教育  ■ 12．生活支援  ■ 17．生涯学習  ■ 24．就業・労働 

■ 30．防災・減災  
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政策分野 都市の魅力・産業 

施策分野 １７．生涯学習 

目 的 生涯学習の理念の下、誰もが自由に学習することができ、その学びの成果が

地域社会に生かせるまちをつくる。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 生涯学習の推進は文教住宅都市の基礎・基盤であり、市民一人ひとりが、年齢や性別、障害の

有無などにとらわれず、学びたいときに学び、生きる力を身に付け、それによって豊かな生活を送り、

学習の成果を社会に還元するという、生涯学習の理念を市全体で実現する必要がある。 

 

◆ 人生 100 年時代を豊かに生きるため、身近な地域で住民同士のつながりを深め、シチズンシップ

（市民性）を育み、「学び」を地域課題の解決につなげていく社会の実現を目指す必要がある。 

 

◆ 地域人材の育成につなげるため、次世代の地域の担い手である子供や若者も参加しやすい、多

世代交流を通じたきずなづくりが必要である。 

 

◆ 生涯学習関連事業は、環境や人権、男女共同などの各施策分野において、専門的できめ細やか

に幅広く実施されているが、庁内の横の連携を深め、推進体制を構築する必要がある。 

 

◆ 各施策分野で実施されている啓発事業等における参加者が固定化されており、情報を届けたい

層の参加が得られていないなどの共通課題の解決が必要である。 

 

◆ 図書館は、市民一人ひとりの生涯学習を支える基本的な学習施設（知のインフラ）として多く

の市民に利用されているが、市民が生活する上での課題解決に資する情報拠点としての図書館

運営が求められている。また、子供の豊かな人間形成のため発達段階に応じた読書活動を推進

する必要がある。 

 

◆ 公民館は、使用区分の細分化や使用基準の緩和など、利便性の向上と施設の有効活用に取り組

んでいるが、★地域の拠点施設として地域住民の多様な利用を促進するとともに、生涯学習の

コーディネート機能の充実を図る必要がある。 

 

◆ 急激に変化し予測不可能な未来社会を迎えるに当たり、「教育」と「学習」をより統合的に捉

え、★生涯学習の理念の下、社会教育と学校教育の連携強化を図るとともに、子供の教育を、学

校にのみ委ねるのではなく、学校教育での地域人材の活用や、学校施設の有効活用など更なる

連携を図っていく必要がある。 

 

◆ 教育連携協議会等を活用し情報の共有化を図るなど、学校・家庭・地域の連携を進めるとともに、

学校支援活動に取り組んでいるが、個々の活動の横の連携が十分でなく、持続可能な体制が必
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要となっている。 
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 ◇取組内容◇  

 

①生涯学習社会の推進  

◎ 行政の各部局や学校・家庭・地域が連携し、生涯学習施策を総合的に推進するため、生涯

学習推進ビジョンに基づく全庁的な推進体制を整備する。 

◎ 各種生涯学習関連事業の連携やその参加者をコーディネートするシステムを構築する。 

◎ 地域団体、社会教育団体等の活動を通して、地域コミュニティに貢献するきっかけづくり

や人材育成を行っていく。 

 

②生涯学習関連事業の充実  

◎ 高齢者における宮水学園や子育て世代への家庭教育支援事業など、ライフステージにあっ

た生涯学習関連事業を、大学やＮＰＯ、民間教育事業者等の力も活用して体系的に行う。 

◎ 自主的な学習活動の成果を社会に還元する機会の創出に努め、公民館等で行う講座や地域

活動に人材を活用する取組を進める。 

◎ ★再就職のための学び直しや、働きながらの資格取得など、年齢や性別、障害の有無など

に関わらず、誰もが社会の担い手となるための学びの支援を行う。 

 

③図書館など生涯学習関連施設の機能充実  

◎ 市民一人ひとりの知的好奇心を満たすとともに、生活上の課題等を解決するため、誰もが

利用できる図書館のサービス向上に努め、市民の読書環境の充実を図る。また、関係部局

と連携して市民の読書活動を推進する。 

◎ 図書館は文教住宅都市にふさわしい情報拠点として、市民の多様な要求に応えられるよう

蔵書の充実等を図るとともに、司書の専門性を生かした調査・相談サービスなどを更に向

上させ、知のインフラとしての図書館機能の充実を図る。 

◎ 公民館は、★学校・家庭・地域をつなぐ地域住民の交流拠点として、多様な主体が提供す

る学習機会や地域活動に関する情報提供に努め、持続可能な学習社会の推進を図る。 

 

④学校教育との連携  

◎ 「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る」という目標・ビジョンを学校と社会が

共有し、連携・協働による「社会に開かれた教育課程（※）」に向けた取組を進める。 

◎ 学校教育へのアウトリーチ活動など、地域人材や大学、民間企業などを活用した活動を緩

やかにネットワーク化し、多様化・高度化する学習ニーズに対応する。 

◎ 公立図書館と学校図書館との連携を強化し、子供の学習や読書活動の推進に取り組む。 
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※社会に開かれた教育課程 

「よりよい学校教育を通してよりよい社会をつくるという理念の下、教育課程を学校内に閉じずに、その目指す

ところを社会と共有・連携しながら実現させる」という考え方 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市生涯学習推進ビジョン  ● 西宮市立図書館事業計画 

● 西宮市子供読書活動推進計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ７．学校教育  ■ ８．青少年育成  ■ 16．人権・多文化共生・平和   

■ 18．文化芸術  ■ 21．大学連携  
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政策分野 都市の魅力・産業 

施策分野 １８．文化芸術 

目   的 全ての市民が文化芸術との関わりによって、心の豊かさを実感しながら、住み

続けられるまちをつくる。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 文化芸術にふれ楽しむ機会を増やすことにより、豊かで寛容な心を育み、人々の多様な交流を

促進することで、文教住宅都市としてのまちの価値を高める必要がある。 

 

◆ 市民各世代の文化芸術活動を支援するため、コンサートや個展等発表の機会や場の提供に努め

ているが、「みる人」（鑑賞者）や「する人」（創作者、奏者など）、「ささえる人」（企画者、ス

タッフ、ボランティアなど）といった文化芸術に関わる人を増やす必要がある。 

 

◆ 西宮市文化振興財団や、西宮芸術文化協会を始めとする芸術文化団体と連携し、市民主体の文

化芸術活動の支援・促進や西宮市大谷記念美術館による美術分野の情報発信に取り組んでいる

が、文化芸術の継承のため、若い世代の文化芸術活動、特に、絵画や彫刻などの創作活動を支

援する必要がある。 

 

◆ 産業や観光との連携を図り、地域の活性化につなげる取組を行っており、各地域が有する歴史

や伝統、人材等の地域特性を生かし、地域への愛着を高めるような講座や事業を展開する必要が

ある。 

 

◆ 西宮市文化振興財団やホール指定管理者が、文化芸術活動にふれる機会の少ない層に興味を持

ってもらうため、盛んに特色のある事業を行っているが、市内ホールやギャラリーで盛んに行

われている文化芸術活動についての効果的な情報発信を強化する必要がある。 

 

◆ 集客力のある商業施設や公共施設などを活用して事業を実施し、気軽に文化芸術にふれる機会

の創出に努めており、今後もこのような文化芸術との関わりが薄い場や人に取組を広げること

により、文化芸術の日常化を図る必要がある。 

 

◆ 次代の文化芸術を担う青少年を対象に、専門家、プロアーティストによる演奏指導や文化芸術

体験事業を実施しており、更に多くの児童・生徒が心に響く文化芸術を体験できるよう、事業

の拡大を図る必要がある。 

 

◆ 市ゆかりの文芸作家や作品の情報発信機能を充実させ、市民がそれらにふれることで、市への

愛着、市民の誇りを高める必要がある。 

 

◆ 西宮の文化芸術振興の拠点であるアミティホールは、しゅん工から 50 年が経過しており、アミ
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ティホールを含む市民会館について、今後のあり方も含めた検討が必要である。その他の市民

ホール・市立ギャラリーについても、施設や設備の経年劣化が進んでいることから、長寿命化

につながる維持管理に努める必要がある。 

 

◆ 文化財保護法改正を踏まえて、専門化・多様化する文化財保護行政の推進体制を構築する必要が

ある。 

 

◆ 西宮市における文化財の保存と活用に関する総合的な計画に示されているように、未指定を含

む全ての文化財を、地域の歴史資料として総合的に捉え、地域の未来を構築するために市民と

共に調査、保存、活用を行う必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①文化芸術に関わる人材への支援  

◎ 市民が、「みる人」として心の豊かさや多様な価値観の理解につなげるため、文化芸術に

親しむ機会を増やすような取組を進める。 

◎ 「する人」を育む取組として、自らの創作意欲を活動への参加につなげるため、様々な発

表の場、活動の場づくりに努める。 

◎ 企画者、スタッフ、ボランティアなど、文化芸術を「ささえる人」としての様々な関わり

方を提案する。 

 

②文化芸術の浸透  

◎ 公募展である西宮市展の充実、入門講座や幅広い分野のワークショップの開催に努める。 

◎ 地域特性を生かし、地域の活性化やコミュニティの強化につながるような施策の実施を図

る。 

◎ 市内各所で行われている文化芸術活動の情報を集約するなど、具体的な情報にふれやすく

する取組を進める。 

◎ 市民の文化芸術への関心を高めるため、アウトリーチ活動などにより普段耳にしたことの

ある曲を織り交ぜた親しみやすいコンサートを実施するなど、事業企画の工夫に努める。 

◎ 市内の小・中学校などで体験型、鑑賞型の文化芸術事業の拡大に努める。 

◎ 市ゆかりの文芸作家や作品の情報発信機能の充実について検討を進める。 

 

③文化芸術施設の整備  

◎ 施設のあり方やホール・貸し館機能の再配置について検討を進め、本庁舎周辺の公共施設

の再編整備においてアミティホールの更新・機能改善に取り組む。 

◎ その他の市民ホール・市立ギャラリーについて、持続可能な施設整備や維持・保全に取り

組む。 

 

④文化財の保存と活用  

◎ 文化財保護体制の整備と展示等施設の充実に取り組む。 

◎ ★平成 31 年 4 月の文化財保護法改正を踏まえ、西宮市における文化財の保存と活用に関

する総合的な計画の見直しにおいて、文化庁が進める、地域の文化財の総合的な保存・活

用の方針等を追加することにより、文化財を生かしたまちづくりを推進する。 
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 ◇部門別計画◇  

● 西宮市文化振興ビジョン  ● 西宮市における文化財の保存と活用に関する総合的な計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

 ■ ７．学校教育  ■ 17．生涯学習  
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政策分野 都市の魅力・産業 

施策分野 １９．スポーツ 

目 的 誰もがスポーツに親しみ、スポーツ活動を通じた健康づくりや交流が活発なま

ちをつくる。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ スポーツが本来有している「楽しさ」「喜び」を通じて、子供から高齢者まで全ての市民が活力

ある生活を送るとともに、スポーツを「する」「みる」「ささえる」ことで、スポーツを一層地

域社会に根付かせ、文教住宅都市として豊かな未来をつくることが必要である。 

 

◆ 市の主催・共催、指定管理者による自主事業など様々な形態で各事業を実施し、特に未就学児

向け事業を強化するなど、事業拡充を行っており、さらにライフステージに応じたスポーツ活動

等を促進するとともに、運動・スポーツ環境の充実を図る必要がある。 

 

◆ 地域スポーツの中心となるスポーツクラブ21について、自主的・自立的な運営を促すとともに、

補助金の交付、ＡＥＤの配置など側面的支援を行っているが、少子高齢化の進展等に伴い、会

員数の減少と指導者の確保が課題になっている。 

 

◆ 指導者の質的向上を図るため、アスレチック・リエゾン・西宮などによる指導者養成事業や、

市内で活動するプロスポーツクラブの協力を得て、トップアスリートと親しめる事業を実施して

いる。 

 

◆ 「にしのみや甲子園ハーフマラソン」へ大学・企業等からボランティアを受け入れており、ス

ポーツボランティアの派遣・受入れを継続して行う必要がある。 

 

◆ スポーツ施設管理体制の一元化や施設稼働時間の延長など、サービス向上を図っており、市民

ニーズを反映したスポーツ施設の運営を引き続き行う必要がある。 

 

◆ 高稼働率を維持し市民ニーズも非常に高い中央体育館や陸上競技場の老朽化が進行している

ため、西宮中央運動公園の再整備に関する基本計画の策定を進めており、本市における総合運

動施設として中央体育館及び陸上競技場の整備を行う必要がある。 

 

◆ 子供たちが自由に遊べる場所が少ないため、子供たちが伸び伸びとスポーツを楽しめる環境整

備が必要である。 
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 ◇取組内容◇  

 

①スポーツ活動の推進と地域のスポーツ環境整備  

◎ 年齢、性別、障害の有無を問わず、市民が運動・スポーツに親しめる環境を整備するとと

もに、運動することの楽しさや喜びを感じることができ、豊かなスポーツライフや★健康

寿命の延伸につながるような学習や活動を展開する。 

◎ スポーツクラブ 21 や西宮スポーツセンター、西宮市体育協会を始めとするスポーツ関係

団体等との連携により、地域スポーツの推進につなげる。 

◎ 就学前の子供が運動遊び等を通じて積極的にスポーツに親しむ習慣を身に付けるきっか

けをつくる。 

◎ 子供の運動・スポーツ機会の向上のため、学校園や地域社会と連携・協働し、既存施設を

有効活用するなど地域のスポーツ環境の充実を図る。 

◎ スポーツによって生じる事故・外傷・障害等の防止や軽減を図るため、安心してスポーツ

活動を行うことができる環境の整備を進める。 

◎ 総合型地域スポーツクラブであるスポーツクラブ 21 がスポーツを通じてコミュニティの

核となり、自主的・自立的な運営ができる体制づくりを支援する。 

 

②スポーツに関わる人材の養成と交流の促進  

◎ トップアスリートと親しめる機会を創出し、スポーツに関わる人材の養成につなげるとと

もに、運動・スポーツ・レクリエーション等の分野において、市域を超えた交流や貢献活

動を推進する。 

◎ 市は、西宮スポーツセンターや西宮市体育協会を始めとするスポーツ関係団体が自主的・

自立的な運営体制の構築を図り、団体間の交流促進に取り組めるよう支援を行う。 

◎ 地域スポーツの分野において、大学・企業との連携・協働を図る。 

◎ スポーツ指導者及び審判員等スポーツの推進に寄与し、核となる人材を養成する。 

 

③スポーツ施設の運営・整備  

◎ 将来の人口減少を見据えた持続可能な施設整備を基本として、市民ニーズや生活環境の変

化に合わせ、長期的な視点に立ったスポーツ施設の整備や維持・保全に取り組む。 

◎ 中央運動公園の再整備事業において、文教住宅都市としてふさわしい新中央体育館と新陸

上競技場を整備する。 

◎ 既存施設を有効活用し、子供たちが伸び伸びとスポーツができる環境の充実に努め、生涯

にわたりスポーツと接点を持ち続けることができるよう事業展開を図る。 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市スポーツ推進計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

※ 本施策分野に関連する施策分野はありません。 
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政策分野 都市の魅力・産業 

施策分野 ２０．都市ブランド 

目   的 地域資源の魅力を地域活性化や産業振興に結びつけ、都市ブランド力の向

上を図る。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 本市の観光入込客数は、平成 29 年度は約 1,200 万人で、主要施設別では、阪神甲子園球場が

432 万人と最も多く、次いで西宮神社は 210 万人となっている。また、本市の市域は南北に長

く、酒蔵地帯の日本酒、西宮神社などの伝統施設、甲子園から鳴尾・西宮浜地域のスポーツ、

甲東・瓦木地域の文化やにぎわい、夙川・苦楽園・甲陽園地域の魅力あるスイーツ店、カフェ、

レストラン等の集積、北部地域の豊かな自然環境など、地区ごとに地域特性や異なる魅力を持っ

た地域資源が存在する。 

 

◆ ★本市の多様な魅力にふれる機会を創出し、生活そのものを楽しむライフスタイルの発信・提案や、

地域の強みを生かしたエリアプロモーションの展開により、まちへの愛着や誇りを育み、地域の活

性化に結び付けていく必要がある。 

 

◆ ★平成 25 年に制定した「西宮市清酒の普及の促進に関する条例」や平成 29 年に制定した「西

宮市宮水保全条例」に基づき、日本酒文化の発信と酒造業の振興に取り組んできた。今後は更

に、酒蔵ツーリズムの推進や、他の自治体や鉄道会社と連携した広域観光の取組により、本市

への来訪者を増やし、市内産業の振興につなげる取組が求められる。 

 

◆ ★従来の広報媒体やウェブサイト、ＳＮＳ（インターネットを通じた交流サービス）による情

報発信のほか、主要駅での情報発信、観光キャラクターを活用したＰＲなどにより、本市のブ

ランド力の向上を図る必要がある。 

 

◆ 地場産品である日本酒を始め、地域で愛されているスイーツ、名塩紙、和ろうそくといった伝

統工芸品など、暮らしの質を高めている西宮ブランド品を、事業者と連携して情報発信するとと

もに、地場産業として育成する取組が求められる。 
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 ◇取組内容◇  

 

①多彩な西宮の楽しみ方の提案  

◎ 多様な性格を持った「生活そのものを楽しめる魅力的なまち」という都市イメージを生か

した観光事業を西宮観光協会との連携により推進する。 

 

②地域の強みを生かしたエリアプロモーション  

◎ 地域住民や事業者と連携し、地域ごとの強みを生かしたプロモーション事業を展開する。 

 

③酒蔵ツーリズムの推進  

◎ 西宮観光協会、西宮商工会議所、酒造・鉄道各社と連携した酒蔵ツーリズムに取り組む。 

◎ 酒蔵ツーリズムへの誘客や外国人対応パンフレットの作成、案内板の整備を進める。 

 

④広域観光の取組  

◎ 広域観光圏内のネットワークや情報発信力を生かし、酒蔵ツーリズムなど、他の自治体と

連携した事業展開を図る。 

 

⑤主要駅での効果的な情報発信  

◎ 鉄道主要駅での情報発信やＳＮＳ（インターネットを通じた交流サービス）、観光キャラ

クター「みやたん」の活用による更なる情報発信を図る。 

 

⑥西宮ブランド品の情報発信  

◎ 日本酒やスイーツ、伝統工芸品など、西宮ならではの産品の情報発信を事業者と連携して

取り組む。 

◎ 西宮らしさを伝える西宮ブランド品の育成を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 第３次西宮市産業振興計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ 22．産業  
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政策分野 都市の魅力・産業 

施策分野 ２１．大学連携 

目 的 個々の大学の特色を生かしながら地域社会との連携を強化し、「大学のまち・

西宮」として発展させる。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 本市には九つの大学・短期大学（以下「大学」という。）が所在し、約 36,000 人の学生が学ぶ、

全国有数の「大学のまち」である。市内の個性豊かな多数の大学の集積は、単に学びの場として

だけではなく、都市としての豊かな景観を形成するほか、学生・若者の存在が、文教住宅都市

としてのまちの活性化や、魅力あるまちづくりを進めていく上で貴重な資源となっている。 

 

◆ 平成 13 年に「西宮市大学交流センター」を開所するとともに、市内大学・商工会議所・市によっ

て構成される「西宮市大学交流協議会」を通した取組を進めてきた。平成 26 年に、まちづくり

に関する幅広い分野で相互に協力し、地域社会の発展及び人材育成に寄与することを目的とす

る「包括連携協定」を市内の全ての大学との間で締結したことは、各種連携の枠組みとなってい

る。 

 

◆ これまでの市内大学との連携は、学生の教育効果を更に高めることを目的とした「教育型連携」

と、大学の社会的責任の一環として大学の資源を活用し地域活性化等に応用させる「社会貢献

型連携」が主であったが、このような連携を更に発展・充実させるためには、当事者のニーズ

などとのマッチングやコーディネートが円滑に行われる必要がある。 

 

◆ 市内の大学は文系分野が中心であるため、理系分野との親和性が高い教員の研究分野を更に発

展させるために行う「研究型連携」と、大学の知的財産を活用・移転させることにより収益性や

社会的な有益性の発生が期待できる「事業型連携」については、低調なものにとどまっている。

今後、市内大学の特性を生かしながら、「研究型連携」「事業型連携」を実現できるような切り

口の可能性について、検討を深めていく必要がある。 

 

◆ 「大学のまち・西宮」の更なる発展を目指していく上で、大学交流センターの存在は重要であ

り、積極的に活用していくほか、市内の学生にも「大学のまち・西宮」を周知し、市内で積極

的に活動してもらえる環境づくりに取り組んでいく必要がある。 

 

◆ 市内の大学集積を維持するとともに、大学が社会貢献を含めた幅広い機能を発揮しながら、「大

学のまち」としての西宮の魅力を維持し続けるための方策が必要である。 
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 ◇取組内容◇  

 

①教育型・社会貢献型連携の充実  

◎ 従来より各大学において実施されている「教育型連携」「社会貢献型連携」の発展・充実

を目指し、本市もマッチングやコーディネートなどに積極的に取り組み、大学と地域、企

業等との連携を通して、大学・学生による教育、社会貢献がより充実できるよう支援を行

う。 

 

②研究型・事業型連携の育成  

◎ 様々な行政や地域社会の課題解決や、地域産業の振興育成につながる分野を中心に、「研

究型連携」「事業型連携」の可能性の模索と育成に努める。 

 

③大学交流センターの活用と学生に向けた情報発信  

◎ 西宮市大学交流協議会と連携による、各種講座等の充実や地域連携事業の実施等を通し、

「大学のまち・西宮」づくりの拠点として、大学交流センターを活用する。 

◎ 大学交流センターサイト等を通して、学生に対する情報発信を積極的に行い、大学交流セ

ンターの周知と活用のほか、学生と市民、地域社会、更には産学官に至る幅広い連携への

関心を高めていく。 

 

④大学等の立地を生かしたまちづくり  

◎ 個性豊かな大学等の集積を発展させ、大学のまちとしての西宮の魅力を高めるため、地域

課題に対応して一体的なまちづくりが進められる場合は、大学等の施設更新に併せて、ま

ちづくりと連携した諸制度の機動的な運用を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● カレッジタウン西宮構想 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ 17．生涯学習  ■ 22．産業  
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政策分野 都市の魅力・産業 

施策分野 ２２．産業 

目 的 都市の活力と持続的な発展を支える産業振興や、企業市民の参画を促進し、

豊かな市民生活と本市の発展を実現する。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 本市では、市外から流入した就業者より市内在住の就業者が多くなっており、市内産業は市民

の雇用の受け皿となっている。今後の人口減少や高齢者人口の増加に伴い、市内事業所や働き

手が減少し、産業全体の活力が低下することが予想される。特に、人口減少が顕著な地域では、

連動して小売店、飲食店などの生活関連サービスが衰退し、市民生活への影響が懸念される。 

 

◆ 市や商工会議所、国・県の産業支援機関、大学、金融機関などは、事業者の相談ニーズに応じ、

それぞれの得意分野において専門性を生かした相談体制を充実させている。事業者が抱える課

題に対し、初期相談から根本的な解決まで、継続的にサポートする体制が求められており、関

係機関が効果的に連携する相談支援体制を構築する必要がある。 

 

◆ 本市の産業は、飲食料品製造、生活、教育、物流などの分野で集積が厚くみられる。これらの産

業分野は本市の歴史・風土に根差した地域産業であり、今後の発展が期待される産業分野とと

もに、効果的な産業施策を進め、雇用創出や産業の活性化につなげていく必要がある。 

 

◆ 日本酒やスイーツを始めとする飲食料品関連産業は本市産業の特徴であり、こうしたフードビ

ジネスや伝統工芸など、豊かな歴史に育まれた西宮ブランド品の活性化を図る必要がある。また、

阪神甲子園球場などスポーツに関する豊富な地域資源を生かし、スポーツビジネスが展開しやす

い環境づくりを進めるとともに、市内集積産業との連携・循環に取り組んでいく必要がある。 

 

◆ 商店街は、身近な買物の場所としてだけでなく、近隣住民のコミュニケーションの場としての役

割も担っているが、地域に密着した商店街等の活力低下により、買物など生活の基盤となる身

近なサービスの水準低下や買物弱者の発生が危惧されており、地域を下支えする商店街等に対

する活性化支援策が求められている。 

 

◆ 地域経済に活力と雇用をもたらすためには、小規模事業者の新たな取組に対する支援や、女性

や若者、高齢者を含む起業を志す人に対する支援、創業後間もない人への支援など、産業の新

たな担い手を創出する支援体制を充実させる必要がある。 

 

◆ 地域活動の担い手減少による影響が懸念される中、企業をまちづくりや公的サービスの重要な担

い手の一つと位置付け、企業が地域社会の一員として参画・協力しやすい取組、あるいは、事

業活動との相乗効果が期待できる取組など、個々の企業が関心を持つところから、地域や住民

との交流拡大につなげていく必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①中小・小規模事業者への産業支援体制の強化  

◎ 中小・小規模事業者が抱える課題に対し、それぞれが持つ強みを相互に生かし最適な対応

が可能となるよう、市、商工会議所、国・県等の産業支援機関や大学、金融機関を始め、

民間も含めた総合的な支援体制の構築を進める。 

 

②★中核企業の立地・定着の推進  

◎ ★本市産業の特徴である飲食料品関連産業、生活関連産業などを含む、既存の中核企業の

定着と立地を支援し、市内の企業・事業所集積を維持・充実させる。 

◎ ★企業が安心して操業できる環境の整備や、事業拡張を望む市内企業に対する新たな産業

用地の確保など、産業活動を維持するための取組を庁内関係部局と連携し検討する。 

 

③地域資源を生かしたビジネスの振興                               

◎ 本市産業の強みである飲食料品関連産業について、食を生かし、地域で愛される商品を生

み出すことができる力強い事業者を増やしていく。 

◎ スポーツ関連の地域資源を活用したスポーツビジネスの誘致を図るとともに、周辺産業を

始め、他分野（健康、食、医療、ファッション）との融合によりスポーツビジネスが育ち、

根付く取組を推進する。 

 

④市民生活を支え高める商店街等の振興  

◎ 商店街等の主体性を基本とした買物環境や地域の魅力の向上、コミュニティ機能の強化、

商業団体の活性化など、まちの魅力づくりや市民の買物・生活サービス機能の強化に向け

た取組を促進する。 

 

⑤切れ目のない創業支援   

◎ 「住宅都市」「大学の多いまち」という本市の特性を生かした産業施策の展開を念頭に、

女性、若者、高齢者を含む起業・創業を志す人に対して、創業前から創業後のそれぞれの

ステージで必要となる支援を切れ目なく提供することで、市内産業の裾野を広げていく。 

 

⑥企業市民のまちづくりへの参画促進  

◎ 市内企業・事業者に対し、地域社会を構成する一員である企業市民としての意識を高め、

地域や住民との交流の拡大などまちづくりへの参画を促進する。 

 

 ◇部門別計画◇  

● 第３次西宮市産業振興計画  ● 西宮市創業支援等事業計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ４．市街地  ■ 20．都市ブランド  ■ 21．大学連携  ■23．農業・食の流通 

■ 24．就業・労働  



修正案（第８回西宮市総合計画審議会） 

59 

 

 

政策分野 都市の魅力・産業 

施策分野 ２３．農業・食の流通 

目 的 農業振興と都市農業の多面的機能の保全、また、食の安定供給に資する流

通環境の整備を図る。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 農地・農業は、食糧生産だけでなく防災空間、水源かん養、アメニティ空間として、また、市民

が身近に農作業に親しみ、農業に関して学習する場として重要な役割を担っている。 

 

◆ 市街化区域内農地の約 64％を占める生産緑地が、平成 34 年に 30 年を経過し、所有者の意思

で買取り申出を行うことができるようになる。平成 27 年４月に成立した都市農業振興基本法

の主旨を踏まえ、都市農業の持つ多面的な機能を生かした施策展開が必要である。 

 

◆ 本市の農業は、南部地域において、神戸・大阪といった大消費地を控えた立地条件を生かし、

野菜を中心に高収益型農業が行われ、北部地域においては、水稲などの自家消費型農業が中心

に行われているが、担い手の高齢化や後継者不足により、遊休農地の増加や耕作放棄地が見ら

れるようになり、農業を取り巻く環境は厳しいものになっている。 

 

◆ 農業後継者を確保し、若い世代による農業の活性化を図るため、多様な担い手の育成と確保が

必要である。また、農業用施設の維持管理に努め、計画的な農業生産基盤の強化を図る必要が

ある。 

 

◆ 広く市民に「農」に親しんでもらうため、農業体験機会の推進を図る必要がある。 

 

◆ 野生鳥獣による農作物被害が一年を通して起こっており、イノシシやアライグマ等の捕獲によ

り一定の効果は出ているものの、営農上支障となっていることから、被害の根絶に向け、継続

した対応が必要である。 

 

◆ 食肉センターは、と畜場法に基づき、安全で衛生的な食肉を提供することにより、市内の食品

関係産業の振興に寄与している施設である。食肉センターの運営・維持管理においては、平成

20 年より指定管理制度を導入することにより、効率的な運営に努めているが、ＨＡＣＣＰ（危

害分析重要管理点方式を用いた衛生管理手法）の義務化や、処理頭数の減少等経営環境の変化

に対応した経営改善について検討する必要がある。また、食肉センターは 昭和 63 年しゅん工

であり、今後、設備等の老朽化に対応する必要がある。 

 

◆ 食の流通拠点である、公設の西宮市地方卸売市場及び民設の西宮東地方卸売市場の市場施設は、

老朽化が著しい状態であり、今後の市場運営のあり方を検討した上で、市場施設の再生整備を

する必要がある。新たな市場施設は、市場環境の変化に対応可能な施設として、また市民に開

かれたにぎわいが創出される施設となる必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①都市農業の展開  

◎ 都市農地の保全・活用策について検討を進める。 

◎ 都市農業が安定的に継続できる環境整備を進めるため、西宮市都市農業振興基本計画を策

定し、施策の推進に努める。 

 

②持続的な農業の推進  

◎ 関係機関と連携して、新規就農者のための研修制度や交流組織づくり、担い手への農地の

集約など農家後継者や新規就農者への支援策の拡充に努める。また、計画的な農業生産基

盤の強化を進める。 

◎ 今後、市場出荷型農家、小規模販売型農家や自家消費型農家が混在する本市の状況に合わ

せて、多様な流通チャンネルを整備する。 

◎ 消費者ニーズに応えるため、直販所、インショップ、マルシェ等多様な販売機会の拡大を

図る。 

◎ 市民農園、学童農園等の提供や農業者と地域住民との交流促進など農業体験機会の充実に

努める。 

 

③鳥獣被害の防止  

◎ 兵庫県猟友会西宮支部など関係機関との連携強化に努め、有害鳥獣・特定外来生物の捕獲

活動を強化する。 

 

④食肉センターの管理運営  

◎ ＨＡＣＣＰの導入等、衛生面の向上に努め、安心で安定的な食肉の供給に寄与する施設と

なるよう努める。 

◎ 食肉センターの運営においては、★経営の改善について検討を行うとともに、長期的には

施設更新を見据えながら、運営形態のあり方について検討していく。 

 

⑤卸売市場の再生整備  

◎ 「西宮市卸売市場整備基本方針」に基づき、公設と民設の二つの卸売市場を統合し、現在

地において民設民営の新卸売市場の開設を支援し、市場施設の再整備と市場機能の強化を

図る。 

 
 
 
 
 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市農業振興計画（西宮市都市農業振興基本計画）  ● 西宮市鳥獣被害防止計画 

● 西宮市アライグマ等防除実施計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ２．緑・自然  ■ 22．産業  
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政策分野 都市の魅力・産業 

施策分野 ２４．就業・労働 

目 的 誰もが自分に合った働き方ができる環境づくりを通して、市民の健康で豊かな

生活を実現する。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 社会経済状況の急速な変化に伴い、勤労者を取り巻く環境が大きく変化している中で、本市で

は、「西宮市働きやすいまちづくりプラン」を策定し、長期的な視点に立って労働政策の推進

に努めている。また、高齢化が進む中、本市では、高齢者の生きがいづくりや社会参加の場を

提供するために、西宮市シルバー人材センターに対して支援を行っている。 

 

◆ 団塊世代の退職や少子高齢化の進展等に伴い、労働力人口の減少が急速に進む中、多様な労働

の担い手が求められており、★女性の就業の拡大、高齢者や障害者の就労促進、外国人材受入

れ対策、若者の安定的雇用の確保に向けて、就労支援を推進していく必要がある。 

 

◆ 雇用の促進を図るためには、雇用のミスマッチの解消、勤労意欲の醸成、労働者の能力開発など

が必要である。また、市内には多くの大学があり、市内大学の卒業生が就職先に市内企業を検

討できるように、学生への市内企業の認知度を高めていく必要がある。 

 

◆ 結婚、出産、子育て、家族の介護などそれぞれのライフステージに応じた働き方を選択できるよ

う、多様な働き方を可能とする仕組みづくりや、キャリアアップを支援するリカレント教育の

充実などが求められている。さらに、就業環境を整備し、ワーク・ライフ・バランスを実現できる

まちづくりを進めることが期待されている。 

 

◆ 長期間労働、過重労働、ハラスメントなど、労働環境の悪化が社会問題となっている。国にお

ける労働関連法の改正整備の動きに併せ、事業者に対して法令順守に努めるよう勤労者の労働

条件の改善に向けた取組を進める必要がある。 

 

◆ 西宮市中小企業福祉共済の会員数は、ここ数年横ばいで加入率は約７％程度と伸び悩んでおり、

加入率の増加や利用者の増加につながるようニーズを把握する必要がある。 

 

◆ 勤労会館、勤労青少年ホーム、勤労者・障害者教養文化体育施設（サン・アビリティーズにしのみや）

等の施設があるが、老朽化が進んでいることから、利用者の安全や快適な利用環境を確保する

必要がある。 

 

◆ 勤労会館、勤労青少年ホームについては、利用実績やニーズの変化を把握・検証し、施設の今

後のあり方を検討する必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①キャリア形成と多様な働き方の支援  

◎ 国、県、西宮市シルバー人材センターなどと連携して、★女性、若者、高齢者、障害者等

に対する相談業務、各種セミナーなどの就労支援を重点的に行う。 

◎ ハローワーク等関係機関と連携し、大学生を含め、求職者と市内事業所のマッチング事業

の充実を図る。 

◎ 転職でのキャリアアップや、女性や高齢者等の再就職がスムーズに行えるよう、必要な知

識や技術の支援について検討する。 

 

②ワーク・ライフ・バランスに配慮した働きやすい環境づくり  

◎ 労働者の権利や健康が尊重され、ワーク・ライフ・バランスが促進されるよう、国、県な

どと連携し、労働関係諸法令の周知を図る。 

◎ 働きやすい職場環境づくりに向け、関係機関との連携を強化し、切れ目のない支援に努め

るとともに、連携に効果的かつ効率的な事業の推進を図る。 

 

③労働者の福祉の充実  

◎ 西宮市中小企業福祉共済の加入や各種事業への参加者の増加を図るため、ニーズを把握し、

ニーズに合った制度の見直しを行う。 

◎ 福利厚生に係る各種業務の運営方法、執行体制について、見直しを行い、効率的な運営を

目指す。 

◎ 労働条件等に関する労働相談業務の充実に努める。 

 

④就労支援の拠点施設整備  

◎ 施設維持管理に係る業務の運営方法等について見直しを行う。 

◎ 施設の計画的な維持補修を行うとともに、本庁周辺の公共施設再編整備において、施設の

あり方や、ホール、貸し館機能の再配置について検討を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市働きやすいまちづくりプラン  ● 西宮市男女共同参画プラン 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ 16．人権・多文化共生・平和  ■ 22．産業  
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政策分野 環境・都市基盤 

施策分野 ２５．環境保全 

目 的 参画と協働による環境学習を通じた持続可能なまちづくりを進める。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 環境学習を通じた持続可能なまちづくりに向けて、環境学習都市にしのみやを支える人材の育

成、地域づくり、環境学習施設の充実に取り組んでいる。身近なことから地球温暖化まで、様々

な環境問題に対処していくために、市民、事業者、行政がより一層連携し、「学びあい」が実践

的な行動につながるように、環境学習を持続的に行う必要がある。 

 

◆ 温室効果ガスの排出削減に向けて、環境に配慮した省エネルギーのための取組、多様なエネル

ギーの利用促進を図ることを目指した各種啓発等を実施している。低炭素社会を実現するに当

たって、ライフスタイルの転換を図るなど、家庭から排出される温室効果ガスの削減を進めるた

めの啓発を実施していくことが必要である。 

 

◆ ポイ捨てにつながりやすい歩行喫煙をしないこと、午後 10 時～翌午前６時までの夜間の迷惑花火

を禁止することなどを定めているが、ライフスタイルが多様化する中、市内公共の場所での快

適な環境を守るため、これまで以上にマナー向上のための啓発が必要である。 

 

◆ 保健衛生・環境美化活動を推進しているが、ごみの減量化・再資源化、公園・道路などのまち

の美化・清掃活動については、環境衛生協議会などへ支援を行うとともに市民との協働が今後

より一層重要である。 
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 ◇取組内容◇  

 

①環境学習の推進  

◎ 学び合うまちの仕組みづくりと人材育成に努める。 

◎ 環境学習を推進する拠点の充実を図る。 

◎ 各主体・各世代の参画、自律と協働を基本としたまちづくりを進める。 

 

②低炭素社会の実現  

◎ 多様なエネルギーの利用を省エネルギー活動と合わせて取り組むために、地域活動や学校

との連携を通した更なる普及啓発を進める。 

◎ 自家消費を目的とした自家発電システムの普及を促進するため、一般家庭・事業所へ効果

的な情報提供を通して様々な啓発事業等を実施する。 

 

③快適な環境の確保  

◎ ポイ捨てにつながりやすい歩行喫煙をしないなど、各地域における啓発を通してマナーの

徹底を行う。 

◎ 「環境学習都市にしのみや」にふさわしい持続可能な様々な環境活動を実践するため、市

民向けの巡回相談会の開催や研修会を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 第３次西宮市環境基本計画  ● 第二次西宮市地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 

● 西宮市役所ＥＣＯプラン-第三次西宮市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）- 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ２．緑・自然  ■ 26．生活環境   
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政策分野 環境・都市基盤 

施策分野 ２６．生活環境 

目 的 廃棄物の排出抑制・再資源化及び適正処理により循環型社会を形成するとと

もに、清潔で快適な生活環境を確保する。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 市内各地で大気、水質、騒音等の監視測定を行っており、監視測定値については、ほとんどの

項目で環境基準等を達成しており、今後とも継続的な監視測定を行うとともに、新たに環境基

準や指針値が追加されても対応できるよう体制を整える必要がある。 

 

◆ ごみの分別収集により排出抑制と再資源化を推進するほか、市民・事業者と連携して３Ｒ(リデュ

ース、リユース、リサイクル)施策等に取り組んでいるが、ごみの中には、資源化可能な紙類やプ

ラスチック類、食品ロスなどが多く混入していることから、更なるごみ・資源の分別排出と適

正処理の徹底が必要である。 

 

◆ 生活系ごみ排出量は減少傾向であるが、事業系ごみ排出量は増加傾向であり、市民一人一日当

たりのごみ排出量は全国及び兵庫県下の平均値を上回っていることから、事業系ごみの削減に

向けて、重点的に取り組む必要がある。 

 

◆ 西部及び東部総合処理センターにおいて、中間処理及び資源回収を行うほか、焼却熱を利用し

た発電や熱供給によるエネルギー回収を行っているが、計画的かつ効率的な施設の維持管理を

行うとともに、老朽化に伴う施設の更新に際しては、循環型社会の形成を推進する施設整備が

必要である。 

 

◆ 「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」が改正され、ＰＣＢ（ポ

リ塩化ビフェニル）使用製品及びＰＣＢ廃棄物の処理期限が設定されたが、いまだにＰＣＢ含

有機器を使用している事業者やＰＣＢ廃棄物を保管している未届の事業者がある中で全てのＰ

ＣＢ廃棄物を期限内に処理させる必要がある。 

 

◆ 産業廃棄物の処理については、各種リサイクル法により、減量化、再資源化が進む一方、不法

投棄を始めとする不適正処理が後を絶たないことから、不適正な処理を防止する必要がある。 

 

◆ 「あき地の環境を守る条例」に基づいて適正管理を指導した空き地は、平成 21年度以降、年々

減少している。また、全国的な空き家の増加を受けて、平成 27 年に「空家等対策の推進に関

する特別措置法」が全面施行されたが、平成 28 年度に市が実施した実態調査では、空き家の

数も管理が不適切なものも、ともに少ない状況であった。 

 

◆ 空き地・空き家については、所有者や管理者が自身に管理責任があることを認識していなかっ

たり、現状を認知していないために不適切な管理につながっており、また、将来の人口減少及
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び高齢化に伴い管理が不適切な空き家の増加が懸念されることから、これらへの対策が必要で

ある。 

 

◆ デング熱発生以降、衛生害虫等の媒介による感染症は確認されておらず、また、計画的な衛生

害虫等の駆除など公衆衛生対策によって、衛生的な生活環境は一定確保されているが、害虫等

に関する相談は増加傾向にある。行政による衛生害虫対策だけでなく、害虫に対する正しい知

識や対処法、感染症対策の必要性についての啓発に努め、発生源対策を推進することが必要で

ある。 

 

◆ 白水峡公園墓地において新たに区画墓地を供給できるエリアが少なくなっており、また、墓の

無縁化など、従来型の墓地だけでは対応が困難な問題も発生していることから、多様化するニ

ーズに応えるための墓地の整備と供給を計画的に行っていく必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①大気、水質等の監視体制の充実  

◎ 環境汚染等による健康への影響、騒音等による生活環境への支障を未然に防止するため、

大気、水質、土壌の環境汚染状況及び騒音、振動等の状況について監視、測定調査する。 

◎ 法改正等による新たな環境基準や指針値について情報を収集し、適切な対応を図る。 

 

②ごみの減量・処理施設の整備  

◎ 事業系ごみを削減するために、不適正排出事業者に対する指導や古紙回収システムの構築

など、ごみの分別・再資源化と適正処理を促進する効果的な施策に取り組む。 

◎ ごみ減量等推進委員などを通じた啓発や再生資源集団回収の奨励、リサイクルプラザの活

用、マイバックの普及等の３Ｒを推進し、市民のごみ減量・再資源化気運の醸成を図る。 

◎ 食品ロスを削減するために、食べ残しを減らす「3010 運動」や食材の使いきり等を促す

「３きり運動」の普及、フードドライブの実施などに取り組む。 

◎ 施設の計画的な維持管理により、安定的かつ適正なごみ処理の継続及び効率的なエネルギ

ー回収と温室効果ガス排出量の削減を図る。 

◎ 施設更新に際しては、最新技術の調査・検討を基に環境負荷の低減に配慮した施設整備を

行うとともに、規模の適正化を図る。 

 

③産業廃棄物の適正処理の推進  

◎ ＰＣＢ廃棄物の保管事業者及びＰＣＢ含有機器の使用事業者の掘り起こし調査を推進す

る。 

◎ ＰＣＢ廃棄物、産業廃棄物の適正処理の周知、指導及び立入検査を推進する。 

◎ 産業廃棄物の不適正処理の監視パトロールを推進する。 

 

④空き地・空き家対策の推進  

◎ 適切に管理されていない空き地及び空き家の所有者等に対して関係課等と連携し指導・啓

発を継続して行っていく。 

◎ 管理が不適切な空き家の発生の抑制、特定空家等を生み出さない対策として、住宅や空き

家の所有者等に対する啓発などによる予防的対策に取り組む。 

 

⑤良好な生活環境の確保  

◎ 薬剤散布の箇所や捕獲器の設置場所を継続的に見直すことで、衛生害虫等の防除を効率

的・効果的に実施し、啓発事業についても引き続き充実させる。 

◎ 血縁に頼らなくても多数の人を埋葬でき、共同で参拝もできる永代供養を目的とする合葬

式墓地の整備を進める。 
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 ◇部門別計画◇  

● 第３次西宮市環境基本計画  ● 西宮市一般廃棄物処理基本計画 

● 西宮市空家等対策計画 

 

 ◇関連する施策◇  

■ １．住環境  ■ ２．緑・自然  ■ 25．環境保全  ■ 28．下水道   
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政策分野 環境・都市基盤 

施策分野 ２７．水道 

目 的 将来にわたって安全な水道水を安定的に供給する。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 将来的な人口減少、生活様式等の変化による水道水の使用量減少に伴い、水道料金収入は減少

傾向にある一方で、耐用年数が経過し、老朽化した水道施設が増加している。 

 

◆ 水道管の約７割、配水池等の約５割について耐震性が不足しており、地震による破損・漏水のお

それがある。また、近い将来に発生が予測されている南海トラフ巨大地震等に備えるため、老

朽化が進む水道施設の更新や耐震化を着実に進めていく必要がある。 

 

◆ 本市では、水道水の約９割を阪神水道企業団及び兵庫県営水道からの広域的な水道用水供給に

より賄っている。また、配水池の貯留容量が少なく、ポンプを使って配水する施設もあり、事

故等による影響を受けやすくなっていることから、渇水や水源事故時においても安定供給でき

るよう、災害等に強い水道施設の整備を進める必要がある。 

 

◆ 地震等の災害時においても事業の継続又は早期の復旧ができるよう、ＢＣＰ（事業継続計画）を策

定しており、近隣市及び民間事業者等と災害時の応援協定を締結している。今後は、災害時に

事業継続計画を効果的に実行するため、適宜計画を検証し、また計画に基づいた訓練を重ねて

いく必要がある。 

 

◆ 多様化していく化学物質等による水源水質の汚染リスクがあるため、水質監視・管理体制の強

化を進める必要がある。 

 

◆ 今後、更に使用水量が減少していくと見込まれる中で、将来にわたって安定した事業運営を行

っていくため、より一層の経費削減に努め、事業運営の効率化及び更なる財源基盤の強化を図

る必要がある。 

 

◆ 浄水場の統廃合や民間への業務委託の推進等により、組織体制の見直しや職員数の削減を進め

ている一方で、専門的な知識・経験を持つ職員は減少傾向にあるが、今後も水道施設の更新や耐

震化等を進めていくために必要な組織体制の構築等についての検討が必要である。 

 

◆ 工業用水道事業では、工業用水使用者の撤退等による契約水量及び料金収入の減少傾向が続き、

今後も厳しい収支状況が続くことが見込まれている一方で、耐用年数が経過し、老朽化した工

業用水道施設が増加しているため、多額の更新費用を伴う施設整備のあり方を含む事業運営に

ついて、検討する必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①災害等に強い施設整備の推進  

◎ 一つの水源を利用した供給に支障が生じた場合に備え、今後も異なる水系での複数水源を

維持する。 

◎ 停電や断水時においても、配水を一定時間継続できるようにするため、必要に応じて、配

水池・配水槽等の貯留容量の増量や、自家発電設備の設置を行う。 

◎ 全ての水道施設を耐震化するには、多大な費用と時間を要するため、重要度・優先度を考

慮し、また、費用の平準化を図りながら耐震化を着実に進める。 

◎ ★水道施設耐震化の早期実現に向け、経済性に優れた資材の選定及び効率的な事業手法の

研究を行う。 

 

②被災時に素早く復旧できる体制の構築  

◎ 様々なリスク発生時に、限られた経営資源で事業継続又は早期の復旧が求められるため、

ＢＣＰ及び危機管理マニュアルについて、継続的に見直しを図る。 

◎ ＢＣＰや各応援協定に基づき訓練を実施するなど、近隣市及び民間事業者等との災害時の

連携強化に努める。 

 

③適切な水質管理の実施  

◎ 水道水質検査優良試験所規範（水道ＧＬＰ）のシステムを運用することによって、検査技

術の維持向上及び検査結果の信頼性を確保していく。また、近隣事業体との共同検査によ

る業務の効率化や情報の共有を更に進めていく。 

 

④健全かつ安定した事業の経営  

◎ 減少していく見込みである今後の水需要に合わせて、水道施設を配水量に見合った適正な

規模に縮小し、耐震化や維持管理等に掛かる費用を削減するなど、事業運営の効率化を図

る。 

◎ 民間への業務委託を更に推進することなどにより、業務運営及び組織の効率化を図るとと

もに、適切な職員配置や様々な研修機会の確保により、専門性の高い職員の育成を図る。 

◎ 多様な広域連携の推進により、事業の効率化を検討する。 

◎ 工業用水道事業の事業運営について、近隣他市等との広域化・広域連携を検討する。 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市水道事業ビジョン 2016  ● 西宮市水道施設整備計画 

● 西宮市工業用水道施設更新計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ 30．防災・減災  
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政策分野 環境・都市基盤 

施策分野 ２８．下水道 

目 的 安全・安心かつ快適で健康的な暮らしを守り、自然に配慮した豊かな水環境を

育む。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 近年多発している短時間の局地的な豪雨による浸水被害が発生しており、県の総合治水条例の

理念に基づいた、県・市・市民の連携による治水対策の推進や、下水道施設の更なる整備など

により、浸水被害の軽減を図る必要がある。 

 

◆ 本市の下水道の人口普及率は既に 99.9％に達し、住環境の改善は図られているが、下水処理水

の放流先である大阪湾においては、水質環境基準の達成が求められていることから、赤潮等の

発生源である下水処理水に含まれる窒素・リンを削減するため下水処理の高度処理化を進めて

いく必要がある。 

 

◆ 合流式下水道区域では、雨天時に下水道施設の処理能力を超えた際に放流される汚水混じりの

雨水による海域への影響が懸念されており、合流式下水道の改善対策を進める必要がある。 

 

◆ 耐用年数が経過し、老朽化した下水道施設が増加するとともに、大規模地震発生時でも下水道

が利用できるように、地震・津波に対する施設の機能維持が求められており、定期的な点検・調

査結果を反映した効率的な施設管理計画を策定し、限られた事業費で改築更新及び地震対策を

着実に実施していく必要がある。 

 

◆ 節水機器の普及等により、下水道使用料収入は減少傾向にある一方で、老朽化した下水道施設

の更新や耐震化、浸水対策、合流式下水道の改善など、施設整備に多額の費用が見込まれてお

り、将来にわたって安定した事業運営を行っていくため、現状を的確に把握した上で、徹底し

た下水道経営の効率化、健全化を進め、必要な財源を確保する必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①浸水被害の軽減  

◎ 市民に対して各戸の貯留・浸透施設や止水板設置への助成制度の利用を促進する。 

◎ 管渠等の既存施設の能力を最大限活用し、貯留・浸透対策を効果的に組み合わせ、時間雨

量 55mm に対応する下水道施設の整備を進める。 

 

②良好な水環境の創出  

◎ 枝川浄化センター及び甲子園浜浄化センターにおいて、高度処理法を採用した施設への改

築及び増設を進める。 

◎ 合流式下水道区域において整備を進めている雨水貯留施設を合流式下水道改善のための

施設として併用する。 

 

③老朽化・地震対策の推進  

◎ 施設・設備台帳の電子化を進めるとともに、日常的な点検・調査結果を整理し、改築の優

先順位を定める評価方法の構築を進め、効率的に改築更新を行う。 

◎ 施設の重要度や耐震診断結果に基づく優先順位を決定し、耐震化などを進める。 

 

④下水道経営基盤の強化  

◎ 使用料収入をもって経営を行う独立採算性を基本原則とし、投資事業の適正かつ計画的な

実施や維持管理費の縮減等により、健全な財政運営に努める。 

◎ 経営基盤の強化と財政マネジメントの向上を図るため、経営戦略を策定し、持続可能な下

水道経営に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市下水道ビジョン  ● 西宮市下水道事業経営戦略 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ２．緑・自然  ■ 26．生活環境  ■ 30．防災・減災  



修正案（第８回西宮市総合計画審議会） 

73 

 

 

政策分野 環境・都市基盤 

施策分野 ２９．道路 

目 的 市民の安全で快適な移動や災害に強い良好な市街地の形成のため、道路ネ

ットワークの整備や道路環境の改善を図る。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 都市の骨格となる道路を都市計画道路に位置付け、順次整備を進めているが、社会・経済情勢

の変化や自動車交通量の減少などにより、道路の役割や必要性にも変化が生じているため、都

市計画道路網の見直しなどにより、選択と集中による効率的な整備に取り組んでいる。交通の

円滑化、災害時の代替機能の確保、中心拠点へのアクセスの充実、安全で快適な歩行空間の確

保などを図るため、幹線道路ネットワークの充実が必要である。 

 

◆ 市街地内の踏切は、交通渋滞の原因となっているほか、事故の危険性があり、また鉄道による

地域分断が課題となっているため、阪神本線連続立体交差事業により鉄道の高架化を進めてき

た。道路と鉄道の立体交差化により、交通の安全性・円滑性を向上させるとともに、市街地の

一体化を促進する必要がある。 

 

◆ 歩道の新設及びバリアフリー化、自転車通行空間の整備、無電柱化、踏切道の改良などにより、

安全で快適な道路環境を確保する必要がある。 

 

◆ 道路施設等の多くは、高度成長期に建設されたものであり、施設の老朽化が進んでいることか

ら、計画的な老朽化対策、施設更新が必要である。 
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 ◇取組内容◇  

 

①道路ネットワークの形成  

◎ 国道 176 号名塩道路の整備促進や名神湾岸連絡線の計画の具体化などを国に要請するな

ど広域幹線道路の整備促進を図る。 

◎ 現在、事業中の路線における道路整備を推進するとともに、新たに今津西線、門戸仁川線、

丸山線などの地域内幹線道路の整備に着手する。 

 

②鉄道との立体交差化の促進  

◎ 甲東・瓦木地区における市街地形成と交通利便性の向上のため、阪急神戸本線の連続立体

交差事業の事業化に向けた検討を行う。 

 

③道路環境の改善  

◎ 安全で快適に通行できる道路環境整備のため、歩道の波打ちや段差の解消などバリアフリ

ー化や自転車通行空間の整備を図る。 

◎ 老朽化した都市計画道路などの二次改築を行うとともに、電線共同溝事業による無電柱化

を推進する。 

◎ 踏切道の安全性の向上や交通の円滑化を図るため、歩道設置などの構造改良を進める。 

◎ 橋りょうなどの道路施設等について、定期的な点検を行うとともに、計画的な修繕と改築

を進め、施設の長寿命化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市道路整備プログラム  ● 西宮市都市計画マスタープラン 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ３．景観  ■ ４．市街地  ■ ５．公共交通  ■ 30．防災・減災 

■ 32．地域防犯・交通安全・消費者安全    
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政策分野 安全・安心 

施策分野 ３０．防災・減災 

目 的 災害や武力攻撃事態等のほか、感染症などの全ての危機事案から市民の生

命と財産を守る。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 自分の命は自分で守る「自助」と地域で助け合う「共助」の精神を一人ひとりが持ち、災害に対する

知識と備えを身に付けるため、市民や自主防災組織を対象に、防災講演会や出前講座、防災リ

ーダー研修、地域防災マップ作成支援、防災訓練などを実施している。自主防災組織の担い手

が不足する地域もあるため、地域力の強化などにより、防災活動の活性化を図る必要がある。 

 

◆ 災害時に助けを必要とする高齢者や障害のある方、言葉が不慣れな外国人などの「災害時要援

護者」に対する避難支援体制の確立を目指し「災害時要援護者支援指針」を策定している。「災

害時要援護者」に対する、「自助・共助」を基本とした地域による支援体制を確立する必要が

ある。 

 

◆ 各地で発生した大規模災害を受け、「地域防災計画」において防災体制を適宜見直しているほ

か、南海トラフ地震対策として津波避難訓練の実施、津波避難ビルの指定、「津波避難行動指

針」を策定している。地震や洪水等の大規模災害が発生した際に、迅速かつ的確な対策や市民

への情報提供が実施できるよう防災体制を強化する必要がある。 

 

◆ 「西宮市国民保護計画」に基づく警報等を通知する体制を整え、武力攻撃事態等が発生した際

の保護措置を、的確かつ迅速に実施するための備えが必要である。 

 

◆ 新型インフルエンザなどの感染症や重大事故などの危機事案に対応する計画や体制を整備し

ている。市民生活の安全に関わる危機事案の発生時に迅速かつ的確に対応する必要がある。 

 

◆ 近年多発化している様々な自然災害に備え、都市防災力を強化し、災害に強いまちづくりを進

める必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①地域防災力の向上                                              

◎ 自助、共助の啓発をより効果的に行うため、次世代の担い手となる子供や若い世代などが

共に参加しやすい取組を進め、地域での「防災意識向上」・「防災活動の活性化」を目指す。 

◎「避難行動要支援者」をサポートする「避難支援団体」の登録を拡大し、地域による「災

害時要援護者」への支援体制の確立を促進する。 

 

②防災体制の充実  

◎ 大規模災害発生時等においても適切に業務執行ができるよう策定した業務継続計画、また

災害時職員行動マニュアル等の実効性を高めるため、訓練等を通じた見直し、改善を行う。 

◎ 他自治体等からの支援を効率的に得られるよう受援態勢の整備を進めるとともに、民間事

業所等との応援協定の締結を進め、関係機関との連携強化に努める。 

◎ 高度な耐震性能を備え、防災・危機管理の中枢拠点となる第二庁舎（危機管理センター）

を整備し、併せて消防緊急情報システムなどと連携した防災情報システムを整備する。 

 

③国民保護の推進  

◎ 「西宮市国民保護計画」に基づく武力攻撃事態等発生時の市民の保護措置の手順を定める

とともに、情報伝達手段や必要な避難行動について、訓練等の機会を通じて市民の理解を

深める。 

 

④危機管理の推進  

◎ 「西宮市危機管理計画」に基づき、新型インフルエンザや感染症など市民生活に影響を及

ぼす危機事案に迅速かつ的確に対応できるよう、危機管理体制を強化する。 

 

⑤都市防災力の強化  

◎ 上下水道などのライフライン、公共施設の耐震化を引き続き推進する。 

◎ 災害時の避難路を確保するため、国道 176 号名塩道路の整備促進や名神湾岸連絡線の計画

の具体化などを国に要請するなど、広域幹線道路の整備促進を図る。 

◎ 土砂災害や地震、津波、★高潮・洪水などの風水害等への対策事業を促進する。 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市地域防災計画  ● 西宮市水防計画  ● 西宮市国民保護計画  

● 西宮市危機管理計画  ● 西宮市新型インフルエンザ等対策行動計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ ９．地域福祉  ■ 10．高齢者福祉  ■ 11．障害のある人の福祉   

■ 14．医療サービス  ■ 15．健康増進・公衆衛生  ■ 16．人権・多文化共生・平和 

■ 27．水道  ■ 28．下水道  ■ 29．道路  ■ 31．消防   
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政策分野 安全・安心 

施策分野 ３１．消防 

目 的 市民の生命・身体・財産を災害から守り、安全で安心して暮らせるまちをつく

る。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 本市は、豊かな自然環境と、利便性の高い交通網が整備されている一方で、火災のみならず大

規模自然災害や社会的影響度の高い事故など、様々な災害が発生し得る環境にある。また、南

海トラフ地震の発生確率も高まっており、テロ災害等についても懸念があることから、各種災

害に対して万全を期す必要がある。そのため、部隊の増隊や、施設・車両・資機材等の整備を

進め、併せて、より効果的な消防活動に向け、消防庁舎の配置を検討するとともに、職員の育

成や、指揮体制及び安全管理体制の強化により、統制された部隊行動を徹底する必要がある。 

 

◆ 火災による死傷者の割合は、住宅火災が高いことから、住宅火災による被害を軽減するととも

に、類似火災の発生を防ぐため、火災原因の一層の究明に取り組む必要がある。また、防火対

象物は、小規模社会福祉施設や民泊サービス等、新たな用途や形態が出現しており、危険物施

設は、経年による老朽化が進んでいることから、火災や重大事故の未然防止を図るため、防火

対象物及び危険物施設の実態を把握し、関係法令等に基づく適切な対応を行う必要がある。 

 

◆ 高齢社会の進展を始めとする社会環境の変化に伴い、救急件数は年々増え続けており、今後も

増加が予想されていることから、救急業務を安定的かつ持続的に提供するため、救急活動の更

なる充実を図る必要がある。また、救命の効果を高めるため、市民による積極的な応急手当を推

進する必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①消防体制の強化  

◎ 消防職員の定数充足に向けて取り組み、併せて、増隊、増車を図るとともに、消防団員の

定員確保に努め、消防体制を強化する。 

◎ 西宮消防署の早期建替えと、消防団車庫の計画的な建替えを進めるとともに、既存庁舎を

実情に即した施設に整備し、消防施設の機能を常時確保する。 

◎ 通信施設、車両、資機材、消防水利等の更新整備を計画的に推進する。 

◎ 消防庁舎の適正配置や、増署について検討する。 

◎ 訓練施設を最大限に活用し、消防職・団員の知識・技術の向上を図り、災害対応力を強化

する。 

◎ ★地域防災の要である消防団を始め、自主防災組織や消防協力隊、警察や自衛隊等の関係

機関との連携を一層強化する。 

◎ ＢＣＰや各種行動計画、相互応援協定等に基づく実践的な訓練等を通じて、大規模災害等

に対する万全の体制を構築していく。 

 

②火災予防の推進  

◎ 住宅用防災機器等の設置と適切な維持管理を促進するとともに、消防訓練等を通して、市

民の防火意識の高揚を図る。 

◎ 火災調査体制を充実させ、調査員の技術の向上を図る。 

◎ 計画的な立入検査を実施するとともに、重大な法令違反や火災危険の高い防火対象物及び

危険物施設に対して、徹底した是正指導を行う。 

◎ 保健、福祉、建築部局等との連携強化を図るとともに、官民一体となった火災予防対策を

推進する。 

 

③救急活動の充実  

◎ 救急資機材の整備及び効果的な運用を推進する。 

◎ 救急隊員の教育体制を充実させ、知識・技術の向上を図る。 

◎ ★救急講習等を通じて、応急手当の普及啓発を推進する。 

◎ 医療機関や地域包括ケアシステム等、関係機関との協力体制を強化する。 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市地域防災計画  ● 西宮市国民保護計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ 30．防災・減災  
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政策分野 安全・安心 

施策分野 ３２．地域防犯・交通安全・消費者安全 

目 的 市民が生命・身体・財産を損なう危険にさらされることなく、安全で安心して暮

らすことができる地域社会を構築する。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

（地域防犯） 

◆ 近年発生している多様化・複雑化した新たな犯罪や、子供・女性・高齢者を狙った犯罪を防止

するために、市民の防犯意識の高揚、地域の自主的な防犯活動の充実を図るとともに、犯罪が

起こりにくい環境を整備することにより、市民が安全・安心に暮らせるまちづくりを進める必

要がある。 

 

 

（交通安全） 

◆ 交通事故件数は減少傾向にあるが、高齢者が関係する事故の割合が増加しているほか、自動車

運転者を始め、自転車利用者や歩行者の基本的な交通ルールを無視した行動が目立ち、交通マ

ナーの低下も懸念されることから、市民が安全・安心・快適に通行できる「まち」となるよう

交通安全に関する取組を推進する必要がある。 

 

◆ 子供や高齢者、障害者などの交通弱者は、交通行動や危険認識、交通ルール等の知識に差があ

ることから、その段階に応じてルールを啓発するとともに運転者側から見た危険行動について

理解を図る必要がある。また、自転車事故の割合は減少しているものの依然として高い状況で

あることから、自転車の正しい乗り方や交通ルール、マナーの啓発が必要である。 

 

◆ 放置自転車の撤去を実施することにより台数は減少しているが、放置がなくならない状況にあ

り、自転車駐車場の収容台数不足を解消する必要がある。 

 

 

（消費者安全） 

◆ 高度情報化社会の進展により、あらゆる年代でインターネットやスマートフォンを利用した架

空請求など新しい被害形態が増加し、消費者に関わるトラブルが複雑多様化している。 

 

◆ 消費生活相談業務の充実によって、社会情勢の変化等に起因する新たな消費者問題や法制度の

改正に対応するとともに、より積極的な被害予防と自立した消費者の育成のため、若年層を含

むあらゆる年代に向けた消費者教育の機会を提供する必要がある。 

 

◆ 高齢化に伴い、判断力が不十分な方の契約による相談が増加傾向にあり、年齢不詳者の相談を

除くと65歳以上が契約当事者となる相談が全体の約３割となっていることから、高齢者等が、

悪質な訪問販売や電話勧誘などの消費者トラブルに遭わないため、地域での見守り体制の構築

が必要である。 
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 ◇取組内容◇  

 

①地域防犯の推進  

◎ 市、警察、防犯協会が連携して防犯活動に取り組むことで、地域における防犯活動の自主

性と持続可能性を高める。 

◎ 防犯灯の効果的な設置に取り組むほか、防犯カメラについては、効果検証を踏まえた上で、

必要に応じて設置や管理運営方法の改善を図る。 

 

②交通安全の推進  

◎ 警察や交通安全協会の協力を得ながら、交通安全教室や広報啓発活動を行うとともに自転

車事故マップを用いて事故多発箇所を周知することにより自転車事故の抑制を図る。また、

万一の事故に備え自転車保険への加入を促す。 

◎ 駅利用者の放置自転車を解消するため、駐輪マナーの啓発及び放置自転車の撤去を引き続

き行うとともに、駅ごとに異なる駐輪ニーズに応じた自転車駐車場の整備･拡充･改善を図

り、適正な管理運営を進める。 

 

③消費生活の安心・安全  

◎ 消費生活に関する各種研修や事例検討会によって、消費生活相談員等のスキルアップを図

り、変化する社会情勢に対応していく。 

◎ ＰＩＯ－ＮＥＴ（全国消費生活情報ネットワークシステム）や消費者庁等からの提供され

た最新情報により、注意喚起情報を迅速に提供するほか、適切な相談対応に努める。 

◎ 自ら消費者被害を予防することが困難な高齢者等に対して、家族や地域及び福祉関係者等

と連携した見守りを推進する。 

◎ 教育関係機関との連携による若年者向けの啓発事業のほか、啓発講座や出前講座を実施す

る等、あらゆる年代に応じた消費者教育の推進と消費生活情報の提供を行う。 

◎ 市民及び消費者団体が★人や社会・環境に配慮した消費行動を含めた消費者問題について

自ら考え行動できるよう、学習活動の支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市消費者教育推進計画  ● 第 10 次西宮市交通安全計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

■ 10．高齢者福祉  ■ 29．道路  
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政策分野 政策推進 

施策分野 ３３．住民自治・地域行政 

目 的 参画と協働の理念に基づき、地域住民主体の住民自治を推進するとともに、

地域課題の解決に向けた最適な地域行政を実現する。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 少子高齢化、人口減少に加え、ライフスタイルの変化により、市民意識は多様化し、地域社会

への帰属意識や人のつながりが希薄化してきている。また、自治会加入率の低下を始め、各団

体での人材不足・後継者不足が深刻化していく中、地域での課題も複雑・多様化してきている。 

 

◆ 地域課題の解決や住民自治を推進するため、行政と地域団体等多様な主体との間で課題を共有

し、各々が密接に連携・協働していく必要がある。 

 

◆ ★地域課題の解決に取り組む人材を育成するため、市民性（シチズンシップ）を育む学習機会や、

多世代の人々が交流する場の提供が必要である。 

 

◆ 市の様々な部署が地域団体と個別に課題解決に向けて取り組んでいるが、地域の包括的な課題

把握が十分ではないことから、★地域レベルで縦割り行政を緩和し、課題の把握や地域の負担軽

減を図るため、支所機能の強化を中心とした効果的な地域行政のあり方について検討が必要で

ある。 

 

◆ 一部の地域で、地域活動団体の活動区域と小学校区のずれ（境界交錯地域）が地域コミュニティ

推進の阻害要因になっていることから、地域団体等が活動しやすくなるよう、境界交錯地域の

解消に向け、協議・調整が必要である。 

 

◆ 「地域における施設の総合的有効活用方針」において、公民館・市民館等市民集会施設につい

ては、地域の拠点施設として存続させることとしている。各施設での事業連携・施設連携を進

めるとともに、将来の地域行政のあり方を見据え、学校施設の活用も含めた、施設の枠組みを

検討し、市全体で効率的に施設を活用する必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①地域力の向上  

◎ 地域活動団体の運営や人材育成に関する助言を行うほか、既存施設の活用も含め、拠点づ

くりについて検討を行い、自治会等地域活動団体への支援に取り組む。 

◎ 自治会、社会福祉協議会、ＮＰＯ等公益活動団体など多様な主体による協働の可能性や、

地域課題解決に向けた住民自治組織のあり方や仕組みづくりについて検討する。 

◎ 公民館における、★地域住民による自主的な地域学習の取組を、地域人材の育成と地域課

題の解決につなげる。 

◎ ★学校と地域社会の連携・協働を深め、学校を核とした活力のある地域づくりに取り組む。 

 

②地域行政の見直し  

◎ 地域行政の拠点としての施設整備のほか、支所機能の強化について検討を進めるとともに、

既存事務の集約や組織・人事のあり方についても検討する。 

◎ 地域への依頼事務等の整理や見直しなど、地域の負担軽減につなげる。 

◎ 地域課題の効率的な解決のために必要な行政組織・区域等の見直しについて検討を進める。 

 

③コミュニティ拠点施設の有効活用  

◎ 地域の拠点施設としての公民館・市民館等施設の枠組みを検討するとともに、地域課題解

決に向け、施設の有効活用を進める。 

◎ 将来、住民自治の拠点となる施設（公民館・市民館等）について、建替えも含め、計画的

な修繕を行い、施設の良好な状態を維持する。 

◎ 学校施設の活用も含めた基本方針の策定に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

※ 本施策分野に部門別計画はありません。 

 

 ◇関連する施策分野◇  

※ 本施策分野は全ての施策分野に関連します。  
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政策分野 政策推進 

施策分野 ３４．政策推進 

目   的 長期的な視点に立って課題を把握し、的確に対応することにより、戦略的で持

続可能な行政運営を行う。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 行政には分野横断的な長期ビジョンが求められており、市の目指すべき将来像を共有し、各施策

が直面する課題を全庁的に共有することで、施策間の整合を図りつつ、総合的に政策を推進し

ていく必要がある。 

 

◆ ★市単独での事業実施を基本としつつも、広域的な取組として、防災や観光、医療などの分野

で近隣自治体と連携して事業を行ってきた。しかし、人口減少社会を迎え、行政課題を解決し

ていくに当たり、全ての自治体でフルセットの生活関連機能を整備することは困難となりつつ

あり、現在の自治体間連携を超えた取組が必要である。 

 

◆ 総合計画・基本計画の施策分野を対象に施策評価を、総括・予算経理等の事務を除く全ての事

務事業を対象に事務事業評価を実施しているが、評価結果が定型化しがちであることや分かり

にくいものになっているという意見もあり、これらを解消する必要がある。 

 

◆ 指定管理者による施設の運営管理やＰＦＩ（民間の資金や技術等の活用）等による施設整備、

また内部事務の業務委託といった手法を実施することにより、民間の知識や経験等を活用して

いるが、ますます複雑化、多様化する市民ニーズに的確に対応していくためには、本市単独で

の取組には限界があるため、更なる民間活力の導入を図る必要がある。 

 

◆ 市債残高などの将来負担額が減少する一方、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は大幅な改

善が見られず、依然として硬直化した財政状況が続いており、社会経済情勢の変化に的確に対

応できるよう、硬直化した財政構造の改善など、財政基盤の強化に向けた取組が必要である。 

 

◆ 学校施設や市営住宅、道路、上下水道などの公共施設は一斉に老朽化が進み、大量更新・改修

の時期を迎えることになるため、施設の総量縮減や維持管理・更新等のコスト削減のほか、公的

不動産の有効活用による財源の確保など、財政負担の軽減・平準化に向けた取組が必要である。 

 

◆ 本市の多様な魅力を発信することを通じて、市民の西宮への愛着を醸成するとともに、シティ

プロモーションサイトの運用等により、本市の魅力発信に取り組んでいる。今後は、発信する

情報と、伝えたい層・ターゲットを明確にし、伝えたい層に情報が届くためのマッチングの工

夫や、適切な効果測定を行いつつ、継続性と展開性のある取組が必要である。 

 

◆ 市政ニュースやＦＭラジオ、ケーブルテレビといった従来の広報媒体に加え、フェイスブック
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やツイッター等のＳＮＳ（インターネットを通じた交流サービス）も活用しながら、より積極

的な情報提供に努めているが、市民が必要とする情報を的確かつ効果的に届けるために、情報

発信の質を高めるとともに広報媒体の活用方法について検討する必要がある。 

 

◆ 市民のニーズを市の施策に反映させるため、広聴活動については、相談窓口や「市民の声」に

よる受動的な取組だけでなく、「市民意識調査」や「市政モニター制度」といったアンケート

調査や市内各所での広聴会実施といった積極的な取組も行っているが、広聴活動が効果的な取

組となるよう実施方法や周知方法を適宜見直す必要がある。 
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 ◇取組内容◇  

 

①長期計画の策定・推進  

◎ 20～30 年後のまちの将来像を考えるなど、長期的な視点から地域の課題を把握・分析し、

各種の計画策定や施策展開につなげる。 

◎ 複合的課題を解決するための計画を策定する際は、各施策が一体的かつ相乗的に推進され

るよう、部局間の綿密な調整を図る。 

 

②広域連携の推進  

◎ ★既存の広域連携の枠組みを活用するとともに、課題・分野別に隣接自治体と水平的・相

互補完的な連携ができないか検討を行う。また、隣接自治体の枠組みを超えた一定規模の

圏域でのコンパクト化・ネットワーク化を図ることで圏域全体が持続可能な形を維持でき

るよう調査・研究を行う。 

 

③新たな行政経営の仕組みづくり  

◎ 効率的、効果的な行財政運営を推進するため、行政経営に係る全庁的な基本方針を策定す

る。 

◎ 行政評価の手法や結果について、より簡易で分かりやすく、効果的なものになるよう、検

討を行う。 

 

④民間活力・ノウハウの活用  

◎ より効率的に事業を実施するため、官民の役割分担を適切に見極め、事業ごとに最適な手

法を採用するとともに、更なるＰＰＰ（公民連携）などの民間活力・ノウハウの活用手法

についても検討する。 

 

⑤健全な財政運営  

◎ 内部事務の効率化や既存事業の見直しを推進することによって財源確保に努めるととも

に、限られた財源を緊急性や市民ニーズの高い事業に効果的に配分する。 

 

⑥公共施設マネジメントの推進  

◎ 建築系公共施設については、更新時期等を捉えた集約化や複合化、転用、廃止など、一定

の期間を見据えた総量縮減と維持管理・ライフサイクルコストの削減に配慮した施設整備

を進める。★また、インフラ系公共施設については、総量の縮減や統廃合が困難なため、

ライフサイクルコスト削減のための方策を講じながら、安全性を優先した計画的な維持管

理を実施する。 

◎ 老朽化が進み、本庁舎周辺に点在する公共施設について、効率的・効果的な集約化と再配

置など中長期的な観点から再編整備を進め、住民サービスの向上、危機管理体制の強化、

業務の効率化、維持管理コストの削減を図る。 

◎ 保有する不動産（土地・建物）を資産と捉え、低未利用地の合理的な利活用（売却・貸付
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等）を促進するなど、財政健全化に資する公的不動産の戦略的なマネジメントを推進する。 

 

⑦シティプロモーションの推進  

◎ プロモーションサイトやフェイスブック、インスタグラムなどＳＮＳを活用した情報発信、

市民参加によるイベント実施などに取り組み、広域で効果的な情報発信を進める。 

◎ 実効性のある事業実施、事業展開につなげるため、サイトアクセス分析など事業効果の評

価方法についての研究・検証を行う。 

 

⑧広報力の強化  

◎ 全ての職員が広報の意義を認識し、積極的に取り組む広報マインドの醸成を図る。 

◎ 広報する対象を明確にした上で、その特性を把握し、最も効果的な媒体や表現により情報

を発信する。 

◎ 市の施策や事業が効果的なものとなるように、市民に的確に届き、理解や行動を促す広報

を行う。 

 

⑨広聴機会の充実  

◎ 市民が意見や提案を出しやすいよう、ＳＮＳの活用等を充実させるとともに、いただいた

意見や提案、回答についての効果的な情報共有についても取組を進める。 

◎ 各種アンケート調査については、項目の精査や手法の工夫に取り組み、その分析結果が各

事業に反映できるよう進めていく。 

◎ 広聴会については、テーマの設定や実施方法について工夫を図るなど、参加数の増加はも

ちろん、幅広い年齢層からの参加が得られるよう取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 西宮市公共施設等総合管理計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

※ 本施策分野は全ての施策分野に関連します。  
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政策分野 政策推進 

施策分野 ３５．執行体制 

目 的 限られた経営資源を最大限に活用し、公正で持続可能な行政運営を行う。 

 

 ◇現状と課題◇  

 

◆ 市税は、財政の根幹を成す貴重な自主財源であり、その収入は一般会計の約 50％を占めている。

市税収入は、近年増加傾向にあるものの景気動向や人口動態などの影響を受けやすいことから、

公正な賦課・徴収事務を効率的に行うこと、納税者が納付しやすい環境を整備すること、収入

未済額を一層縮減し負担の公平性を担保することなどを通じて、市税の安定的な確保を図る必

要がある。 

 

◆ 一時 180 億円を超えていた一般会計・特別会計の収入未済額の合計は、全庁的な収納対策の取

組により、おおむね３分の１に縮減している。しかしながら、依然として看過できない状況に

あることから、適切な債権管理により新規滞納の発生抑止や公平な滞納整理を推進し、収入未

済額の更なる縮減を図る必要がある。 

 

◆ 入札・契約においては、透明性、公平性、競争性及び品質の確保を図り、適正で効率的な事務執

行に努めているが、これらの確保の観点から、一般競争入札の拡大や電子入札の継続を行うと

ともに、価格と技術提案等を総合的に評価する総合評価落札方式の活用などの取組が必要であ

る。また、随意契約の適正化を継続する必要がある。 

 

◆ 公共施設の中長期修繕計画等に基づき、修繕工事を実施しているが、従前の取組が十分ではな

かったため、いわゆる積み残し（未実施）分への対応となっており、予防修繕ができていない。 

施設の老朽化が進み、事後保全型の修繕費用が増大していることから、計画修繕の対象項目を

追加するとともに、施設の状況を的確に把握し、全体を一括して改修する等の効率的な修繕の

実施によるコスト縮減を図る必要がある。 

 

◆ ＩＣＴ調達ガイドラインや情報セキュリティ推進計画の下、庁内システムの最適化を行うとと

もに適正な情報管理に努めているが、業務実施部門の情報リテラシー向上を図るとともに、Ｉ

ＣＴ（情報通信技術）の積極的な活用により、業務の効率化と情報化経費の適正化を推進する

必要がある。 

 

◆ 情報化社会の進展により、市民の日常生活におけるＩＣＴ利用は身近なものとなっている中、

ホームページの充実を図るとともにオープンデータサイトを開設しているが、ホームページの

操作性・検索性の改善、行政手続のオンライン化の促進やオープンデータの推進等により、市

民満足度を高めていく必要がある。 

 

◆ 情報公開制度に基づく公文書の公開・開示請求が日常的に多数行われるなど、市保有情報及び

自己情報に対する市民の関心は高まりを見せており、こうした市民ニーズに適切に対応すると
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ともに、市民サービスの利便性向上のため、積極的な情報提供制度の整備を進める必要がある。 

 

◆ 市歴史資料等の収集、整理、保存を行い、市民等の更なる利用に対応していくため、デジタルア

ーカイブの充実や公文書館的機能の充実を図る必要がある。また、市民等からの求めに応じて、

行政資料を適切かつ迅速に提供する必要がある。 

 

◆ 適正かつ効率的な行政執行等を確保し、市民からの信頼に足る行政サービスを安定的、持続的

に提供していくために、内部統制に必要な体制を整備するとともに、監査機能の強化を図る必

要がある。 

 

◆ 法改正などによる行政環境の変化、市民意識の変化などがスピードを増し、また行政需要も

年々増加しつつある。このため、最適な組織体制を検討し整備することにより、限られた経営

資源の中で最大限の効果を発揮し、市民福祉及び市民サービスを維持・向上させていくことが

必要である。 

 

◆ 高度化・複雑化する行政課題解決のため、人事管理・人材育成を充実させることにより、個々人

が行政経験というキャリアを積み重ね、物事を前向きに捉えながら、主体的に業務に取り組む

ことができる職場風土の形成と職員の育成が必要である。  
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 ◇取組内容◇  

 

①市税の賦課・徴収  

◎ 専門的な知識等を有する人材の育成とともに、税制改正などに応じたシステムの整備や申

告・納税通知・納税の電子化など賦課・徴収事務の効率化に努める。 

◎ 滞納初期段階での納付の働きかけや納税相談・指導を実施するとともに、長期・高額滞納

には早期に調査着手し、積極的に換価処分を行うなど厳正に対処する。 

 

②収納対策の推進  

◎ 標準的な債権管理モデルを作成し、各未収金担当課がそれに準拠した事務を行うことで、

新たな滞納の発生を抑止し、滞納整理の促進を図る。 

◎ 納付案内コールセンターなどを通じ、初期段階での滞納解消を促進するとともに、システ

ムを活用した滞納者情報等の利用により、累積滞納の早期解決を図る。 

 

③契約・検査の適正執行  

◎ 入札・契約方式等に関する適正化を進めるとともに、工事検査の適正な執行や技術職員研

修の実施等により、工事品質の確保を図る。 

 

④計画的な施設の整備保全  

◎ 施設の予防保全に必要となる計画修繕の対象項目を追加するとともに、点検を強化するこ

とにより、施設の状況を的確に把握する。 

◎ 施設の劣化度等により順位を定めて、最適な時期に修繕を実施することにより、費用の低

減・平準化を図りながら事後修繕から予防修繕に移行させる。 

 

⑤ＩＣＴの活用  

◎ ＩＳＭＳ（情報セキュリティマネジメントシステム）認証を継続するとともに、情報セキ

ュリティ研修や内部点検の拡充により、情報セキュリティの維持・改善に取り組む。 

◎ 業務プロセスの解析やシステム横断的な連携機能の付加等により、業務改善を推進すると

ともに、ＩＣＴ調達ガイドラインを更に充実させることにより、システムの新規導入や更

新の際に最小の経費で最大の効果を上げるよう取り組む。 

◎ ホームページの定期的なリニューアルを行うとともに、電子申請基盤整備や、それに伴う

各業務主管課の業務見直し等により、行政手続の利便性向上や運用の省力化を推進する。 

◎ ★業務の効率化や社会情勢の変化に対応するため、ＡＩ（人工知能）、ＩｏＴ（様々なモ

ノがインターネット上で相互に制御される仕組み）、ＲＰＡ（ロボットによる業務自動化）

などの先進技術を活用するとともに、市が保有するビッグデータなどの各種データを集

約・分析する基盤を構築することで、データ利活用に取り組む。 

 

⑥情報公開制度の適正運用  

  ◎ 情報公開制度に基づく公文書の公開・開示請求に適正に対応するとともに、デジタルアー
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カイブの利活用など、市が保有する情報の積極的な公開に努める。 

 

⑦歴史資料の保存と公開  

◎ 第二庁舎の整備に伴い、本庁舎内に公文書館的施設の整備を行うことにより、歴史資料を

恒久的に保存し、市民に開かれた共有財産としての利用を図る。 

◎ 継続して資料の収集等に努めるとともに、目録などの整備を進める。 

 

⑧内部統制の推進と監査機能の強化                                  

◎ 内部統制の整備と運用を進め、監査機能の強化に取り組むとともに、既存の内部事務等の

検証に努めながら、適正かつ効率的な行政執行等の確保を図る。 

 

⑨組織管理・事務管理の最適化  

◎ 市行政を取り巻く環境変化に的確かつ柔軟に対応できるよう、グループ制やプロジェクト

チームなども活用しながら、最適な組織体制の整備を行う。 

 

⑩人事管理・人材育成の充実  

◎ これまでの職員配置、採用、人事評価、研修、メンタルヘルスケアなどのそれぞれの取組

を関連付け、より質の高い運用を行うことで、職員の育成と組織の活性化を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇部門別計画◇  

● 第５次西宮市情報化推進計画  ● 公共施設の中長期修繕計画 

 

 ◇関連する施策分野◇  

※ 本施策分野は全ての施策分野に関連します。 



 
 

 

 
                               

                      

第５次西宮市総合計画（修正案） 

参考資料「地域別アウトライン」 

 
 
 
 
 
 
 
 

平成30年11月 
 

西宮市 

 

第８回西宮市総合計画審議会 資料５ 





 

 

目  次 
 

 

目的と位置付け___________________________＿__ 1 

 

地域別アウトラインの記載事項について___________＿___ 2 
 

  本庁北⻄地域_________________________________ 3 
 

  本庁北東地域_________________________________ 5 
 

本庁南⻄地域_________________________________ 7 
 

本庁南東地域_________________________________ 9 
  

鳴尾地域___________________________________ 11 

 
瓦木地域_________________________________________ 13 

 

甲東地域___________________________________ 15 
   

塩瀬地域_________________________________________ 17 

 
山口地域_________________________________________ 19 

 

 

  



- 1 - 

 

【目的と位置付け】 
 

 

● 本市は都市としての成熟化の時代を迎え、

これからのまちづくりは、行政と地域住民

が手を携えながら、それぞれの役割を果た

し、これまで以上にきめ細かく取り組んで

いくことが求められます。 
 

● 市域は、南北に 19.1km、東西に 14.3km に

わたり、面積は約 100k ㎡で、それぞれの地

域において魅力的なまちの個性を有してお

り、解決すべき課題に違いが見られます。

そのため、総合計画の策定過程では、地域

ごとに広聴会等を開催し、住民の皆さん同

士の議論を通じて取り組むべき課題や方向

性を検討してきました。 

 

● これらを踏まえ、本資料では、行政としての

地域ごとの課題認識と現時点で予定してい

る取組をまとめました。また、地域特有の課

題や取組だけでなく、市民の関心が高い課

題・取組については、全地域に共通して記載

しています。 

 

● 地域分けについては、本庁地域は面積・人口規模等を勘案して四つに区分した上で、従来から支

所を設置している鳴尾、瓦木、甲東、塩瀬、山口の５地域と合わせて、９地域に区分しています。 

 

● 本庁地域については、ＪＲ東海道本線で南北に区分した上で、南部については、津門・今津を

本庁南東地域、それ以外を本庁南西地域に区分しています。北部については、地形的に分かり

やすいものとして、夙川を境界にして、東西に区分しています。 

 

● 今後、これらの地域ごとの課題認識をより深め、取組内容を具体化していきます。 

 

  

9 つの地域 
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各地域の概要説明を

記載しています。

各地域の地図を添付し、

実施予定の主な取組の

うち、図示可能なもの

を表示しています。

平成27年国勢調査結果、庁内各種資料を基に、

・世帯や住宅等に関して特徴的な地域

・自治会加入状況、保育需要、高齢者世帯など、地

域に関係する各種指標に関して、特徴的な地域に

ついて記載しています。

各地域の将来推計人口について、

グラフを用いて記載しています。

施策分野ごとに取組を記載しています。

なお、各取組に関する具体的な事業につ

いては、今後、検討が必要なものも含ん

でいます。

道路、交通、まちづくり、防災などの分野について記載

しています。

景観、産業、環境、芸術・文化などの分野について記載

しています。

コミュニティ、子育て、教育、福祉、医療などの分野に

ついて記載しています。

３つのカテゴリーに区分して地域

の課題を記載しています。丸印の区分は以下の通り。

○：各地域での共通課題

●：当該地域での課題

丸印の区分は以下の通り。

○：各地域での共通の取組

●：当該地域での取組

-
2
 
-

【地域別アウトラインの記載事項について】

主な
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本庁北⻄地域 
■地域の現状 
まちの状況 
 阪急夙川駅周辺には商業施設が集積しており、

苦楽園口駅周辺には個性的な雰囲気のある商業

地が形成されています。 

 阪急夙川駅北西部には閑静で風格ある住宅地

が、苦楽園などの山麓部には緑豊かな住宅地が

形成されています。 

 鷲林寺地区には田園風景が広がっています。 

 地域東側に接している夙川は、桜の名所で知ら

れており、木々の緑と水辺が一体となった憩い

の場として親しまれています。 

 

地域社会の現状 
 持ち家の比率が７割程度、戸建住宅の比率が５

割程度となっています。 

 保育需要率が増加傾向にあります。 

 高齢者夫婦のみの世帯の比率が高くなっています。 

 公共交通の利便性が低い地区があり、特に市街化区域内の山麓部では、バス交通の充実を求める

声が高まっています。 

 

■⼈⼝の⾒通し 
地域の人口は、今後、減少傾向が続く見込みです。年少人口（０～14 歳人口）の割合が最も高

い地域で、高齢化率（65歳以上人口の占める割合）は全市より低く推移します。 
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■地域の主な課題 
 

１．安心して暮らすために 

○ 自治会・自主防災組織・社会教育団体等、各種団体での担い手・後継者不足の解消やコミュニ

ティの希薄化に伴い低下している地域力向上に向け、各地域活動団体との連携・協働の強化が

必要です。 

● 支所機能がなく行政と地域の連携が希薄なため、新たな枠組みづくりが必要です。 

● 保育所の受入れ枠が不足しており、対策が必要です。 

○ 少子高齢化や家族構成の変化などによる、多様化・複雑化する福祉課題への対応が必要です。 

 

２．まちの基盤・防災対策等に関して 
● 土砂災害の危険性がある地域があり、対策が必要です。 

● バス交通が不便な地域があり、対策が必要です。 

● 市街化調整区域の土地利用のあり方についての検討が必要です。 

 

３．まちの魅⼒を高めるために 
● 緑豊かで趣のあるまちなみ保全への取組が必要です。 

● 夙川河川敷緑地の桜の保全と育成が必要です。 

 

■予定している主な取組 
 

コミュニティ 
○ 地域自治組織のあり方について検討 

● 地域コミュニティ拠点施設の整備 

子育て ● 保育所等の整備促進 

福 祉 ○ 地域ケア会議の推進 

防 災 

● 【国・県】砂防事業、【国・県】治山事業の促進 

○ 防災力強化に向けた地域コミュニティの充実 

○ 災害弱者を対象とした避難支援体制の確立 

公 園 ● 夙川河川敷緑地の桜の保全と後継樹の植栽 
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本庁北東地域 
■地域の現状 

まちの状況 
 甲陽園地区などの山麓部や夙川沿いには緑豊

かな住宅地が、ニテコ池周辺には閑静で風格と

落ち着きのある住宅地が形成されています。 

 広田神社の森は、まちなかの貴重な緑の空間と

なっています。 

 地域西側に接している夙川は、桜の名所で知ら

れており木々の緑と水辺が一体となった憩いの

場として親しまれています。 

 体育館、陸上競技場などのスポーツ施設を有す

る西宮中央運動公園があります。 

 

地域社会の現状 
 保育需要率が増加傾向にあります。 

 公共交通の利便性が低い地区があり、特に甲陽

園地区など地域北部ではバス交通の充実を求め

る声が高まっています。 

 

■⼈⼝の⾒通し 
 地域の人口は、今後も増加傾向が続く見込みです。全市と比べて年少人口及び生産年齢人口（15

～64 歳人口）の割合が高く、高齢化率は全市より低く推移します。 
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■地域の主な課題 
 

１．安心して暮らすために 
○ 自治会・自主防災組織・社会教育団体等、各種団体での担い手・後継者不足の解消やコミュニ

ティの希薄化に伴い低下している地域力向上に向け、各地域活動団体との連携・協働の強化が

必要です。 

● 支所機能がなく行政と地域の連携が希薄なため、新たな枠組みづくりが必要です。 

 保育所の受入れ枠が不足しており、対策が必要です。 

○ 少子高齢化や家族構成の変化などによる、多様化・複雑化する福祉課題への対応が必要です。 
 

２．まちの基盤・防災対策等に関して 
 土砂災害の危険性がある地域があり、対策が必要です。 

 バス交通が不便な地域があり、対策が必要です。 

 

３．まちの魅⼒を高めるために 
 緑豊かで趣のあるまちなみ保全への取組が必要です。 

 西宮中央運動公園施設の老朽化対策が必要です。 

 

■予定している主な取組 
 

コミュニティ ○ 地域自治組織のあり方について検討 

子育て ● 保育所等の整備促進 

福 祉 ○ 地域ケア会議の推進 

防 災 
○ 防災力強化に向けた地域コミュニティの充実 

○ 災害弱者を対象とした避難支援体制の確立 

公 園 
● 新体育館や新陸上競技場を始めとする西宮中央運動公園の再整備の 

推進 

文化・芸術 ● 史跡「具足塚古墳」等文化財の整備・活用 
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本庁南⻄地域 
■地域の現状 

まちの状況 
 阪神西宮駅やＪＲ西宮駅の周辺に、商業・業

務施設や行政機関が集積しています。 

 国道 43 号以南には酒造業等の産業が集積し

ていますが、住宅や店舗も混在しています。 

 臨港線などの幹線道路沿いには、沿道型の商

業施設が立地しています。 

 西宮神社の森は、まちなかの貴重な緑の空間

となっています。 

 地域北西部を流れる夙川は、木々の緑と水辺

が一体となった憩いの場として親しまれて

おり、自然海浜である御前浜とともに身近な

水辺の空間となっています。 

 西宮浜には、流通関係の産業が集積しています。 

 

地域社会の現状 
 共同住宅の比率が８割程度となっています。 

 自治会加入率がやや低くなっています。 

 西宮浜小学校及び西宮浜中学校で児童数、生徒数が減少しています。 

 

■⼈⼝の⾒通し 
 地域の人口は、平成 42年頃まで徐々に増加し、その後、おおむね横ばいで推移する見込みです。

高齢化率は全市とほぼ同様ですが、生産年齢人口の割合は全市より高く推移します。 
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■地域の主な課題 

１．安心して暮らすために 
○ 自治会・自主防災組織・社会教育団体等、各種団体での担い手・後継者不足の解消やコミュニ

ティの希薄化に伴い低下している地域力向上に向け、各地域活動団体との連携・協働の強化が

必要です。 

● 支所機能がなく行政と地域の連携が希薄なため、新たな枠組みづくりが必要です。 

● 児童数・生徒数の減少への対策が必要です（西宮浜小・中学校）。 

○ 少子高齢化や家族構成の変化などによる、多様化・複雑化する福祉課題への対応が必要です。 

 

２．まちの基盤・防災対策等に関して 
● 津波災害の危険性がある地域があり、対策が必要です。 

● ＪＲ西宮駅南西地区では、卸売市場の再生整備を含む都市核にふさわしいにぎわいと魅力ある

都市空間の形成が必要です。 

● 阪神西宮駅及び市役所周辺では、行政、商業・業務など都市機能の集積を図るとともに、交通

ターミナル（発着＋乗換え・乗り継ぎ）機能の充実が必要です。 

 

３．まちの魅⼒を高めるために 
● 緑豊かで美しいまちなみの保全・形成への取組が必要です。 

● 自然海浜が残っており、渡り鳥の飛来地（夙川河口）でもある御前浜の継続的な保全活動が必

要です。 

● 西宮浜総合公園の整備を契機とした、スポーツ・遊び・散策など、憩いやにぎわい空間の創出

と美しい水辺景観の形成が必要です。 

● 地場産業である酒造業を活用した地域活性化策が必要です。 

 

■予定している主な取組 

コミュニティ ○ 地域自治組織のあり方について検討 

教 育 ● 小中一貫教育の推進（西宮浜地区） 

福 祉 ○ 地域ケア会議の推進 

防 災 

● 【県】津波防災インフラ整備事業の促進 

○ 防災力強化に向けた地域コミュニティの充実 

○ 災害弱者を対象とした避難支援体制の確立 

まちづくり 

● ＪＲ西宮駅南西地区市街地再開発（卸売市場再生整備）の推進 

● 阪神西宮駅北側地区のまちづくりの検討 

● 市役所周辺の公共施設の再整備 

● 西宮旧港周辺の整備推進 

公 園 
● 市民のレクリエーションの場となる西宮浜総合公園の整備推進 

● 夙川河川敷緑地の桜の保全と後継樹の植栽 

産 業 ● 酒どころ西宮の発信と酒造業の振興を目的とした各種事業の実施 

文化・芸術 ● 史跡「西宮砲台」の整備・活用 



- 9 - 

本庁南東地域 
■地域の現状 

まちの状況 
 阪急・阪神今津駅周辺では商業施設が集積して

います。 

 津門地区には、食品関連の工場が立地しており、

店舗・工場と住宅が混在している所もあります。 

 酒蔵通り以南には工場等が立地していますが、

住宅や店舗も混在しています。 

 臨港線などの幹線道路沿いには、沿道型の商業

施設が立地しています。 

 

地域社会の現状 
 共同住宅の比率が７割程度、単独世帯の比率が

４割程度、賃貸住宅の比率が５割程度となって

います。 

 高齢者単独世帯の比率が高くなっています。 

 

■⼈⼝の⾒通し 
 地域の人口は、平成 37 年頃までおおむね横ばいで推移し、その後は徐々に減少する見込みです。

生産年齢人口の割合は全市より高く推移します。 
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■地域の主な課題 
 

１．安心して暮らすために 
○ 自治会・自主防災組織・社会教育団体等、各種団体での担い手・後継者不足の解消やコミュニ

ティの希薄化に伴い低下している地域力向上に向け、各地域活動団体との連携・協働の強化が

必要です。 

● 支所機能がなく行政と地域の連携が希薄なため、新たな枠組みづくりが必要です。 

○ 少子高齢化や家族構成の変化などによる、多様化・複雑化する福祉課題への対応が必要です。 

 

２．まちの基盤・防災対策等に関して 
● 津波災害の危険性がある地域があり、対策が必要です。 

● 交通の円滑化や災害時の代替機能確保のため、周辺環境や景観に配慮しつつ名神湾岸連絡線の

整備を進めることが必要です。 

 

３．まちの魅⼒を高めるために 
● 地場産業である酒造業を活用した地域活性化策が必要です。 

● 地域特性を生かした緑ある美しいまちなみの創出に向けた取組が必要です。 

 

 

■予定している主な取組 
 

コミュニティ ○ 地域自治組織のあり方について検討 

福 祉 ○ 地域ケア会議の推進 

防 災 

● 【県】津波防災インフラ整備事業の促進（新川水門及び新川東川統合

排水機場） 

○ 防災力強化に向けた地域コミュニティの充実 

○ 災害弱者を対象とした避難支援体制の確立 

道 路 ● 【国】名神湾岸連絡線整備計画の促進 

産 業 ● 酒どころ西宮の発信と酒造業の振興を目的とした各種事業の実施 
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鳴尾地域 
■地域の現状 

まちの状況 
 阪神甲子園駅周辺には、スポーツ・レクリエーシ

ョン施設や商業施設が集積しています。 

 阪神甲子園駅の北側や甲子園浜に面する地域に

は、低層主体の住宅地が形成されています。 

 武庫川団地や浜甲子園団地など、大規模な住宅団

地があります。 

 臨港線や小曽根線などの幹線道沿いには沿道型

の商業施設が立地しています。 

 鳴尾浜には流通関係の産業が集積しています。 

 地域東側に接している武庫川は、緑豊かで開放的

な河川敷緑地を有しており、自然海浜である甲子

園浜とともに、身近な水辺の空間となっています。 

 

地域社会の現状 
 共同住宅の比率が７割程度、賃貸住宅の比率が５割程度となっています。 

 高齢者夫婦のみの世帯の比率がやや高く、高齢者単独世帯の比率が高くなっています。 

 児童数、生徒数が減少している地区があります。 

 狭あい道路の割合が高い地区があります。 

 

■⼈⼝の⾒通し 
 地域の人口は、今後、減少傾向が続く見込みです。年少人口及び生産年齢人口が減少し、高齢化

率は全市より高く推移します。 
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実績値 推計値



- 12 - 

■地域の主な課題 
 

１．安心して暮らすために 
○ 自治会・自主防災組織・社会教育団体等、各種団体での担い手・後継者不足の解消やコミュニ

ティの希薄化に伴い低下している地域力向上に向け、各地域活動団体との連携・協働の強化が

必要です。 

○ 少子高齢化や家族構成の変化などによる、多様化・複雑化する福祉課題への対応が必要です。 

 

２．まちの基盤・防災対策等に関して 
● 河川（武庫川）の洪水の危険性がある地域があり、対策が必要です。 

● 津波災害の危険性がある地域があり、対策が必要です。 

● 狭あい道路の割合が全市平均と比べて高く、改善が必要です。 

 

３．まちの魅⼒を高めるために 
● 自然海浜が残っており、渡り鳥の飛来地でもある甲子園浜の継続的な保全活動が必要です。 

● 充実したスポーツ・レクリエーション施設を生かしたまちの魅力向上が必要です。 

● 地域特性を生かした緑ある美しいまちなみの創出に向けた取組が必要です。 

 

■予定している主な取組 
 

コミュニティ ○ 地域自治組織のあり方について検討 

福 祉 ○ 地域ケア会議の推進 

防 災 

● 【県】河川整備事業（武庫川）の促進 

● 【県】津波防災インフラ整備事業の促進（鳴尾川防潮堤沈下対策） 

○ 防災力強化に向けた地域コミュニティの充実 

○ 災害弱者を対象とした避難支援体制の確立 

道 路 
● 都市計画道路競馬場線の整備推進 

● 狭あい道路拡幅の推進 
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瓦木地域 
■地域の現状 

まちの状況 
 阪急西宮北口駅周辺には、商業施設、文化施設が

集積しています。 

 阪急西宮北口駅の北東部には、近年、街区の整っ

た住宅地が形成されていますが、その周辺では農

地も残っています。 

 ＪＲ甲子園口駅周辺には、小規模店舗が集積する

商店街が立地しています。 

 ＪＲ東海道本線北側には工場が立地しています。 

 地域東側に接している武庫川は、緑豊かで開放的

な河川敷緑地と水辺が一体となり、憩いの場とし

て親しまれています。 

 

地域社会の現状 
 共同住宅の比率が７割程度、賃貸住宅の比率が

５割程度となっています。 

 自治会加入率が低くなっています。 

 公共交通の利便性が低い地区があります。 

 狭あい道路の割合が高い地区が多くあります。 

 

■⼈⼝の⾒通し 
 地域の人口は、今後、おおむね横ばいで推移する見込みです。全市と比べて年少人口及び生産年齢

人口の割合が高く、高齢化率は全市より低く推移します。 
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■地域の主な課題 
 

１．安心して暮らすために 
○ 自治会・自主防災組織・社会教育団体等、各種団体での担い手・後継者不足の解消やコミュニ

ティの希薄化に伴い低下している地域力向上に向け、各地域活動団体との連携・協働の強化が

必要です。 

● 自治会（自主防災組織）が結成されていない地域があります。 

○ 少子高齢化や家族構成の変化などによる、多様化・複雑化する福祉課題への対応が必要です。 

 

２．まちの基盤・防災対策等に関して 
● 河川（武庫川・津門川）の洪水の危険性がある地域があり、対策が必要です。 

● 地域の骨格となる都市計画道路等を整備し、幹線道路のネットワークを形成することが必要で

す。 

● 狭あい道路の割合が全市平均と比べて高く、改善が必要です。 

● 公共交通の利便性が低い地域があり、対策が必要です。 

● 都市基盤整備とまちづくりの一体的な検討及び実施が必要です。 

● 都市基盤がぜい弱な地区については、地域ニーズに沿った事業の検討や支援が必要です。 

 

３．まちの魅⼒を高めるために 
● 市内で比較すると公園が少なく、改善に向けた取組が必要です。 

● 都市農地の適切な保全・活用が必要です。 

● 地域特性を生かした緑豊かで美しいまちなみの保全と創出に向けた取組が必要です。 

 

■予定している主な取組 
 

コミュニティ ○ 地域自治組織のあり方について検討 

福 祉 ○ 地域ケア会議の推進 

防 災 

● 【県】河川整備事業（武庫川・津門川）の促進 

○ 防災力強化に向けた地域コミュニティの充実 

○ 災害弱者を対象とした避難支援体制の確立 

道 路 
● 都市計画道路山手幹線、武庫川広田線、甲子園段上線の整備推進 

● 狭あい道路拡幅の推進 

まちづくり 
● 都市基盤整備と一体となったまちづくりの検討・推進 

● 阪急神戸本線と幹線道路の立体交差化の検討 

交 通 ● 阪急武庫川新駅設置の推進 

公 園 ● 公園整備の検討 

産 業 ● 都市農地の保全・活用策についての検討 
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甲東地域 
■地域の現状 

まちの状況 
 阪急甲東園駅周辺には商業施設が集積

しています。 

 文教地区に指定されている上ヶ原地区

や岡田山周辺には文教施設が多く立地

し、低層主体の住宅地が広がっていま

す。 

 段上地区には、近年、街区の整った住宅

地が形成されていますが、農地も残っ

ています。 

 上ヶ原地区には農地が残っています。 

 仁川周辺や上甲東園などには、石垣や生垣が特徴的な住宅地が形成されています。 

 河川敷遊歩道が続く武庫川や仁川は、まちなかの貴重なオープンスペースとなっています。 

 

地域社会の現状 
 賃貸住宅の比率が５割程度となっています。 

 自治会加入率が低くなっています。 

 公共交通の利便性が低い地区があります。 

 狭あい道路の割合が高い地区があります。 

 

■⼈⼝の⾒通し 
 地域の人口は、平成 37年頃までおおむね横ばいで推移し、その後は徐々に減少する見込みです。

全市と比べて年少人口の割合が高く、高齢化率は全市より低く推移します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

---市街化区域 

甲東園 

⾨⼾厄神 

山陽新幹線 
武
庫
川 

神⼾⼥学
院大学 

今
津
西
線
整
備 

甲山森林公園 

大坂城石垣石丁場跡 
東六甲石丁場跡 

関⻄学院
大学 

甲東瓦木地区 
都市基盤整備 

62,871
66,160

66,972 68,072 68,635 68,250 67,316
66,100 64,647 63,035

15.3 16.1
16.2

15.6 14.2

13.3 12.7 12.4 12.2 11.8

70.5 68.1 65.2 63.5 63.4 62.8 60.9
57.5

53.4 51.6

14.2 15.9

18.6 20.9 22.4 23.9 26.4
30.1

34.4 36.6

6.1 7.2 9.0 9.9 11.6

14.0 14.9 15.6 17.2 20.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

平成32年
（2020年）

平成37年
（2025年）

平成42年
（2030年）

平成47年
（2035年）

平成52年
（2040年）

平成57年
（2045年）

（人）

総人口

0～14歳比率

15～64歳比率

65歳以上比率

75歳以上比率

総人口及び年齢

別人口比率の推

移

実績値 推計値



- 16 - 

■地域の主な課題 
 

１．安心して暮らすために 
○ 自治会・自主防災組織・社会教育団体等、各種団体での担い手・後継者不足の解消やコミュニ

ティの希薄化に伴い低下している地域力向上に向け、各地域活動団体との連携・協働の強化が

必要です。 

○ 少子高齢化や家族構成の変化などによる、多様化・複雑化する福祉課題への対応が必要です。 

 

２．まちの基盤・防災対策等に関して 
● 河川（武庫川・津門川）の洪水の危険性がある地域があり、対策が必要です。 

● 土砂災害の危険性がある地域があり、対策が必要です。 

● 地域の骨格となる都市計画道路等を整備し、幹線道路のネットワークを形成することが必要で

す。 

● 狭あい道路の割合が全市平均と比べて高く、改善が必要です。 

● バス交通が不便な地域があり、対策が必要です。 

● 都市基盤がぜい弱な地区については、地域ニーズに沿った事業の検討や支援が必要です。 

 

３．まちの魅⼒を高めるために 
● 甲山を望む歴史ある緑豊かで美しいまちなみの保全が必要です。 

● 甲山は里山として継続的な保全活動が必要です。 

● 市内で比較すると公園が少なく、改善に向けた取組が必要です。 

● 都市農地の適切な保全・活用が必要です。 

 

■予定している主な取組 
 

コミュニティ ○ 地域自治組織のあり方について検討 

福 祉 ○ 地域ケア会議の推進 

防 災 

● 【県】河川整備事業（武庫川・津門川）の促進 

● 【県】砂防事業、【県】治山事業の促進 

○ 防災力強化に向けた地域コミュニティの充実 

○ 災害弱者を対象とした避難支援体制の確立 

道 路 
● 都市計画道路今津西線、門戸仁川線の整備推進 

● 狭あい道路拡幅の推進 

まちづくり ● 都市基盤整備と一体となったまちづくりの検討・推進 

景 観 ● 関西学院大学周辺における景観の保全と形成の検討 

公 園 ● 公園整備の検討 

産 業 ● 都市農地の保全・活用策についての検討 

文化・芸術 ● 史跡「大坂城石垣石丁場跡 東六甲石丁場跡」等文化財の整備・活用 
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塩瀬地域 
■地域の現状 

まちの状況 
 ＪＲ西宮名塩駅周辺や国道 176 号沿いには、

複数の住宅団地があります。 

 生瀬地区は宿場町としての歴史を持つ住宅

地、名塩地区は旧集落の趣を残す住宅地とな

っています。 

 北摂山系、六甲山系の豊かな自然緑地が広が

っています。 

 地域の東側に接する武庫川は美しい渓谷と

なっています。 

 ＪＲ福知山線廃線敷は、鉄道遺構と武庫川沿

いの自然を満喫できるハイキングコースとな

っています。 

 

地域社会の現状 
 持ち家の比率が９割程度、戸建住宅の比率が７割程度となっています。 

 高齢者夫婦のみの世帯の比率が高くなっています。 

 公共交通の利便性が低い地区があります。 

 児童数が減少している地区があります。 

 全市と比べて空き家率が高くなっています。 

 

■⼈⼝の⾒通し 
 地域の人口は、今後、減少傾向が続く見込みです。年少人口及び生産年齢人口が減少し、高齢化

率は全市より高く推移します。 
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■地域の主な課題 

１．安心して暮らすために 
○ 自治会・自主防災組織・社会教育団体等、各種団体での担い手・後継者不足の解消やコミュニ

ティの希薄化に伴い低下している地域力向上に向け、各地域活動団体との連携・協働の強化が

必要です。 

● 生瀬地区に３歳児以上を受け入れる保育所がなく、その確保が必要です。 

○ 少子高齢化や家族構成の変化などによる、多様化・複雑化する福祉課題への対応が必要です。 

● 医療サービスの近隣都市との連携が必要です。 

 

２．まちの基盤・防災対策等に関して 
● 土砂災害の危険性がある地域や避難場所等が遠い地域があり、対策が必要です。 

● 河川（武庫川）の洪水の危険性がある地域があり、対策が必要です。 

● 国道 176 号など災害に強い道路整備が必要です。 

● コミュニティ交通「ぐるっと生瀬」の運行継続が必要です。 

● バス交通の不便な地域があり、対策が必要です。 

 

３．まちの魅⼒を高めるために 
● 田畑などの里地や水辺の環境は生物多様性上重要なため、保全に向けた取組が必要です。 

● 空き家率が全市と比べて高く、有効活用に向けた取組が必要です。 

● 美しい里山田園景観の保全や山の緑と調和したまちなみの保全・向上への取組が必要です。 

● 伝統工芸品を活用した地域活性化策が必要です。 

 

■予定している主な取組 
 

コミュニティ ○ 地域自治組織のあり方について検討 

子育て ● 保育所等の整備促進 

福 祉 ○ 地域ケア会議の推進 

医 療 ● 圏域を越えた救急医療体制の構築等に向けた協議 

防 災 

● 【県】砂防事業、【県】治山事業の促進 

● 【県】河川整備事業（武庫川）の促進 

○ 防災力強化に向けた地域コミュニティの充実 

○ 災害弱者を対象とした避難支援体制の確立 

道 路 

● 【国】国道 176 号名塩道路の整備促進 

● 【県】県道生瀬門戸荘線の整備促進 

● 青峯連絡道の整備推進 

交 通 ● 生瀬地区コミュニティ交通の支援 

空き家 ● 空き家バンク制度の活用推進 

産 業 ● 伝統工芸品など西宮産ブランド品の情報発信・育成支援 
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山⼝地域 
■地域の現状 

まちの状況 
 上山口・下山口地区には旧集落の趣を持つ住

宅地があります。また、北六甲台、すみれ台

などの住宅団地があります。 

 船坂地区や中野地区には田畑が多く残って

おり、里山田園風景が広がっています。 

 国道 176 号などの幹線道路沿いには、沿道型

の商業施設が集積しています。 

 阪神流通センターには、流通関係の産業が集

積しています。 

 北摂山系、六甲山系の豊かな自然緑地が広が

っています。 

 

地域社会の現状 
 戸建住宅の比率が８割程度、持ち家の比率が７割程度となっています。 

 自治会加入率が低くなっています。 

 高齢者夫婦のみの世帯の比率が高くなっています。 

 全市と比べて空き家率が高くなっています。 

 地域に鉄道駅がないこともあり、バス交通の更なる充実を求める声が高まっています。 

 

■⼈⼝の⾒通し 
 地域の人口は、今後、減少傾向が続く見込みです。年少人口及び生産年齢人口が減少し、高齢化

率は全市より高く推移します。 
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■地域の主な課題 

１．安心して暮らすために 
○ 自治会・自主防災組織・社会教育団体等、各種団体での担い手・後継者不足の解消やコミュニ

ティの希薄化に伴い低下している地域力向上に向け、各地域活動団体との連携・協働の強化が

必要です。 

○ 少子高齢化や家族構成の変化などによる、多様化・複雑化する福祉課題への対応が必要です。 

● 医療サービスの近隣都市との連携が必要です。 

 

２．まちの基盤・防災対策等に関して 
● 土砂災害の危険性がある地域や避難場所等が遠い地域があり、対策が必要です。 

● 一体的な道路ネットワークを形成するため、都市計画道路を整備する必要があります。 

● 地域の活性化と利便性の向上を図るため、都市計画道路の整備と併せた周辺のまちづくりの検

討が必要です。 

● バス交通の更なる充実に向けた取組が必要です。 

● 住環境の維持に向けた地域主体のまちづくりが必要です。（船坂地区） 

 

３．まちの魅⼒を高めるために 
● 美しい里山田園景観の保全や山の緑と調和したまちなみの保全・向上への取組が必要です。 

● 田畑などの里地や水辺の環境は生物多様性上重要なため、保全に向けた取組が必要です。 

● 空き家率が全市と比べて高く、有効活用に向けた取組が必要です。 

 

■予定している主な取組 
 

コミュニティ ○ 地域自治組織のあり方について検討 

福 祉 ○ 地域ケア会議の推進 

医 療 ● 圏域を越えた救急医療体制の構築等に向けた協議 

防 災 

● 【国・県】砂防事業、【県】治山事業の促進 

○ 防災力強化に向けた地域コミュニティの充実 

○ 災害弱者を対象とした避難支援体制の確立 

道 路 
● 【国】国道 176 号名塩道路の整備促進 

● 都市計画道路丸山線の整備推進 

交 通 ● さくらやまなみバスの利用促進 

まちづくり ● 都市計画道路丸山線整備と一体的なまちづくりの検討 

空き家 ● 空き家バンク制度の活用推進 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住 環 境 

緑・自然、景観 緑・自然、景観 

公共交通 

市街地 

学校教育 学校教育 

子供・子育て⽀援、⻘少年育成 

 

医療保険・年金・医療費助成 

医療サービス 

高齢福祉、障害福祉、生活⽀援、共生（人権・多文化共生） 

医療サービス 

健康増進・公衆衛生 

生涯学習 

文化芸術、スポーツ 

都市ブランド、大学連携、産業、農業・食環境 
就業・労働 

環境保全 

水道、下水道 

道路 

防災・減災、消防、 
防犯・交通安全・消費者安全 

防災・減災、消防、 
防犯・交通安全・消費者安全 

 

行財政、執行体制 

生活環境 

みんなで守る 
（地域共生社会・社会的包摂） 

社会参加を応援する 
（全員参加型社会・健康⻑寿社会） 

未来に引き継ぐ 
（持続可能都市） 

魅力と安全を高める 
（魅力創造都市・危機管理） 

子供・子育て⽀援、⻘少年育

施策の横串に関するイメージ図（案） 

第Ⅰ部 

第Ⅱ部 

第Ⅲ部 

第Ⅳ部 

第Ⅴ部 

第Ⅵ部 

第８回⻄宮市総合計画審議会 資料６ 

 住⺠自治・地域行政 

 地域福祉 



第８回⻄宮市総合計画審議会 資料７ 

社会的背景を踏まえた５次総の特徴の整理（案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪ 地域を基本とするつながりの強化 ≫ 

  〇 地域力の向上 
  〇 地域で支え合い地域を共につくる社会 
  〇 学校・家庭・地域の連携 
  〇 地域と大学・産業の連携 
  〇 地域防災力の向上 

≪ コンパクトで美しい都市の整備 ≫ 

  〇 美しいまち並みや良好な景観の維持・形成 
  〇 魅力的な都市の顔づくり 
  〇 利用しやすい公共交通網の整備 
  〇 人口減少に合わせた緑化の推進や環境保全 

≪ 誰もが暮らしやすく働きやすい環境づくり ≫ 

  〇 子育てと仕事・家庭の両立支援 
  〇 障害のある人の生活・就労の支援 
  〇 様々な困難を抱える人の自立支援と社会参加の促進 
  〇 仕事と生活の両立・調和や多様な働き方の支援 

≪ ⻑期的視点に⽴った⾏政運営 ≫ 

  〇 広域連携や他都市との施設の相互利用等の推進 
  〇 公共サービスの提供と財政運営の両立 
  〇 ICT の積極的な活用 

第Ⅰ部 〜 第Ⅵ部 

第Ⅰ部・第Ⅴ部 

第Ⅱ部 〜 第Ⅳ部 

第Ⅵ部 

〜 少⼦⾼齢化・⼈⼝減少などの社会変化に対応するために 〜 



第８回⻄宮市総合計画審議会 資料８ 

都市目標（キャッチフレーズ）について 
 
 
１ 第３回審議会までの経緯 
 
 各委員の皆様から頂いた、都市目標（キャッチフレーズ）の構成等に関するご意見のまと
めです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「動きを示す言葉等」として、各委員の皆様から頂いたキーワードの例です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

文教住宅都市 西 宮 
動きを示す 

言葉等 
+ + 

環境 緑 創造 未来 自分たち 向上 新しい 育てる お互い 自主 自立 支え合い 

・ 「まちや人の姿」で示している将来像をふまえたキーワード 
 

・ ストックを表現するだけではなく、「動きを示す言葉」が必要。 

・ 構成するキーワードとして、「⽂教住宅都市」、「⻄宮」の２つの言葉は必要。 
 

共に生きる 一緒 市⺠ 人々 みんな 多様性を認める 若い人の地域参加 つながり 

スポーツ 地域 一緒に向かう 共有 自分ごと 自助 共助 市⺠ であい ふれあい 

共につくる 発信 融合 次世代 切り開く 歴史 開かれた 市⺠自治 わかちあい  



第８回⻄宮市総合計画審議会 資料８ 

２ 都市目標（キャッチフレーズ）案 
 
 これまでの審議会で委員の皆様から頂いたご意見を踏まえ、事務局として、都市目標（キ
ャッチフレーズ）案をつくりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

未来を拓く ⽂教住宅都市・⻄宮 
〜憩い、学び、つながり〜 

未来を拓
ひら

く ⽂教住宅都市・⻄宮 
〜憩い、学び、つながりのある美しいまち〜 

未来への継承 ⽂教住宅都市・⻄宮 
（略） 

憩い 学び つながり 美しさ 未来を拓く 

【都市目標】に掲げたい言葉 

【都市目標】の案 

 ※ 庁内検討委員会で議論したその他の案 



第８回西宮市総合計画審議会 資料９ 
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１．⻄宮市総合計画とは 
 

総合計画は、本市の最上位計画であり、長期的なまちづくりの基本的方向と、施策や事業

を総合的、体系的に示すものです。 
平成 23 年の法改正により、地方自治法における「基本構想」の策定義務はなくなり、総

合計画の策定は、地方公共団体の自主的な判断に委ねられることとなりました。 
阪神・淡路大震災後、増加を続けてきた本市の人口も、既に減少に転じており、今後少子

高齢化の進行により人口構造の変化が進むと予測されます。 
このような転換期の中で、まちづくりの方向性について今一度確認し、市民や事業者、行

政など、まちづくりに関わる多くの主体で共有することは非常に重要です。 
以上のような認識の下、「文教住宅都市」の魅力を未来に引き継いでいくための「まちづ

くり指針」として、第５次総合計画を策定します。 
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２．計画の構成と期間 

 
（１）計画の構成 
 
   総合計画は、次の三つの計画で構成します。 
 
    基本構想：将来に望むまちや人の姿を描いて広く共有するもの 
    基本計画：基本構想に掲げた将来像を実現するための施策を体系的に示すもの 
    実施計画：基本計画に基づき実施する事務・事業を具体的に示すもの 
 
   本市では、地方自治法第 96条第２項に基づく「西宮市議会の議決すべき事件に関す

る条例」により、「基本構想」と「基本計画」は、議会の議決を経て定めます。 
また、「実施計画」は、基本計画で示した各施策を具体化するための、主要な事務・

事業の実施について、年次的な調整を加え、財源や市長のマニフェストなどとの整合を

図り、具体的で実効性のある計画として策定するものです。この計画に定められた事

務・事業は、議会による毎年度予算の審議及び議決を経て実施されます。 
 
 
（２）計画の期間 

総合計画の計画期間は 10 年とし、基本計画は前期５年・後期５年で構成します。 

 

 

  

基本構想【10 年】 

平成 31(2019)年度から平成 40(2028)年度 

基本計画【前期 5 年】 

平成 31(2019)年度から平成 35(2023)年度 

基本計画【後期 5 年】 

平成 36(2024)年度から平成 40(2028)年度 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

実施計画 実施計画 実施計画 実施計画 実施計画 実施計画 実施計画 実施計画 

【各 3 年】毎年度見直し 
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将来像 
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10 年後の⻄宮 

 
本市は、計画期間中の平成 37年に、市制 100 周年を迎えます。 
第５次総合計画では、こんなふうにありたいと願う「まちや人の姿」として、10 年後の

西宮の将来像を描きます。この将来像を目標として、基本計画に定める各施策を推進します。 
 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
都市目標（キャッチフレーズ） 

                              が入ります。 

 
 
私たちが⼤切にする⻄宮の豊かな暮らしは、⼈々の憧れを集め、私たちをいつま

でも住み続けたい気持ちにさせてくれます。「⽂教住宅都市」としてのまちの価値
は一段と高まり、未来の世代へと着実に引き継がれていきます。 
 
 
１ 私たちは、六甲から北摂に連なる⼭並みと⼤阪湾、これをつなぐ武庫川や夙
川などに抱かれながら憩い、安らかに暮らしており、この地で育まれてきたまちの
⾵情や、⾃然と都市の景観に誇りを持っています。誰もが安⼼して⾏き交い、暮ら
すことのできる⻄宮は、活気と魅⼒にあふれるまちになっています。 

➠ 基本計画 第Ⅰ部 住環境・自然環境 

 
 
２ まちのあちらこちらから、子供たちの元気な声が聞こえてきます。子育てを
する⼈も、それを応援する⼈も、誰もが温かい気持ちで⻄宮の子供たちを育みま
す。⼼豊かで健やかに育った子供たちは、将来も⻄宮に住みたいと感じています。 

➠ 基本計画 第Ⅱ部 子供・教育 

 
 

 

★ 
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３ 身近な地域での暮らしを一緒に楽しむ中で、たくさんの縁が生まれています。
地域でお互いに⾒守り、⽀え合うことのできる⻄宮のまちで、一⼈ひとりが生き生
きと、⾃分らしい生活を楽しんでいます。 

➠ 基本計画 第Ⅲ部 福祉・健康・共生 
 
 
４ ⽂教住宅都市の個性と魅⼒にひかれ、移り住む⼈や訪れる⼈が増えています。
たくさんの⼈々が学び、働き、遊ぶ中で、様々な交流の輪が広がっており、⼤学や
産業とも連携した、まちの元気が生まれています。 

➠ 基本計画 第Ⅳ部 都市の魅力・産業 
 
 
５ きれいな水や緑がある、清潔で快適な暮らしが、みんなの生活を豊かにして
います。私たちの暮らしを⽀える都市基盤は、一段と安全で利⽤しやすいものとな
っています。 

地域では、あらゆる年齢の⼈々が防災・減災の活動に参加し、何かあっても助け
合えるつながりと、より強固になった⾏政の防災体制に、みんなが安⼼を感じてい
ます。 

➠ 基本計画 第Ⅴ部 環境・都市基盤、安全・安心 
 
 

６ たくさんの⼈が地域の活動やまちづくりに積極的に参加し、⻄宮のまちに対
する⼈々の愛着と誇りが住⺠⾃治の成熟につながっています。ＩＣＴ分野における
技術⾰新等を最⼤限活⽤した、効率的で公正な⾏政運営がみんなから信頼されてい
ます。 

➠ 基本計画 第Ⅵ部 政策推進 
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現状と課題 
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１．時代認識 
 

大きく変化しつつある我が国の社会の中で、次の六つの時代認識を踏まえ、今後 10年間

の「まちづくり指針」を定めます。 
 

① 人口減少が進む時代 
少子高齢化の進行により、死亡数が出生数を上回ることが見込まれ、今後、長期にわ

たって人口が減少していくと考えられます。また、いわゆる団塊の世代が後期高齢者と

なり、介護、医療に係る費用が増大します。 
かつてマイホームを求めて郊外で暮らしていた人々が都心に回帰する動きと相まっ

て、都心部への人口集中と地方部の過疎化が進み、地域コミュニティの維持や生活サー

ビスの需給バランスを確保することが難しくなります。また、人口の過密・過疎は、防

災や防犯面での機能低下を招くとともに、過度な人口偏在は生活様式や文化の多様性

の喪失につながります。 
そこで、政府は平成 26年に「まち・ひと・しごと創生法」を施行し、「まち・ひと・

しごと創生長期ビジョン」や「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を閣議決定するなど、

地方創生に取り組んでいます。 
 

② 人と人とのつながりを考える時代 
自治会等の地縁団体では、加入率の低下や役員等の高齢化により、環境美化や防犯・

防災、災害時支援など、地域コミュニティの支え合いで保たれていた活動の継続が困難

になると懸念されています。 
また、血縁・地縁など、かつてあった人と人とのつながりが希薄となり、社会から孤

立した人が急速に増えていることが、社会問題として取り上げられています。 
地域コミュニティを維持・強化していくためには、地縁団体だけでなく、ＮＰＯ等の

多様な主体の参画・協働など、新たな仕組みを構築することが必要になっています。 
 

③ 多様性を認め合う社会づくりの時代 
ワーク・ライフ・バランスや多文化共生の推進が求められており、全ての人々が参加

できる社会のあり方が問われています。また、平成 28年４月には、いわゆる「障害者

差別解消法」が施行されており、障害のある人もない人も、共に生き、共に支え合う共

生社会の実現に向けて取組を進める必要があります。 
   公共、民間を問わず、施設のバリアフリー化の推進やサービスの享受に係る格差是正

など、日常生活のあらゆる面において、人の多様性を踏まえた合理的な配慮が求められ

ています。 
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④ 更なる「危機への備え」をつくる時代 
平成 23 年３月に発生した東日本大震災の被害が収束しない中、平成 28 年４月には

熊本地震が発生し、甚大な被害がありました。南海トラフ地震の発生確率も高まってい

るほか、地球温暖化が原因といわれる集中豪雨なども頻発しています。 
   国際社会では、テロや軍事的緊張の高まりがあり、日常生活では、特殊詐欺やサイバ

ー犯罪等による被害、身近で起こる交通事故、食の安全性に関する問題など、様々な不

安があります。 
   東日本大震災後、政府は「国土強靭化」を掲げて、国土や経済、暮らしが災害や事故

などにより致命的な損傷を負わない強さと、速やかに回復するしなやかさを備えた社

会の仕組みづくりを進めています。また、安全・安心の基礎である地域コミュニティに

おいて、普段からの備えの強化が求められています。 
 

⑤ 持続可能で、魅⼒あるまちづくりが求められる時代 
人口減少の時代においても、将来にわたり持続可能な都市であるため、各地方公共団

体では行財政改革を進めつつ、高度経済成長期などにつくられた都市インフラの計画

的な修繕や更新など、公共施設マネジメントに関する取組を進めています。 
   また、国においてはスマートシティの実現に向け、都市インフラを始め、様々なまち

づくりの分野においてＩＣＴ関連の先進的技術を取り入れる実証実験を推奨していま

す。 
   各地方公共団体は、住みたいまちとして選ばれるよう、様々な手段を講じてまちの魅

力を引き出すとともに、多様な広報媒体を活用した情報発信を展開しています。 
 

⑥ ＩＣＴの進化が大きな変革をもたらす時代 
   ＩＣＴの発展と普及により、地球規模での情報やモノの交流拡大など、あらゆる分野

での変革が進みました。また、スマートフォンなどモバイル端末の普及が進み、いまや

多くの人々の生活と切り離せないものとなっています。 
   一方で、情報格差、個人情報の流出、インターネットを悪用した犯罪・人権侵害など

の問題も生じており、行政におけるＩＣＴ活用では、あらゆる人にとって安全で使いや

すいサービスの構築が求められるところです。 
   また、情報の双方向性が高まって、ＳＮＳなどを通じた一人ひとりからの発信が新し

い交流を生んでいるほか、生活に浸透したＩＣＴからもたらされるビッグデータの活

用なども進んでいます。 
   さらに、ＡＩやＩｏＴの進化は、単に私たちの生活を便利に、また豊かにするだけで

なく、産業構造や労働環境を一変させる可能性があります。 
政府が平成 29年に策定した「未来投資戦略 2017」には、目指すべき将来像が示され

ており、国と民間と地方公共団体が一体となって、先端技術をあらゆる産業や社会生活
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に取り入れ、様々な社会課題の解決を試みることが求められています。 

 

  

■用語解説 

スマートシティ：ＩＣＴ・環境技術などの先端技術を用いて、社会インフラを効率化・高度化した都市や 

地域 

ＩＣＴ    ：情報処理や通信に関する技術 

ＳＮＳ     ：インターネットを通じ、登録者同士が交流することを目的としたサービス 

ビッグデータ ：一般的なデータ管理・処理ソフトでは扱うことが困難なほど巨大で複雑なデータ。 

        社会の動き、環境の変化、人々の行動などの分析・予測に活用が可能とされている。 

ＡＩ      ：「学習」、「認識・理解」、「予測・推論」など、人間の知的活動を、コンピュータを用いて 

人工的に実現するもの 

ＩoＴ      ：様々な「モノ」がインターネットに接続され、相互に通信することで制御される仕組み 
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２．⻄宮市の現状と課題 
 
（１）これまでの総合計画とまちづくりの進展 

 
本市は「文教住宅都市」を基本理念とし、まちづくりを進めてきました。 
これまでの総合計画によるまちづくりには、その時々の時代背景や直面する課題に

よって、それぞれ特徴が現れています。 
  これまでの取組の積み重ねが現在の本市の礎となっており、今後直面していく課題

の解決を図る上でも、まちづくりの経緯を踏まえた長期的な視点が必要となります。 
 

①  ⽂教住宅都市宣⾔（昭和 38 年） 
良好な住宅地と恵まれた自然・文化・教育環境などを生かしたまちづくりを進める

ことを明らかにするため、「文教住宅都市」を宣言しました。 
これを機に、本市の「文教住宅都市を基調とする個性的な都市の建設」を軸とした

まちづくりが始まります。 
また、この時期以降、戦後の急激な人口増加や高度経済成長に伴う行政需要の増大

等に対応するため、教育施設、住宅施設、行政施設等の整備が急速に進みました。 
 

②  ⻄宮市総合計画（昭和 46〜60 年度） 
文教住宅都市宣言の理念を具現化した長期的なまちづくり計画として、西宮市総

合計画が策定されました。 
途中、オイルショック等の社会情勢の変化や財政のひっ迫に伴い、財政健全化計画

の策定や総合計画の改定を行いつつも、教育施設や地区市民サービスセンターの整

備など、阪神間の文教・住宅・レクリエーション機能を担う都市として発展を続け、

文教住宅都市の基礎が構築されました。 
 

③  ⻄宮市新総合計画（昭和 61〜平成 10 年度） 
期間の中ほどにはバブル経済の崩壊などの大きな社会変化があったものの、生活

環境の向上、都市基盤の整備、高齢化に対応した福祉の充実、更には、市民の教育・

文化・スポーツ活動の推進などの取組が進められました。 

平成７年１月に発生した阪神・淡路大震災により、基本構想期間を３年間延長し、

同年６月に策定した西宮市震災復興計画の下、一日も早い市民生活の再建と都市の

復興に取り組みました。 
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④  第３次⻄宮市総合計画（平成 11〜20 年度） 
震災復興の過程で生じた多額の地方債の償還などにより、厳しい財政運営を余儀

なくされました。しかし、全期間を通じて行財政改善を実施しながら、市民ニーズや

時代の要請を踏まえた分野への予算の効果的、重点的な配分に努めました。 

地方分権改革に伴う地方公共団体の権限の拡大や、地域の実情に合ったより質の

高い市民サービスの迅速な提供を目指すべく、平成 20年４月には中核市に移行しま

した。 

 

⑤  第４次⻄宮市総合計画（平成 21〜30 年度） 
「ふれあい 感動 文教住宅都市・西宮」を基本目標に定め、市民一人ひとりが感

動できるまち、「躍動的な文教住宅都市」を実現することを掲げました。 

阪神・淡路大震災からの復興のために発行した多額の地方債の償還に目途が立っ

た中で迎えた 10 年間でしたが、前総合計画期間中の急激な人口増加に加えて、女性

の就業率が向上したことなどから、教育、子育て等の行政需要が増え、その対応が、

計画期間を通じて大きな課題であり続けました。 

緩やかな人口増加が続くとの見込みの下、学校の教室不足への対応や、保育所・留

守家庭児童育成センターなどの定員増に取り組みましたが、震災後に供給された多

数の住宅に、多くの子育て世代が入居した影響により、小学校の教室不足に関しては、

新しく高木北小学校を開校するなど、計画策定時は予想できなかった事案にも★臨機

に対応しました。また、アサヒビール跡地活用の検討や都市基盤整備などに取り組ん

できました。 

人口の増加は、市の活性化をもたらす一方で、行政需要の増加を伴うため、多くの

財源や人的資源が必要となるなどの影響があります。そして、一部地域への過度な人

口集中は、地域の活力や魅力に格差を生み、本市の特徴の一つである地域の多様性の

維持が困難になる可能性があります。 

また、震災後に膨らんでいた地方債の償還が減る一方で、教育や福祉などの行政サ

ービスの充実に★重点を置いた財源配分を行ってきたことにより、公共施設等の老朽

化への対策が十分にできていない状況にあります。 

このような経験により、人口と行政需要のバランスに留意した、持続可能な都市経

営を考えることの重要性を再認識することとなりました。 
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（２）人口の推移 
 

   地方公共団体において、人口増減や人口構成の変化は、行政需要と財政状況に大きな

影響を与えます。そのため、将来に向けた「人口の動き」を踏まえた上で、まちづくり

を考える必要があります。 
我が国では平成 20年頃から人口減少が始まっていますが、本市ではそれ以後も人口

増加が続き、平成 28 年をピークに人口減少に転じています。 

以下では、これまでの人口の推移を振り返るとともに、将来人口の推計を示します。 
 

ア．これまでの人口の推移 
本市の昭和 50年以降の人口の推移を図１に示しています。 

本市の人口は、市制施行時の大正 14 年には約 34,000 人でしたが、市域の拡大と都

市化の進展により増加を続け、昭和 50 年には 400,000 人を超え、昭和 60 年頃には

420,000 人を超えるほどとなりました。しかし、平成７年の阪神・淡路大震災により

状況は一転し、一時は 390,000 人程度まで激減しました。 

しかし、震災復興に伴う住宅供給の増加により転入者が増加し、平成 12年には震

災前の人口を上回る約 438,000 人となりました。年間おおむね 4,000 人以上の人口

増が平成 19 年まで続きましたが、以後も微増を続け、現在、本市には 480,000 人を

超える人々が住んでいます。 

また、本市の直近の年齢別人口と、全国の人口構成を本市の人口規模に当てはめて

補正した年齢別人口との比較を、図２に示しています。震災後の人口増減が激しかっ

たこともあり、人口の年齢別構成が大きく変化しており、本市の昭和 32年以前生ま

れの人口が全国に比べて少ないのに対して、昭和 42 年から昭和 51 年生まれの人口

は、全国に比べて突出して多くなっています。また、平成９年から平成 20年生まれ

の人口は、全国的には年齢が低くなるに従い少なくなりますが、本市では子育て世代

の流入による影響で、年齢が低くなっても人口は余り変わりません。 

しかし、平成 21 年生まれ以降の人口については、本市も全国と同様に、年齢が低

くなるに従い少なくなっており、今後は、児童・生徒数の減少が進んでいくものと

考えられます。 
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「昭和 50 年〜平成 27 年国勢調査

（総務省統計局）」 

昭和 32 年以前生まれの⼈口が少ない 

昭和 42 年〜昭和 50 年生ま

れの⼈口が突出して多い 
平成 9 年〜平成 20 年生まれは、年齢が
低くなっても⼈口が余り変わらない 

（人） 

図１ 本市の⼈口の推移 

【H29.9.30 現在住民基本台帳人口】 【H29.10.1 現在推計人口（概算値）】 

図２ 本市及び全国の⼈口構成を本市の⼈口規模に当てはめて補正した年齢別⼈口の⽐較 
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イ．人口動態の推移 
① 自然動態の推移 

      平成元年以降の出生・死亡による人口動態の推移を図３に示しています。 

      阪神・淡路大震災が発生した平成７年は死亡数が出生数を上回りましたが、そ

れ以外の年では、出生数が死亡数を上回っています。特に、本市への転入がピー

クとなった平成 10年以降は、出生数が増えて一時は 5,000 人前後となりました

が、平成 29 年は 4,100 人程度まで減少しました。 

      一方、死亡数は増加傾向が続いており、平成 29 年は出生数とほぼ同数となっ

ています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 社会動態の推移 
平成元年以降の転入・転出による人口動態の推移を図４に示しています。 
平成３年から平成６年まで年間 2,000 人程度の転出超過となっている状況が

続き、阪神・淡路大震災が発生した平成７年には、20,000 人程度の転出超過と

なりました。しかしながら、翌年の平成８年からは転入超過に転じ、平成９年か

ら平成 19 年まで年間 2,000 人以上の転入超過となりました。平成 20 年以降も

若干の転入超過が続いていましたが、平成 29 年は転出超過となりました。 
 

 

図３ ⼈口動態の推移（⾃然動態） 
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ウ．将来人口推計 
本市の将来人口推計の結果を図５に示しています。 

平成 32 年まではおおむね横ばいで推移しますが、それ以降は減少に転じ、第５次

総合計画の目標年次である平成 40年時点では 478,624 人と推計しています。 

また、年少人口（０～14歳）及び生産年齢人口（15～64 歳）の割合が減少する一

方、高齢者人口（65 歳以上）が増加し、特に平成 42 年以降は高齢化率が急速に上昇

すると予測されています。 

大規模マンション開発等により住宅供給が多い地域では、全市に比べて年少人口

（０～14歳）及び生産年齢人口（15～64 歳）の割合が高く、人口減少や高齢化の進

行は緩やかになると予測されていますが、それ以外の地域では、おおむね全市と同様

か、あるいは、人口減少や高齢化が早く進むなど、市内でも地域間で差が生じると予

測されています。 

図４ ⼈口動態の推移（社会動態） 
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図５ 本市の将来⼈口推計 

表１ 本市の将来⼈口推計（第 5 次総合計画期間） 

平成 40 年(2028 年)時点 

478,624（⼈） 

（人）

年齢３区分
平成31年
（2019年）

平成32年
（2020年）

平成33年
（2021年）

平成34年
（2022年）

平成35年
（2023年）

平成36年
（2024年）

平成37年
（2025年）

平成38年
（2026年）

平成39年
（2027年）

平成40年
（2028年）

０～14歳人口 67,135 65,672 65,236 63,955 62,634 61,450 59,937 59,477 58,351 57,316

15～64歳人口 303,455 302,510 300,561 300,644 300,409 299,775 298,027 295,585 294,054 292,308

65歳以上人口 118,033 120,304 122,274 122,421 122,801 123,488 125,748 127,714 128,306 129,000
(うち、75歳以上) (58,800) (60,105) (61,067) (64,572) (67,800) (70,892) (73,598) (75,712) (76,541) (76,765)

総数 488,623 488,486 488,071 487,020 485,844 484,713 483,712 482,776 480,711 478,624
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（３）公共施設の大量更新   
 
我が国では、高度経済成長期に多くの公共施設が集中的に建設されました。今後これ

らの公共施設が次々に大規模修繕や建替えを必要とする時期を迎え、多大な費用負担

が見込まれることが、全国の地方公共団体で課題となっています。 
本市においてもこのことを踏まえた上で、計画的に老朽化対策や更新を行う必要が

あります。 
 

ア．建築系公共施設の概要 
本市の建築系公共施設（市営住宅、学校、公民館等）は平成 29年３月 31 日時点

で、施設数 683 施設、延床面積約 163 万㎡となっており、39.2％を住宅施設、

33.7％を学校施設が占めています。 

住宅施設が多くなっていますが、これは、阪神・淡路大震災により多くの震災復

興住宅を整備したことが主な要因となっています。 

また、高度経済成長期の都市化の進展に合わせて集中的に整備し、建築後 30 年以

上が経過した施設が全体の約 56％を占めており、今後これらの施設の老朽化対策や

更新（建替え）に必要な費用が課題となります。 

さらに、本市では阪神・淡路大震災後に整備された施設が多く、これらの施設が建

築後 20 年を経過し一斉に計画修繕の時期を迎えるため、改修等に必要な費用が集中

することも課題となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 図６ 施設区分別の延床面積構成⽐ 
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イ．更新・改修費⽤の増大 

平成 29 年３月に策定した「西宮市公共施設等総合管理計画」では、建築系公共施

設とインフラ系公共施設（道路や橋りょう、上下水道施設等）について、現有施設の

建築年や耐用年数、延床面積など一定の条件の下、今後 50年間で必要となる更新・

改修費用の見通しを約１兆 2,676 億円、単純平均では年間約 254 億円と試算※してい

ます。 

これは、過去 10 年間（平成 18～27 年度）における投資的経費等の年間平均額約

194 億円の 1.3 倍に当たり、現状のまま公共施設を保有し続けると、財源不足により

更新・改修費用等を賄うことができず、安全面だけでなく公共サービスの質の低下に

もつながることが考えられます。 

このため、特に建築系公共施設の総量縮減や維持管理・更新コストの削減のほか、

未利用地等公的不動産の有効活用（売却・貸付等）による財源の確保など、財政負担

の軽減・平準化に向けた取組が不可欠となっています。 

 

 

 
 
 
 

図７ 建築年度別・施設区分別の延床面積 

※現有施設の増減はなく更新時には同様の施設整備をするなど、一定の条件の下に総務省更新費用試算ソフトを

活用してシミュレーションを行った結果であり、実際に発生する事業費とは異なります。 
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「⻄宮市公共施設等総合管理計画（H29.3）」 

図８ 更新・改修費⽤の推計 
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（４）経済・財政状況 
 

   我が国の経済状況は、人々の暮らしやまちの活力に直結します。 
また、時代の移り変わりとともに生じる様々な課題に対応できるよう、健全かつ柔軟

な財政運営が求められています。 
 

ア．経済状況 
内閣府の「月例経済報告」（平成 30年９月）によると、政府の各種政策による効果

もあり、雇用や所得環境の改善が続く中で、景気は緩やかな回復基調で推移していま

す。ただし、通商問題の動向が世界経済に与える影響や、海外経済の不確実性、金融

資本市場の変動の影響、相次いでいる自然災害の経済に与える影響に十分留意する

必要があるとされており、先行き不透明感は根強く残っています。また、「日本経済

の現状」（平成 30 年４月 内閣府）によると、平成 24 年 12 月からの景気回復期間

は、平成 30 年４月で 65 箇月となり、戦後２位のいざなぎ景気を超える長さとなっ

た可能性が高いとされました。 

なお、平成 31 年 10 月には、２度の延期を経て、消費税率が８％から 10％に引き

上げられることが予定されていますが、増税に伴う個人消費の低迷など景気に与え

る影響が懸念されるところです。 

このような中、平成 30年６月に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針

2018」では、国・地方が基調を合わせて歳出改革等の加速・拡大に取り組むことなど

が挙げられており、地方自治体においては先進的な業務改革の取組等を実施するこ

とが求められています。 
 

 

（10 億円） 
（％） 

図９ 名⽬ＧＤＰと成⻑率 
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イ．財政状況 
      本市の財政状況は、阪神・淡路大震災により急激に悪化し、震災復旧・復興事業の

実施で平成 10 年度末の地方債残高は震災前の平成５年度末と比べて３倍以上に膨れ

上がりました。また、平成５年度末に 174 億円あった財政基金等の残高も平成 17年

度末には 60 億円まで減少しました。 

  近年は市債の償還が進んだこともあり、市債残高や基金残高ともに震災前の水準

に戻り、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は改善傾向で推移していましたが、

類似団体と比較すると高い水準のままです。介護や子育て支援などの社会保障関係

経費の増大や公共施設の老朽化対策など様々な課題に対応するためにも硬直化して

いる財政体質の改善への取組が必要となっています。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※類似都市は、H12 以前は V-5 類型、H13 以降はⅥ-5 類型、H17 以降はⅣ-3 類型、H20 以降は中核市。 
※類型は人口及び産業構造により分類される。 

 
図 10 経常収⽀⽐率（震災前〜H29） 

（％） 
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図 11 地⽅債残高（震災前〜H29） 

（億円） 

（億円） 

図 12 基⾦残高（震災前〜H29） 
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（５）市⺠の意識 
 

   本計画の策定に当たっては、市民の意見を計画に反映するため、平成 29 年度に 5,000

名の市民を対象に、「第５次総合計画に関する市民アンケート調査」（回収数 1,769 名、

回収率 35.4％）を行いました。以下は、その結果の一部を抜粋したものです。 

 
①  回答者の年齢と年齢別回答率 

調査対象者は無作為に抽出しているため、本市の実際の人口構成に近い年齢構成

となっていますが、年齢別で回答率に差があり、回答者の年齢比率は、本市の実際の

人口構成に比べ、高齢者が多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 14 回答者の年齢⽐率 

図 15 年齢別回答率 

図 13 調査対象者の年齢⽐率 

（％） 
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② 回答者の市内居住年数 
市内居住年数が 21年以上といった長期に居住している人の割合が半数を超える一

方で、市内居住年数が 10年以下の人の割合が 1/4 程度を占めています。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
  

【参考】 

平成 27 年国勢調査の結果では、居住年数が 20 年以上と回答した人の割合は約２割、10 年未満の市内

居住者は４割弱となっており、アンケート調査では、長期に居住している人からの回答が多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アンケートでは市内居住年数を、国政調査では現住所における居住年数を設問としています。 

図 16 居住年数⽐率（アンケート調査） 

図 17 居住年数⽐率（平成 27 年国勢調査） 
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③ 定住意識 
「今の場所に住み続けたい」という人の割合は 64.4％となっています。 

また、地域別で比較すると、瓦木、本庁北西では「今の場所に住み続けたい」と回

答した方の割合が特に高く、いずれも 70％を超える結果となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

④ 都市の印象 
西宮の良さについて、15 個の選択肢から当てはまるものを選んでいただいたとこ

ろ、全市の集計結果では、「交通の便利さ」、「良好な住宅地」、「六甲連山、北摂連山、

甲山の緑」、「夙川、武庫川の河川沿いの景観」が上位となりましたが、地域別の集計

結果をみると、北部地域では「交通の便利さ」、★「整った医療環境」の選択割合が低

いなど、それぞれの地域特性がうかがえます。 

図 19 定住希望⽐率（地域別集計） 

図 18 定住希望⽐率（市全体） 
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表２ ⻄宮の良さについて（地域別集計） 

図 20 ⻄宮の良さについて（全市集計） 
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⑤ 都市の将来像  
西宮の将来像について、11 個の選択肢から良いと思うものを選んでいただいたと

ころ、ほとんどの地域において「災害に強く、安全で安心できるまち」、「自然豊かで、

緑が多いまち」、「住環境や景観が良好なまち」、「高齢者や障害者などすべての人にや

さしいまち」が高い支持を得ており、全市の集計結果では、それぞれ 60％を超えて

います。次いで「健康的に暮らせるまち」、「徒歩や公共交通でお出かけしやすいまち」、

「子育て環境や教育が充実したまち」がそれぞれ 50％を超えています。 

 
 

 
 

 

図 21 ⻄宮の将来像について（全市集計） 

表３ ⻄宮の将来像について（地域別集計） 
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 ★【参考】   市内事業者の意識 
市民アンケートのほか、110 社の西宮市商工会議所役員・議員企業を対象に、「第５次西宮市総合計画

策定に関するアンケート」（回収数 82 社、回収率 74.54％）を行いました。 

 
① 都市の印象 

西宮の良さについて、「良好な住宅地（73.2%）」と「交通の便利さ（73.2%）」の２つが同割合で最も多

く、次いで、「酒造りや西宮えびすなどの伝統（70.7%）」が多くなっています。上位５項目については市

民アンケートと同じものの、「酒造りや西宮えびすなどの伝統」の回答割合は高くなっています。 

 
 

② 都市の将来像  

西宮の将来像について、「住環境や景観が良好なまち（69.5%）」が最も多く、次いで「子育て環境や教

育が充実したまち（59.8%）」が多くなっています。市民アンケートとは、全体的に回答割合に違いがあ

りますが、中でも、市民アンケートでは下位だった「商工業が盛んなまち」の回答割合が高くなっていま

す。 

 

73.2
73.2

70.7
68.3

58.5
54.9

43.9
36.6

32.9
28.0

17.1
11.0

9.8
4.9
4.9
4.9

0% 20% 40% 60% 80%

良好な住宅地

交通の便利さ

酒造りや西宮えびすなどの伝統

夙川、武庫川の河川沿いの景観

六甲連山、北摂連山、甲山の緑

ヨットハーバー、砂浜などのある海岸線

多くの大学と短大がある環境

まち並みの良さ

良好な子育て・教育環境

市民の芸術・文化活動

文化財、歴史的建造物

市民意識の高さ、地域活動の活発さ

整った医療環境

隣近所の付き合いのよさ

保健・福祉施設やサービス

その他

69.5
59.8

58.5
56.1

51.2
48.8

47.6
43.9

41.5
25.6

15.9
7.3

0% 20% 40% 60% 80%

住環境や景観が良好なまち

子育て環境や教育が充実したまち

自然豊かで、緑が多いまち

災害に強く、安全で安心できるまち

健康的に暮らせるまち

高齢者や障害者などすべての人にやさしいまち

文化・スポーツ活動の盛んなまち

商工業が盛んなまち

徒歩や公共交通でお出かけしやすいまち

大学とともに発展するまち

都市間、地域間の交流が盛んなまち

その他
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（６）都市空間形成の現状  

 
本市は、六甲山系・北摂山系・大阪湾に囲まれるとともに、関西経済の中心である大

阪・神戸の中間に位置しています。 
その立地特性により、豊かな自然環境を有しながらも道路・鉄道等の交通が至便であ

り、良好な環境と利便性を兼ね備えた住宅地が広がっています。また、多数の大学等も

立地することから、文教住宅都市と称するにふさわしい都市となっています。 
また、第２次計画に当たる新総合計画の策定以降、阪神西宮駅・ＪＲ西宮駅周辺と阪

急西宮北口駅周辺を都市核に位置付けており、阪急西宮北口駅周辺では都市核にふさ

わしい都市機能が整ってきています。 
交通ネットワークについては、江戸時代に京都・大阪と山陽地方を結ぶ主要街道が、

六甲山系や北摂山系を避けて整備されたことから、複数の主要街道が西宮を通り、西宮

で合流・分岐していました。このことにより、今でも多くの国道、主要地方道及び高速

道路が西宮を通っています。 
同様に鉄道も山系を避けて整備されており、明治から大正にかけて現在のＪＲ東海

道本線・福知山線、阪神本線、阪急神戸本線が順次開通し、それ以降、南北方向の路線

も順次開通しました。 
これらの交通ネットワークの整備により、本市は交通の要衝となり、大阪、神戸等の

周辺都市との連絡が充実するとともに、市内地域間を結ぶ主要なネットワークの形成

にも寄与しています。 
 

 

  



基本構想（修正案） 
 

31 
 

（７）まちづくりの主要課題   
 
六つの時代認識、これまでのまちづくり、人口推計、市民アンケート等により把握し

た都市の印象や都市の将来像を踏まえ、まちづくりの主要課題として次の６項目を定

めます。 

これらの課題に優先度を設定することは困難ですが、本市の魅力を維持する上で重

要な要素であり、市民が誇りを感じ、守り高めていきたいと考えている分野として、「住

宅都市としての価値を未来に引き継ぐ」を最初に位置付けています。 

 

  

① 住宅都市としての価値を未来に引き継ぐ 

・ 良好な住環境や風光明びで生物多様性の豊かな自然環境を有し、個性的で

美しい景観を備えた都市・西宮を、大切に守り、更にこの価値を高めなが

ら、未来の世代へと引き継いでいく必要があります。 

・ 近年、市街地中心部で人口が増加し、市街地周辺部や郊外で人口が減少す

る傾向が続いており、各地域において、人口と公共施設等のバランスや空

き家の増減傾向なども考慮しながら、安心して住み続けられる環境を維持

していく必要があります。 

② 子供の育ちを応援し、子育てしやすい環境をつくる 

・ 全ての子供が心身ともに健やかに、たくましく育つような、また、家庭だ

けでなく、地域全体で子供の育ちを応援できるような世の中であることが

求められています。 

・ 保育所待機児童の解消に取り組むとともに、多様化・高度化する発達支援

ニーズへの対応など喫緊の課題に向けて、福祉・教育・保健・医療等の連携

を強めていく必要があります。 
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③ 自助と共助（互助）の考えで地域のきずなを強め、地域共生の社会に向かう 

・ 少子高齢化の進行により税収の伸びが見込めない一方で、福祉や子育て支援

などの行政需要の増大が予測される状況では、行政による公助のみで全ての

需要に対応することは非常に困難となります。 

・ 増大する地域の課題を市民一人ひとりが「我が事」として捉え、「支え手側」

と「受け手側」に分かれるのではなく、お互いに支え合いながら暮らすこと

のできる「共助（互助）」の考えに根ざした、顔の見える地域共生社会づく

りを進めていくことが求められます。 

④ まちの魅⼒ある資源を生かし、市⺠⽂化を発信する 

・ より多くの人々が西宮を愛し、訪れたくなるよう、恵まれた自然環境、歴史

と文化財、「大学のまち」や「スイーツのまち」等の都市ブランド、市内企

業、地場産品など、様々なまちの魅力ある資源が発掘され、生かされること

が望まれます。 

・ 文化・芸術やスポーツ、生涯学習などに親しむ市民の姿は、文教住宅都市の

心豊かな暮らしを象徴するものであり、これを更に醸成するとともに、市内

外へ広く発信することが求められます。 
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⑤ 安全・安心で快適に過ごせるまちの基盤や仕組みをつくる 

・ 清潔で快適な生活環境の確保と持続可能なまちづくりのためには、市民、事

業者、行政等が一体となって、ごみの減量・再資源化や空き地・空き家の対

策などを進める必要があります。 

・ 市民生活の安全性や快適性を維持・向上させるには、水道水の安定供給や下

水の適正処理、交通の円滑化や地域活性化に資する道路整備などが必要とな

ります。また、近年多発する集中豪雨による浸水被害への対策等も求められ

ています。 

・ 防災・消防・救急の体制強化が求められているほか、「自助」と「共助（互

助）」による地域防災力の強化や、地域防犯、交通安全、消費者被害の未然

防止など、安全・安心なまちづくりを進めていく必要があります。 

⑥ 地域⼒の向上を図りつつ、⻑期的な展望に⽴った持続可能な⾏政運営を⾏う 

・ 地域力の向上に向けて、地域活動の担い手を安定的に確保するための幅広

い人材の育成・発掘、地域行政のあり方、コミュニティ拠点施設の有効活用

などを検討する必要があります。 

・ 長期計画の策定、行政評価の活用、財政基盤の強化、公共施設マネジメント

や広域連携の推進などにより、長期展望に立った計画的で効率的な行政運営

を行うとともに、効果的な情報発信・広報・広聴により西宮への関心や愛着

を高める必要があります。 

・ 市税の適正な賦課・徴収により市の財源確保に努めるとともに、取り巻く行

政課題に柔軟に対応すべく、組織体制や事務の見直し・適正化、人事管理・

人材育成等を的確に行う必要があります。また、行政の様々な分野でＡＩや

ＩｏＴを積極的に活用することで、持続可能な行政運営を実現する必要があ

ります。 
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将来像の実現に向けて  
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１．施策推進の方向性 
 
★６項目のまちづくりの主要課題を踏まえ、将来像の実現に向け、基本計画に掲げる各

施策を分野横断的に連携して推進します。 

 
第４次総合計画では、総合計画の体系を基本とし、予算とも連携した行政評価の導入や、

まちづくり指標などの数値目標による進行管理にも取り組んだほか、人事評価や目標管

理の導入などを進め、新しい行政マネジメントの仕組みづくりに取り組みました。 
しかし、数値目標による施策・事業の進行管理は、達成状況が分かりやすいという利点

がある反面、その目的や効果について適切に表すことができる数値目標の設定が困難で

あるものも多く、成果等を評価する上での課題がありました。 
一方で、総合計画の体系に沿って予算と行政評価を連携させ、一体的かつ体系的に行政

運営を進める、行政マネジメントの基本的な考え方は、目的や効果を意識した予算の執行

や事務事業の実施において重要です。 
第５次総合計画では、より実効性の高い行政マネジメントが可能となるよう、運用面等

の更なる改善に取り組みます。 
 
なお、今後続く少子高齢化・人口減少社会においては、行政需要が増大し、多様化して

いくことが予想されます。限られた財源や人的資源の中で、行政がそれらに対応していく

には、客観的データに基づいた行政経営や長期的見通しを踏まえた財政運営の下、費用対

効果や★費用負担のあり方、行政コストを意識しつつ、ＩＣＴの進歩を踏まえた新たな取

組を推進し、持続可能な執行体制を構築することが求められます。また、★市内各地域の

多様性を生かした地域力の向上に資する取組を推進することも重要です。 
 
このことから、第５次総合計画では、スケールメリットの創出につながる他都市との広

域連携等の推進を始め、★本市内外の機関や関係者との連携を強化し、ＡＩやＩｏＴなど

の先端技術を活用した社会システムの抜本改革の流れに沿った取組を進め、業務の効率

化や市民生活の利便性の向上に資する仕組みづくりを推進します。 
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２．都市空間形成の方向性 
 
 本市は既に人口減少の局面に入っています。市街地中心部では人口が増加傾向にあるも

のの、周辺部・郊外部では人口減少が進んでいます。 
また、高齢化の進行等により、交通手段として公共交通に頼らざるを得ない人が増えてい

くものと見込まれています。 
このため、今後は、人口減少や高齢化の進行に対応したコンパクトで誰もが暮らしやすい

都市空間を形成する必要があります。また、人口密度が市街地中心部で過度に高くなったり、

周辺部・郊外部で過度に低くなったりすることがないよう、地域間の人口バランスに留意す

るとともに、公共施設等の配置と人口分布の関係も考慮する必要があります。 
今後、本市では、以下に示す基本的な方向性を「西宮市の都市計画に関する基本的な方針

（西宮市都市計画マスタープラン）」により具体化し、市域全体として均衡のとれた魅力あ

る都市空間の形成に努めます。 
 

（１）都市核・地域核等の方向性 
   阪神西宮駅・ＪＲ西宮駅周辺を業務（オフィス）、商業、行政、文化等の都市機能が

集まる拠点として、また、阪急西宮北口駅周辺を商業、業務（オフィス）、教育、文化

等の都市機能が集まる拠点として、引き続き本市の都市核に位置付けます。 
このうち阪神西宮駅・ＪＲ西宮駅周辺では、交通ターミナル（発着＋乗換え・乗り継

ぎ）機能の向上や商業、行政等の都市機能の充実などを図り、阪急西宮北口駅周辺では、

周辺地域からの交通アクセス環境の改善を図ります。 
その他の主要駅周辺等の商業地などは地域核とし、買物など地域住民の日常的な活

動に対応した生活サービス機能の充実に努めます。 
また、大学等が複数立地し、多数の学生が集まる地域を文教拠点とし、大学等を生か

したまちづくりや地域に開かれた大学づくりなどを目指します。 
これらの核や拠点が住宅地と密接に連携することで、人口減少や高齢化の進行にも

対応しながら、西宮らしい生活が営まれ続ける、活力と魅力ある都市空間の形成につな

げます。 
 
（２）都市軸等の方向性  

本市域内の主要幹線道路である国道２号・43号・171 号・176 号、主要地方道大沢西

宮線等については、都市間・地域間の連携を担うだけでなく、沿道の土地利用が本市の

都市機能を左右することから、沿道を含む帯状の地域を広域の都市軸と位置付け、都市

機能の向上・充実を図ります。 
このほか、住宅地等から都市核や主要な地域核・市外拠点などへの主な移動経路を
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「生活交通軸」と位置付け、市民の日常的な活動を支える交通機能の充実を図ります。 
六甲山系の緑や大阪湾の海辺、そしてこれらにつながる河川も含めた水と緑のネッ

トワークに沿った帯状の地域を「水と緑の軸」と位置付け、自然環境の保全、自然環境

と調和した美しい景観の形成、山・川・海への眺望の保全などに努めることで良好な都

市環境の形成につなげます。 
 
（３）⼟地利⽤の方向性 

① 住宅地 
都市核周辺や今津駅以東の阪神本線沿線の地域では、住宅以外の用途との複合的

な建築物や都会的なスタイルの住まい方に対応した都市型住宅を中心とした住宅地

の形成を図ります。 
その他の南部地域の平野部では、中低層住宅を中心とした住宅地の形成を図りま

す。 
南部地域の山麓部や丘陵部では、低層住宅を中心とした住宅地の形成を図ります。 
北部地域では、低層住宅を中心とした住宅地の形成を図るとともに、農・住共存地

の適切な保全に努めます。 
 

② 商業地 
都市核は商業・業務地とし、複合的な都市機能の集積を図ります。 
阪急・阪神今津駅周辺やＪＲ甲子園口駅周辺など地域核等の地区は、日常的な買物

等に対応した近隣型の商業地とすることを基本としますが、阪神甲子園駅周辺につ

いては、広域型の性格も併せ持つ商業地とします。 
市街地中心部の国道沿いは、幹線沿道地として本市の都市機能の一部を担う商業・

沿道サービス等の機能集積を図るとともに、国道 43 号沿いは背後の住宅地等に配慮

した土地利用に努めます。 
他の幹線道路沿いの商業施設は、大型駐車場を有する商業施設の増加や、地域核等

の商業施設との競合が過度に進まないよう、周辺地域の需要に応じた適切な施設規

模に誘導します。 
 

③ 工業・流通業務地 
津門・今津など、以前に工場等が集積していた地域では、土地利用転換により住宅

や商業施設との混在が進んでいることから、既存産業の操業環境や新しい建物との

調和などに配慮した土地利用に努めます。 
鳴尾浜・西宮浜の産業団地や阪神流通センターなどは、大阪湾岸道路西伸部・名神

湾岸連絡線等の整備や新名神高速道路の開通により、流通の要所としての性格が強

まることが想定されるため、周辺地域との調和や道路交通の円滑化にも配慮しなが
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ら、流通業務地として地域経済の活性化や流通の効率化に資する土地利用を図りま

す。 
 

④ 市街化調整区域 
市街化調整区域のうち、国立公園などの貴重な緑が残っている地域は保全緑地と

位置付け、市街化を防止し、自然や緑の保全に努めるとともに、それ以外の地域は共

生緑地と位置付け、農地等の保全や市街化の抑制などにより、緑の保全と創造に努め

ます。 
また、市街化区域は、基本的に拡大しないという前提で、よりコンパクトになるよ

う努めるとともに、市街化が望ましくない区域や市街化の見込みがない区域につい

ては、適宜、市街化調整区域への編入を検討します。 
 
（４）将来都市構造図 

（１）～（３）の基本的な方向性を、空間的かつ概念的に示したものが、次ページの

図 22「将来都市構造図」です。 
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図 22 将来都市構造図 
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平成  年  月  日 

（  年） 

 

西宮市長 石井 登志郎 様 

 

西宮市総合計画審議会 

会長 新川 達郎 

 

 

 

第５次西宮市総合計画 基本構想・基本計画（原案）について（答申） 

 

 

平成３０年３月２８日付け西政推発第１１号及び平成３０年７月１８日付西政推発第３

号で諮問のありました標記のことについて、本審議会において慎重に審議、検討を重ねまし

た結果を別紙のとおり答申します。 

なお、別添「その他意見」は、計画の推進において特に留意すべき点として、本審議会の

総意としてまとめたものであり、施策の実施にあたっては尊重されたい。 

また、答申、意見にかかわらず、本計画がより市民に分かりやすいものとなるよう、表記、

記述について改めて検討されたい。 

以 上 
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基本構想（原案）及び基本計画（原案）の諮問に対する答申 

 

基本構想  

 

序論 

３.西宮市の現状と課題 

 

（１）これまでの総合計画とまちづくりの進展 

 

・第４次総合計画の評価や分析について、アサヒビール跡地活用の検討や都市基盤整備、重

点的な財源配分など、当時の状況を十分に踏まえた記述とされたい。 

 

（５）市民の意識 

 

・「第５次総合計画に関する市民アンケート調査」の結果について、22、23 ページのアンケ

ート結果では西宮の良さについて、北部地域では「交通の利便さ」の選択割合が低いことが

紹介されているが、「整った医療環境」の選択割合も同様に低いのでその旨記述されたい。 

 

・就労市民の 40%が市内で就労し、また市内就労者の 60%が市民であることを踏まえ、市内

事業者を対象としたアンケート結果についても記載されたい。 

 

 

将来像 

１.まちや人の姿 

 

・基本構想の構成について、目指すべき将来像を先に提示して、そこから段階的に掘り下げ

ていくほうが、市民にとってより分かりやすいと思われるので検討されたい。 

 

・原案にはキャッチフレーズが存在しないが、６つの「まちづくりの主要課題」及び「将来

像」を示す前に、キャッチフレーズにより、変化していく社会の中で、西宮市が目指してい

る方向性を示すことができると考えられるので、検討されたい。 
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・「文教住宅都市」というフレーズは他市では見当たらず、またこのフレーズは、西宮市民

に定着していると思われる。文教住宅都市という変わる必要がない部分はそのまま維持し

て、これから先の社会をどうしていくのかという観点が出てくるようなキャッチフレーズ

を検討されたい。 

 

３.将来像の実現に向けて 

 

・地域別の課題に対応した計画を策定し、総合計画と連携していくなど、基本構想の中で

「参考資料 地域別アウトライン」の位置づけを検討されたい。 

 

・行政改革の推進により、既に相当な行政コストが削減されている状況で公共サービスを継

続してくためには、費用負担の見直しが必要になることについて言及されたい。 

 

・効率的な行政の推進のため、民間企業や国、県など、本市以外の組織とのコーディネーシ

ョン型の仕組みづくりについて検討されたい。 

 

・計画の策定にあたっては、施策分野別に縦割りになってしまいがちであるが、相互に関連

する施策をつなぐ横の連携の存在を念頭においた記述を検討されたい。 
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基本計画  

 

基本計画のあり方及び審議対象について 

 

・現行の基本計画はアクションプランの「目次」でしかなく、内容も不明である。計画であ

る以上、まちづくりの具体的な施策について体系的な枠組みを示すことが重要であり、この

ような形式では示しているとはい言い難く、現在参考資料となっているアクションプラン

と一体化させたものを基本計画とすべきである。このため、本答申は、アクションプランと

一体化させたものを基本計画として捉え、審議した結果である。 

 

 

第Ⅰ部 住環境・自然環境 

 

１．住環境 

 

・「教育環境保全のための住宅開発抑制に関する指導要綱」が、住宅開発に伴う児童数の急

増による教室不足等の教育環境上の課題に対応するために策定されているが、良好な住環

境の形成という観点からも積極的な評価が必要であり、そのことに関する記述を盛り込ま

れたい。 

 

２．緑・自然 

 

・市内には都市緑地も多く、緑がネットワーク化することで、生態的回廊（エコロジカル・

コリドー）が築かれ、生態的にも重要である。そのことの記載について検討されたい。 

・取組内容①「公園・緑地の整備」に記載の「生産緑地の活用を含む公園の整備や緑地の保

全を検討する」、「長期未整備の都市計画公園について、廃止も含めた見直しを行う」につい

て、それぞれどの地域についてのことかということがわかるように記述されたい。 

・取組内容②「緑化の推進」に記載の「オリジナル植物」について、具体名をあげて分かり

やすく記述されたい。 

 

３．景観 

 

・このたびの台風による暴風の被害として、看板が飛ばされ、電線が切れる等の被害があっ
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た。その備えという観点からも、屋外広告物の管理に取り組まれたい。 

 

４．市街地 

 

・北部地域、臨海部において人口減少の傾向が顕著となっていることを踏まえ、市全体とし

て良好な市街地づくりを進めていただきたい。 

 

５．公共交通 

 

・事業計画及び「4.市街地」には武庫川新駅の具体名が挙がっているが、本施策分野におい

ても同様に記載されたい。 

 

 

第Ⅱ部 子供・教育 

 

６．子供・子育て支援 

 

・取組内容②「乳幼児期の教育・保育環境の充実」の保育士に関する記述について、「数を

確保する」や「長く仕事を続ける」等、供給面に偏った記述となっている。一人の生活者と

して保育士のワークライフバランス等にも配慮した記述をされたい。 

・取組内容④「子供の貧困対策や児童虐待防止対策の充実」に記載のソーシャルワーク機能

について、虐待とともに生活困難にある子供の育成に対してもっと必要と考える。もう少し

詳しく記述されたい。 

 

７．学校教育 

 

・文教住宅都市を都市目標とするまちとして、児童、生徒の格差にも配慮した学力向上とイ

ンクルーシブ教育の推進に資する取組について記述されたい。 

・取組内容⑦「教職員の力量向上」に、時代のニーズに即して教職員の負担軽減の記述を検

討されたい。 

 

８．青少年育成 

 

・取組内容③「留守家庭・放課後等の児童育成」に、「小学校の余裕教室の利活用や他の手

法についても研究する」とあるが、より積極的な記述をされたい。 
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・留守家庭児童育成センターについて、指導員不足に関する課題やその確保に係る取組、ま

た質の担保に関する取組について記述されたい。 

 

 

第Ⅲ部 福祉・健康・共生 

 

９．地域福祉 

 

・国は、社会福祉法の改正を機に地域福祉を基盤、上位計画として明確に位置付けている。

本計画においても、高齢、障害の各福祉分野との関連付けについて検討されたい。 

・発達障害未満の子供や不登校の子供、大人の引きこもりや精神疾患、介護で孤立した人な

ど、様々な背景を持った人々を包摂する器づくり、社会参加できるような仕組みづくりを進

めていくことについて記述されたい。 

・地域福祉の総合調整や多様な支援団体間の調整に関する行政の役割と責任について記述

されたい。 

・地域福祉の担い手には、地縁で結ばれた住民やＮＰＯ、西宮在勤の他市市民、福祉的な事

業者や企業、保健・医療・福祉各分野の専門職の人々などがいる。それら西宮を支える人々

に対する支援に関する記述を検討されたい。 

 

10．高齢者福祉 

 

・目的の「住み慣れた地域で」暮らすことについては、現実にはそうでないケースも多いこ

とから、表現を検討されたい。 

・老老介護の問題や、就労・就学を断念して介護への専念を余儀なくされ、ひいては貧困に

陥るケース、また、ダブルケアなどの複合的ケアの問題もあるので、介護者への支援を取組

内容として記述されたい。 

・介護人材が決定的に不足しており、そのため在宅の部門の整備が進まないということにな

っている。そのことについてしっかり記述されたい。 

・高齢者福祉について、問題を共有する場や解決できる仕組みを作り、全体に対して責任を

持つのは行政であり、運用するのが住民、民生委員、社協等である。そのことがわかるよう

に記述されたい。 

 

11．障害者福祉 

 

・施策分野名の「障害者福祉」について、「障害者」という表現は、対象が法律に規定され
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た障害者に限定されているとの誤解を生じさせるため、より広義の表現である「障害のある

人」に修正されたい。 

・障害の概念が生活障害まで広がっており、引きこもり等、制度外の人への支援について記

述されたい。 

・障害者の就労支援策について、障害者の福祉的就労という観点から記載があるが、一般就

労に向けた取組についても記述されたい。 

 

12．生活支援 

 

・生活困窮者への支援にあたっては、経済的自立支援だけでなく、地域社会への参加を促し、

社会的孤立を防ぐことが必要であり、区別して記述されたい。 

・生活困窮者は、社会的に孤立していることが多いため、孤立しない地域づくりが求められ

る。地域福祉の制度の狭間への対応では、生活困窮者への支援が根幹となるが、生活困窮者

自立支援法は、国として各福祉制度の縦割りを排することを意図しており、生活困窮者自立

支援制度そのものから総合相談支援体制等に発展させなければならないと考える。そのこ

とについて記述されたい。 

・ＤＶについて、最近は夫婦間のＤＶだけでなく、デートＤＶに関する問題も増えているの

で、追記されたい。 

 

13．医療保険・年金・医療費助成 

 

・取組内容②「後期高齢者医療制度の丁寧な広報」に記載の「高齢者の特性を踏まえた保健

事業を実施する」について、高齢者の特性の具体例を示して説明されたい。 

 

14．医療サービス 

 

・北部地域の住民が、近隣の宝塚市や三田市の医療機関にかかるケースが多いことを踏ま

え、医療体制の構築における市域を超えた連携について記述されたい。 

・市立中央病院と県立西宮病院との統合については、市民病院がなくなるという市民の不安

を払しょくするためにも、統合による効果をより積極的に記述されたい。 

 

15．健康増進・公衆衛生 

 

・母子保健事業の実施については、妊婦の状態を把握している医療機関との連携など、乳幼

児期の虐待防止に関する記述も検討されたい。 

・取組内容④「難病・精神保健の支援の充実」について、難病保健と精神保健とが一括りに
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記述されているが、福祉分野では、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの充実が目

指されており、今後精神保健の分野が非常に大きなウェートを占めると見込まれることか

ら、難病保健と精神保健とは切り離して記述されたい。 

・取組内容⑤「保健所の機能強化」は、保健所施設の更新などハード面が中心の記述である

ので、タイトルを「保健所施設の更新・機能強化」に修正されたい。 

 

16．共生 

 

・施策分野名の「共生」について、西宮市では「共生」を基本理念として障害福祉に取り組

んできた経緯があり、現在も福祉分野をはじめ、幅広く使用されていることから、取組内容

との齟齬が生じている。施策分野名を「人権」などとしたうえで、西宮市における「共生」

という言葉を総合計画の中でどのように位置付けるか検討されたい。 

・障害者差別解消法は国際的な障害者の人権協約であり、人権を広い意味で捉え、計画に記

述されたい。 

・取組内容②「男女共同参画の促進」について、固定的性別役割に関する記述があるが、よ

り性的マイノリティーに配慮した、性別にとらわれない記述を検討されたい。 

 

 

第Ⅳ部 都市の魅力・産業 

 

17．生涯学習 

 

・社会における人々の生き方、働き方が変わろうとする中、子供からお年寄りまで、それぞ

れが新しい学びや、新しい能力を身に付けていくことが求められている。社会教育において、

公民館の果たす役割は大変大きく、今後、学校、地域、家庭の連携に公民館がコーディネー

ターとしての役割を担うことが期待されており、そのことを踏まえた記述をされたい。 

・図書館には、より積極的に市民との接点を増やすことが求められている。例えば、大学と

連携して「知のインフラ」を形づくることを検討されたい。 

・西宮市には公民館を含め、市民館や共同利用施設など、地域のコミュニティを育む施設が

たくさんある。そのため、将来的にはそれらの集約化についても検討されたい。 

 

18．文化芸術 

 

・条件に恵まれた人だけでなく、誰もが参加できる、創造できる、享受できるというような

文化芸術を、西宮で育むことを検討されたい。 
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・取組内容②「文化芸術の浸透」について、市ゆかりの芸術家やその作品についての情報発

信を充実することを検討されたい。 

・ヨーロッパやアメリカの都市ではアーツカウンシルが一般的となっているが、西宮市にお

いても、施設の経営やアートイベントの実施にとどまらず、市民と一緒にそれらを行い、芸

術活動全体を支えていく仕組みを考えることを検討されたい。 

・取組内容④「文化財の保存と活用」について、文化財の保存と活用に関する総合的な計画

の具体的な見直し時期を追記されたい。 

 

19．スポーツ 

 

・年齢、性別、障害をこえてスポーツが市民に広がることは、健康づくりや教育の観点から

も重要であり、そのことについて記述されたい。 

・民間が経営するスポーツ施設が増えており、都市部の住民のスポーツ活動において重要な

役割を担っている。西宮市のスポーツ振興について、マーケットベースの取組主体も含めた

考え方の整理を検討されたい。 

 

20．都市ブランド 

 

・「現状と課題」に記載の内容と「取組内容」に記載の内容が重複している部分があり、内

容を整理されたい。 

・施策分野名の「都市ブランド」という言葉は、大学連携などの他施策を含め、西宮の特徴

を包摂する概念に捉えられてしまう可能性がある。「34.行財政」における取組内容⑦「シテ

ィプロモーションの推進」と区別するための記述の工夫を検討されたい。 

 

21．大学連携 

 

・大学や大学生と市とが、相互に役に立つようなＷＩＮＷＩＮの関係をつくることが根本的

な大学連携の考え方であり、多くの大学等が立地する西宮市においては、まち全体をキャン

パス化し、まちの中に大学を受け入れていくようなイメージを計画の中で示すことを検討

されたい。 

 

22．産業 

 

・小規模事業者への支援や、起業を志す人へのサポートについては、商工会議所が中心とな

って、ある程度実施できているが、既に市内において一定の規模で事業をしている企業が、

事業規模の拡大を図る際に用地を確保することが困難な状況となっており、全庁的な対応
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が必要であると思われるので記述を検討されたい。 

 

23．農業・食の流通 

 

・農家と消費者を結びつけ、新しい農業や消費のあり方を考えることが大きな流れとなって

おり、ファーマーズマーケットやローカルフードハブ等の考え方が提唱、実践されてきてい

るので、西宮市においても検討されたい。 

・市が運営する食肉センターに関する、長期的な運営方針について記述されたい。 

 

24．就業・労働 

 

・産業分野最大の課題は人手不足であり、その解決策として女性、高齢者、外国人の活用が

挙げられている。就労支援の対象として、外国人も含めた記述とされたい。 

 

 

第Ⅴ部 環境・都市基盤、安全・安心 

 

25．環境保全 

 

・取組内容①「環境学習の推進」について、小・中学校との連携などを通じて環境学習を進

め、自然環境がより身近なものになるようにされたい。 

 

26．生活環境 

 

・指定有料ゴミ袋について、西宮市は近隣市の中でも導入が遅れているが、ごみの分別を進

めることは、市民の意識向上にもつながるものであるので導入を検討されたい。 

 

27．水道 

 

・水道は人間にとって一番のライフラインであり、災害対策に向けた取組を積極的に進めら

れたい。耐震化が完了するには 80年かかるとのことであるが、少しでも短期間となるよう、

工法等について検討されたい。 
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28．下水道 

 

・下水処理施設について、地震や津波が起こった際も、機能が維持できるよう、対策を進め

られたい。 

 

29．道路 

 

・洪水や地震等の災害時において、第一の交通ルートが使えなくなっても第二、第三の交通

ルートがあるよう、道路ネットワークの強靭化を図られたい。 

 

30．防災・減災 

 

・災害時の停電によりスマートフォンが使用できなくなることで、人々の情報収集や通信手

段の要が失われ、また、電動ポンプで建物内に水を送っている高層マンションやビル等では

断水が起きるなど、日常生活に大きな影響を与えることとなるので、停電に対する備えにつ

いて記述されたい。 

・都市防災力の強化として、台風による高潮や暴風への備えについて記述されたい。 

 

31．消防 

 

・西宮市の消防団は活発に活動しており、消防を補完する役割を担っている。防災における

消防団の重要性について記述されたい。 

・取組内容③「救急活動の充実」に「応急手当の普及啓発を推進する」とあるが、より具体

的に記述することを検討されたい。 

 

32．地域防犯・交通安全・消費者安全 

 

・民法上の成人年齢が 18歳に引き下げられることを受けた、新たな視点での消費者教育が

必要であり、消費者保護の観点、また人や社会・環境に配慮した消費行動（倫理的消費）の

観点からの取組について記述されたい。 
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第Ⅵ部 政策推進 

 

33．住民自治・地域行政 

 

・「現状と課題」に「縦割り行政の見直し」とあるが、行政が効率的・機能的業務を進める

ために組織の縦割りは存在しており、そのうえで部署間の情報共有や連携が必要である、と

いう認識にたった記述をされたい。 

・縦割り行政の課題として、地域力が低下した際に地域に負荷がかかることがあげられる。

地域内分権（支所機能の強化）と住民の自治力を高めていくこととを合わせて考える必要が

あり、整理して記述することを検討されたい。 

・取組内容①「地域力の向上」について、地域づくりには学校教育、社会教育、地域福祉の

各コミュニティとの連携が必要であり、そのことについて記述されたい。 

・取組内容③「コミュニティ拠点施設の有効活用」については、運営面も含め住民自治を高

めるための拠点活用という視点で記述されたい。 

 

34．行財政 

 

・北部は地理的な分断があるため、医療・福祉の分野をはじめ、様々な領域で近隣市との連

携が避けられない。取組内容②「広域連携の推進」は、文末が「調査・研究する」で終わっ

ているが、個別のテーマごとや地域課題ごとに考えるなど、試験的な取組みも含め、より積

極的かつ具体的に進められたい。 

・取組内容⑥「公共施設マネジメントの推進」について、都市インフラの将来に関する記述

を検討されたい。 

 

35．執行体制 

 

・取組内容⑤「ＩＣＴの活用」について、ＡＩやＩｏＴ等の先進技術の活用に関する今後の

展望を記載することを検討されたい。 
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その他  

 

冊子作成について 

 

・完成後の冊子を作成するにあたっては、図表や写真・イラストを活用するなど、市民にと

っても読みやすいものとなるよう、工夫されたい。 
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倉 石  哲 也 武庫川女子大学 H30.2.1～  
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水 田  宗 人 西宮市社会福祉協議会 H30.2.1～  

水 谷  陽 介 会社員（公募） H30.2.1～  
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審議経過 

 

開  催  経  過 審  議  項  目 

平成 30 年 2 月 21 日 

（2018 年） 

 

第１回審議会 ・会長及び副会長の選任 

・審議会の運営について 

・部会の設置及び部会長の選任 

・第５次西宮市総合計画策定方針等の説明 

・審議会開催スケジュール（案）について 

3 月 28 日 第２回審議会 ・基本構想（原案）について【諮問】 

・基本構想（原案）について 

6 月 1日 第３回審議会 ・基本構想（原案）について 

 ※キャッチフレーズ等 

7 月 18 日 第４回審議会 ・第４次総合計画の総括について 

・基本計画（原案）について【諮問】 

・基本計画（原案）等について 

7 月 30 日 第５回審議会 

（第１部会） 

・基本計画（原案）等について 

 ※施策分野 1～5、29、32 

8 月 2日 第５回審議会 

（第３部会） 

・基本計画（原案）等について 

 ※施策分野 20～24、32 

8 月 3日 第５回審議会 

（第２部会） 

・基本計画（原案）等について 

 ※施策分野 9～12、14、15 

8 月 21 日 第６回審議会 

（第２部会） 

・基本計画（原案）等について 

 ※施策分野 6～8、13、16、32、33 

8 月 28 日 第６回審議会 

（第１部会） 

・基本計画（原案）等について 

 ※施策分野 25～28、30、31 

9 月 3日 第６回審議会 

（第３部会） 

・基本計画（原案）等について 

 ※施策分野 17～19、34、35 

9 月 26 日 第７回審議会 

（第３部会） 

・基本構想（原案）及び基本計画（原案）に

ついて ※部会審議まとめ 

10 月 1 日 第７回審議会 

（第２部会） 

・基本構想（原案）及び基本計画（原案）に

ついて ※部会審議まとめ 

10 月 3 日 第７回審議会 

（第１部会） 

・基本構想（原案）及び基本計画（原案）に

ついて ※部会審議まとめ 
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開  催  経  過 審  議  項  目 

11 月 15 日 

 

 

第８回審議会 ・各部会からの審議内容の報告 

・基本計画及びアクションプラン等の修正

について 

・基本構想の修正について 

 ※キャッチフレーズ等 

・答申（案）について 

12 月 27 日 第９回審議会 ・答申（案）について 

・基本構想（原案）及び基本計画（原案）に

ついて【答申】 

 



第８回西宮市総合計画審議会 資料 10-1 

- 1 - 

（別添）その他意見 

【基本構想】 

該 当 箇 所 意 見 内 容 

基本構想全般 

 

・表紙に「みやたん」のイラストがあると、子育て世代の目に留

まりやすくより多くの方が手に取ってくれるのではないか。 

・市外の方や、外国から移住した市民にも理解できる端的な言葉

で「文教住宅都市とは」の説明を冒頭に入れることを検討された

い。 

・「文教住宅都市」を前面に出すのであれば、「文教住宅都市西宮

の歌」を紹介しても良いのではないか。 

・３つの都市宣言について、文教住宅都市宣言以外のものはあま

り記述されていない印象を受ける。どこかに記述することを検

討されたい。 

・増加する外国人住民が行政支援にアクセスしていくこともあ

るということを考えれば、振り仮名があった方が読みやすい。 

・外国人に読まれることも想定し、項目番号は「ア」「イ」「ウ」

ではなく、数字にすることを検討されたい。 

序論 

1.総合計画とは 

・２ページの３行目に、第４次総合計画中間改定の８ページにあ

る文章を引用することを検討されたい。 

2.時代認識 

 

・４ページの２．①では、「過度な人口偏在は生活様式や文化の

多様性の喪失につながります」とあるが、35 ページの図 22では

市の中央部に都市核を集中させている反面、地域核が孤立し連

動が見られない。 

・これまで自治会組織は戸建て住宅を中心に活動してきた。集合

住宅が増え、その中で管理組合ができると、自治会に加入しなく

なり、集合住宅の住民は地域と疎遠になるという問題が起きて

いる。隣近所との付き合いがない一人暮らしが増えているとい

うアンケートの分析は実際そのとおりであり、そこをどのよう

に補っていくかという取組を検討されたい。 

・５ページの⑥で、ICT 等用語解説を必要とする言葉を多く盛り

込むのではなく、例えば「ICT」は日本語で「情報通信技術（ICT）」

と表記することを検討されたい。 

3.西宮市の現状と課題 

(2)人口の推移 

・人口推計については市域を碁盤の目のように細分化して人口

偏在にとらわれることはなく、第４次総合計画のように支所単

位ぐらいの把握でよいと思う。 
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該 当 箇 所 意 見 内 容 

3.西宮市の現状と課題 

(4)経済・財政状況 

 

・「わが国の経済状況は、人々の暮らしやまちの活力に直結しま

す。」としながら、経済状況の記述は８行のみで、後段は財政状

況についての記述であり、経済状況を説明の説明としては弱い

ので、検討されたい。 

3.西宮市の現状と課題 

(5)市民の意識 

 

・24 ページの表３「西宮の将来像」について、塩瀬、山口でも

「徒歩や公共交通でお出かけしやすいまち」を望む声が多い。北

部問題についてはきちんと記述されたい。 

3.西宮市の現状と課題 

(7)まちづくりの主要

課題 

 

・「①住宅都市としての価値を未来に引き継ぐ」のタイトルに「文

教住宅都市」の言葉を用いていないが、西宮の特徴は単なる住環

境だけでなく、「文教」と「住環境」が相まってはじめて他に誇

れる「文教住宅都市」が形成されているのではないか。 

・まちづくりの主要課題としてあげられている６項目の中で、障

害福祉に関する記述がないように思える。市民にとって理解し

やすい共生のまちづくりを検討されたい。 

・「③自助と共助（互助）の考えで地域の絆を強め、地域共生の

社会に向かう」で記述されている「我が事」「支え手側」「受け手

側」は、「ニッポン一億総活躍プラン」、「地域力強化検討会 中

間とりまとめ」の中に出てくる言葉であり、そのまま記述するの

が良いのか検討されたい。 

将来像全般 

 

・キャッチフレーズの例として、これからの社会というのは、自

分たちがつくるまちというかたちで、市民もやります、行政もや

ります、みんなでやりますということが分かる表現を検討され

たい。西宮市が住みやすいまちであるためには、文教住宅都市と

して築いてきた地域間のつながり、ネットワークが薄れてきて

いるということに対して、どう立て直していくのかということ

が、これから 10 年の課題になってくると思われる。共助や共助

を促進するような官の仕組みを前面に打ち出していけば、基本

構想の６項目とそれぞれ絡んでいくと思う。 

・第４次総合計画の時は「ふれあい 感動 文教住宅都市・西宮」

というキャッチフレーズを付けたが、昭和 38年の文教住宅都市

宣言以降、総合計画の基本目標は「文教住宅都市を基調とする個

性的な都市を目指します」としており、これは終始一貫して変わ

らない。西宮の「文教住宅都市」には、長い歴史があることを理

解されたい。 
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該 当 箇 所 意 見 内 容 

・文教住宅都市を変える必要はないが、どのようなまちを目指し

ているのか分かるような、イメージがわきやすいキャッチフレ

ーズが必要。この計画は、行政を中心として、市民、企業、諸団

体が協力して作成していくものにならなければならない。西宮

市がどのようなまちづくりを目指しているのかを分かりやすく

表現することを検討されたい。 

・第４次総合計画のキャッチフレーズは「ふれあい 感動」とな

っているが、これは前身の「であい ふれあい わかちあい」をさ

らに深めたものである。今回も、現行のキャッチフレーズを更に

深められたい。 

・「文教住宅都市西宮の歌」の歌詞からキャッチフレーズを引用

することを検討されたい。 

・『「住み続けたい街」を目指す！』のような、市民目線のキャッ

チフレーズを検討されたい。 

・西宮市は、非常に環境が良いのが特徴だ。緑が多く、子供が伸

びやかに育つ環境がある。そのため、「緑が多い」ことと、「文教

住宅都市西宮」という今までのキャッチフレーズは、外せないと

思う。その上に「創造」とか、「未来への輝き」といった言葉を

加えても良いのではないか。 

・会合や活動などにおいて、最近は依存志向の若者が多いと感じ

る。西宮をこれから自分たちの手で作り上げ、盛り上げていく中

で、子供の環境や生活の向上を見出せるような、画期的で新しい

目標を持たれたい。子育てのことについては依存志向を払拭し、

人を育てる、お互いに支え合う西宮になって欲しい。 

・「文教住宅都市」という単語は非常に大切。それに加えて、イ

メージが湧くように、例えば「実感 共に生きるまち」とか「共

に生きたいまち 文教住宅都市西宮」のようなシンプルなもの

が良いのではないか。若い方、壮年、老年の方々も実感できるよ

うなイメージを検討されたい。 

・「文教住宅都市」を市民に広報できたり、あるいは市民が意識

できるキャッチフレーズを検討されたい。 

・第４次総合計画の抜けている面を補いつつ、良い面を更に伸ば

すという観点から、今までの延長線上でキャッチフレーズを考

えなければならない。新たに設けるよりは、今まで使っているも

のを再度市民に PRすることが大切で、「文教住宅都市西宮」、「感

動」というのは、キャッチフレーズとして生かされたい。 

・市民がつくる西宮ということで、キャッチフレーズに「市民」

や「人々」という単語を入れて、皆でつくっているという意識を

もっと高められたい。 
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該 当 箇 所 意 見 内 容 

・いまは幼児からお年寄りまで、小学校単位で様々な種目のスポ

ーツが簡単にできるような体制になっている。いつでも簡単に

スポーツができることが想像できるキャッチフレーズを検討さ

れたい。 

・現在の西宮市が「文教住宅都市」の名にふさわしいまちである

かどうかは、議論する余地があるものの、キャッチフレーズには

「文教住宅都市」という言葉を使いたい。市民が主体の「文教住

宅都市」というイメージを持ったキャッチフレーズを検討され

たい。 

・西宮市に転居する前の市では、小学校の教室で交流できる場が

設けられ、幼稚園にも園庭開放があり、図書館もビデオ貸し出し

があって、非常に便利であったが、西宮市では、そういう面で開

かれていない印象を受けた。今後の期待をも込めて、キャッチフ

レーズに「開かれた」を入れることを検討されたい。 

・資料に載っている近隣市・中核市のキャッチフレーズを見る

と、地名が入っていないキャッチフレーズは８つしかない。 

 「えびす顔のまち西宮」、「心地よいまち西宮」、「成熟した文教

住宅都市西宮」、「みんな生き生き、未来にわくわく西宮」、「住み

続けたいまち西宮」など、キャッチフレーズには「西宮」という

地名を入れることを検討されたい。 

・地名が付いていないと、どこの自治体のキャッチフレーズかが

分からない。「文教住宅都市」を掲げている西宮は非常にユニー

クだ。ユニークさに加え、分かりやすさを入れた、市民も一緒に

なって向かっていくようなキャッチフレーズを検討されたい。 

・西宮市は他市に住んでいる人から見ると、非常に良いイメージ

で「住みたいまちナンバーワン」と言われているのに、住んでか

らのギャップがあるのは、損をしていると思う。「文教住宅都市」

という宣言をして、掲げ続けている大きな未来像は、非常に良い

と思うが、現状はギャップがある。 

今の時代、主役である市民の動向、トレンドとしては、自分ご

とになることに対して非常に興味を持っているので、市民が自

分ごとに感じられるような言葉を使うことを検討されたい。 
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・西宮市は、高齢者の市民層の地域をつくる基盤がしっかりして

いて、分厚いものがひとつあるものの、世帯の流動から分かるよ

うに、若い層が来ては去るという、固い地盤の上に水がさらさら

と流れるような二重構造のイメージがある。この両者の融合が、

地域づくりに向けて非常に必要なことだ。その固い地盤の上に、

障害福祉が、市民、当事者、事業所、行政も含めて非常に高いレ

ベルで取組を行っていた。また、地域の多様性を認めていく文化

も一定程度根付いていた。さらに、環境政策が、子どもを巻き込

み熱心だという利点がある。そこの財産に加えて、教育や子育

て、若い人の地域参加ができるイメージのキャッチフレーズに

されたい。 

・西宮のみならず、全国的に単身化が進んで、孤立化の不安も大

きくなってくる。皆で新しいつながりをつくっていくような市

民自治についても、キャッチフレーズで言及されたい。 

・これまでの行政計画は、行政が主語になっていたが、これから

は主語を市民に変えなければいけない。団体で活動されている

方は、住民参加がうまく募れないという問題を抱えており、それ

を克服するためのキーワードは「であい・ふれあい・わかちあい」

であり、「みんなでわかちあい共につくる文教都市西宮」のよう

に、主役は市民であり、みんなで協力し、一緒に取り組もうとい

うキャッチフレーズを検討されたい。 

・大正から昭和初期にかけての西宮は、阪神間モダニズムが花開

き、新しい文化や、今まで誰もやってこなかったものがつくり出

されたり、海外から入ってきたりするようなわくわくするまち

だった。もう一度、新しい文化や今までなかったものを創造して

発信できるようなまちになればよいと思うので、「文」という言

葉があるのは非常に良い。我々市民が生きていく中でここは文

教住宅都市であるということを意識して生きていくことが重要

だ。 

市の職員が個々の事業や計画をつくるときに、ここは文教住

宅都市であるということを意識しながら計画されることによっ

て、その積み重ねが市として全体の大きな流れを紡ぎ出してい

くと思う。そういった意味でも、キャッチフレーズは今まで使っ

てきた言葉をある程度、継続して使うことを検討されたい。 
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・昔から文教住宅都市という言葉を使っていることは、それほど

市や市民が誇りを持っていることだと思う。他市のスローガン

では、「輝く」や「ふれあう」とか、動きを象徴的な言葉として

示しているものが多い。文教住宅都市という言葉は、経済学でい

うところのストックである。オープンな、開かれた文教住宅都市

をいう意見があったが、文教住宅都市の中身や、新しい展開をし

ているということを見せられる言葉があると良い。そうすれば、

単にストックを誇っているということではなく、進化している

ということを見せられるのではないか。 

・昭和 30 年代は、都市において住むことと働くことは両立せず、

どちらかと言えば産業は住宅から離れて、迷惑を掛けないとこ

ろで、というイメージが強かった。そういう意味で文教住宅都市

宣言は西宮らしいが、現代では産業と経済、ビジネスは住むこと

と一体化されている。文教住宅都市という言葉が、産業と経済を

排除するイメージで使われるとあまり良くないだろう。西宮市

には、文教住宅都市の変化の中で、経済的なメカニズムを組み込

んでいくという意気込みが欲しい。例えば教育とビジネスが、学

生の目線で融合を始めているような領域でも、西宮が日本に誇

る活動が行われている。 

いろいろなところで新しい変化が起きており、何か動きを示

されるような言葉がキャッチフレーズにあることを検討された

い。 

・西宮市は昭和 38年に文教住宅都市宣言をした。その後、昭和

58 年に平和非核都市宣言をして、平成 15 年に環境学習都市宣言

をした。これらを並べてみると、同じ都市宣言の中で、ひときわ

目立っているのが文教住宅都市だと思う。これは、市民が認知

し、守り、そして育ててきた結果ではないかと思っている。時代

によって住宅都市の中身や施策、事業も変わってきているとは

思うが、基本の文教住宅都市を守っていこうということは変わ

らない。西宮も人口の入れ替わりが激しいが、そこは変わらな

い、普遍的な価値になっていると思う。 

キャッチフレーズは必要で、それに文教住宅都市西宮という

ことは外せないだろう。西宮は工業都市ではなかったため、他市

のようなことにならず、大きなものを得た。産業面でも、西宮に

は西宮らしい産業がずっと続くことになったのだと考える。阪

神間でこれほど海浜が残っている地域は西宮だけで、芦屋に少

しあるものの、あとは須磨まで行かなければならない。自然環境

を大切にしながら、産業の発展についても折り合いをつけてき

た。この点についてはキャッチフレーズへ盛り込まれたい。 
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該 当 箇 所 意 見 内 容 

・若い世代の流出を止めるためには、土地や住宅が多少高くても

西宮の方が良いと思えることが、一目で分かるような計画にさ

れたい。 

将来像 

1.まちや人の姿 

 

・６項目にわたる西宮の将来像が描かれているが、いずれも傍観

者的に描かれており読み手の受ける印象は弱い。もっと主体的

に描き、市民に対してもっと強い、はっきりとした行政の意思を

表現したものにすることを検討されたい。 

・キャッチフレーズに各委員が挙げたキーワードのうち、入りき

らなかった場合、「まちや人の姿」へ落とし込むことを検討され

たい。また、計画をどのように機能させるかということについて

も、「まちや人の姿」へ入れ込んだ方が、縦割りではないことが

アピールできて良いのではないか。 

2.都市空間形成の基本

的な方向性 

 

・市街化調整区域や北部地域の将来像に関する記述が少ない。文

教地区・郊外住宅地というイメージが強いと感じるので、全体的

な市域の経営まで踏まえた、土地利用の概念も含めた計画とす

ることを検討されたい。 

・都市核・地域核とはなりえないが、阪急武庫川新駅についても

記載することを検討されたい。この課題については、単に駅を新

設するだけでなくアクセス道路や駅前広場といった公共インフ

ラの整備が伴い、多額の費用が必要になるかも知れないが、市内

部地域の交通不便地の解消のためにも取り組むべきものと考え

る。 

・主要幹線道路として国道 2 号・43 号・171 号などを挙げ都市

軸と称している。これは個人市民を中心に考えるからこのよう

な発想になるのであって、そこには企業市民という発想が不足

しているように思う。市内には名神高速道路、阪神高速神戸線、

阪神高速湾岸線、中国自動車道などがあり、また名神湾岸連絡線

についても整備の方向が固まっている。これらの道路網も将来

都市構想図の中に落とし込むことを検討されたい。 

3.将来像の実現に向け

て 

・「行政マネジメントの基本的な考え方は（中略）、全庁的に定着

してきています。」としているが、今の西宮市において本当に定

着してきていると言えるのかは疑問である。 

その他 ・「まちづくり評価アンケート」は市民を対象としたもので、企

業市民の意見が反映されていない。アンケートの結果、期待度、

満足度、ギャップ度が低い施策――例えば「都市型観光の振興」

について、数値が表に出ることで、施策の必要性がないと捉えら

れる恐れがあるので、注意されたい。 
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【基本計画（全般）】 

該当箇所 意見内容 

基本計画全般 

 

・基本計画を策定する際は、施策分野別に縦割りになってしま

い、横の連携が悪くなるので留意されたい。 

・孤立化や単身化が進む中での総合化は今までとは違う。各施策

をきちんとつなぐことを検討されたい。 

・税収拡大の時代と違ってお金が減っていき、かつ住民側のサー

ビスニーズが多様化していく中で、総花的な計画とするのでは

なく、どの施策を重点化するのか整理されたい。 

・全てが平均的な形でまとまっている。例えば、政策分野ごとに

でも重要視している部分を記述することで、市民にとって分か

りやすい計画にされたい。 

・抽象的な表現が多いが、「収支見通し及び事業計画」に書かれ

ている事業については、具体的に記載されたい。 

・４次総の「まちづくり評価アンケート」の結果において、期待

度と満足度のギャップが大きいところについて５次総で力を入

れられたい。 

 

 

 

【基本計画・アクションプラン（施策別）】 

該当箇所 意見内容 

1.住環境 

 

・現状、西宮は空き家が少ないということだが、今後は増えてく

ることが予想される。行政として、もう少し空き家の利活用の取

組について記載を検討されたい。 

・ここ 20 年くらいで世帯構成が大きく変化しており、３、４人

世帯が減り、１、２人世帯が増えている。そのため、建物はその

ままでも、中に住んでいる人数は減っているといった状況であ

る。減築をサポートする事業があれば、過密地域において空地を

生み出すことができるのではないか。 

・市が戸数をコントロールできる市営住宅について、集約するこ

とが本当に良いか否か、他市の動向を注視して進められたい。 

・北部地域における空き家の問題について、空き家の利活用など

地域のことを生かしていく方法を考えられたい。 

3.景観 

 

・大阪市では、御堂筋において大胆な広告物の規制を行おうとし

ているが、西宮市においても、特にメインストリートとなるとこ

ろではそういった規制が行われると良い。 

・市の中では統一されていても、市境をまたいだときに、まちの

雰囲気が変わることがある。市街地としては連続しているので、

これがつながると良い。 
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6.子供・子育て支援 

 

・０～２歳児を育てる家庭への子育て支援体制として、地域子育

て支援拠点を小学校区で整備すべきである。その際は、利用者支

援事業もあわせて整備する。また、高齢者・障害者・子供が共有

できる居場所づくりといった、多世代交流・地域共生型施設を構

想することを検討されたい。 

・子育てについて、親（保護者）の力を上げる取組を検討された

い。未熟でない親（保護者）を育てることで子供への虐待も少な

くなり、子供に対する愛情のかけ方も変わってくる。 

・乳幼児期の虐待防止について、施策分野 15「健康増進・公衆

衛生」の取組内容③「母子保健の支援の充実」に妊婦面談の全数

実施について記載があるが、本施策分野の取組内容④「子供の貧

困対策や児童虐待防止の充実」の虐待防止には乳幼児を対象に

していないように思われる。書き方を工夫することを検討され

たい。 

・市内のブロックごとの児童数の推移とニーズの把握を施策検

討のベースとされたい。 

・目的について、「子供一人ひとりが健やかに育ち」と「安心し

て子供を生み育てる」の順番を逆にすることを検討されたい。 

・公立幼稚園の認定こども園化を検討することは不可避ではな

いかと思われる。 

・国が示す「市区町村子ども家庭総合支援拠点」を創設すること

を検討されたい。正規職員による構築が必須であり、市役所内の

チーム機能を高める必要がある。拠点として場所が必要であれ

ば、市役所コンシェルジュ機能の拡大、子育て総合センターの活

用が考えられる。拠点については、行政機関の日常的な情報共有

が必須であるため、市役所から分離することは好ましくない。 

・子育て世帯の転出超過については注視すべきであり、「子育て

するなら西宮」のキャッチフレーズ通りではないという子育て

世帯の声は高まっている。ハード面、ソフト面での自治体の努力

不足の重なりが、利用者に「子育てしにくいまち」として伝わっ

ているのではないか。 

・子育て総合センターやこども未来センター等の整備により、子

育てと発達支援の「センター機能」は整備されたが、センターへ

のニーズが高まり、結果的に利用不便（待機等）を招くこととな

った。よって、今後 10年はセンターを拠点としたアウトリーチ

機能を整備することを検討されたい。アウトリーチの内容は、
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「専門職の派遣」と「プログラムの支援」である。地域子育て支

援拠点等が小学校区で整備できれば、その支援機能とタイアッ

プし、センターから地域拠点へのアウトリーチ体制の整備を目

指すべきである。アウトリーチ機能が整備されることによって、

拠点において専門職派遣による人材育成が進むとともに、「予

防・教育的」機能が整備され、センター型（相談・介入型）との

連携がより円滑に進むようになる。 

・保育ニーズが高い地域において、小規模保育施設と、民間幼稚

園及び公立幼稚園との連携を考えられたい。 

・北部地区、瓦木・高木地区の保育ニーズへの対応は計画的に検

討されたい。保育所等の新規開設は、少子化と 10年後の保育ニ

ーズの減少を考えると慎重な判断が必要である。 

・民間幼稚園と教育委員会の協議により、公立幼稚園の機能改革

を進めることを検討されたい。 

・利用者支援員（コンシェルジュ）を増員するとともに、人材育

成を行うことを検討されたい。 

7.学校教育 

 

・学力に課題がある場合は、貧困家庭であろうとなかろうとサポ

ートするというのが教育委員会の立場ということだが、「確かな

学力の向上に向け、教育格差の是正に努める」など記述すること

を検討されたい。 

・学校をなくすということは、地域にとって大きな出来事で、大

きな衝撃を与えると思う。小学校は教育だけではなく地域がま

とまる象徴なので、丁寧に考えられたい。 

8.青少年育成 

 

・中高生の居場所づくりは必要である。どこかに盛り込むことを

検討されたい。 

・取組内容③「留守家庭・放課後等の児童育成」に「子ども・子

育て支援新制度基準を満たすよう留守家庭児童育成センターの

整備を進める」とあるが、定員や面積に関することであることを

具体的に示すことを検討されたい。 

・不登校や保健室登校の子が、学校以外に行ける場所を検討され

たい。公民館や気軽に集えるカフェのような場所で、定年退職し

た方々などと、世代を超えて趣味のようなものを共有すること

ができればと思う。 

・駅前などの施設に中高生が集まれる場所を検討されたい。図書

館・運動施設・音楽施設等、阪神甲子園駅や西宮北口駅は中高生

の交流地点でもある。 

9.地域福祉 ・少子高齢化による地域の担い手の減少する一方で、一般就労が

かなわない人たちの層が増えており、地域の中での仕事づくり

が、地域活性化とともに役割づくりにもなる。この好循環が発展

すればコミュニティビジネスにもなりうるものであり、このよ
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うな拠点を西宮に作り、ワンセットの概念で進めることが福祉

の総合施策となるので、記述を検討されたい。 

11.障害者福祉 ・就労継続支援Ａ型には、事業所の突然の閉鎖による大量解雇な

どの問題があるので、こういった計画が絵に描いた餅に終わら

ないか心配である。 

12.生活支援 

 

・ＤＶ被害者の支援について、支援や自立のための情報提供のほ

かに、経済的自立を促す就労支援についても記載することを検

討されたい。 

・社会から孤立している人に対する就労支援には、身だしなみの

支援なども必要となる。実際にお金を稼げるようになるまで長

いプロセスがあるので、単に職をつなぐといった点にとどまら

ないように気をつけられたい。 

・生活困窮者自立支援法に基づき、市は寄り添うと言っている

が、少ないスタッフで本当にできるのか疑問である。本来の趣旨

を生かせるよう取組内容の記述も検討されたい。 

14.医療サービス ・取組内容③と④に対応する「現状と課題」の記載順序が逆にな

っているので、統一されたい。 

17.生涯学習 

 

・「現状と課題」の最後に「学校施設の有効活用などの連携を図

っていく」とあるが、直前に「地域交流の場を提供している」と

の成功例が書かれていることから、「更なる連携を図っていく」

とすることを検討されたい。 

・「地域人材の活用」という言葉が生涯学習の中で出てくるが、

その前段として、地域にどんな特技をもった人材がいるかの情

報を把握できていない実情がある。個人情報保護の観点から情

報提供できない場合もあり、今後の課題である。 

・「現状と課題」に「子供の発達段階に応じた読書活動を推進す

る」とあるが、読書に興味のない子供たちへのアプローチとし

て、例えば西宮市を舞台にした小説を紹介することで、本に触れ

るきっかけにするのはどうか。他にも、映画の原作を紹介した

り、学校においても読書感想文を学校が指定した本ではなく、自

由に選ばせたりするなど、読書を推進する具体的な方法をもっ

と挙げることを検討されたい。 

・学校教育でも社会教育でも、今は民間部門においても機能を有

しているので、市がどこまで何を行うかの役割を明確にされた

い。 

・生涯学習には、学校教育と社会教育を含むとのことだが、学校

教育は独立した施策分野になっているのに対し、社会教育はそ

うではない。学校教育同様、１施策分野として独立させるか、生

涯学習の中に含むにしても社会教育というものをもっと強調す

ることを検討されたい。 
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18.文化芸術 

 

・「現状と課題」に、ホールの指定管理者がコンサートや屋外で

のアート事業を実施しているように受け取れる記述があるが、

誤りではないか。 

・「現状と課題」に、「西宮市文化振興財団、西宮市大谷記念美術

館や西宮芸術文化協会等の芸術文化団体と連携し」とあるが、こ

の表記だと全てが芸術文化団体であるように誤解される恐れが

ある。また、その後の「市民の自主的な芸術活動を支援する」主

体についても誤解されないよう表記を工夫されたい。 

・兵庫県立芸術文化センターについて、県との連携を通じて、市

の音楽芸術や舞台芸術などへの活用を進めることを検討された

い。 

・取組内容①「文化芸術にかかわる人材への支援」に記載の「「す

る人」を育む取組」で、発表の場や活動の場について具体的に記

述することを検討されたい。 

・取組内容②「文化芸術の浸透」は、「文化芸術の振興」という

言葉が適切と思われる。 

・取組内容②「文化芸術の浸透」について、船坂ビエンナーレの

ように廃校を利用して芸術家が活躍する場をつくるための橋渡

しを市が担うことを検討されたい。商店街の空き店舗なども活

用できるのではないか。 

・取組内容②「文化芸術の浸透」の中に「西宮市展の充実」とあ

るが、現在は「充実」という段階ではないと感じる。「見直し」

とすることを検討されたい。 

・取組内容③「文化芸術施設の整備」について、整備をする前に、

市民ギャラリーの稼働率向上や空調の整備について検討された

い。 

・文化財保護法が改正され、保存だけでなく活用を積極的に考え

ていかなければならない時代となった。熱心に勉強しているＮ

ＰＯ、ボランティアの方々の考えや力をどう生かしていくのか

検討されたい。 

19.スポーツ 

 

・「現状と課題」に「サービスの向上を図っており、（中略）市民

ニーズを反映したスポーツ施設の運営を行う必要がある」とい

う文章があり、違和感がある。 

・一流の選手が競技できる施設があることは大変すばらしい。子

どもの夢の創出にもつながる。 

・今、西宮では一流の体育館、競技場を整備しようとしている

が、ハードウェアにとどまらず、充実したソフトウェアやヒュー

マンウェアをパッケージにして、西宮市のクオリティーの高い

スポーツ施策を計画し、推進することを検討されたい。 

・指導者育成のための講習会を、大学で競技をしている人たちと

一緒にすることを検討されたい。 
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・新体育館について、現在は現地建替えで計画が進められている

が、いまだにアサヒビール工場跡地に建つと誤解している方も

いるかもしれないので、その点について何か記述することを検

討されたい。 

・建て替えを予定している中央体育館は駅から離れており、駐車

場が不足するため、大きな大会を開催すると利用者が不便を被

っている。体育館へのアクセス改善が今後の課題である。 

・現在、小学校区ごとにスポーツ推進委員が配置されており、幼

稚園から老人の方を対象にいろいろな種目のスポーツ指導を提

供している。また、体育協会等による講習会や選手育成を行って

いる。指導者はボランティアに頼っており、今後の人材確保が心

配される。 

20.都市ブランド ・限られた記述スペースの中で、西宮の野菜のように、「現状と

課題」に「農産物」と記載されているだけの項目があるので、本

施策分野で取り上げる項目についてメリハリをつけることを検

討されたい。 

21.大学連携 

 

・大学連携を進めることで、学生が西宮と接点を持ち、西宮に住

みたい・働きたいと思えるような情報共有が地域とできると、西

宮の発展につながる。その構図をつくることを検討されたい。 

・野外文化事業において、地域の小学生とイベントに取り組んで

もらうことを大学側に働きかけているが、うまくはかどらない

ケースがある。大学と地域との連携については課題がたくさん

あると思う。 

22.産業 

 

・最近、新聞で女性の約 70％は働くようになっているという記

事を見て、格好良く働く女性のイメージを西宮の将来像でつく

れると、西宮のブランドイメージとうまく重なる気がする。他に

も、大学と連携したイノベーティブなビジネスが起業・創業のと

ころで結びつくという構図を検討されたい。様々な接点が「産

業」にはあると思う。 

・市内の、特に中小企業と行政の情報共有を検討されたい。事業

用地を拡張したい企業への手助けにもつながるし、災害が起き

た際の国からの情報伝達も、平時から伝達経路が確立していれ

ば、円滑に対応することができる。 

・取組内容③「起業・創業の裾野の拡大」について、１行目が「住

宅都市」「大学の多いまち」の順で記載されているのに対し、２

行目は「学生」「女性」「高齢者」の順での記載となっている。順

を揃えることを検討されたい。 

・昔のように産業が公害の象徴のようなものではなくなってお

り、これからの大きな流れの中で、西宮の中に働く場所が組み込

まれていくことは大事なことだと思う。 
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・卒業後、首都圏で就職する学生がかなり多い。本当は関西で勤

めたいが職がないので東京へ行くという学生が少なからずい

る。大企業は東京へ進出する傾向が続いているので、夢を持った

若い人たちが起業できるような仕組みをこの中で考えてはどう

か。西宮市が起業を応援する、西宮市では仕事を持ちつつ子育て

ができるということを、明確なメッセージとして出すことを検

討されたい。 

・西宮に自分の求める職種があれば、隣近所の人の顔が見えて安

心できる地元に住み続けたいという若者も少なからずいる。企

業誘致は簡単にはできないが、対応策を検討されたい。 

・大型ショッピングセンターが、特定の地域に固まりすぎてお

り、北部の住民は買い物に不便している。 

・本計画と、策定中の第３次産業振興計画とで、記載されている

項目に差異が見られるので、整合を図られたい。 

23.農業・食の流通 

 

・卸売市場について、一度イベントで見学をしたことがあるが、

平時からもっと開かれた場所になれば、市民の意識が変わると

思う。 

・中学生のトライやるウイークのように、一般市民向けの農業体

験の機会をつくることを検討されたい。都市部から近いことも

あり、需要があると思う。 

・野菜の直売所について、詳細を一覧にしてＰＲされたい。 

24.就業・労働 ・西宮市の就労人口の約４割が市内で就労し、約６割が市外で就

労している。市内で働く市民の割合を増やそうにも、受け皿がな

いため難しい状況である。これが課題だと思う。また、大学生が

約 36,000 人いるということだが、同様の理由で大学卒業後に市

内で就職する者は少なく、大多数が県外に出て行ってしまう。 

26.生活環境 

 

・処理施設の整備を今後行うとあるが、小・中学生の社会見学へ

の対応等、環境教育面にも配慮されたい。 

・災害廃棄物の一時保管について、近隣市と連携する等の考えを

示されたい。 

27.水道 ・武庫川が氾濫しても、直接の水源ではないため水道に影響はな

い（断水しない）とのことだが、市民はあまり知らないので、安

心した水道の展開という面で、何らかの広報を検討されたい。 

28.下水道 

 

・災害発生時の避難所におけるトイレについて、使用できなくな

った際のバックアップ機能を検討されたい。 

・透水性舗装を進め、排水施設に雨水が流入する量を減らされた

い。 

・新設だけでなく、ハザードマップの浸水想定区域内にある既存

の上下水道施設・設備について、万が一起こり得る災害に対して

も可能な限り改善や対応を進められたい。 
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該当箇所 意見内容 

29.道路 

 

・県道 82 号は歩道が狭く、住宅が道路際いっぱいまで建てられ

ており、歩行者にとって非常に危険である。また、踏切により車

が渋滞する。 

・歩道の環境整備について、東京都で施工されている保水性舗装

や街路樹、民の土地の道路際に緑を持ってくるといった手法に

より、特に猛暑時において歩行者が歩きやすい空間にしていく

ことを検討されたい。 

・平成 30 年９月の台風 21 号による暴風の被害として、市内で

はたくさんの倒木があった。その備えとして街路樹等の樹木診

断をきちんと行い、根腐りがないかの確認をするとともに、根は

りの浅い樹木を植えないようにされたい。 

30.防災減災 

 

・温暖化が進む中、小学校の校舎にはエアコンが完備されたよう

だが、避難所として使用される体育館についても設置を検討さ

れたい。 

・緊急時の情報発信について、なかなか想定通り全ての人に情報

が行き届かないことが懸念される。 

・今後、北部地域に人を呼び込むにも、災害時に孤立するのでは

ＰＲの足かせになってしまう。 

・災害時の要援護者については情報の取り扱いの難しさがある

が、仕組みづくりを是非進められたい。 

・スマートフォンアプリやドローン等の新しい技術について、西

宮市の防災・減災に合うものをうまく取り入れられたい。 

・津波避難が必要な地域や、土砂災害の警戒が必要な地域を中心

に地域版防災マップを作成しているということだが、関係する

一部の人に対する情報にとどめず、誰もが見ることができるよ

うに広く活用されたい。 

31.消防 

 

・ＡＥＤの設置や救急救命講習の実施などを推進されたい。 

・消防団の育成や活性化について計画に盛り込まれたい。 

32.地域防犯・交通安

全・消費者安全 

 

・ただ防犯カメラを設置するだけでは監視社会になってしまう。

住民の見守る目も合わせて、地域の防犯力を高められたい。 

・防犯カメラは市が設置する 300 台以外にも、より多くの台数

が民間により設置され、警察において活用されているように、ま

ちの安全を公民で連携して守っていることも計画に記載された

い。 

・防犯カメラの設置・運用についてはどこが管理して、だれが協

力しているかというのをもう少し明確にされたい。 

・警察の管轄かもしれないが、主要交差点においては歩車分離信

号の導入を進められたい。渋滞を招くかもしれないが、人命優先

の考えでお願いしたい。 
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該当箇所 意見内容 

・歩行者、自転車の携帯電話操作を含めたマナー違反による事

故、トラブルが急増している。条例で罰則を設ける、保険加入を

義務付けるなど、何か方向性を打ち出されたい。 

・高齢者を狙った電話による詐欺については、流出した名簿など

をもとに次々に電話をかけているといった状況もあるので、現

在発生している詐欺の情報が共有できれば、被害を防ぐことが

できるのではないかと考える。 

・通話録音装置の無料貸し出しについては、要件をもう少し緩和

されたい。 

33.住民自治・地域行政 

 

・「現状と課題」の最後のパラグラフについて、文章が長すぎて

読みにくい。「地域の拠点として存続させることとしている」で

区切ったほうが、主述の関係がはっきりする。 

・学校施設の活用については、教室不足の学校もあることを踏ま

えて検討されたい。 

・市民集会施設については、市から補助金を受けて建てられてい

るので、もっと自由に地域に開放してもらいたい。 

34.行財政 

 

・今のままでは一部の地域のみに人口が集中していってしまう。

北部や臨海部も居住地の選択肢にあがるように市もＰＲ等の手

立てを講じられたい。 

・取組内容①「長期計画の策定・推進」について、「20～30 年後

のまちの将来像を考える」とあるが、そのころには団塊世代の人

口が減少するなど、人口構成も変化し、違う社会になると思われ

る。それまでの間、どのように運営してくかを検討することが重

要である。 

・取組内容②「広域連携の推進」については、市民の合意形成を

しっかりとった上で取り組まれたい。 

・取組内容⑦「シティプロモーションの推進」について、ＩＣＴ

の活用や市民の情報を活用するシビックテックといった視点を

採り入れることを検討されたい。 

・取組内容⑦「シティプロモーションの推進」について、西宮コ

モンズに、民間で西宮の情報発信を行っている外部サイトをリ

ンクすれば、より内容が充実すると思う。 

・取組内容⑧「広報力の強化」について、子供版市政ニュースを

検討されたい。子供がイベントなどの情報を自分で見ることが

できてよいと思う。 

・取組内容⑧「広報力の強化」について、市政ニュースのほかに、

もっと子供からお年寄りまで万人が興味を持って読むことがで

きる情報誌のようなものを制作することを検討されたい。 

・取組内容⑧「広報力の強化」について、市政ニュースは確実に

市民の手元に届くので、他の文書も市政ニュースに合わせて配

布することを検討されたい。 
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該当箇所 意見内容 

・取組内容⑧「広報力の強化」について、町内の回覧板は有効な

ツールであるが、書体やデザインなど、注目を集めるための工夫

をされたい。 

35.執行体制 

 

・取組内容③の検査については、専門の職員をどこまで確保でき

るかという問題があり、民間に委ねるところもある。どの形がよ

いのか検討されたい。 

・取組内容③の入札については、競争入札が原則だが、どうして

も随意契約が残ってしまう部分の整理が必要となる。また、競争

入札でも従来の単純な価格競争入札ではなく、総合評価やプロ

ポーザルといった方式によって、品質を担保するようなことを

今後の方針として確立されたい。 

・取組内容⑤に「ホームページの定期的なリニューアル」とある

が、市のホームページは見やすさにバラツキがある。更新時に統

一することを検討されたい。また、パソコンが使えない高齢者へ

の情報発信についても配慮されたい。 

・取組内容⑦「歴史資料の保存と公開」に、「公文書館的施設の

整備を行う」とあるが、単に歴史資料を保存するだけではなく、

何を歴史資料とするかという観点が重要であり、公文書をどの

ように保存していくかについて議論されたい。 

・議会との関係もあるが、内部統制については、議会選出の監査

委員の廃止もできるので、そのことも含めて検討されたい。 

・内部統制に関する「現状と課題」の記述で、「監査制度の強化

を進めることとなった」とあるが、「進めている」や「進めてい

く」などの表現に文言修正することを検討されたい。 
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【地域別アウトライン】 

該当箇所 意見内容 

地域別アウトライン全

般 

・地域によって課題が異なるので西宮市全域で同じように施策

を進めるのは難しい。いくつかの大きなエリアを土台にして考

えると課題が見えてくるのではないか。 

・北部地区と同様に南部地区の課題も注視すべきではないか。特

に鳴尾（高須）と本庁南西（西宮浜）は人口減少が確実で、10年

後を見据えた場合の議論をされたい。 

・全地域の共通課題として「地域ケア会議の推進」が挙げられて

いるが、他に比べて具体的すぎる。例えば、「共生のまちづくり

の推進」や「地域ネットワークづくりの推進」等とすることを検

討されたい。 

・「予定している主な取組」において、いずれの地域においても

防災が挙げられているが、特定の項目のように位置づけられる

ものではなく、福祉や経済などあらゆる項目と密接に結びつい

ているものであり、そのことを踏まえた幅広い記述を検討され

たい。 

本庁北東地域 ・「まちの状況」が、現在でなく、何十年も前の状況を書いてい

ると感じる。ニテコ池周辺や夙川学院跡地にはマンションが建

設され、甲山が見えなくなったという団体もいる。また、北部を

行き来する車両が多くなり、交通安全上の課題がある。 夙川沿

いの生活道路は、抜け道になっており、車両が狭い道路を速い速

度で走っているので、事故が多発している。 

甲東地域 ・「河川（武庫川・津門川）の洪水の危険性がある地域があり」

とあるが、地図に津門川が記載されていない。 

塩瀬地域 

山口地域 

・「医療サービスの広域的な連携」が抽象的であり、「近隣都市と

の連携」という表現にすることを検討されたい。 

 


